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はじめに

本書は，中国語の基礎学習と中国地域研究， とりわけ中国近現代政

治史・現代中国政治研究と架橋することを目的として， 20世紀の中国

政治を方向づげた 20のテキストを題材にして中国語を学びつつ，中国

近現代政治史・現代中国政治研究に関する基礎事項を習得することを

めざしている。

各課は，課文の内容を紹介する前文，課文，語釈，課文のピンイン

表記，訳文および解説から構成されているこ

語釈・訳文によって課文の内容を理解した学習者は，まず第一に，

課文とピンイン表記を対照して双方向的にマスターすること一一課文

をピンインに直すこと， ピンインを漢字に直すこと一ーに十分な時間

をかけるのが効果的である (255頁の「小テスト」参照）。それぞれの

訳文には出所を掲げておいたが，それらはいずれも，わが国の中国地

域研究が蓄積してきた貴重な知的貨産である（中国で翻訳された 1,3,5

を除く）。訳文そのものを吟味すべきであることはいうまでもないが，

●のかたちで訳文に付したコメントは，その際どのような点に留意す

べきかを考える上で参考になろう。語釈についても同様であな語釈

部分で「日中・中日辞書引き System,Version2.」（小学館の日中・中日辞

典にもとづく ChineseWriterの添付ソフト）以外の補充事項の出所

は個々の用語を調べる際に，どのような資料を用いることができる

かについてのヒントを示している。積極的に活用いただければと思う。

課文として採用したのは，それぞれのテキストの一部分にすぎない

(253・254頁の「課文とテキストとの対応関係」参照）。果たして採用

した箇所が適切かどうか？，そしてテキストそのものが妥当なもので



あるかどうか？—- 20世紀中国政治を方向づけるもっと重要な文献

があるのではないか？ー一，これらについて具体的に考えて見ること

が，とりもなおさず中国近現代政治史・現代中国政治研究への第一歩

となるであろう。

田中仁

2000年 1月 10日
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1992 

1 部小平、最後の決断

天安門事件(¢2)で欧米から経済制裁を受けた中国は孤立

し， ソ連・東欧の社会主義が崩壊して中国内部では一時保

守派が優位に立った。市場経済や民主化をやるとソ連・東

欧と同じ運命をたどる， ど隈れたのである。だが郵小平は

反対に，改革開放を続け国民に豊かさを約束する以外にこ

の危機は乗り切れないと考えた。 1992年の旧正月改革開

放が進んでいる上海や広州，経済特区の深訓などをまわっ

た彼は，行くさきざきで開放と市場化を進めるよう檄を飛

ばした。このときの彼の言説は「南巡談話」にまとめられ

て中央文書となったがその一節はつぎのようにいう。「計

画が多いか少ないかは．社会主義と資本主義の本質的な違

いじゃない。計画経済イコール社会主義じゃないし，資本

主義にだって計画はある。逆に，市場経済イコール資本主

義じゃない。社会主義にだって市場はある。社会主義の本

質は，最終的にみんなが豊かになることじゃないのか」。要

するに，社会主義でも市場経済オーケーとなり，こうして

「社会主義の市場経済」論が出てくる。

1992年秋の 14回党大会 (10月 12~18日）は，「社会主

義の市場経済」論で経済の脱社会主義を正当化したこと，

革命世代がリーダーシップから完全に退き「第 3世代」の

指導体制に移ったことで特筆される。ポスト郵小平体制の



出発である。政治報告で江沢民総書記は，社会主義の市場
経済体制の確立のために経済改革の加速を提起したが，対
外開放の拡大に加えて，いままで避けてきた国有企業の経
営メカニズムの転換を訴えた。（毛里和子『現代中国を読
む』山川出版社， 1999年， 22・24頁）

廿刻多一点述是市物多一点，不是社

会主又与奇本主又的本康区別。 ・i't刻経済不
等子社会主又，礎本主又也有it剖；市物経
済不等子礎本主丈，社会主又也有市坊。 -i't
刻和市坊都是経済手段。社会主父的本康，

是解放生戸力，皮展生戸力，消天剥削，消

除丙扱分化，最終込到共同富裕。就是要ヌ寸

大家祷送令道理。証券、股市，送些左西究

党好不好，有没有危陸，是不是礎本主父独

有的＃、西，社会主込能不能用？允許看，但

要呈決地試。看吋了，稿一両年ヌ寸了，放升；

錯了，糾正，美了就是了。美，也可以快美，

也可以慢美，也可以留一点尾巴。恰什公，

呈持送秤志度就不要緊，就不会犯大錯誤。

忌之，社会主込要贔得与礎本主又粗比絞的
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化努，就必頻大胆吸牧和借答人英社会剣造

的一切文明成果，吸収和借答当今世界各国

包括礎本主又友込国家的一切反映現代社会

化生戸規律的先近経菅方式、管理方法。

◇ http://www.peopleclaily.co.jp→奇料，祁小平文迭。
• 《在武昌、深訓、珠海、上海等地的淡活要点》 (1992.1.18・2.21, 《祁小
平文迭》第 3巻，人民出版社， 1993年）。
• 《中共中央綜合性文集》（《中国革命史桔案文献光盆犀》 A・1)。
• 《中国共戸党文献奇料犀》。

＊◇は課文として採用したテキストの出所を
示す。テキストに関する参考事項を♦で示す。

膚扱分化〕両極分解。近代化の過程で社会が富裕層と貧困層に分解す

ること。

gushi【股市】株式市場。，，‘‘股票市場”の略。

〔看〕（••• と）思う。(・..と）考える。(・・・と）判断する。 q我～匝咳迄

乙力‘／ぼくはこうすべきだと思う。 q伽～送介力法好不好／きみ

はこのやり方をどう思う？（『現代中国語辞典』）

weiba [尾巴】 (1) (動物の）尾，しっぽ。『量』条，根',,人についても

比喩として用いる。 (2)物事の未解決の部分。 q初底 ched i解

決同題，不要留～／問題を徹底的に解決し，完全に処理しなけれ

ばならない。

vingde【棗得】勝ち取る。博する。 ii~独立／独立を勝ち取る。
〔相〕動詞の前につけ一方が他方に働きかける動作を表す。 q我不～

信／わたしは信じない。（『中日大辞典』）

j i訂ian【借臨】参考にする。手本とする。 q西洋涛的格律 gelu可以

供我/I]~,但是不能生搬硬套 shengban vlng t註／西洋詩の格

式はわれわれの参考にはなるが，そのままわれわれの詩に適用し
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てはならない。

bixu【必須】〔副詞〕必ず・・・しなければならない。，， ・一定要・ ・非…

…不可．に同じ。

※「gushi [股市］株式市場。 "f'"股票市坊”の略。」のかたちで表記している
ものはすべて「日中・中日辞書引き System,Version2.00cKODENSHA」（小
学館の日中・中日辞典にもとづく ChineseWriterの添付ソフト）を用いて作
成した。

※『現代中国語辞典』：香坂順一編著，光生館， 1982年，

※『中日大辞典』：増訂第2版，愛知大学中日大辞典編纂処編，大修館書店，

1989年。

＊ ＊ ＊ 

Jihua duo yidi近nhaishi shichang duo yidian, 

bushi shらhuizhuyi yu ziben zhuyi debさnzhiqubiも．

Jihua jingjl. bu dさngyushもhuizhuyl., ziben zh丘yi

yもyoujihua; shich近ngjingj l. bu dるngyuzibもnzhuyi, 

shもhuizh社yiye yもushich近ng.Jihua hもshichangdou 

shi jingji shouduan. Sh令huizh近yide benzhi, shi 

jiもfangshengch近nli,fazh近nshengchanl L xiaomiもbo・
xue, xiaochu liangji f邑nhua,zuizhong dadao gongt6ng 

fuyu. Jiushi yao dul. dajia ji五ngzhもgedaoli. Zhもng・

quan、gushi, zh令xiedongxi jiujing hao bu hao, you 

mもiyouweixi五n,shi bushl. zibもnzh社yidu you de dongxi, 

shもhuizhuyi nもngbunもngyong? Yunxu kan, dan ya。
jianjuもdeshi. Kan dui le, gao yi・liang nian dui le, 

fang kai, cuo le, jiuzhらng,guan le jiushi le. Guan, 

y苔Kもyikuai guan, ye keyi man guan, yさkeyi1 iu yidian 

weiba. Pa shもnme, jianchi zhらzhongtaidu jiu bu 

yaojfo, ji心buhui fan da cuふ直 Zong zhL shらhui

zhuyi yao yingdもyuzlbさnzhuyi xiang b'ijiao de youshi, 

jiu bixu dadan xishou hも jiらjian rもnlらishもhui
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chuangzao de yiqi令wもnmingchもngguo,xlshou hもjiら・

jian dangjln shijiもg令guobaokuo zlben zhuyi fada 

guojia de yiqi令fanyingxiandai shもhuihuashengch近n

gullti de xianjin jlngying fangshi、gu五nl'if angf近．

＊ ＊ ＊ 

計画が多いか，それとも市場が多いかは，社会主義と資本主義

の本質的区別ではないc 計画経済イコール社会主義ではなく，資

本主義にも計画はある。市場経済イコール資本主義ではなく，社

にも市場がある。計画と市場はともに経済手段である＊。

社会主義の本質は，生産力を解放し，発展させ，搾取をなくし，

両極分化をなくし，最終的には共に豊かになることである。ほか

でもなく，みなにこの道理を語らなければならない。証券，株式

市場，これらのものははたしていいのかどうか，危険があるのか

どうか，資本主義にしかないものなのかどうか，社会主義が使え

るのかどうか。それなりの見方を保留してもよいが，断固実験す

べきだ。正しいと見定めたら 1~2年やってみて，正しかったら

自由化し，誤っていたら，是正し，やめればよい。やめるにして

も，すぐやめてもよいし，ゆっくりやめてもよい。また尻尾を残

しておいてもよい。なにも恐れることはない。このような態度を

堅持すれば大丈夫だ。大きな誤りを犯すはずがない。要するに，

社会主義が資本主義に比べて相対的に優勢になるためには，人類

社会の創造したあらゆる文明の成果を大胆に吸収し，参考にし，

資本主義先進国を含めた現代の世界各国の，現代の社会的生産の

法則を反映した，すべての先進的な経営方式と管理方法を吸収し，

参考にしなければならない。 ＊ゴチックは編者（以下同じ）3

◇ 『北京週報』第32巻第6・7号， 1994年2月8日， 11-12頁。
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● 「計画と市場はともに経済手段である」 ⇒計画経済の存在を前
提にして，市場メカニズムの導入もまた取りうるひとつの選択肢

であるとして，それを「経済手段」と表現している。

● 「それなりの見方を保留してもよいが（允許看）」 ⇒前段の「証
券，株式市場，これらのものははたしていいのかどうか，危険が

あるのかどうか，資本主義にしかないものなのかどうか，社会主

義が使えるのかどうか」を受けて，それらについて各自が「判断

することを許す」。

【部小平】

1904.8.22~97 .2.19 青年期のパリ勤工倹学中は周恩来と親交が厚く，帰

国後20年代末から 30年代はじめは農村根拠地建設に従事し，毛沢東派の

1人と見なされた。抗日戦争，国共内戦で軍事戦略家としての能力も遺憾

なく発揮し，第2野戦軍を率いる指導者となった。建国後まもなく中央に

抜擢され，毛沢東，周恩来の下で党・国務院の中心的な実務をこなすよう

になった。文革期には“第2の中国のフルシチョフ”と見なされ失脚した

が， 73年復活，周の右腕として経済などの再建に努めたが周の死後の 76

年に再び失脚。 76年に毛が死ぬと約 1年を経た77年に再度復活し，やが

て党の総路線を近代化建設に転換し，経済の大胆な市場化を重視して中国

の経済力，総合国力の向上に努める。政治改革も試みるが天安門事件の民

主化弾圧に見られるように“党指導の堅持"は譲れぬ一線であった,.総じ

て毛沢東時代に続く鄭小平時代と言える一時代をリードし，“改革・開放

の総設計師”と呼ばれた。…（『岩波現代中国宰典』）

【中国共産党文献資料庫】について

中共中央党校出版社・中央文献出版社， 1998年3 国家新聞出版署音像管

理司の批准によって発行されたCDロム(2枚）。内容は， 1)中央樅案館編輯・

中央文献研究室審定『建国前中共中央文献選 (1921・1949年）』 2733筒；

2)中共中央文献研究室編輯『建国以来重要文献選 (1949・1965年）』 1232

篇； 3)中共中央文献研究室編輯・審定『十一届三中全会以来重要文献選

(1978・1998年）』 619筒。
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［北京周報】について

外国語で中国の時事ニュースを伝える週刊紙。 1958年 3月周恩来総理の

提議によりまず英文版が創刊され， 63年日，仏，独，スペイン語の版が出

版された。北京週報社が編集出版し，中国国際図書貿易総公司を通じて，

世界 150余力国に航空輸送し販売している3 重要文献が全文掲戟されるこ

とも多く，資料価値は高い0 (『岩波現代中国事典』）

［岩波現代中国事典］について

・菱田雅晴・村田雄二郎編，

1999年。 1949年の中華人民共和国の成立から建国 50周年の 1999年まで

の 50年間の歴史を主たる対象とし，］）政治・経済はもとより重要と思わ

れる文化・社会に関する事項や人物， 2)この 50年に密接にかかわる 49年

以前の重要な車項と人物， :3)台湾・香港・華僑華人・民族に関連する項目

など 4300余項目を収録する（序），巻末に「和文索引」「中国語索引」「英

語索引」を付す。このほか現代中国に関する日本語の事典には，竹内実・

矢吹晋編『中国情報用語享典： 1999・2000年版』（蒼著社， 1999年），藤

堂明保・辻康吾・曽紹徳・堀内克明編『最新中国情報辞典』（小学館， 1985

年）などがある。
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1989 

2 天安門事件

1989年6月4日末明，天安門広場を埋めていた群衆に解

放軍が発砲し，「36人の学生を含む 200人余が死亡，軍人

以外で 3000人余りが負傷した」（陳希同北京市長の報告）。

当時， ソ連党書記長ゴルバチョフが中ソ関係正常化のため

に北京訪問中で， 1000人以上の外国人記者が北京に集中，

全世界が鎮圧にいたるプロセスをテレビ中継で目撃するこ

とになった。「世界を震撼させた 20日間」だった。

民主化デモの直接のきっかけは 4月 15日の胡耀邦前総書

記の死だった。胡自身改革に意欲をもち 86年の学生運動に

同情的だったために「辞任」させられており，いわば民主

化のシンボルになっていた。「ごく少数の者が民主の旗を掲

げて民主と法制を破壊した。……これは計画的陰謀であり，

動乱である。中国共産党の指導と社会主義制度を根本から

否定するものだ」という4月26日付『人民日報』の社説

一部小平の指示で出されたーーが事態をエスカレートさ

せた。当局の対応に怒った一部学生がハンガーストに突入，

ついに 5月19日建国後はじめて北京に戒厳令が出た。

このときの運動の中身はさまざまである。経済混乱や価格

改革にともなう 20%を超えるインフレヘの庶民の不満，高

級幹部の日に余る不正（役人プローカー。「官倒」）への怒

りなどが爆発し， 1986年にいったん止められた民主化要求

が再生した。しかも 89年はちょうど五四運動 70周年にあ
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たっていた。

当時学生たちが一党体制の転覆や政権の交代を求めたわ

けではないのに，「動乱」社説，戒厳令，武力鎮庄へと当局

の対応がエスカレートしたのはなぜだろうか。郭小平世代

のトップ・リーダーたちの目には民主化デモが 20年前の紅

衛兵や造反派の再来と映ったにちがいない。また権力にた

てつく者は断固鎮圧するという「治める者」の意志を示し

たかったのかも知れない。「みせしめ」である。厳家其ら改

革派党員エリートが考えた「体制内の改革」は所詮無理だ

ったのである。

天安門事件は共和国 40年の歴史を血で染めたが，同じよ

うな民主化運動が党や国家， レジームの崩壊にいきついた

東欧・ソ連のプロセスと比べれば，天安門広場の悲劇の上

に共産党支配体制が維持されているという冷厳な事実は否

定できない。（毛里和子『現代中国を読む』 20・22

在追悼大会后，扱少数別有用心的人継

蝶利用青年学生悼念胡羅邦同志的心情，制

造秤秤揺言，盛惑人心，利用大小字板汚蔑、

漫葛、攻缶党和国家領辱人；公然述反完法，

鼓劫反吋共戸党的領尋和社会主又制度；在

一部分高等学校中成立非法鉗鋲，向学生会

“奇枚”，有的甚至拾占学校r播室；在有
的高等学校中鼓劫学生芸i果、教帰晏教，甚

，
 



至強行阻止同学上裸；盗用エ人紐鋲的名又，

散炭反劫侍単；井且四処串朕，企図制造更

大的事端。

送些事実表明，扱少数人不是在近行悼

念胡羅邦同志的活劫，不是力了在中国推近

社会主込民主政治的近程，也不是有些不満

友友牢掻。他釘打着民主的旗号破杯民主法

制，其目的是要稿散人心，オ高乱全国，破杯

安定団結的政治局面。送是ー物有廿剖的阻

謀，是一次劫乱，其実康是要炊根本上否定

中国共戸党的領辱，否定社会主込制度。送

是捏在全党和全国各族人民面前的ー物戸重

的政治斗争。

◇ 《社恣必須旗椋絆明地反吋劫乱》（《人民日狼》 1989.4.26)。
● 《中共中央綜合性文集》（《中国革命史桔案文献光盆犀》 A・l)。
● 《中国共戸党文献舒料犀》っ

bievouvongxin【別有用心】〈成〉ほかにたくらむところがある。下心

がある。 q送是～的曲解qijj iも／これはたくらみあっての曲解だ。

guhuo【思惑】盛惑［こわく］（する）。惑わす。毒する。.,,"鼓惑”と

も書く。 ii~人心／人心を惑わす。

manma 【漫認】侮りののしる。~~造福註 oy 鈴／悪口を言い，デマを

飛ばす。
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〔存校〕権力を奪取する。 q元戸附級同資戸附級岡～和反～的斗争，是

生死存亡的斗争／無産階級と資産階級との蒋権と反蒋権の闘争

は，生死存亡の闘争である。 （『中日大辞典』）

chuanl ian【串朕】【串造】順繰りにつながりをつける。可革命大～／

革命経験大交流。，，文革初期に紅衛兵が自由に各地を旅行して交

流したときよく用いられた。

shiduan [事端】〈薯〉事故。紛糾。可制造 zhi註0 ~/ごたごたを起

こす。

且osao【牢騒】不平。不満。愚痴。 q満腹 manfu~/不平たらたら。

q他以来不友～／あの人はいままで愚痴をこぼしたことがない。

g a o [摘】（＝｛故 zuo, 干 gan)やる。する。つくる。従事する。手に

入れる。可～出乱子来／事故を起こす。災いを招く。たいへんな

事をしでかす。

san [散】散る。散らす。『発音』 註nは動詞用法。 s :inと読むと「ば

らばらの，半端な」という意味の形容詞用法になる3

〔十年劫乱〕寺指“文革”十年造成的功乱，因而成力“文革”的代名洞，又称

“十年浩劫”。（李谷城『中国大陸政治術語』中文大学出版社、 1992

年）

bii i【摺】並べる。きちんと置く。 い把同題～在栗面上来／問題を会議

の場に持ち出す。

＊ ＊ ＊ 

Zai zhuidao dahui hou, ji shaoshu biもyouyongxin

de rもn jJ.Xll liyong qingnian XUもshengdaonian Hu 

Yaobang t6ngzhi de xinqing, zhl.zao zhongzhong yaoyan, 

guhuo rもnxin,li yong d社xi五ozibao叩miも、呻nma、gongji

dang hもgu6jialingd五orもn, gongran wもif五nxiらnf五，

gudong f andui gongch五ndangde lingd近ohもshもhuizhuyi 

zhidu, zai yi buf en gaodもngXUもxiaozhong chもngli

feifa zuzhi, xiang XUもshenghui "du6quan", you de shもn・
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zhi qi五ngzhanXUもxiaogu五ngboshi;zai youde gaodeng 
XUもxiaozhong gudong XUもshengbake、jiaoshlbajiao, 

shらnzhiqiangxing zuzhi tongxuも shangkら； daoyong 
gongrもnzuzhl de mingyi, sanfa fandong chuandan; bing・ 

qie sichu chuanlian, qitu zhlzao gらngda de shiduan. 
Zhらxieshishi biaoming, ji sh五oshurもnbu shi zai 

jinxing daonian Hu Yaobang t6ngzhi de hu6dong, bu shi 
wもilezai Zh6nggu6 tuljin shもhuizhuyi minzh丘zhもng・

zhi de jinchもng,ye bu shi youxi邑b心m五nfafa laosao. 
Tamen d近zheminzhu de qihao pohuai minzhu f五zhl, qi 
mudi shi yao g五0san rもnxln,gao luan quangu6, pohuai 
anding tu自njiもdezhもngzhijumian. Zhe shl yi chang 

you jihua de ylnmou, shi yi ci dongluan, qi shizhi 
shi yao cong genb各nshang fouding Zhongguo Gongchan・ 
d近ngde lingd近o,fるudingsh令hulzhuyl zhidu. Zhらshi
b五izai quan d五nghもquanguo g令zurもnminmianqian 
de yl chang yanzhong de zhらngzhidouzheng. 

＊ ＊ ＊ 

追悼大会終了後，下心をもったごく少数の者が，学生たちの胡

耀邦同志追悼の気持ちをひきつづき利用し，さまざまなデマを飛

ばして人心をまどわし，大字報や小字報〔大小の壁新聞〕を利用

して党と国家の指導者を中傷罵倒，攻撃し，公然と憲法に違反

し，共産党の指導と社会主義制度反対を煽動し，一部の大学で不

法組織を結成し，〔合法的な〕学生会の「権力奪取」に向かい，

はなはだしきは大学の放送室を不法占拠したり，若干の大学では

学生と教師に授業ボイコットを煽動し，はては級友が授業に出る

のを強行に阻止したり，労働者組織の名義を盗用して反動的なビ
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ラをまいたり，また方々へ出かけて活動し，より大きな事件を引

き起こそうとした。

これらの事実が実証しているように，ごく少数の者は，胡耀邦

同志追I:卓活動を進めるのではなく，中国で社会主義民主政治を推

進するためではなく，また，なんらかの不満をぶちまけたわけで

もない。彼らは民主の旗を掲げて民主と法制を破壊したのであり，

その狙いは人心をバラバラにし，全国を混乱させ，安定・団結の

政治的局面を破壊するにある。これは計画的な陰謀であり，動乱

である。その実質は，中国共産党の指導と社会主義制度を根本か

ら否定することにあなこれは全党と全国各民族人民の前で行わ

れた重大な政治闘争である。

◇矢吹晋編訳『チャイナ・クライシス重要文献』第 1巻，蒼蒼社， 1989
年， 134頁。

●「一部の大学で不法組織を結成し，〔合法的な〕学生会の“権力

蒋取”に向かい」 ⇒「一部の大学で不法組織を結成して学生会か
ら‘‘蒋権”し」。「向」は動詞「向かう，傾く」ではなく，「動作

の向かう方向・対象を示す介詞」。

［胡耀邦］

文革後は鄭小平派の重要な幹部として真理検証問題，文革で失脚させられ

た幹部の復活問題などで積極的に活動し，郵小平の指導権樹立のために努

力し，郵小平の後継者としての地位を確立したつだが， 86年夏から始まっ

たプルジョア自由化反対のキャンペーンで党内のいわゆる保守派から集

中攻撃を受け，それが頂点に達した 87年 1月の中共中央政治局拡大会議

で総書記からの辞任を自ら要請し，辞任が認められた。ただ，辞任の原因

については現在でも解明されない疑問がある。例えば最大の理由はプルジ

ョア自由化の氾濫を放置したというものだが，胡耀邦の解任以降も改革派

の勢力は一層拡大し， 89年の趙紫陽解任にまで発展している。また，胡耀
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邦が徒党を組んだというのも罪状の一つだが，胡耀邦辞任当時にその関連

で解任あるいは左遷させられた者は，当時中共中央宣伝部長であった朱厚

沢一人に留まっており，しかも朱厚沢は中国農村発展研究センターの副主

任という，昇任ではないが降格というのも難しいポストに就いている。結

局，胡耀邦の総書記辞任は当時党内で大合唱となっていたプルジョア自由

化反対のためだが，彼の辞任によってこの自由化反対の大キャンペーンは

急速に終息し，「ブルジョア自由化」のより一層の「氾濫」を促進すると

いう結果を招来した。 88年には中央政治局委員に再選されたが，一部で噌

された政協全国委員会主席就任もなく，実際の担当を持たない形式的な政

治局委員として存在したようである。だが，中国共産党で最大の勢力を誇

る共青団グループの統帥として，また総唸記辞任によって逆に一層高めた

一般民衆の支持をバックに，胡耀邦の動向は内外の注目を集めた。しかし，

89年 4月心筋梗塞のため帰らぬ人となった。（三菱総合研究所編『チャイ

ナ・クライシス WHO'SWHO』蒼苔社， 1989年， 126・127頁； 「胡耀

邦」の項目は 123・127頁）

【人民日報］について

中国共産党中央委員会機関紙。 1948年6月 15日に中共華北局機関紙とし

て創刊， 49年8月，党中央委員会機関紙に昇格した。全中国の報道機関の

頂点に立ち，報道内容は直接党・政府の政策・方針を反映し，中国を知る

うえでも最も有力なな新聞であるが，反面，党中央の権力を握る勢力や首

脳の考え方に左右される傾向が強い。発行部数は 79年に 619万部に達し

たが，以後減少し 96年のそれは 207万6000部である。 85年7月から海

外の華僑・華人，外国人読者のため「海外版」を創刊した0 (『岩波現代

中国事典』）

【チャイナ・クライシス重要文献】について

全 3巻，焙蒼社， 1989年 8・12月。「経済改革のもたらじた経済危機が政治的

危機，体制的危機に発展した中国について，その動態を分析するために可能

なかぎりの資料を収集し，編集・邦訳した」（凡例）ツ構成は， I胡羅邦総書記失

脚の場合(3,文献数で以下同じ）， II政治犯釈放要求の攻防(11),III胡耀邦

追悼民主化騒動(20),IV「動乱」か「愛国民主運動」か(16),V平行線の「対
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話」 (ll),VIハンガー・ストライキの衝撃(18),VII郵小平体制の動揺(34),

VIII戒厳令布告とその破綻(31),IX趙紫陽断罪vs李鵬解任(25),X鄭小平

の巻き返し(16),XI危機迫る天安門広場(22),XII嵐の前の「中間総括」 (8),

XIII天安門亭件一人民の軍隊による人民の虐殺(12),XIV天安門事件一反

革命暴乱平定(12),XV事後報復の嵐(24),XVI民主化「動乱」始末(7),
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1984 

3 香港返還問題の妥結

香港の返還問題が浮上したのは， 1970年代末である。中

国大陸では文革の混乱が終息し，部小平の指導のもとに「4

つの近代化」政策が始動した時期であった（⇔6)。経済発展

を最優先課題とした中国は平和な国際環境の創出を試みる。

祖国統一戦線に関しても，中国はその基本方針を「武力解

放」路線から「平和統一」路線へと転換させる。一方，香

港では新界租借条約の期限切れ (1997年）が意識されはじ

めた。 1997年以降の香港の将来について，中英間でなんら

かの取り決めがなされなければ，香港の将来の政治的不透

明さが増大して，外貨の流出を招くことは必至であった。

このような状況下，サッチャー英首相の訪中 (1982年 9

月）をもって，中英両国は香港の将来をめぐる交渉のテー

ブルについた。中英交渉はイギリスにとって有利な交渉で

はなかったが，イギリスは香港への執着を見せた。交渉開

始時に，イギリスは香港形成の 3条約の有効性を主張し，

83年に入っても主権と統治権を分離したマカオ方式の実施

を主張した。 84年 4月のハウ英外相の訪中をもって，イギ

リスはマカオ方式を断念した。この時点で，香港全域の主

権・統治権の一括返還は確定した。サッチャーの回想録に

はイギリスの香港への執着と，中国の香港回収の意思が語

られている。

しかし，中国は強引に中英交渉を進めていったわけではな
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い。部小平発言に見られるように，中国は両地の社会的差

異を認識していた。同時に，中国は香泄の経済的成功を積

極的に評価し，自身の近代化に貢献させることを希望した。

これらを踏まえて，中国が香港回収方式として提起したの

は，「1国家 2制度」方式であった。同方式は文字通り， 1

つの国（中華人民共和国）のなかに社会主義制度と資本主

義制度という 2つの制度を機能させていくという試みであ

る。同方式は元来，台湾の祖国統合方式として想起された

ものであるが，その適用は香港とマカオが先になった。両

地区は特別行政区時代を経て，中華人民共和国との直接統

合へと至るのである。

中英両国は「1国家2制度」方式による香港返還に同意し，

1984年12月に中英共同声明と付属文書に調印した。すな

わち，中国は97年7月1日をもって香港の主権を回復するこ

と，香港はその後の50年間を「特別行政区」として，外交

と防衛を除く高度の自治権を享受し，現行の資本主義制度

を維持することが公式に合意されたのである。なお，同

声明は返還までの過渡期に関しての中英の合意事項を付記

している。同声明によれば，香港政庁は毎年の売却面積の

制限が設けられたものの，基本的には従来と同様に土地売

買を行なうことができる。また，香港の英属領公民パスポ

ート所持者は，返還後も類似のパスポートを海外渡航時に

使用できる。

しかし，香港住民は歓呼の声で香港の中国返還の決定を迎

えたわけではない。中国の人治（個人の権威が法律に優先

する）の伝統に対する香港住民の不安は大きい。「1国家 2

制度」方式は，中国中央政府の意向と香港特別行政区政府

の意向が相違した場合， どちらが優先されるかという微妙
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な問題を含む。香港住民の多くは中国からの移民もしくは

その子孫であり，新中国成立後の社会主義化や文化大革命

で，自身もしくは親戚が苦い経験を味わった者が多い。一

般に，住民の間では中国の一党独裁体制に対する不信感は

根強い。一方，中国側には「1国家 2制度」を経済制度と政

治制度に分離して処理しようとする姿勢が見られた。この

ため，香港住民が「1国家2制度」の成否を憂慮する声は小

さくない。（若林正丈・谷垣真理子・田中恭子編『原典中国

現代史』第 7巻（台湾・香港・華僑華人）岩波書店， 1995

年， 199・201

中半人民共和国政府和大不列顛及北愛

ホ三朕合王国政府渦意地回願了近年来両国

政府和丙国人民之岡的友好美系，一致1人力

通辻切商妥善地解決房史上遺留下来的香港

同題，有助子維持香港的繁茉与穏定，井有

助子丙国美系在新的基砒上近一歩乳固和炭

展，力此，経辻両国政府代表団的会淡，同

意声明如下：

ー、中半人民共和国政府声明：牧回香

港地区（包括香港島、九尼和“新界”，以

下称香港）是全中国人民的共同應望，中半

18 



人民共和国政府決定子一九九七年七月一日

吋香港恢笈行使主枚。

二、朕合王国政府声明：朕合王国政府

子一九九七年七月一日将香港交迩給中隼人

民共和国。

三、中半人民共和国政府声明，中半人

民共和国吋香港的基本方針政策如下：

（一）力了維オ戸国家的統一和領土完整，

井考慮到香港的房史和現実情況，中半人民

共和国決定在吋香港恢笈行使主枚吋，根据

中半人民共和国完法第三十一条的規定，設

立香港特別行政区。

（二）香港特別行政区直轄子中半人民

共和国中央人民政府。除外交和国防事各属

中央人民政府管理外，香港特別行政区享有

高度的自治枚。

（三）香港特別行政区享有行政管理枚、

立法枚、独立的司法枚和終宙枚。現行的法

律基本不変。
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（四）香港特別行政区政府由当地人紐

成。行政長官在当地通辻迭挙或切商戸生，

由中央人民政府任命。…

（五）香港的現行社会、経済制度不変；

生活方式不変。…

（七）香港特別行政区将保持国除金融

中心的地位，

継綾升放外江、黄金、証券、期貨等市

物，奇金近出自由。港弔継絵流通，自由兄

換。

（十二）美子中半人民共和国ヌ寸香港的

上述基本方針政策和本朕合声明附件一吋上

述基本方針政策的具体悦明，中半人民共和

国全国人民代表大会将以中半人民共和国香

港特別行政区基本法規定之，井在五十年内

不変。

◇ 《中半人民共和国政府和大不列顛及北愛ホ主朕合王国政府美子香港1司

題的朕合声明（草各文本）》（《人民日板》 1984.9.27), 
● 《新半月板》（《中国革命史桔案文献光盆犀》 B-50)。
● 《中国共戸党文献奇料犀》，
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拉uzhuvu 【有助手】•••に役立つ。•••に有益である。 q迄次i方同～増追

我ff]丙国人民的相互理解／今回の訪問はわれわれ両国人民の相

互理解を促進するのに役立つ。

shou//hui 【牧回】取り戻す。取り返す。回収する。~~賢款 daikuan

／貸し金を回収する3

hu if u【恢笈】回復させる。取り

る。失地回復。

可～失地／失った領地を回復す

ii aohuan【交込】返す。返還する。 q借去資料五Iia o者清速 SU~ 
／資料を借り出した人は速やかに返却願います。

wanzheng【完整】すっかり整っている。欠けたところがない。無傷で

ある。完備している。 q保互祖国的領土～／祖国の領土保全を守

る。

〔完法第三十一条〕国家在必要吋得没立特別行政区。在特別行政区内実

行的制度按照具（本情況由全国人民代表大会以法律規定。

qThuo【期貨】〈経〉先物［さきもの］。 可～交易／先物取引。~~合同

／先物契約。

〔附件一〕第 1付属文書。「共同声明」のほかに、第 1付屈文書「中華

人民共和国政府の香港に対する基本方針、政策についての具体的

説明j、第2付属文書「中英合同連絡小委員会について」、第 3付

属文書「土地契約について」、および「イギリス側覚書」と「中

国側覚書」が取り交わされた。

＊ ＊ ＊ 

Zhonghua RもnminGonghもgu6Zhらngf丘hもDabulie・ 

dian ji Bさi'ai'さrlan LianhもWanggu6Zhらngf丘m五nyide 

huigu le jinnian lai li五nggu6 zh令ngf丘hもli五nggu6 

rもnminzhi j ian de youhao guanxi, yi zhi rもnwもitong・ 

guo xiもshangtuoshan de jiejuもlishishang yiliu xia 

lai de Xianggang Wらnti,youzh心yuwもichiXiangg五ngde 
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fanrong yu IVさnding,bing youzhuyu li五nggu6 guanxi 

zai xln de jich丘shangjl.n yi bu gonggu hもfazh五n,

IVもici, jlngguo li近ngguo zhらngfudaibiaotuan de hui・

tan, t6ngyl. shengming ruxia: 

1. Zhonghua RもnminGonghもgu6Zhらngf且 sheng・

ming: shouhui Xiangg近ngDl.qu (baokuo Xianggangd五o、

Jiul6ng hも"Xinjiも",yhia cheng Xiangg五ng)shi quan 

Zhi5nggu6 rもnminde gongt6ng yuanwang, Zhonghua Rもn・

min Gonghもgu6Zhもngfujuもdingyu yljiuji丘qinian qi 

yuもyiri dul. Xiangg五nghuifu xingsh1 zhuquan. 

2. Lianhも＼冶nggu6Zhもngf丘shengming: Lianhも

Wanggu6 Zhらngf且yuyljiujiuqi nian qi yuさyirl. jiang 

Xiangg近ngjiaohuan gもiZhonghua RもnminGonghもgu6.

3. Zhonghua RもnminGonghもgu6Zhもngfushengming, 

Zhonghua RもnminGonghもgu6dui Xiangg五ngde jibさn

fangzhen zhもngcらruxia:

(1) Weile wもihugu6jia de tongyi hも Hngtu

wanzhもng,bing kaolti dao Xiangg近ngde lishl hもxian・

shi qingkuang, Zhonghua RもnminGonghもgu6juもdingzai 

dui Xiangg五nghulfu xingshi zh丘quanshi, genju Zhong・ 

hua RもnminGonghもgu6Xianfa di・sanshiyl tiao de gui・ 

ding, shらliXiangg五ngTもbiもXingzhもngqu.

(2) Xiangg五ngTもbiもXingzhもngquzhixia yu Zhong・ 

hua RもnminGonghもguoZhongyang RもnminZhもngfu.Chu 

waijiao hもgu6fangshl.wu shu Zhongyang RもnminZh令ng・

f丘guanliwai, Xiangg近ngTもbiもXingzhもngquxi五ngyou

gaodu de zizhl.quan. 

(3) Xiangg五ngTもbiもXingzh令ngquxi五ngyouxing・ 

zh令nggu五nHquan、ll.faquan、dull.de slf近quanhも

zhongshenquan. Xianxing def五llijlben bu bian. 
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(4) Xiangg五ngTらbiもXingzhengquZhらngfuyou 

dangdi rもnzuchもng.XingzhらngZhangguan zai dangdi 

t6nggUO XU五njuhuo xiもshangch五nsheng,you Zhongyang 

RもnminZhらngf丘註nming. 讐●●

(5) Xiangg近ngde xianxing shもhui、jlngjl.zhidu 

bu bian; shenghu6 fangshi bu bian. ... 

(7) Xianggang TらbiもXingzhらngquj Hing baochi 

gu6ji jinr6ng zhongxin de diw合i,jl.xu kaifang waihui、

huangjin、zhらngqu社n、qihuodさngshichang, zijin jin・ 

chu ziy6u. G五ngbijixu liutong, ziy6u duihuan. 

(12) Guanyu Zhonghua RもnminGonghもguodul. Xiang・ 

gang de sh註ngshujiben fangzhen zhらngcらhもbさnLianhも

Shengming F心jian・Yi dui shangshu jibさnfangzhen 

zhもngc心dejuti shuoming, Zhonghua RもnminGonghもgu6

Quanguo RもnminDaibi五oDahui jiang yl Zhonghua Rもn・

min Gonghもgu6Xiangg五ngTらbiも XingzhらngquJibもn・

餞 guidingzhL bing zai四shinian nらibu bian. 

＊ ＊ ＊ 

中華人民共和国政府とグレートブリテン・北アイルランド連合

王国政府は満足の意をもって近年の両国政府と両国人民の友好

関係を振り返るとともに，歴史的に残された香港問題を協議を通

じて妥当に解決することが香港の繁栄と安定の維持に役立ち，新

たな基礎に立つ両国関係のいっそうの強化，発展に役立つと見る

点で見解の一致を見た。そのため，両国政府代表団は会談をへて，

次のように声明することに同意した。

1, 中華人民共和国政府は，香港地区（香港島，九竜，「新界」

を含む。以下香港と称する）の祖国への復帰が全中国人民の共通
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の願いであり，中華人民共和国政府が 1997年 7月 1日から香港

に対し主権行使を回復することを決定したことを声明する。

2, 連合王国政府は，連合王国政府が 1997年 7月 1日に，香

港を中華人民共和国に返還することを声明する。

3, 中華人民共和国政府は，中華人民共和国が香港に対し次の

ような基本的な方針，政策をとることを声明するc

(I)国家の統一と領土保全を擁護するため，また香港の歴史

と現状を考慮して，中華人民共和国は，香港に対し主権行使を回

復するにあたり，中華人民共和国憲法第31条の規定にもとづき，

香港特別行政区を設けることを決定した。

(2)香港特別行政区は中華人民共和国中央人民政府の直轄下

に置かれる。外交と国防が中央人民政府の管理に属するほか，香

港特別行政区は高度の自治権を享有する。

(3)香港特別行政区は行政管理権，立法権，独立した司法権

と終審権を享有する。現行の法律は基本的には変わらない。

(4)香港特別行政区政府は現地人によって構成される。行政

長官は現地で選挙または協議を通じて選出され，中央人民政府が

任命する。•••

(5)香港の現行の社会・経済制度は変わらず，生活様式は変

わらな1,,ヽ。...

(7)香港特別行政区は国際金融センターの地位を保持し，ひ

きつづき外国為替，金，証券，先物取引に市場を開放する。資金

の流入，流出は自由である。香港ドルはひきつづき流通し，自由

に他の通貨と交換することができる。

(12)中華人民共和国の香港に対する前記の基本的な方針，政

策および本共同声明の第 1付属文書の前記基本方針，政策に対す

る具体的説明については，中華人民共和国全国人民代表大会が中
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華人民共和国香港特別行政区基本法において規定するとともに，

50年間は同規定を変えない。

◇ 『北京周報』第 22巻第 41号， 1984年 10月（別冊付録，文献6)。

［香港］

広東南部のイギリス直轄植民地。ラングーン，シンガポール，上海，揚子

江とを連結する往年のアジア・中国支配の重要拠点。中国の南北各地間・

対欧米・対南洋貿易の中継港,1834年初代首席貿易監督官ネーピア卿W・

J・Napierがこの島の占拠を本国政府に進言したことがあるが，アヘン戦

争により 41年に占領され，同年の川鼻仮条約， 42年（道光 22)の南京条

約で割譲され， 60年（咸豊 10)北京条約で対岸の九竜半島の南端部が割

譲， 98年（光緒 24)九竜半島の深訓河以南部分と付近の湾，島嶼，海面

が99ヵ年租借された（新界）。占領直後から 62年（同治元）ころにかけ

て都市建設が進み，戦後はアヘン貿易とアメリカ・オーストラリアの苦カ

貿易により莫大な富がつまれ，後年の有名な諸財閥を成立させた。65年（同

4) には海運・造船業の投資がはじまり， 66年（同 5) には財閥の出資で

香港上海（甑豊）銀行が創立され，華商間には買弁資本が成長した。アへ

ンの取引のほかに綿製品の額の激増がいちじるしく，苦力貿易は75年（光

緒元）までに消滅した。スエズ運河の開通 (1869) と汽船・電信の発達，

揚子江流域の開放と上海の急激な発展は，香港の中継貿易に打撃を与え太

平洋戦争の期間は日本に占領され，戦後は冷戦による貿易制限をうけてい

る。ただ，革命・内乱に際して，中国政治家の亡命先，資本の逃避先とな

り，国際政治の中継点・接触点として特殊な地位にある。（京大東洋史辞

『新編東洋史辞典』東京創元社 1980年）

【原典中国現代史］について

全 8巻＋別巻（『中国研究ハンドプック』）c、岩波書店， 1994年 5月・1996年 7

月。「『原典中国現代史』は，読者が原典資料に即して現代中国の歩みをた

どることができるように，第 1巻『政治』上，第2巻『政治』下，第3巻

『経済』，第4巻『社会』，第 5巻『思想・文学』，第6巻『外交』，第 7巻

『台湾・香港・華僑華人』，第 8巻『日中関係』の各巻に分けて，それぞ
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れ最も基本的な資料の最も重要と思われる箇所を選んで，それらが発表さ

れた背兼や意義に関する解説とともに紹介したものである」（凡例）。第 7

巻第 2部「香港」（谷垣真理子）の構成は，「全体解説」， I前史一英領植

民地の形成 (6,文献数で以下同じ）， II冷戦構造下の香港 (5+7),III香港

返還問題 (7+4), N香港の将来一「中国化」か「国際化」か (8)。

【新華月報】について

内政・外交にわたる重要な文献，資料を集めた月刊誌. 1949年 11月北京

で創刊。党と政府の重要文献はもちろん，指導者の講話と文章，中央の有

力新聞・雑誌の社説，調査報告や経験の総括なども掲載されるため参考価

値が高い。（『岩波現代中国宰典』）

【中国革命史棉案文献光盤庫】について

中国共産党史と中華人民共和国史に関する 1919年以降の重要文献を収録

する中央樅案館・北京超星公司編製の CDロム。 1996年。内容は下記の通

り。中共中央綜合性文集(Al)⇔U.5.6.9,10,11.15 ; 中共党史史料(A2);中共中

央文件選集(A3)⇒15 ; 中共会謙、組織、紀検、宣伝、統戦等工作文集(A4)

⇒ 4; 中華人民共和国法令、法規、法律匪編(A5・7)⇒4.10.11 ; 中華人民共和国
軍事、外交、群集団体、文化工作文集(AS);中華人民共和国教育、衛生、知識

分子工作文集(A9); 中華人民共和国国民経済計画、規画、管理工作文集

(A10・11); 新青年(Bl)⇒18; 共産党(Bl); 毎週評論(B2);少年中国(B2);
糊導(B3); 政治生活(B3);先駆(B3);中国青年(B3);中国エ人(B3); 政治

週報(B3); エ人之路(B4); 中国学生(B4); 中国農民(B4); 農民運動(B4); 

戦士(B5); 人民週刊(B5); 紅旗(B5); 紅旗日報(B5); 紅旗週報(B5); 実話

(B5) ; 闘争(B5); 布爾塞維克(B6); 紅色中華(B6); 生活(B7・8); 国際評論

(B9) ; 中国エ人(B9); 救国時報(B9); 群衆(BlOa); 共産党人(BlOb); 解放

(B11)⇒ 13 ; 新中華報(BU);八路軍軍政雑誌(B12); 中国青年(B12); 中国
工人(B12); 中国文化(B12)⇒13 ; 新華社電訊稿(B13)⇒11 ; 新華社広播稿
(Bl3); 新華社新聞稿(B14・29)⇒10; 新華月報(B30・35,42・54)⇒3A且6J,10;

新華半月刊(B36・41)⇒9; 紅旗(B55・57)⇒5.6J.8 ; 求是(B58); 中共党史研
究(B59a);文献和研究(B59a);党的文献(B59b);中国共産党史典中華人民

共和国史(Dl)。
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1982 

島 中華人民共和国憲法

中華人民共和国は 1949年に建国されたが(¢11),最初の

憲法が制定されたのは 54年になってのことである。建国直

後の 5年間は人民政治協商会議共同網領が，臨時憲法の役

割を果たした。その後，憲法は 75年， 78年， 82年の 3回，

全面改正された。

54年憲法は，戦後に成立した東欧の社会主義諸国と同じ

く，社会主義建設を目指す過渡期の国家として，中国みず

からを人民民主主義国家と位置づけた。しかし内容的には，

36年にソ連で制定されたいわゆるスターリン憲法をモデル

としており，多くの点で社会主義の原則が採用されていた。

中国は56年に所有制の社会主義的改造を完了して社会主義

に移行したが， 58年の大躍進政策以降次第にソ連型社会主

義建設路線から離脱し， 60年には中ソ対立が決定的となっ

た。そのため，憲法の規定は実情に合わなくなったにもか

かわらず，改正作業が行なわれなかったため，空文化した

まま放置された。憲法がそのように軽視された背景には，

文化大革命へ至る過程で“人治”が強化されたことに合わ

せて，“法治”をブルジョア社会の産物とみなす思想が主流

を占めたことがある。

75年憲法は文革末期に， 4人組の影苦下で誕生し，文革

憲法とも呼ばれた。 54年憲法の諸原則を否定し，文革の成

果を誇示する内容であったため，文革の終結後，短期間の
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うちに改正された。 78年憲法は 75年憲法を否定し， 54

憲法の諸原則に立ち戻る内容となったが，文革の影轡から

完全には脱け出していなかった。中国が文革を完全に清算

する立場を確立したのは 78年末の中国共産党 11期 3中全

会であり，こののちただちに憲法の改正作業が始められた。

したがって， 82年憲法は文革の影響を完全に払拭した内

容を持つとされ， 54年憲法を継受し，発展させた憲法と位

置づけられている。だが同時に， 80年代になってからは，

計画経済から市場経済へという経済改革が急速に進展した

ため， これに合わせた修正が必要となり，すでに88,93, 99 

年の3回にわたって部分的な改正が行なわれている。加えて，

振り返ってみると，文革の影響から完全には脱し切れてい

ないという批判もあり，全面的な改正が必要だという議論

も次第に強まっている。（『岩波現代中国事典』）

序言

中国是世界上房史最悠久的国家之ー。中国各族人民

共同剣造了光稗仙娃的文化，具有光茉的革命侍統。

一八四0年以后，封建的中国逐浙変成半殖民地、半
封建的国家。中国人民力国家独立、民族解放和民主自由

近行了前イト后継的英勇脊斗。

二十世紀，中国友生了翻天覆地的伶大房史変革。

一九ー一年1小中山先生領忌的辛亥革命，慶除了封

建帝制，剣立了中隼民国。但是，中国人民反吋帝国主又

和封建主込的房史任各辺没有完成。
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一九四九年，以毛済左主席力領袖的中国共戸党領

号中国各族人民，在経房了長期的根唯曲折的武装斗争

和其他形式的斗争以后，終子椎翻了帝国主父、封建主込

和官僚奇本主又的統治，取得了新民主主又革命的佛大

牲利，建立了中半人民共和国。以此，中国人民掌握了国

家的枚力，成力国家的主人。

中隼人民共和国成立以后，我国社会逐

歩実現了由新民主主又到社会主父的辻渡。

生戸奇料私有制的社会主又改造已経完成，

人剥削人的制度已経消天，社会主父制度已

経硝立。エ人除級領与的、以エ衣朕盟力基

砒的人民民主考政，実原上即元戸除級考政，

得到汎固和友展。中国人民和中国人民解放

写哉肱了帝国主又、覇枚主父的侵略、破杯

和武装挑絆，維折了国家的独立和安全，増

強了国防。経済建設取得了重大的成就，独

立的、比絞完整的社会主込工止体系已経基

本形成，衣止生戸星著提高。教育、科学、

文化等事止有了根大的炭展，社会主又思想

教育取得了明星的成放。 r大人民的生活有
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了絞大的改善。

中国新民主主父革命的肱利和社会主丈

事止的成就，都是中国共戸党領号中国各族

人民，在烏克思列宇主文、毛済左思想的指

引下，呈持真理，修正錯沃，哉牲許多ヌ艮唯

険阻而取得的。今后国家的根本任各是集中

力量近行社会主又現代化建没。中国各族人

民将継絵在中国共戸党領与下，在烏克思列

宇主文、毛洛左思想指引下，呈持人民民主

考政，呈持社会主込道路，不断完善社会主

込的各項制度，炭展社会主込民主，健全社

会主又法制， 自力更生，ヌ艮苦脊斗，逐歩実

現エ止、衣止、国防和科学技禾的現代化，

把我国建設成力高度文明、高度民主的社会

主父国家。

在我国，剥削除級作力除級已経消天，但是除級斗

争迩将在一定苑団内長期存在。中国人民吋故視和破杯我

国社会主又制度的国内外的故ヌ寸勢力和故吋分子，必頻

近行斗争。

台湾是中半人民共和国的神蚤領土的一部分。完成統
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一祖国的大止是包括台湾同胞在内的全中国人民的神蚤

取壼。

社会主込的建設事止必頻依霜エ人、衣民和知祝分子，

団結一切可以団結的力量。在長期的革命和建設辻程中，

已経結成由中国共戸党領号的，有各民主党派和各人民

団体参加的，包括全体社会主込芳劫者、オ用オ戸社会主又的

愛国者和詞折祖国統一的愛国者的r;'. 乏的変国統一哉銭，
送介統一哉銭将継絵汎固和友展。中国人民政治切商会汲

是有r;'. 乏代表性的統一哉銭紐奴， 辻去友拝了重要的房
史作用，今后在国家政治生活、社会生活和吋外友好活劫

中，在近行社会主文現代化建設、維拒国家的統一和団結

的斗争中，将近一歩友拝宅的重要作用。

中半人民共和国是全国各族人民共同締造的統一的

多民族国家。乎等、因結、互助的社会主込民族美系已経

碓立，井将継絵加強。在維析民族団結的斗争中，要反吋

大民族主文，主要是大汲族主又，也要反ヌ寸地方民族主

又。国家尽一切努力，促近全国各民族的共同繁栄。

中国革命和建設的成就是同世界人民的支持分不升

的。中国的前途是同世界的前途紫密地朕系在一起的。中

国墜持独立自主的ヌ寸外政策，墜持互祖尊重主枚和領土

完整、互不侵犯、互不千渉内政、平等互利、和乎共処的

五項原則，友展同各国的外交美系和経済、文化的交流；

呈持反ヌ寸帝国主込、翁枚主又、殖民主込，加強同世界各

国人民的団結，支持被圧迫民族和友展中国家争取和維

オ戸民族独立、炭展民族経済的正込斗争，力維オ戸世界和平

和促近人炎近歩事止而努力。

本究法以法律的形式硝1人了中国各族人民呑斗的成
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果，規定了国家的根本制度和根本任各，是国家的根本

涙具有最高的法律放力。全国各族人民、一切国家机美

和武装力量、各政党和各社会団体、各企止事止紐鋲，都

必頻以完法力根本的活劫准則，井且炭有維折完法尊戸、

保証完法実施的取弥。

◇ 《中隼人民共和国完法(-九八二年十二月四日中半人民共和国第五届
全国人民代表大会第五次会奴通辻）》（《人民日扱》 1982.12.05)。
● 《中共会汲、紐鋲、紀桧、宣侍、統哉等工作文集》（《中国革命史桔案

文献光盆犀》 A-4) , 《中半人民共和国法令、法規、法律江瑞(-)》 (A-5)
《中半人民共和国法令、法規、法律江縞（三）》 (A-7), 《新半日狼》 (B-49)。
● 《中国共戸党文献奇料痒》。

〔新民主主又革命恙路銭〕中国共戸党在民主革命吋期所規定的恙路銭。

送条恙路絞的内容是：元芦除級領号的，人民大欣的，反対帝国主

又、封建主又和官僚姿本主又的革命''B根据当吋中国的半殖民地
半封建的社会性匝，碓定革命的対象是帝国主又、封建主又和官僚

姿本主又；革命的劫力是元戸l紛級、衣民防級和各神癸別的小姿戸

除級；而在一定吋期和一定程度上迂有民族姿戸防級参加；革命

的性原是盗芦除級民主革命。送介革命只能由和必碩由元戸愉級

（通近中国共戸党）領号，才能取得民主革命的伽底腔利，井由民

主革命腔利地特変社会主又革命。（『辞海・歴史分冊（中国現代

史）』） c::>13 

guodu【近渡】過渡的である。移行する。 ii~吋期／過渡期。 q由手エ

血生戸～到大工此生戸／手工業生産から大規模工業生産へ移行

する。

shengchan Zl l iao【生戸資料】〈経〉生産手段。

〔社会主又改造〕生産手段の私的所有を廃止し，公有制への転換を図っ

て展開された政策。中国は人民共和国成立の初期には新民主主義

を掲げ，資本主義を性急になくすべきではないとした。しかし，
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内外の政治情勢は急速に変化し，生産手段の公有化が一挙に進め

られ，国民経済の社会主義的改造は 1956年には基本的に完了し

たと宣言された。こうした過度に急速な経済構造の変化は，きわ

めて中央集権化した経済管理体制をもたらし，経済の合理的な運

営を妨げることになった。…社会主義的改造は，農業の集団化，

資本主義的工商業の“公私合営”化，手工業の協同経営化の"3大改

造”として進められた。.• • (『岩波現代中国事典』）

boxue【剥削】搾取（する入搾り取る。

I ingdao【領号】 (1)指導（する）。 (2)指導者。 ※『比較』領号指

器：hidao (1) "領写＇は率いることに重点があり，“指弓＇は教え

くことに重点がある。 (2)"領写＇は大きく全面的に責任を負う

事柄について用いることが多く，“指弄"は大きく全面的なことに

も，具体的で小さなことにも用いられる。 (3)"領号"は名詞とし

て「指導者」を意味し，“他是我釘的領忌”と言えるが，‘‘指号"は名

詞として指導者の意味はなく，“熱心的”とか“周密的”とかの修飾

を受けるだけである。

〔領導と指導〕中国語では通常、「領導」は「指導」にくらべて強制力

をともなうものとされていな（毛里和子『現代中国を読む』 39

頁）

zhu恥恥ng【寺政】〈政〉独裁。独裁政治。可元戸附級 iieii~/プロレ

タリア独裁。

〔覇枚主又〕 1970・80年代に米ソ，とりわけ後者の対外膨張的傾向を批判

するのに用いられた語。 ・・・75年憲法には反覇権が明記されてお

り，当時の中国外交にとっては反覇権は原則にかかわる問題であ

った。 72年日中共同声明発表， (c::>7)78年日中平和友好条約締

結時にも，反覇権条項を盛り込むか否かで交渉が難航した。 （『岩

波現代中国事典』）

直 oxin【挑絆】挑発（する）。因縁をつける。けんかを売る。戦争を

しかける。可故争～／戦争挑発。可提出～性同題／挑発的な問題

を出す。
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x韮nzu【陪：阻】険阻である。険しい。 q不畏咋iヌ艮唯 ji iinnan ~/ 

困難と危険を恐れない。

〔自力更生〕中国社会主義を特徴づける経済建設スローガン。もと抗日

戦争の中で芽生えたもので，毛沢東が英米の対中援助ルートであ

るビルマ昆明）レートに関し“自力更正を主としつつ，外国援助を

利用する”という方針を提唱したことに由来する。建国後，中ソ

対立が顕在化した 1960年代以降，経済建設の主要方針として“自

カ更正”が強調されるようになった。国家の独立と主権の尊厳を

求めて，資金，技術，資源などを外国に依存しないというもの。•••

（『岩波現代中国事典』）

〔四介班代化〕国民経済の工業農業，国防，科学技術の 4分野の近代化。

1954年9月の第 1期全国人民代表大会第 1回会厳で周恩来が農

業工業交通運輸，国防の近代化を述べたのが最初である。...4つ

の近代化が国の最重要課題として提起されるようになったの

は，77年の中国共産党第 11回党大会以降のことであり，郵小平は

翌 79年 12月に，3段階よる近代化構想を打ち出した。（⇒6) ... 
（『岩波現代中国事典』）

＊ ＊ ＊ 

Zhonghua RもnminGonghもgu6chもngliyihou, WO gu6 

shもhui zhubu shixian le you Xin・Minzhuzh丘yi dao 

shらhul.zhuyi de guodu. Shengch五nzlli合osiyouzhl. de 

shらhuizhuyi g五izaoyijing wanchもng, rもnboxue rべもn

de zhidu yijing xiaomiも， shもhuizhuyl. zhid心yijing

quら1i. Gongrもnjieji lfogd近ode、yigi5ng・n6ng 1 i白n・

mもngwもijichu de rもnminminzh丘zhuanzh令ng, shizhi 

shang ji wuchan jieji zhuanzhもng, dもdaogonggu hも

fazh五n.Zhongguo rもnminhもZhi5nggu6RもnminJi苔fang・

jun zhansheng le digu6 zhuyi、baquanzhuyi de qinltiら、
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pohuai hも畔zhuangtiaoxin, wもihule gu6jia de dull 

hもanquan,zengqiang le guofang. Jlngji jianshらq日dも

le zhongda de chもngjiu,dull de、bijiaowanzhもngde 

shもhuizhuyi gongyら thiy1jing jlb店nxingchもng,

nongye shengch五nxi五nzhutigao. Jiaoyu、kexuも、wもnhua

d苔ngshi yらyoule hen da de fazh近n,sh令huizh丘yis1・

xi五ngjiaoyu qudもlemingxi五nde chもngxiao.Gu五ngda

rもnminde shenghuo you le jiao da deg五ishan.

Zh6nggu6 Xln・Minzhuzh丘yiGもmingde shらnglihも

sh令huizh社yishiyら dechもngjiu, dou shi Zhongguo 

Gongch五ndang lingd五o Zh6nggu6 gも zurもnmin, zai 

M近Kらs1・LiもningZh近yi、MaoZもdongSlxiang de zh1yfo 

xia, jianchi zhenl i, xiuzhらngcuowu, zhansh令ngxuduo 

jiannさnxi五nzuもrq丘dもde. Jlnhou guojia de genbもn

rらrnvu shi jizhong liliang jinxing shもhui zh丘yi

xiandaihua jianshさ.Zhonggu6 gらzurもnminjiang jixu 

zai Zhonggu6 Gongch五nd近ngllngd近0 xia, Z社iM五K合s1・

LiらningZhuyi、MaoZもdongSlxiang zh1yfo xia, jianchi 

rもnminminzhu zhuanzhもng,jianchi shもhuizhuyi daol心，

buduan wanshan sh令huizhuyi de gらxiangzhidu, fazhan 

shらhuizhuyi minzhu, jianquan shもhuizhuyi f五zhi,

zili gengsheng, jianku fもndou,zhubu shixian gongyも、

n6ngyら、 gu6fanghもkexuもjishude xiandaihua, b五WO

guo jiansh令chもngwもigaodu wもnming、gaoduminzhu de 

sh令huizh丘yigu6jia. 

＊ ＊ ＊ 

中華人民共和国の成立以後，わが国の社会は新民主主義から社

会主義への移行を次第に実現した。生産手段の私有制に対する，
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社会主義改造は既に完成し，人が人を搾取する制度は消滅し，社

会主義制度が確立した。労働者階級の主宰する，労農同盟を基礎

とした人民民主主義独裁，すなわち実質上の無産階級独裁は，強

固になり，発展した。中国の人民および中国人民解放軍は，帝国

主義と覇権主義の侵略，破壊および武力挑発に打ち勝ち，国家の

独立と安全を維持・保護し，国防を強化した。経済建設は大きな

成果をおさめ，独立的および比較的完成した社会主義の工業体系

は既に基本的に成立し，農業生産も顕著に高まった。教育，科学，

文化などの事業は大きな発展をとげ，社会主義の思想教育は，顕

著な成果をおさめた。広範な人民の生活は，かなり改善された。

中国の新民主主義革命の勝利と社会主義事業の成果は，すべて，

中国共産党に主宰された中国の各民族の人民が，マルクス・レー

ニン主義毛沢東思想の指示・導引の下に，真理を堅持し，錯誤

を是正し，多くの困難と障害に打ち勝って獲得したものである。

わが国はいま社会主義の初期段階にある。国家の基本的任務は，

全力をあげて社会主義現代化の建設を進めることである。中国の

各民族の人民は，引続き中国共産党の主宰の下に，マルクス・レ

ーニン主義，毛沢東思想の導きで，人民民主独裁を堅持し，社会

主義の道を堅持し，改革開放を堅持し，社会主義の諸制度を絶え

ず改善し，社会主義の民主を発展させ，社会主義法制を健全化し，

自力更生と刻苦奮闘で工業，農業，国防および科学技術の現代化

を次第に実現し，わが国を富強・民主・文明をそなえた社会主義

国家に築き上げるであろう。

◇樋口陽ー・吉田善明編『解説・世界憲法集』第 3版，三省堂， 1994年，
263頁（ポール・チェン訳）。

●「中国共産党に主宰された中国の各民族の人民が，」（意訳）⇔
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「中国共産党が中国の各民族の人民を指導し，彼らが，」（兼

語文）

●「わが国はいま社会主義の初期段階にある。」G[憲法改正の内

容］を参照（「今後の」）

●「改革開放を堅持し，」⇒［憲法改正の内容］を参照

●「富強・民主・文明をそなえた」⇒「高度の文明と高度の民主をそ

なえた」

［人剥削人的制度】

「人が人を搾取ナる制度」とは階級社会のこと（制度は「社会制度」） 3 マル

クス主義において，人類社会の発展を原始共産制社会→階級社会と捉え，

階級社会は 1)古代奴隷社会， 2)中世封建社会， 3)近代資本主義社会の順に

展開すると理解する3 そして階級社会における基本的性質を支配階級によ

る被支配階級に対する搾取とする観点（奴隷主と奴隷，領主と農奴，プル

ジョアジーとプロレタリアート）から，プロレタリア階級（とその前衛た

る共産党）による権力の蒋取（社会主義革命）が構想された。

［憲法改正の内容］

① 88年改正： 87年の第 13回党大会で，中国の社会主義が初級段階にある

という認識が示され，商品経済が容認されたことを受けて， 88年の 7期全

国人民代表大会第 1回会議で2つの条文（土地所有権の譲渡；私営経済の

公認）が改正された3 ②93年改正：経済改革の進展に対応して，第 13回

党大会では社会主義の経済システムが計画経済から商品経済へと転換し

たが， 92年の第 14回党大会ではさらに市場経済へと移行することになっ

た。これに合わせて憲法の序文の一部と 7つの条文が改正された。序文で

は， 80年代の改革を反映させて，中国が社会主義の初級段階にあること，

中国の特色を持つ社会主義建設を進めること，そのために改革と開放の政

策を維持することなどが追加された。③88年改正：88年の改正点のうち，

大半の内容は 92年の党大会で提示されたものであり，特に目新しい問題

は含まれていないが改革・開放の一屈の進展を確認したものといえよう。

〔序文の修正〕社会主義の初級投階が長期に及ぶことが明らかにされ，社

会主義市場経済を発展させる方針が序文にも追加された。また，中国共産

党の指導が，マルクス・レーニン主姜，毛沢東思想に加えて，部小平理論

にも基づくと規定された。（『岩波現代中国宰典』 267頁）
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1981 

5 毛沢東評価の確定

80年2月，中共の 11期5中全会は，劉少奇の名誉回復と，

江東興・呉徳・陳錫聯•紀登奎ら「新 4 人組」の中央政治

局員の解任を決議し，胡耀邦を総書記に選出したが，同時

に75年の憲法以来うたわれてきた「4大自由」すなわち，

大鳴・大放（おおいに意見をだし，大いに討論を交す）と

大字報（壁新開）・大弁論の権利を憲法から訓余することが

決められた。同年 8月，華国鋒は第 5期第 3回全人代でつ

いに総理の職を辞し，その職を郵小平派の趙紫陽に譲った。

いまや「内濠」を埋められた華に，軍と旧修正派は四人組

および林彪派の公開裁判を迫った。 12月からはじまった審

理において，いまは亡き毛沢東主席に忠実であったことを

誇りに毅然としていた江青や張春橋，改俊の情著しい銚文

元と王洪文など，その態度に差はあったものの，いずれも

毛の「忠臣」であった彼ら 4人組と，「毛沢東暗殺」を企て

たとされる「逆臣」 ・林彪の徒党とが 1つの法廷において

一括して裁かれたのである。

いまや敗者となった華国鋒は， 81年 6月，彼の名義で召

集する最後の中共中央委員総会， 11期6中全会を開いた。

6中全会は，部小平が下書きをした「建国以来の党の若干の

歴史的問題についての決議」を満場一致で採択した。同決

譲は，公式文献においてははじめて「大躍進」以来の毛沢

東の指魂に生じた「誤り」を指摘し， 10年間の「文化大革
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命」を「指埠者がまちがってひきおこしそれが反革命集

団に利用されて，党と国家と各民族人民に大きな災難をも

たらした内乱である」と総括した。「決犠」は，他方で，毛

の功績は，「過ちをはるかにしのいでいる」と指摘し，「毛

沢東思想」は依然「わが党の貴重な精神的財産である」と

述べていたが「毛沢東の個人崇拝の行なわれていた時代」

という意味に限定するなら，「毛沢東の時代」はたしかにこ

の6中全会をもって完全に終焉に達したということができ

る。かくて，この動乱に満ちた一時代の野辺送りをすませ

た華国鋒は，党主席の座をいまや郵小平の片腕たる胡耀邦

け渡して，歴史の舞台から立ち去ったのである。

中共はかつて 45年4月の 6期 7中全会において「若干の

歴史的間題についての決議」を発表している。それは，

後の 7全大会で公式に確立された「毛沢東路線」の観点に

立ち， 20年代の国民革命より 40年代の整風運動までの党

史・革命史を総括したものであり，新中国成立より「文革」

期までのあいだに書かれた党史・革命史・現代史の類いが

規準とした，叙述上の典拠をなすものであった。以来，星

をへること 37年，党史に関する 2度目の決謡がなされた。

（今井駿ほか『中国現代史』山川出版社， 1984年， 386・388

頁）

(19)一九六六年五月至一九七六年十

月的、、文化大革命"'使党、国家和人民遭

到建国以来最戸重的挫折和損失。送物“文

化大革命"是毛涵左同志炭劫和領辱的。
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(22)ヌ寸子"文化大革命”送ー全局性

的、長吋岡的左傾戸重錯沃，毛洛方、同志奥

有主要壼任。但是，毛洛方、同志的令昔咲終究

是一介佛大的元戸除級革命家所犯的令昔誤。

毛洛京同志是経常注意要克服我釘党内和国

家生活中存在着的鉄点的，但他晩年吋許多

河題不仮没有能傍加以正晩的分析，而且在

く、文化大革命"中混清了是非和故我。他在

犯戸重錯誤的吋候，迩多次要求全党状真学

弓烏克思、恩格斯、列字的著作，迩始終状

力自己的理袷和実践是烏克思主込的，是力

乳固元戸除級考政所必需的，送是他的悲刷

所在。他在全局上一直呈持“文化大革命”

的錯誤，但也制止和糾正辻一些具体錯誤，

保折辻ー些党的領辱千部和党外著名人士，

使一些奥壼千部重新回到重要的領辱閏位。

他領手了粉砕林彪反革命集団的斗争，ヌ寸江

青、張春株等人也近行辻重要的批i平和掲露，

不社他伯奇取最高領辱枚的野心得逗。送些
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都吋后来我釘党順利地粉砕“四人帰”起了

重要作用。・・・

◇ 《美子建国以来党的若千玩史問題的決以(-九八一年六月二十七日中国

共戸党第十一届中央委蘭会第六次全体会以一致逍辻）》（《解放学狼》

1981.7.1) 0 
• 《中共中央綜合性文集》（《中国革命史桔案文献光盆犀》 A-1)' 《新半月根》
(B・49) , 《紅旗》 (B・57)。

● 《中国共戸党文献奇料犀》。

〔毛洋ホ〕 1893・1976中国の政治家。中国共産党を指導して中華人民共

和国を樹立し，その最高指導者となった。湖南省湘渾の人。 1921

年，党結成大会に参加，国共合作下で農民運動講習所を主宰した。

28年，井岡山で朱徳とともに紅軍を創設し， 31年に中華ソヴェ

ト共和国政府主席となった。長征では紅軍を映西省北部へ導いた。

日中戦争期に「矛盾論」「持久戦論」「新民主主義論」を執筆し，中国

革命論を体系化した。党内における毛の指導権は 40年代前半の

整風運動によって確立したが，党の公式的理論体系として 51年

から『毛沢東選集』が公刊された。 50年代末以降，中国型社会

を推進， 66年には文化大革命を発動した。彼は，農民革命

方式を編み出しそれを革命論に体系化することによって，アヘン

戦争以来の列強への従属から中国を解放したが，その一方で晩年

の試みは中国社会に膨大な損失を与えた（『角川世界史辞典』稿）。

虞幼〕「発動」は，「大衆を発動する」，「農民を発動する」という形で

使われ，『毛沢東選集』では，「立ち上がらせる」と訳している。

「発動」は，政治的に覚醒させる，政治化させる，政治的信念を

転換させる，といった意味で使われ，具体的には，中共に対する

積極的支持の信念をもたせること，中共革命にコミットさせるこ

とを意味する。したがって，いったん発動された大衆は，継続的

に中共の指導に従い，中共が望む行動をとるのであり，大衆発動
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は，その地域における中共の権力基盤強化に不可欠なのである。

このため，発動は中共革命のキーワードともいうべき，重要な概

念であるが，簡潔な日本語には置き換えにくいことばである（田

中恭子『土地と革命ー中国のJ農村革命』名古屋大学出版会， 1996

年， 24・25頁）。

〔斗争〕大衆発動は，闘争を通じておこなわれることが多いが，その「闘

争」も，日本語のこの語が意味するものとはかなりちがう。それ

は，たんなる抽象的な概念ではなく，中共革命推進の独特の方法，

手法である。すなわち「闘争」とは，中共にとって好ましくない

少数者を「闘争対象」とし，これを「闘争会」あるいは「闘争大

会」に引き出して，多数の参加者が告発・糾弾（闘争）すること

をいう。暴力が用いられることもある。「闘争」方式は，階級闘

争の具体化と考えられ，妥協の余地ないし必要のない対象（階級

敵）に適用される。闘争の基本的な目的は，闘争対象の打倒であ

るが，参加者の発動や政治意識の向上も重要な目的のひとつであ

る（田中恭子『土地と革命』 25頁）。

l UOQ fog【左傾】 (I)左傾した。左翼の。革命的な。 (2)「左」翼的（な）。

政治的活動において急進的・妄動的であること。~~机会主又／

左翼日和見主義。▼真の左翼ではないというニュアンスを表すた

め，普通“”をつけて表記することが多い。 q、‘左"傾教条主又者

／「左」翼教条主義者。

湿 ngjiu【終究】〔副詞〕結局のところ。最後には。ひっきょう。しょ

せん。 q失足青年経近耐心教育，～会走上自新的道路／過ちを犯

した若者も辛抱強く教育してやれば，最後には新しい道を歩んで

いくだろう。

hunxiao【混渚】入り混じる。可顛倒 diandao是非，～黒白／是非を転倒

し，黒白を混同する。

SU厨 i 【所在】ありか。•••のあるところ。•••のよってくるところ。 q

他一看病人，就知道病因 bingy"in~/彼は病人を見ただけで，病

因がどこにあるか分かる。
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〔干部〕日本語の「幹部」は，「組織の主要な構成員，中核となる構成

員」という意味であるが，中共用語としての「幹部」は，中共政

権における一定の裁鼠権をもつ公務員を指す。元来は， cadreの

訳語として使われたので，その意味では日本語の「幹部」に近

い。現在の中国では，「お役人」といった意味で使われている。

40年代には，中共地区において，政権機構のどこかの部分で，

一定の裁盤権をもつ職についている者を「幹部」とよんだ。管理

職といってもよいが，革命遂行政権であるから，日本の管理職の

イメージとは，かなりギャップがある。なお，軍の場合には，「幹

部」とは将校のことである（田中恭子『土地と革命』 24頁）。

gangwei [尚位】 (1)兵士や巡査の受け持ちの位置。り故士（［］握緊 woj in 

了袷，姑在自己的～上／戦士たちは銃を握りしめて自分の守備位

置についている。 (2)持ち場・職場・部署など。可走上新的～／

新しいポストにつく。

〔林彪〕 (1908-71)元中国共産党中央副主席・国防相・元帥。湖北省黄

岡県出身。 17歳で黄哺軍官学校に入学，戦略家としての素蓑を

みがいた。長征に第 1軍団長として参加，抗日戦では日本の精鋭

板垣師団 21旅団を撃破，「常勝将軍」の異名をとった。その後，

第4野戦軍司令官として国民党との戦争に数々の武勲をたて，新

中国成立後，副首相，国防委副主席に就任。 58年の 8期 5中全

会で中共中央副主席に昇任。文革では赤い「毛主席語録」をふっ

て，毛沢東の神格化につとめ， 69年4月の第 9回党大会採択の

党規約で「親密な戦友」として毛沢東の後祉者に指名された。し

かし 2年後の 71年 9月，毛沢東暗殺に失敗，飛行機で逃亡中，

妻の莱群，息子の林立果とともにモンゴルで墜死した。 0中国側

発表の「林彪事件」には多くのなぞがあり，陳伯達が失脚した蹴

山事件の黒幕であったことを毛沢東に知られて暗殺を図った，な

どと話題になっていな英： Lin Biao; Lin Piao (『最新中国情報

辞典』）

p tp i ng【批坪】 (1)批判（する）。批評（する）。 (2)相手の欠点や誤りを
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指摘して意見をする。しかる。叱責。批判。 ※日本語の「批評」

とはニュアンスが異なり，非難する意味合いが強い。名詞用法の

ときは pTpingと発音することが多い。

頂 lu【掲露】あばき出す。明るみに出す。さらけ出す。指摘する。 q
～矛盾／矛盾をあばき出す0'i1~伺題的実厨／問題の本質を指摘

する。

de/ /ch/:ng【得遥】〈貶〉思いどおりになる。目的を達する。 q他釘的

阻i某没能～／彼らの陰謀は目的を達せられなかった。

＊ ＊ ＊ 

(19) Ylji社liuliunian ¥VU yuもzh'I.ylji近qlliunian 
shi yuらde"WもnhuaDagもming", shi dang、gu6jiahも
rもnminzaod社ojiangu6 yllai zui yanzhong de cuozhも
hもsunshl.Zhらchang"WもnhuaDagもming"sh'!. Mao Zもdong
t6ngzhi fa.dong hもlingd近ode. … 
(22) Duiyu "WもnhuaDagもming"zhらyiquanju xing de、
chang shijian de zuoqlng yanzhong cuo蛉，齢0Zもdong
tongzhi fu yるuzh近yaozもrらn.Danshi, Mao Zもdongtong・ 
zhi de cuふ珀 zhongjiOshi yi ge w釘idade叩chanjieji 
gもm'l.ngjiasuo fan de cuらWU.Mao zもdongt6ngzhi shi 
jlngchang zhuyi yao kもfuwomen dang nもihもgu6jia
shenghu6 zhong cunzai zhe de quedian de, dan ta wan・ 
ni白ndui xuduo wもntib心jfomもiyounもnggoujiayi 
zh令ngqu令defenxLもrqiezai "WもnhuaDagもming"zhong 
hunxiao le shif ei hもdiwo.Ta zai fan yanzhong cuowu 
de shihou, hai duo ci yaoqiu qu白nd近ngrもnzhenxuもxi
M近kらs1、Eng邑s1、Liらningde zhuzuo, hai sh1ihong rもn・
wもizij'i de lilun hもshijianshi M近k令sizhuyi de, shi 
咋igonggu叫chanjieji zhuanzheng suo bixu de, zhも
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shi ta de beiju SUもzai. Ta zai quanju shang yizhi 

jianchi "WもnhuaDagもming"de cuo蛉，品nYさzhizhihも

jiuzhらngguo yixie juti cuふ叫， 蒻ohuguo yixie d釦ng

de l lngdao ganbu hも d五ngwai zhuming rもnshi, shi 

yixie fuzもganbuch6ngxin hui dao zhongyao de 1 fogd近o

gangwらi. Ta llngd五ole fensui Lin Biao f五ngもming

jituan de douzheng, dui Jiang Qing、ZhangChunqi社o

dさngrもnYさjinxingguo zhongyao de piping hもjielu,

bu r社ngta.men du6q迂 zul.gao Ungd近oquande yexin 

dもchさng. Zhexie dou dui hらulaiwomen d五ngshunli de 

fensui "Sirもnbang"qi le zhongyao zuoyong. 

＊ ＊ ＊ 

(19) 1966年5月から 1976年 10月にいたる「文化大革命」に

よって．党と国家と人民は建国いらい最大の挫折と損失をこうむ

った。この「文化大革命」は毛沢東同志が起こし，指導したもの

で 〔ある〕。 ・・・

(22)「文化大革命」というこの全局的な，長期にわたる左より

の重大な誤りについては，毛沢東同志に主な責任がある。しかし，

毛沢東同志の誤りは，究極的には偉大なプロレタリア革命家の犯

した誤りであった。毛沢東同志は，わが党内と国家活動に存在す

る欠点の克服に日頃から意をそそいでいたが，晩年には多くの問

題を正しく分析することができなくなったはかりか，「文化大革

命」では是非を混同し，敵味方を混同するようになった。毛沢東

同志は重大な誤りを犯しながらも全党がマルクス，エンゲルス，

レーニンの著作を真剣に学ぶことをしばしば要求し，自分の理論

と実践はマルクス主義にもとづくもので，プロレタリアート独裁

をうち固めるうえには欠かせないと一貰して考えていた。ここに
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かれの悲劇がある。毛沢東同志は全局的には「文化大革命」の誤

りをずっとつづけていたが，一部の具体的誤りにたいしてはこれ

を制止し，是正し，党の一部の指導的幹部と党外の一部の知名人

を保護し，一部の指導的幹部をふたたび重要な指導的ポストにつ

けた。かれは林彪反革命集団を粉砕する闘争を指導し，江青，張

春橋らにたいしても重要な批判と摘発をおこない，最高指導権を

のっとろうとするかれらの野望を実現させなかった。こうしたこ

とは，のちにわが党が「四人組」を首尾よく粉砕するうえで重要

な役割を果たすことになった。•••

◇ 『中国共産党の歴史についての決議』外文出版社， 1981年， 31,39・40 
頁。

●「“文化大革命”によって，党と国家と人民は建国いらい最大の

挫折と損失をこうむった。」（意訳）⇒「“文化大革命”は，党
と国家と人民に建国いらい最大の挫折と損失をこうむらせ

た。」（使役文）

●「毛沢東同志は重大な誤りを犯しながらも」⇒「重大な誤りを
犯した時期において，毛沢東同志は，」

［歴史決謡J
① 3中全会直後の中国の課題は，一面で政治経済両面における改革・開放を

進めるとともに，他面で，文化大革命，毛沢東評価等の過去の問題に決着を付

けることであった。それの代表的なものが劉少奇の名誉回復と「建国以来の党の

若干の歴史的問題に関する決議」（「歴史決議」）であった。劉少奇は1968年の

8期 12中全会で「永遠に党を除名された」のであるが， 80年の 11期 5中全会

において完全に名脊を回復された。②毛沢東と文化大革命については，両者を

ともに完全否定する論調が多く発表されたが， 1981年6月の「歴史決誂」では，

文革に対してははぼ完全否定であったものの，毛沢東個人については「功績 7

分に過ち 3分」という当時支配的な評価と一致していた。文草前の 17年間を否

定的に描くことは，復活した老幹部層にはできないことであった。この点，文革
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前の 17年を問題にする「思考する世代」とは異なっていな③「歴史決議」は，

全体のスタイルとしては，フルシチョフのスターリン批判に反論した 1956年 4月

と12月の， 2つの中国のスターリン評価である「プロレタリア独裁の歴史的経験

について」と「再びプロレタリア独裁の歴史的経験について」に酷似している。ス

ターリンを完全に否定することが，当時の中国政府の正統性根拠を揺るがすも

のであったためにできなかったとすれば，部小平の57年反右派闘争との関連を

始め，多くの旧幹部が正しいと信じて関与した文革前の出来事を批判すること

はできなかったのであるなお，この文献は中国が「社会主義の初級段階」にあ

ると指摘したことで， 87年以後の改革の理論的限拠を提供している。 （岡部達

味・天児慧編『原典中国現代史』第 2巻（政治・下），岩波書店， 1995年，

119・120頁）

［解放軍報］について

人民解放軍機関紙。 1956年北京で創刊。解放軍総政治部の指導のもとに

解放軍報社が編集，出版しており，軍指導部の政策・考え方を知るうえで

最も霊要なニュース・ソース。文化大革命期は 3紙誌の 1つとして全国的

影害力があったが，その後は軍内に限定。各軍区，軍種，兵種に常駐記者

を置き，軍内からも特約通信員，通信員を募る。 67年より日刊となり，当

初は軍内向けのみだったが 87年より国内外に公開発行となった。主な内

容は党や政府，軍の命令・指示，国内外の政治・経済・政治・軍事に関す

るニュースや評論，軍の教育訓練・戦備・作戦の報道など。（『岩波現代

中国事典』）

【紅旗】について

中国共産党中央委員会発行の政治理論誌。 1958年6月創刊， 30年間続き，

88年6月停刊。 58年の 8期 5中全会で毛沢東が理諭と実際を結合した革

命理論誌を発行することを提議し，創刊を決定した3 最初，半月刊だった

が， 65年から月刊となり， 80年半月刊に戻った。停刊後，その役割は『求

是』に引き継がれた。（『岩波現代中国事典』）
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圃参考：『辞海・歴史分冊』の「毛沢東」叙述圃

〔1980〕

1958年，制定了鼓足干歪）], 力争上滸，多快好省地建没社会

主又的恙路銭，領号全国衣村宴既了人民公社化。1959年辞去中年

人民共秤国主席瞑各，以便集中梢力来処理党利国家的重大同題。

1962 年，提出了以衣此力基拙，以工i~方主号的友展国民純済恙

方針。 1963年，領忌了城多的社会主又教育迄功。 1966年，笈功

了文化大革命。 1971年，領忌全党粉砕了林彪反党集団。 1974年，

提出美子三介世界的理詑。

1976年9月9日零吋 10分，毛涌亦因病在北京逝世。

在半↑多世紀中，毛洋京領号全党和全国各族人民，取得了

新民主主又革命的伽底腔利，創建了中年人民共和国。建国以后，

又領忌全党利全国各族人民取得了社会主又革命利社会主又建没

的佳大腔利c 在中国革命的毎一介巧史除段，毛涌木都写下了帯有

指号意又的重要文献，結集力《毛洋充造集》，已出版五巻。毛洋

床把烏克思列宇主又的普遍真理同中国革命的具体実践結合起来，

在革命理詑和革命宴践上，力中国人民、力全世界元戸防級利革命

人民立下了申功佳綾，嘉得我国人民和1世界人民的愛戴秤尊敬e

◇『辞海・歴史分冊（中国現代史）』上海辞書出版社， 1980年， 183頁；「毛
沢東」の項目は 181-183頁。

〔1984〕

正当全党面11紅着工作重心特向社会主又建没送一新任芳因而

需要特別瑾慎的吋侯，毛洋京的威望述到高峰。他逐浙暁傲起来，

逐漸脱商実豚利脱商群欣，主現主又矛[11"人寺断作凩日益戸重。

1958年，毛洋木和其他領弄同志軽率地友幼了“大妖逃”返功和

衣村人民公社化逗劫，使“左”條措涙戸重地1乏濫升来。同吋，他

在美子社会主又社会防級斗争的理詑和実践上的惜渓也笈展得越
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来越戸重， 1959年中央政治局炉山会以后期惜渓地友功了対形徳

杯的批判，逃而在全党惜渓地汗展了“反右傾”斗争。由子他在領

号上的措涙，再加上笈奈的社会厨史原因，在 1966年友zi)J利領忌

了“文化大革命”。対手送↑全局性的、長吋同的“左”傾匹重惜

涙，他負有主要甕任。但他在晩年初警党地注意維柏我国的安全，

頂住了翁枚主又的圧力，扶行正晩的対外政策，呈決支援各国人

民的正又斗争，井在 1974年提出了赳分三↑世界的正碓哉略和我

国永近不称覇的重要思想。

1976年 9月9日零吋 10分，毛涌永因病在北京逝世。

毛洋糸対中国革命的功統近近大干他的近失 c 他力中国共戸党

利中国人民解放平的倒立秤友展，力中国各族人民解放事北的腔

利，力中年人民共利国的締造利我国社会主又事血的友展，建立

了永近不可磨天的功樹J。他力世界被玉迫民族的解放利人癸逃歩事

此作出了重大頁献。主要著作埠力《毛洋木造集》。

◇ 『辞海・歴史分冊（中国現代史）』 1984年， 236頁；「毛沢東」の項目は

2::l4・236頁。

毛沢東主席の評価に変化圃中国の辞典（「マルクス主義者」の記述消える）

［上海 5日＝古谷浩一】中国で最も権威のある辞典「辞海」の 1999年改訂

版で，「毛沢東」主席の項に「マルクス・レーニン主義者」との記述が無

くなった。一方で，新たに「鄭小平」氏の項が加わり，同氏を「共産党と

中国の主要な指導者」とたたえた3 中国紙は「毛主席の評価の変化に改革・

開放の軌跡を見ることが出来る」と分析している。辞海は 36年に上海で

初版が出版されて以来，時代に合わせた改訂を繰り返してきた，今回の改

訂は 89年以来。題字は江沢民国家主席が書いており，現政権の意向が編

集に反映しているとされる， 79年版で「偉大なるマルクス・レーニン主義

「中国各民族人民の偉大な領しゅうであり指導者」だった毛主席は，

89年版で「偉大」の言葉が削られ，新版では「毛沢東思想の主要創造者」

などの評価に変わった0 (『朝日新聞』 1999年 11月6日）
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1978 

0 「改革瓢開放」時代へ

周恩来死後 (1976年 1月8日），文革派「4人組」の側は，

郵小平勢力の増大を押さえるべく， 76年3月末頃から上海

『文雁報』などを通じて「走資派」批判を展開した。とこ

ろが， 4月の清明節にかけて，北京の「人民英雄記念碑」（正

面の献辞は毛沢東だが，裏側の献辞は周恩来の手になる）

は周恩来への献花（花輪）で文字どおり埋めつくされ， 4月

7日，中央政治局は毛沢東の指示にもとづき，「天安門事件」

は「反革命的政治事件」であるとした上で，部小平の解任

と華国鋒 (1921~)首相代理 (2月就任）の首相昇任を決

議した。 7月6日，朱徳が 90歳で死亡した。そして， 9月

9日，毛沢東は82歳で死去した。

巨大な後楯であった毛沢東の死は，文革4人組にとって決

定的な弱点となった。 10月6日夜，葉剣英 (1897~1986)
や華国鋒の指揮下に， 4人組系の主要な人物はすべて逮捕さ

れ隔離審査に移された。 7日，華国鋒が中共中央主席に就任

した。

4人組に代表される文革政治の継続を断ち切るうえで重

要な役割を果たした華国鋒は，天安門事件の名誉回復には

消極的であった。しかし， 78年 5月からの「実践は真理を

検証する唯一の基準である」とするキャンペーンは，文革

および毛沢東への個人崇拝からの解放を意図するものであ

った。それはなお文革政治を維持する勢力への批判でもあ
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った。経済の面でも， 78年後半期は，過剰投資と国民収入

に村する蓄積率が 36.7%に達する状況となっていた。これ

らが華国鋒政治の基盤をゆるがしていた。また，文革終結

後の中国社会のある種の解放感は， しだいに民衆の政治的

活動を生みだし， 78年半ばから北京の西単の壁に大字報が

貼りだされ， さまざまな政治的要求がかかげられた。

華国鋒に対する批判は， 78年12月に開催された中共第11

期3中全会で公然化し，今日の中国で「3中全会以来」とい

われる中国政治の戦略的転換がはかられた。思想路線にお

いて「実事求是」をかかげ，政治路線では57年以来の「階

級闘争論」と文革期の「プロレタリア独裁下の継続革命論」

を放棄し，人民の生活改善要求に応える政策を決定した。

党の組織路線でも天安門事件を革命的行動として平反（誤

った判決または政治上の結論を改めること）し， 59年の影

徳懐批判なども誤りとして平反された。

3中全会の決定の1つに，「階級闘争を大綱とする」スロー

ガンの放棄があり，これは中国社会主義建設全体の方向に

かかわる重要な転換であった。それまでの 20年間 (1957

~76)は社会的に非常な緊張状態にあったといえよう。こ

うしたいわば革命の時代の社会の全般的枠組とその思想体

系を「革命パラダイム」と呼ぶとすれば， 76年 10月の「4

人組」打倒以後， しだいにその転換がはかられ，台湾や香

港などをも含んだ，広範な対外的対内的統一戦線を「愛国

統一戦線」として定式化したのである。こうした枠組は，

もはや「革命パラダイム」ではなく，「振興中華パラダイム」

の樹立と呼ぶほうが適切であろう。（池田誠ほか『図説中国

近現代史（新版）』法律文化社， 1993年， 196,200, 214 
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(-) 

全会一致同意半国鋒同志代表中央政治

局所提出的決策，現在就亙当返底国内外形

勢的炭展，及吋地、果断地結束全国苑園的

大規模的掲批林彪、 “四人翡”的群な返劫，

把全党工作的着重点和全国人民的注意力特

移到社会主込現代化建設上来。送吋子実現

国民経済三年、八年規剖和二十三年没想，

実現衣止、エ止、国防和科学技求的現代化，

乳固我国的元戸除級考政，具有重大的意父。

我釘党所提出的新吋期的忌任各，反映了房

史的要求和人民的應望，代表了人民的根本

利益。我釘能否実現新吋期的恙任各，能否

加快社会主又現代化建没，井在生戸迅速炭

展的基砒上星著地改善人民生活，加強国防，

送是全国人民最力美心的大事，ヌ寸子世界的

和平和近歩事止也有十分重大的意父。実現

四介現代化，要求大幅度地提高生戸ヵ，也

就必然要求多方面地改変同生戸力炭展不迫

底的生戸美系和上展建筑，改交一切不返底
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的管理方式、活劫方式和思想方式，因而是

ー物ri乏、深刻的革命。・・・
（三）

会汲指出：一九七五年，祁小平同志受

毛洛左同志委托主持中央工作期岡，各方面

工作取得根大成績，全党全写和全国人民是

満意的。祁小乎同志和中央其他領号同志一

道，按照毛洛左同志的指示，ヌ寸‘‘四人耕”

的干オ尤破杯近行了針鋒祖ヌ寸的斗争。•••会汲

指出：一九七六年四月五日的天安l、]事件完

全是革命行劫。以天安門事件力中心的全国

に万人民況痛悼念周恩来同志、惜怒声討“

四人語"的佛大革命群な返劫，力我釘党粉

砕“四人翡"莫定了群な基砒。全会決定撤

錆中央友出的有美“反缶右條翻案凩"返劫

和天安l、]事件的錯誤文件。

会以宙査和糾正了辻去ヌ寸彰徳ヽ杯、陶鋳、

薄ー波、物尚昆等同志所作的錯誤結袷，肯

定了他釘ヌ寸党和人民的賃献。・・・

3
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◇ 《中国共戸党第十一届中央委屈会第三次全体会祓公扱(-九七八年十
二月二十二日通辻）》（《人民日扱》 1978.12.24)。
● 《中共中央綜合性文集》（《中国革命史桔案文献光盆犀》 A・l), 《新半
月技》 (B-48), 《紅旗》 (B-57)。
● 《中国共戸党文献奇科犀》。

j i e p 1 【掲批】（罪状を）摘発して批判する。~~四人帯罪行：uixing / 

四人組の罪状を暴いて批判する。

〔国民経済三年、八年規刻和二十三年没想〕 1977年 12月 11日中共

中央、国各院召升全国廿刻会設。会設研究了加快国民経済友展速

度向題，似定了 1978年国民経済汁刻吋詑了第五介五年汁刻后

三年的安排和万六五.tt矧的乾廓，展望了本世紀末宴呪四介班代

化的返景。提出今后二十三年的初歩没想：在経済上分三介附段，

打几介大故役使衣此毎年以百分之四至五、エ此毎年百分之十以

上的速度持綾地、大歩地前造（『中華人民共和国経済大事記

(1949年 10月 1984年9月）』北京出版社， 1985年， 453・454頁）。

〔同生戸力友展不造匝的生戸美系和上展建筑〕

吋唯物史観の公式］

ganriio【干枕】（人を）邪廃（する）。妨げる。妨害（する）。い排除～

／妨害を排除する。

zhen feng Xiang dui 【針鋒相対】〈成〉針の先が向かい合う。真っ向

から対決する。鋭く対立する。 ~t合以～的回市／真っ向から反論

する。

〔“反圭右領翻案閃”返劫〕 (1975年後半・1976年の郷小平批判） (1) 1975 

年，毛沢東は，鄭小平を党中央副主席，国務院第一副総理，軍総

参謀長に任命し，中央の日常的指溝権を委ねた。 (2)郵小平が整

頓政策を打ち出して文革路線の是正を積極的に推進したことは，

「4人組」の反発と毛沢東の不満を招いた。 (3)毛沢東は，「7割

ぱ正しいが 3割は問題がある」という評価を盛り込んだ文化大革

命に関する決謡を採択し，郎小平主導で意思の統一を図ろうと考

えた。郵小平がこれを拒絶したため，毛沢東との対立は決定的に
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なった。 (4)毛沢東は， 1975年後半から「反右傾翻案風」キャン

ペーンを発動し，さらに 1976年4月の天安門事件において郷小

平のすべての公職を剥蒋した（唐亮「現代中国の政治権力闘争年

表」，『現代中国研究』第 3号， 44

shengta。［声甘】糾弾する。（罪状を）公に非難する。 q憬怒 fennu ~ 

恐怖集団的罪行：uixing /テロ集団の犯罪行為を怒りをこめて

糾弾する。

di ぷ nding 【莫定】定める。打ち立てる。かためる。~~基砒 ii:chti / 

基礎を定める。

〔影徳懐反党集団の摘発と反右傾闘争〕 (1959年7月・1960年） (1)庫

山会緞で，彰徳懐は，大躍進政策の失敗を厳しく批判するととも

に毛沢東の責任にも言及した。 7月 13日，影は毛に醤簡を送り，

左傾路線の是正を求めた。これに対して，多くの指導者は影徳懐

の意見に同調した。 (2)7月23日，毛沢東は，彰徳懐書簡を右傾

日和見主義の反党網領と規定して厳しく批判するとともに，影徳

懐黄克誠，張聞天，周小舟等の「反党集団」を断罪した。 (3)

8期8中全会以後，反右傾闘争は全園的に展開され， 365万人の

幹部が批判，処分された。 (4)大躍進政策の是正が反右傾闘争に

よって遅れ，中国経済は崩壊の道をたどった（唐亮「現代中国の

政治権力闘争年表」 43頁）。

〔劉少奇・郡小平・陶鋳の打倒〕 (1966年・1969年） (1) 1962年以降，

劉少奇，周恩来，郷小平等が調整政策を推進して急進政策の是正

を行ったことに，毛沢東は不満をもっていた。 (2)1962年後半，

党中央によって社会主義教育運動が開始された。この進め方をめ

ぐって毛沢東と劉少奇の対立が生じ， 196,1年 12月の中央工作会

議において，両者の見解がぶつかり激論となった。 (3)1966年，

毛沢東は文化大革命を発動した。これに対して，劉少奇と郵小平

は各大学に工作組を派造して運動を制御しようとした。毛沢東は，

工作組派遣を革命運動に対する鎮圧であると厳しく批判し，権力

の改組を断行した。 (4)毛沢東は，劉少奇，鄭小平等を，ブルジ
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ョア路線を歩む実権派であると断罪し，彼らを失脚させた。さら

に毛は，実権派の支持基盤をほり崩すために大衆を発動し，多く

の指導者と幹部を失脚させた。 (5)陶鋳は文化大革命初期に重用

されたが，毛沢東の文革路線について行けず，失脚した。 (6)こ

の権力闘争は長期にわたって全国民を巻き込み，既成秩序を破壊

し，政治，社会と経済に甚大な損害を与えた（唐亮「現代中国の

政治権力闘争年表」 44頁）。

〔薄ー波批判〕 (1953年） (1)薄ー波・財政部長が独断で導入した新税

制は，毛沢東の厳しい批判と地方指溝者の反発を招いた。 (2)高

岡と饒漱石は，事件を利用して，全国財政会識で薄ー波と劉少奇

を攻撃した。 (3)薄ー波は自己批判して財政部長を解任されたが，

高蘭・饒漱石事件後に復活した（唐亮「現代中国の政治権力闘争

年表」 42頁）。

〔影・羅・陸・楊反党集団の摘発〕 (1965年後半・1966年6月） (1) 1965 

年，毛沢東は，江青，陳伯達，康生，張春橋等の左派グループ，

林彪の軍人グループを 2大支持勢力として文化大革命の準備を

開始した。 (2)毛沢東は銚文元の「新編歴史劇《海瑞罷官》を評

す」を文化大革命発動の突破口にしようとしたが，イデオロギー

担当の影真・中央政治局委員兼中央書記処書記，北京市長はこれ

に抵抗した。また林彪は，羅瑞卿・中央書記処書記兼軍総参謀長

が彼の指示に異論をもっていたことに不満であった。毛沢東は，

陸定ーが部長を務める中央宣伝部を「伏魔殿」と批判した。これ

に加えて，陸定一夫人が林彪夫人の男女問題を暴露したことが，

林彪を怒らせた。さらに，楊尚昆・中央書記処書記候補兼中央緋

公庁主任は劉少奇に近い人物であり，毛沢東の談話を本人の承諾

なしに録音した「盗聴事件」の責任者であった。 (3)4人はいず

れも失脚したが，彼らは必ずしも同じ派閥に属してはいなかった。

ただ，文化大革命発動の障碍になっていたという点で共通してい

た。この影・羅・陸・楊反党集団の摘発は，文化大革命の序幕で

あった（唐亮「現代中国の政治権力闘争年表」 43・44頁）。
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(1) 

Quanhui yizhi t6ngyi Hua Guofeng t6ngzhi daibi五o

Zhongyang Zhらngzhijusuo tichO de juもcも， xianzaijiu 

yingdang shiying gu6nらi・waixingshi de fazh五n,jishi 

de、guoduande j iもshuquangu6 fanwもide da guim6 de 

jiepi Lin Biao、"Sirもnbang"de qunzhong yundong, 

b迅 quand五nggongzuo de zhu6zhongdian hもquangu6

rもnminde zhuyi 1 i zhu五nyidao shらhuizhuyi xiandai・ 

hua jiansh合 shang lai. Zhe duiyu shixian gu6min 

jingji san・nian、ba・nian guihua hもらrshisan・nian 

shもxiang, shixi社nn6ngyら、 gongyも、 gu6fanghもkexuも

jishu de xiandaihua, gふngguWO gu6 de叩ch近njieji 

zhuanzhもng, juyもuzhongda de yiyi. Women d五ngsuo 

tichO de xin shiqi de zるngrもnwu, fanying le lish'i. 

de yaoqiu hもrもnminde yuanwang, daibi五ole rもnmin

de genbさnli yi. Women nもngfou shixian xin shiqi de 

zong rもmvu,nもngfもujiakuai shもhuizh丘yixiandaihua 

jianshも， bl.ngzai shengch五nxunsu fazhan de jich丘

shang xi五nzhude gaishan r心nminshenghu6, jiaqi社ng

gu6fang, zhもshiquangu6 rもnminzui wもiguanxin de 

dashL duiyu shijiもdehもpinghもjinbushiyらyさyもu

shif en zhongd社deyiyi. Shixian si ge xiandaihua, 

yaoqiu da fudu de tigao shengch五nli, ye jiu bir社n

yaoqiu duo fangmian de g近ibiantong shengch近nlifa-

zh五nbu shi ying de shengch五nguanxi hも shangcもng

jianzhu, g五ibi注nyiqi令bushiying de gu近nl'i.fangshi、

hu6dong f angshi hもsixi五ngfangshl., yin'もrshi yi 

chang gu五ngfan、shenkもdegもming.... 
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(3) 

Hul.yi zhichu: yiji訳qi畔 nianDらngXi和opingtong・ 
zhl. shou~ 飴0Zもdongtongzhl. wei tuo zhuchi Zhongyang 
gongzuo qijian, gも fangmiangongzuo qudも h恙nda 
chもngjl., quan dang quan jun hもquanguorもnminshl. 
m五nyl.de. DもngXiaoping tongzhl. hもzhongyangqita 
Hngdao tongzhl. yidao, anzh社oMao Zもdongtongzhl. de 
zhishl., dul. "Sirもnbang"de ganrao pohuai jinxing le 
zhenf eng xiangdul. de douzheng. … Hul.yl. zh1chu : 
yiji訳qlliunian sl. yuら四 rl.de Tian'anmもnShl.jian 
wanquan shl. gもml.ngxingdong. Y1 Tian'anmもnShl.jian 
wもizhongxln de quanguo yl.wan rもnminchもntongdao・ 
nian Zhou Enlai tongzhl.、fさnnushengt近o"Sl.rもnbang"
de weid社 gもmingqunzhong yundong, w令iwomen d五ng
fもnsui"Sirもnbang"diandl.ng le qunzhong jichu. Quan・ 
hul. juもdingchらxiaoZhongyang fachu de youguan "F近njl
Youqing Fan'らnfeng"yundong hもTian'anmもnShl.jian de 
cuふ叫 wもnjian.

Hul.yl. shencha hもjiuzhらngle guoqu dul. PもngDもhuai、
Tao Zhu、BoYibo、YangShangkun deng tongzhl. SUるzuo
de cuふ心 jiもlun,kもndl.ngle tamen dul. d缶nghもrもnmin
de gongxian .. .. 

＊ ＊ ＊ 

(-) 

総会は，いま，国内外情勢の発展に照応し，時をうつさず，果

断に全国的範囲において林彪・「4人組」を摘発，批判する大規模

な大衆運動を終結し，全党の活動の重点と全国人民の注意力を社

会主義的現代化の建設に移すべきである，という華国鋒同志が中
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央政治局を代表して提起した決定に一致して同意した。これは国

民経済の 3ヵ年， 8ヵ年計画と 23ヵ年横想を実現し，農業，エ

業国防，科学技術の現代化を実現し，わが国のプロレタリア階

級独裁をうち固める上で重要な意義をもっている。わが党のうち

出した新たな時期の全般的任務は，歴史の要請と人民の念願を反

映し，人民の根本的利益を代表している。われわれが新たな時期

の全般的任務を実現できるかどうか，社会主義的現代化の建設を

速めるとともに，生産の急速な発展をふまえて人民の生活をいち

じるしく向上させ，国防を強化できるかどうかは，全国人民のも

っとも関心を寄せている重大事であり，世界の平和と進歩の事業

にとってもひじょうに重要な意義をもっている。 4つの現代化の

実現には，生産力の大幅な向上が要請され，それはまた必然的に

多方面にわたって生産力の発展に照応しない生産関係と上部構

造を変えさせる要請となりまた，不適当なすべての管理方式，

活動方式思想方式を変えさせる要請となる，したがってそれは

幅広い，深刻な革命である。…

（三）

会議はつぎのように指摘した。 1975年，郵小平同志が毛沢東

同志の委託により中央の活動をつかさどっていた期間，諸方面の

活動は非常に大きな成果をあげ，全党，全軍，全国人民は満足し

ていた。郵小平同志は中央の他の指導者とともに，毛沢東同志の

指示にもとづき，「4人組」の撹乱と切り崩しに真向から対決する

闘争をすすめた。…会議はつぎのように指摘した。 1976年4月5

日の天安門事件はまった＜革命的行動である。天安門事件を中心

とする，全国いく億万人民が周恩来同志を追悼し，憤りに燃えて

「4人組」を糾弾した偉大な革命的大衆運動は，わが党の「4人

組」粉砕の大衆的基盤をつくった。総会は，中央の出した，「右
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からの巻き返しの風潮に反撃する」運動と天安門事件に関する誤

った文書の廃棄を決定した。

会議は，以前影徳懐，陶鋳，薄ー波，楊尚昆らの諸同志にたい

して下された誤った結論を審査し，是正し，党と人民への彼らの

貢献を確認した。

◇太田勝洪・小島晋治・高橋満・毛里和子編『中国共産党最新資料集』上
巻勁草書房， 1985年， 3・7頁（『北京周報』 1978年第 52号）。

● 「4つの現代化の実現には生産力の大幅な向上が要請され，

それはまた必然的に多方面にわたって生産力の発展に照応しない

生産関係と上部構造を変えさせる要請となりまた，不適当なす

べての管理方式活動方式思想方式を変えさせる要請となる，

したがってそれは幅広い，深刻な革命である。」 ⇒「4つの現代化
の実現は生産力の大幅な向上を要求し，それはまた，多方面にわ

たって生産力の発展に照応しない生産関係と上部構造を改変する

とともに，すべての不適当な管理方式・活動方式・思想方式を改

変することを必然的に要求する。したがってそれは広範かつ深刻

な革命である。」

【唯物史観の「公式」】

わたくしにとってあきらかになりそしてひとたびこれをえてからはわた＜

しの研究にとって導きの糸として役立った一般的結論は，簡単につぎのよう

に公式化することができる。人間は，その生活の社会的生産において，一定

の，必然的な，かれらの意志から独立した諸関係を，つまりかれらの物質的

生産諸力の一定の発展段階に対応する生産諸関係を，とりむすぶ。この生産

諸関係の総体は社会の経済的機構を形づくつており，これが現実の土台とな

って，そのうえに，法律的，政治的上部構造がそびえたち，また，一定の社

会的意識諸形態は，この現実の土台に対応している。物質的生活の生産様式

は，社会的，政治的，精神的生活諸過程一般を制約するつ人間の意識がその

存在を規定するのではなくて，逆に，人間の社会的存在がその意識を規定す
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るのである。社会の物質的生産諸力は，その発展がある段階にたっすると，

いままでそれがそのなかで動いてきた既存の生産諸関係，あるいはその法的

表現にすぎない所有諸関係と矛盾するようになるさこれらの諸関係は，生産

諸力の発展諸形態からその控楷へと一変する。このとき社会革命の時期がは

じまるのである。経済的基礎の変化につれて，巨大な上部溝造全体が，徐々

にせよ急激にせよ，くつがえる。このような諸変革を考察するさいには，経

済的な生産諸条件におこった物質的な，自然科学的な正確さで確認できる変

革と，人間がこの衝突を意識し，それと決戦する場となる法律，政治，宗教，

芸術，または哲学の諸形態，つづめていえばイデオロギーの諸形態とをつね

に区別しなければならない。ある個人を判断するのに，かれが自分自身をど

う考えているかということにはたよれないのと同様，このような変革の時期

を，その時代の意識から判断することはできないのであって，むしろ，この

意識を，物質的生活の諸矛盾，社会的生産諸力と社会的生産諸関係とのあい

だに現存する衝突がら説明しなけれはならないのである。1つの社会構成は，

すべての生産諸力がそのなかではもう発展の余地がないほどに発展しない

うちは崩壊することはけっしてなく，また新しいより高度な生産諸関係は，

その物質的な存在諸条件が古い社会の胎内で孵化しおわるまでは，古いもの

にとってかわることはけっしてない。だから人間が立ちむかうのはいつも自

分が解決できる課題だけである，というのは，もしさらにくわしく考察する

ならば，課題そのものは，その解決の物質的諸条件がすでに現存しているか，

またはすくなくともそれができはじめているばあいにかぎって発生するも

のだ，ということがつねにわかるであろうから。大ざっぱにいって，経済的

社会構成が進歩してゆく段階として，アジア的，古代的，封建的，および近

代プルジョア的生産様式をあげることができる。ブルジョア的生産諸関係は，

社会的生産過程の敵対的な，といっても個人的な敵対の意味ではなく，諸個

人の社会的生活諸条件から生じてくる敵対という意味での敵対的な，形態の

最後のものである。しかし，プルジョア社会の胎内で発展しつつある生産諸

力は，同時にこの敵対関係の解決のための物資的諸条件をもつくりだす。だ

からこの社会構成をもって，人間社会の前史はおわりをつげるのである（マ

ルクス（武田隆夫ほか訳）『経済学批判』序言，岩波文庫， 195G年， 13・15.>-<Jo 
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【中国共産党最新資料集】について

太田勝洪・小島晋治・高橋満・毛里和子編，上下2巻，勁草書房， 1985・1986

年。 1978年 12月の中国共産党第 11期第3回中央委員会総会 (3中全会）

から 1984年10月の第12期第3回中央委員会総会までの重要文献 106件

と参考資料 5件を収録。中共中央文献研究室編『三中全会以来一重要文献

選編』（人民出版社， 1982年）所収の 104文献のうち，内容的に前後の文

献と重複しかつ邦訳のある 4文献をのぞく 100文献と，編者が付加した

11文献からなる（上巻の「はじめに」「凡例」），'
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1972 

7 日中関係の正常化

1972 (昭和47)年9月29日午前．北京の人民大会堂の

一階「東大庁」（東ホール）では緑色の布におおわれた細長

いテーブルの上で日本と中国の関係を正常化するための

『日中共同声明』への署名がおこなわれていた。

私はそのテーブルからやや離れた記者団用の席でその光

を眺めていた。日本側の田中角栄首相と大平正芳外相，

中国側の周恩来首相と姫鵬飛外相の 4人がそれぞれ日本語

と中国語の声明文に署名したあと，田中，周両首相が歩み

よって，声明文を交換して握手一一ここまでは型通りに進

んできたが，ここで田中首相の手を握った周首相はぐっと

その手に力を入れて， 1つになった 2人のこぶしを大きく上

下に振った。「やっと握りあったこの手はもう放しません

よ」というふうに。一瞬とまどったかに見えた田中首相も

すぐさまそれに応えて，負けじと自分も握手する手に力を

入れたから，握り合った 2人のこぶしはさらに大きく上下

した。

2人の背後に並んでいた両国の交渉担当者，そして内外記

者団から期せずしてどよめきが起こり，それは大きな拍手

に変わった。

この瞬間，第 2次大戦後長らく末解決のままになってきた

外交上の懸案としての「中国問題」は解決した。人やもの

の往来はそれなりにあるのに，政府どおしは相手を見ない
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ふりをしているという奇妙な関係から，ようやくちゃんと

したおつきあいが始まることになったのだ。日本の敗戦か

らすでに 27年，中華人民共和国の成立から 23年がたって

しヽた。

なぜそんなに時間がかかったのだろうか。それは戦後の中

国とアジアの情勢変化とその中における日本の立場からそ

うなってしまったのだが，それはまた，国交を正常化する

にあたって何が問題になったかを見ることでもわかる。そ

こでわれわれはまず両国関係の基本となる1972年の『日中

共同声明』の一部を読んでみることにしよう。

『声明』の前文にはこうある。

「日中両国は一衣帯水の間にある隣国であり，長い伝統的

友好の歴史を有する。両国国民は，両国間にこれまで存在

していた不正常な状態に終止符を打つことを切望している。

戦争状悪の終結と日中国交の正常化という両国国民の願望

の実現は，両国関係の歴史に新たな1ページを開くことにな

ろう。」

この文章どこかおかしくないだろうか。「不正常な状態」

という言葉と「戦争状態」という言葉がならんで使われて

いる。日中関係が正常でなかった最大で唯一の理由は，実

際には1945年に日本の敗戦で終わった日中戦争について，

その終結を双方で確認し，それにともなういろいろな問題

を解決していないことであったのだから，わざわざ「不正

常な状態」などと言わずとも「戦争状態」と言えばそれで

すむ。それなのに「不正常な状態」という言葉を使ったの

は， じつは日本はすでに1952年に台湾にある「中華民国」

の政府と「日華平和条約」を結び，その政府との間ですで

に日中戦争の終結を宣言してしまっていたからなのだ。

64 



1920年代以来，中国には国民党と共産党という 2つの政

党があって，時に手を結び，時に相争ってきた。日本との

戦争では両党は統一戦線を組んでいた（「一致抗日」 (c::>14,

15))が， 1945年に日本が敗れたあと両党は内戦をくり広げ

た。その結果，共産党が勝利を収めて大陸に支配権を確立

し， 1949 「中華人民共和国」を成立させたが（⇒rn, 
一方，負けた国民党も台湾に逃れて，それまで通り「中華

民国」を名乗り，全中国を代表する政府であると主張し続

けている。

つまり戦争に負けた日本が講和条約を結ぶ相手が，中国側

では 2つに分裂してしまったわけである。だが， 日本軍が

戦った土地は中国大陸であったのだから，常識的には大陸

に成立した政権を選ぶのが自然であった。

ところが，第2次大戦後の世界は東西両陣営（東側＝社会

主義陣営，西側＝自由主義陣営）の対立が激しくなり， 1950

年には北緯38度線をはさんで両陣営が対峙していた朝鮮半

島で戦火が起こった。そして敗戦後の日本を占領していた

連合国軍の主役がアメリカ軍であったところから， 日本は

西側陣営の 1国として独立を回復し (1951年の「サンフラ

ンシスコ講和条約」によって），その翌年アメリカの強い主

導権のもとに，西側陣営の一員である台湾の中華民国政府

を中国の正統政府と認めて，「日華平和条約」を結んだのだ

った。

この時すでに成立して 3年を経ていた大陸の中華人民共

和国政府は，当然のことながらこれに強く反発し，「日華平

和条約」は認めないという態度を明らかにした。

-の結果，日本から見れば日中戦争はすでに終結している

のに対して，中国から見ればまだ終わっていないという困
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った状態になってしまったのだ。

北京での交渉の結果は，同じ戦争について 2度終結を宣言

する（つまり以前に自分が結んだ条約の存在を自ら否定す

る）ことはできないという日本の立場を，中国側も一応了

承して，「いつ」戦争状態が終わったかは『共同声明』では

明言せず，前文で「不正常な状態」と「戦争状態」と 2通

りの表現を使って，この両者は実質は同じですよというこ

とを感じとらせながら，具体項目の第 1項では「日本国と

中華人民共和国との間のこれまでの不正常な状態は，この

共同声明が発出される日に終了する」という文章になった

のだった。

関係正常化にあたっての難題の 1つであった「戦争状態の

終結」の問題は中国の内戦と東西対立，その中での日本の

立場が生み出したものであった。（田畑光永『中国を知る』

岩波ジュニア新書， 1990年， 78・82頁）

中日両国是一衣帯水的令い邦，有着悠久的侍統友好

的房史。両国人民切望結束迄今存在子両国 1司的不正常状

志。占戊争状志的結束，中日邦交的正常化，雨国人民送秤

應望的実現，将掲升両国美系史上新的一阿。

日本方面痛感日本国辻去由子哉争給中国人民造成

的重大損害的弥任，表示深刻的反省。日本方面重申祐在

充分理解中半人民共和国政府提出的“笈交三原則"的

立物上， i某求実現日中邦交正常化送一見解。中国方面ヌ寸

此表示吹迎。

中日両国尽管社会制度不同，底該而且可以建立和

平友好美系。両国邦交正常化，炭展丙国的睦令ド友好美系，
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是符合丙国人民利益的，也是吋緩和正洲緊張局努和維

オ戸世界和平的弥献。

(-)自本声明公布之日起，中半人民

共和国和日本国之岡迄今力止的不正常状志

宣告結束。

（二）日本国政府承1人中半人民共和国

政府是中国的唯一合法政府。

（三）中半人民共和国政府重申：台湾

是中半人民共和国領土不可分割的一部分。

日本国政府充分理解和尊重中国政府的送一

立物，井埜持遵循波茨坦公告第八条的立物。

（四）中半人民共和国政府和日本国政

府決定自一九七二年九月二十九日起建立外

交美系。丙国政府決定，按照国除法和国除

情例，在各自的首都力吋方大使館的建立和

履行取各采取一切必要的措施，井尽快互換

大使。

（五）中半人民共和国政府宣布：力了

中日丙国人民的友好，放弄ヌ寸日本国的哉争
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賠俵要求。

（六）中半人民共和国政府和日本国政

府同意在互相尊重主枚和領土完整、互不侵

犯、互不千渉内政、平等互利、和平共赴各

項原則的基砒上，建立両国）可持久的和平友

好美系。

根据上述原則和朕合国完章的原則，両

国政府硝祓，

在相互美系中，用和平手段解決一切争端，

而不訴堵武力和武力威肋。

（七）中日邦交正常化，不是針ヌ寸第三

国的。両国任何一方都不亙在正洲和太平洋

地区謀求覇枚，毎一方都反ヌ寸任何其他国家

或国家集団建立送秤覇枚的努力。

（八）中半人民共和国政府和日本国政

府力了乳固和炭展両国岡的和平友好美系，

同意近行以締結和平友好条約力目的的淡判。

（九）中隼人民共和国政府和日本国政

府力近一歩友展丙国 l可的美系和¥大人贋往
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来，根据需要井考慮到已有的民同切定，同

意近行以締結箭易、航海、航空、漁止等切

定力目的的淡判。

中半人民共和国 日本国

国各院忌理 内）計忌理大臣

周恩来（答字） 田中角栄（釜字）

中半人民共和国 日本国

外交部長 外各大臣

姫鵬"1S(答字） 大平正芳（各字）

一九七二年九月二十九日子北京

◇ 《中半人民共和国政府日本国政府朕合声明》（《人民日根》 1972.9.30)。

● 《新隼月狼》（《中国革命史桔案文献光盆犀》 B・45), 《紅旗》 (B-56),

qi j'in【迄今］いままで。 ii~力止 wei:hi/いままでのところ。

chongshen【重申】重ねて言明する。 q丙国政府～ヌ見点的一致／両国政

府が観点の一致を重ねて言明する。

ziinxun【遵循】従う。可送是我釘必須～的一条原則／これはわれわれ

が従わなければならない原則である。

〔波茨坦公告第八条〕「カイロ宣言の条項は，履行せらるべく，また日本

国の主権は，本朴I,北海道，九州および四国ならびに吾等の決定

する諸小島に極限せらるべし」（『原典中国現代史』第 8巻， 20

0 c::>【カイロ宣言】

peichang【陪倍】賠償する。弁償する。門保留要求～的枚利／賠償を要

求する権利を留保する。

〔平和五原則〕社会制度の異なる国家間の共存関係をめざす中国外交の

基本原則。 1954年 4月29日締結の「中華人民共和国とインド共
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和国のチベット地方とインドとの間の通商・交通に関する協定」

で明記された。 1)領土・主権の相互尊重， 2)相互不可侵， 3)

内政不干渉， 4)平等互恵， 5)平和共存の 5項目からなる。（『岩

波現代中国事典』）

: hu【渚】〈書〉("之千：h'ivu "または“之乎：h'ihu "の合音）これ（を…に）。

•••かな。 q 付～（＝之千）実施 shish'i /これを実施に付する。

m6uqiu 【渫求】はかる。はかり求める。追求する。~~人癸逃歩／人類

の進歩を追求する。

di ii e 【締結】締結する。結ぶ。~~邦交 bangiiao/国交を結ぶ。 q

～条約／条約を締結する。

〔日中平和友好条約〕 1978年 8月 12日に北京で調印。 10月23日，東

京で批准書を交換して発効。 ⇒［日中平和友好条約】

＊ ＊ ＊ 

(1) Zi bさnshengming gongbu zhi ri qi, Zhonghua Rもn・
min Gonghもgu6hもRibもngu6zhijian qijin wもizhlde bu 

zhらngchangzhuangtai xuangao jiもshu.

(2) Ribさngu6ZhらngfuchもngrもnZhonghua RもnminGong・ 
hもgu6Zhらngfushi Zhonggu6 dewもiyihもfazhもngfu.
(3) Zhonghua RもnminGonghもgu6Zhらngf丘ch6ngshen:
Taiwan shi Zhonghua Rもnmin Gonghもgu6 llngtu b心・
Kもfengede yibufen. Ribもngu6Zhらngf且chongfらnll・

jie hもzunzhongZhonggu6 Zhらngf丘dezhもyilich五ng,

bing jianchi zunxun Bocit五nGonggao di・ba tiao de 
lich五ng.

(4) ZhonghuさRもnminGonghもgu6Zhもngf丘hもRib苔ngu6
Zhらngfujuもdingzi yijiuqi'もrnian jiu yuらもrshijiuri 
ql jianli waijiao guanxi. Liang gu6 zhもngf丘 juも・
ding, anzhao gu6jif五hもgu6jiguanli, zai gさzide 
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shもuduwらidul.fang dash1gu五nde 

zhi蛉 c五iq近yiqiらbiyaode cuoshl, 

huan dashL 

j該nlihも ltixing

bing jin kuai h心・

(5) Zhonghua RもnminGonghもgu6Zhengfu xuanbu: Wei le 

Zhong・Ri li五nggu6rもnminde youhao, fangqi dui Riben・ 

gu6 de zhanzheng pもichangyaoqiu. 

(6) Zhonghua RもnminGonghもgu6ZhらngfuhもRl.bengu6

Zhさngf丘t6ngyizai huxiang zunzhong zh社quanhもHngtu

wanzhさng、hubu qlnfan、h心buganshらnらizhらng、pingd各ng

hull、hもpinggongchu gもxiangyuanzもdejlch丘shang,

jianll. liang gu6 jian chijiu de hもpingyもuh五oguanxi. 

Genju shangshu yuanzもhもLianhもgu6Xianzhang de 

yuanzも， li五nggu6 zhらngf丘quらrもn,zai xiangh心guanxi

zhong, yong hもpingshouduan jiejuもyiqiらzhengduan,

もrbu SU zhu叩lihも畔liweixiも．

(7) Zhong・Ri bangjiao zh令ngchanghua, bushl. zhendui 

dl. san guo de. Li五nggu6 r令nhもyifangdou bu ylng zai 

Yazhou hもTaipingyangdiqu mouqiu baquan, mもiyifang 

dou fandul. rらnhもqitaguojia huo gu6jia jituan jianli 

zhもzhongbaquan den社1i. 

(8) Zhonghua RもnminGonghもgu6Zh令ngf近hもRibさngu6

Zhらngf且w令ile gonggu hもfazhanli五ngguo jian de hも・

ping youhao guanxi, t6ngyi jinxing y1 dijiもhもping

youh五0 tiaoyue Wもimudi de tanpan. 

(9) Zhonghua RもnminGonghもgu6ZhらngfuhもRibもngu6

Zhらngfuwもijinyibu fazhan liang gu6 jian de guanxi 

hもkuod社rもnyuanw五nglai,genju xuyao bing kaolti da。
yi you de minjian xiもding, tongyi jl.nxing y1 dijiも

maoyi、hangh五i、hangkong、yuyもdengxiもdingwもimudi 

de tanpan. 
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＊ ＊ ＊ 

1 日本国と中華人民共和国との間のこれまでの不正常な状態

は、この共同声明が発出される日に終了する。

2 日本国政府は、中華人民共和国政府が中国の唯一の合法政

府であることを承認する。

3 中華人民共和国政府は，台湾が中華人民共和国の領土の不

可分の一部であることを重ねて表明する。日本国政府は，この中

華人民共和国政府の立場を十分理解し，尊重し，ポツダム宣言第

八項にもとづく立場を堅持する。

4 日本国政府および中華人民共和国政府は， 1972年 9月 29

日から外交関係を樹立することを決定した。両政府は，国際法お

よび国際慣行に従い，それぞれの首都における他方の大使館の設

置およびその任務遂行のために必要なすべての措置をとり，また，

できるだけすみやかに大使を交換することを決定した。

5 中華人民共和国政府は，中日両国国民の友好のために， 日

本国に対する戦争賠償の請求を放棄することを宣言する。

6 日本国政府および中華人民共和国政府は，主権および領土

保全の相互専重，相互不可侵，内政に対する相互不干渉，平等お

よび互恵ならびに平和共存の諸原則の基礎の上に両国間の恒久

的な平和友好関係を確立することに合意する。

両政府は，右の諸原則および国際連合憲章の原則にもとづき，

日本国および中国が，相互の関係において，すべての紛争を平和

的手段により解決し，武力または武力による威嚇に訴えないこと

を確認する。

7 日中両国の国交正常化は，第 3国に対するものではない。

両国のいずれも，アジア・太平洋地域において覇権を求めるべき
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ではなく，このような覇権を確立しようとする他のいかなる国あ

るいは国の集団による試みにも反対する。

8 日本国政府および中華人民共和国政府は，両国間の平和友

好関係を強固にし，発展させるため，平和友好条約の締結を目的

として，交渉を行なうことに合意した。

9 日本国政府および中華人民共和国政府は，両国間の関係を

いっそう発展させ，人的往来を拡大するため，必要に応じ，また，

既存の民間取り決めも考慮しつつ，貿易，海運，航空，漁業等の

事項に関する協定の締結を目的として，交渉を行なうことに合意

した。

◇安藤正士・小竹一彰編『原典中国現代史』第 8巻（日中関係），岩波書

店， 1994年， 131-133頁（外務省アジア局中国課監修『日中関係基本資料

集 1970・1992年』霞山会， 1993年， 98・99頁）

［カイロ （全文）】 (1943年 11月 27日）

ローズヴェルト大統領，蒋介石総統およびチャーチル総理大臣は，各自の

よび外交顧問とともに，北アフリカで会議を終了し，次の一般的声

明を発した。「各軍事使節は， 日本国に対する将来の軍事行動を協定した。

3大同盟国は，海路，陸路および空路によって野蛮な敵国に仮借のない圧

力を加える決意を表明した。この圧力は，既に増大しつつある'3大同盟

国は， 日本国の侵略を制止し罰するため，今次の戦争を行なっている。同

盟国は，自国のためには利得も求めず，また領土拡張の念も有しない。同

盟国の目的は， 1914年の第 1次世界戦争の開始以後に日本国が蒋取しまた

は占領した太平洋におけるすべての島を日本国から剥蒋すること，ならび

に満州，台湾および彰湖島のような日本国が清国人から盗取したすべての

地域を中華民国に返還することにある。日本国は，また，暴力および強欲

により日本国が賂取した他のずべての地域から駆逐される。前記の 3大国

は，朝鮮の人民の奴隷状態に留意し，やがて朝鮮を自由独立のものにする

決意を有する：以上の目的で， 3同盟国は，同盟諸国中の日本国と交戦中

73 



の諸国と協調し， 日本国の無条件降伏をもたらすのに必要な重大で長期間

の行動を続行する。」（『原典中国現代史』第8巻， 17・18頁）

【日中平和友好条約】

第 1条 1 両締約国は，主権および領土保全の相互尊重，相互不可侵，内

政に対する相互不干渉，平等および互恵ならびに平和共存の諸原則の基礎の

上に，両国間の恒久的な平和友好関係を発展させるものとする。

2 両締約国は，前記の諸原則および国際連合憲章の原則にもとづ

き，相互の関係において，すべての紛争を平和的手段により解決しおよび武

力または武力による威嚇に訴えないことを確認する。

第2条 両締約国は，そのいずれも，アジア・太平洋地域においてもまたは

他のいずれの地域においても覇権を求めるべきではなく，また，このような

覇権を確立しようとする他のいかなる国または国の集団による試みにも反

対することを表明する。

第3条 両締約国は，善隣友好の精神にもとづき，かつ，平等および互恵な

らびに内政に対する相互不干渉の原則に従い，両国間の経済関係および文化

関係のいっそうの発展ならびに両国民の交流の促進のために努力する。

第4条 この条約は，第 3国との関係に関する各締約国の立場に影響を及ぼ

すものではない。

第5条 1 この条約は，批准されるものとし，東京で行なわれる批准書の

交換の日に効力を生ずる。この条約は， 10年間効力を有するものとし，そ

の後は 2の規定に定めるところによって終了するまで効力を存続する。

2 いずれの一方の締約国も， 1年前に他方の締約国に対して文書

による予告を与えることにより，最初の 10年の期間の満了の際またはその

後いつでもこの条約を終了させることができる。（『原典中国現代史』第8巻，

144頁）

【原典中国現代史•第 8 巻（日中関係）】の構成
全体解説， I日本の降伏と国共内戦(4+3+2,文献数で以下同じ）， II東アジ

アにおける冷戦体制の形成と日中関係(5+3+6+4+8),皿中ソ対立および

文化大革命期の日中関係(11+5),N日中国交正常化と日中平和友好条約(5

+7+4+3), V国交正常化以降の日中経済関係(4+9+3+2+4),VI 1980 
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年代の日中政治関係(11+7+8),¥渭歴史認識の問題(3+5+5+2),Vlil最近

の日中関係(2+8+:3+7t

［日中関係基本資料集］について

外務省アジア局中国課監修『日中関係基本資料集 1949年~1969年』霞山

会， 1970年， 447+12頁。「本資料集は，これを通読すれば日中関係の基本

的推移が俯緻できるように編集した。ただ， 20年間における北京政府の対

日政策の推移を明らかにすることを主要な目的としているので，北京政府側

の資料を多く収録し， 日本側の資料は必要最小限にとどめてある」（凡例）。

1. 日中間の政治・外交関係， 2.日中間の貿易・漁業関係等， 3.中共地区残留

邦人引揚関係， 4.その他，に関する 126姿料を収録（巻末に年表と註記を付

加） 3また，外務省アジア局中国課監修『日中関係基本資料集 1970年~1992

年』（霞山会， 1993年， 695+8頁）は上記資料集の続編で， 192資料を収

録するとともに， 10件の参考資料と年表・註記を付加する。
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1966 

8 「動乱」の時代

66年から76年までの10年間中華人民共和国は建国以

来の未曾有の大混乱にみまわれた。今日では「動乱の10年」

といわれる「プロレタリア文化大革命（文革）」である。文

革は中国共産党による建国後 15年間の政治・経済・文化・

思想など，あらゆる営みの総決算として勃発したものであ

り，毛沢東時代の特徴をもっともよく示している大事件で

あった。いや事件というにはあまりにも内容が広く影警が

大きすぎるので，長期にわたる政治過程そのものといった

方がよい。また当時は，文革こそ「魂をゆさぶる真の革命」

「世紀の大実験」であるという誇大な宣伝が外国にも影饗

を及ぼし，フランス・日本などの知識人や学生運動をも動

かした。このように文革が内外にあたえた衝撃波は極めて

大きく， しかもその深刻な余波は今日にまで及んでいるか

ら，文革はもう終わったといえるかどうかさえ疑問である。

そうした意味で，文革を知ることは現代中国とその歴史を

理解する上で不可欠の課題であるといえよう。

さて文革がはじまる前，中国はソ連との間で激しい論争を

展開し， ソ連が「修正主義」に堕落したとして対決姿勢を

示しつつあった。他方，国内では「調整政策」をとって経

済の破綻から免れようと，劉少奇を中心に懸命の努力を払

いつつ，同時に修正主義の影響を防ぐために「農村におけ

る社会主義教育運動」や「四清」運動をも展開していた。「修
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正主義を防ぎ中国が資本主義に変質するのを防ぐこと」，こ

れが文革の第 1の表向きの理由であった。

この過程で経済再建を最重視する劉少奇ら党と政府の指

導者たちは，論争や運動が政治・社会を混乱させることを

恐れ，これを党・政府官僚体制の下にしつかりと統制しよ

うとしていた。他方，毛沢東は劉少奇らのやり方が修正主

義批判・防止のためには手ぬるいと感じていたが，「大躍

進」の失敗の資任をとって第一線から退いた形をとってい

て，実権も権威をも失いつつあった。毛の意志が北京の党・

政府のなかでは「針 1本，水 1滴も通さない」ほどだと嘆

いたのはよく知られた話である。そのため彼は，彼

を貰くために上海に行き，彼の妻の江青を通して張春橋・

挑文元らを使い，権力の奪回をめざすことになる3

では毛沢東の意志とは何であったか。晩年の毛は「社会主

義社会のなかでも階級は存在する」と考えしたがって搾

取階級と被搾取階級との間の「階級闘争もたえず発生する」

と固く信じていた。したがってまたその階級闘争が大規模

になって，搾取階級が支配する政治体制を暴力で打倒する

革命も必然的であるとする。これが彼のいわゆる「連続革

命・継続革命」論である。彼によれば社会主義社会では

階級も階級闘争も存在せず， したがって革命も起こす必要

がないと考えることこそが修正主義なのである。さらに彼

の特殊なところは， このような修正主義が党内にも波及し，

党指導部内が変質して「ブルジョア実権派」「資本主義の道

を歩む実権派」になるので，それを防止するかあるいは

排除・打倒するための革命闘争すなわち「窟権闘争」がど

うしても必要だと主張するところにあった。

こうして毛沢東式の政治革命＝「蓉権闘争」が中国政治の
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最も重要で緊急の課題だとされるようになり，生産力の発

展による経済発展や生活向上を主張する者は「生産力第一

主義者」であり「修正主義者」だとされてしまうのである。

しかしそれにしても，もしかりに中国共産党が民衆の意志

を広範に反映し，党内でしつかりと民主的に議論して政策

決定ができるような組織であったなら，毛沢東の個人的な

意志や情念がそのまま全党・全国のものになることはなか

ったはずである。実際，先にものべたように毛は少数派に

なっていて，仕方なく上海で行動を起こさざるをえず，ま

た党の正規の組識ではなく毛沢東に忠誠を替う人々，とく

に大学生より下の「紅衛兵」を使わざるをえなかったので

あるが，そのようにできたということのなかに，この党の

不健全さ，毛沢東個人崇拝の根強さが見られた。この点を

ぬきにして文革を語るわけにはいかない。（姫田光義ほか『中

国20世紀史』東京大学出版会， 1993年， 229・231頁）

ー、社会主又革命的新除段

当前升展的元戸除級文化大革命，是一

物触及人釘灸魂的大革命，是我国社会主

父革命炭展的一令更深入、更ti祠的新除段。…

礎戸除級呈然已経被推翻，但是，他釘

企目用剥削除級的旧思想，＼曰文化，＼曰夙俗，

＼曰 3情，来腐蝕群な，征服人心，力求込到

他釘笈辟的目的。元戸除級恰恰栢反，必頻
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迎失痛缶礎戸除級在意祝形志領域里的一切

挑哉，用元戸除級自己的新思想，新文化，

新凩俗，新可情，来改変整介社会的精神面

貌。在当前，我釘的目的是斗埼走箭本主又

道路的当枚派，批判奇戸除級的反劫学木

“枚威”，批判奇戸除級和一切剥削除級的

意祝形志，改革教育，改革文乞，改革一切

不返底社会主又経済基砒的上屋建筑，以利

子乳固和友展社会主又制度。

二主流和曲折

r大的工衣兵、革命的知祝分子和革命
的千部，是送物文化大革命的主力写。一大

批本来不出名的革命青少年成了勇敢的周将。

他釘有魏力、有智慧。他釘用大字振、大僻

袷的形式，大嗚大放，大掲露，大批判，呈

決地向那些公升的、臆蔽的奇戸除級代表人

物挙行了近攻。在送祥大的革命返劫中，他

釘唯免有送祥那祥的鉄点，但是，他釘的革

命大方向始終是正碓的。送是元戸除級文化
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大革命的主流。元戸除級文化大革命正在沿

着送令大方向継線前近。

文化革命既然是革命，就不可避免地会

有阻力。送神阻力，主要来自那些混近党内

的走奇本主父道路的当枚派，同吋也来自＼曰

的社会3情勢力。送秤阻力目前述是相当大

的，頑強的。但是，元戸除級文化大革命半

兌是大勢所超，不可阻オ当。大量事実悦明，

只要群な充分炭劫起来了，送秤阻力就会迅

速被沖埼。

四、辻群な在返劫中自己教育自己

元戸除級文化大革命，只能是群な自己

解放自己，不能采用任何包力代替的力法。

要信任群な，依席群な，尊重群な的首

剣精神。要去オ卓 ((I「自 Jl 字。不要恰出乱子。

毛主席経常告訴我釘，革命不能那祥雅致，

那祥文康彬彬，那祥温良恭恰社。要社群な

在送介大革命返劫中，自己教育自己，去祝

別郷些是ヌ寸的，鳴些是錯的，口那些倣法是正
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碕的，瑯些倣法是不正硝的。

・要充分返用大字板、大瞬恰送些形式，

近行大嗚大放，以便群な蘭明正硝的現点，

批判錯誤的意見，掲露一切牛鬼蛇神。送祥，

才能使r大群な在斗争中提高覚悟，増長オ
千，僻別是非，分清故我。

十六、毛洋京思想是元戸除級文化大革命的

行劫指南

在元戸除級文化大革命中，要高挙毛済

左思想的伶大クェ旗，実行元戸除級政治桂帥。

要在r大工衣兵、 r大千部和r大知祝分子
中，升展活学活用毛主席著作的返劫，把毛

涵左思想作力文化革命的行劫指南。・・・

◇ <(中国共戸党中央委賛会美子元戸怜級文化大革命的決定(-九六六年

八月八日通辻）》（《人民日扱》 19GG.8.9), 

● 《江旗》（《中国革命史桔案文献光盆底》 B-55),

c hu; i 【触及】触れる。触る。~~人（［］的臭魂 linghun/人々の魂に触

れる。

guangkuo 【 I汀叫広大である。広い。~~的前景／洋々たる前途。

f ii sh i [腐叫 (1)腐食（する）。 (2)堕落（させる）c むしばむC ~ 警楊 ji ng ti 

利己主又思想的～／利己主義的思想に冒されないように警戒す

゜
ス3
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fubi【笈辟】復辟［ふくへき］（する）。君主が復位（する）。（旧支配者・旧

制度が）復活（する）。再び支配の座につく。 q防止封建制度～／

封建制度の復活を防ぐ。

ving//r6u【迎決】 （～）し）真正面から。出合い頭に。頭から。 q給故

人以～痛吉tongj"i/正面から敵に痛撃を食らわす。

yishi xing註i【意i只形志】〈哲〉イデオロギー。観念形態。

dou [斗】 （…と）闘争する，闘う。~~倒 diio . ~塔 kuii. ~臭 ch/Ju

／闘争によって失権させ， 2度と立ち上がれないようにし，信用を

失墜させること。

chu//ming【出名】有名になる。名高い。 い姫通近唱送支歌，ー下子出

了名／彼女はこの歌で一躍有名になった。

chuangi iang【同将】荒武者。がむしゃらな人。▼比喩に用いることが

多い。

po Ii 【魏力】迫力。気迫。 q他是一介有主張有～的人／彼は主張も
迫もある人だ。

〔四大〕 4つの「大」：“大嗚 darning,大放 dafang,大字投 da:i bao, 大

癖i:~dabianlun" (大いに意見を出し，大いに討論し，壁新聞を誓き，

大論争をする）の総称： 1957年，社会主義的民主を発揚する新し

い形式として推奨され， 75・78年の旧憲法で条文化された。し

かし，文革を経た 80年 8~9月の第 5期全国人民代表大会第 3

回会厳で，憲法45条から・公民・・・育逗用大嗚．大放．大乳紆ii.

大字猥 的校利・ （公民は・・・「大鳴・大放・大弁論・大字報」を運用す

る権利を有する）の規定が削除された。（『最新中国情報辞典』）

v 1 nb i【除蔽】（物の陰に）隠れる。隠蔽する。|公汗的和～的活劫／

公然の活動と秘密の活動。

j i r:in 【既然】〔接続詞〕・・・したからには。•••である以上。『語法』複文

の先行する文に用い，すでに実現したかもしくは確実となった前

提を述べ，後続する文で前提にもとづく結論を出す。多く，“就

也．忍’などと呼応する。~~矛盾 m:iodun 已経暴露了，就不匝

核回避 huibi/矛盾がすでに明らかとなった以上，もはやこれ
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を避けて通るべきではない。

da 5.h i 【大努】大勢［たいせい］。普通は政治情勢をさす。~~所超 qii / 

大勢の赴くところ。

zudiing 【阻挫】阻止する。妨げる。遮るC~ 巧史潮流不可～／歴史の

流れは妨げられない。

ch6ngkuii【沖埒】突き破る。流し倒す。可～致宰的防銭／敵軍の防衛

線を突き破る。

baobandaiti【包力代替］一手代行（する）。 ,1不能用任何renhe~的方法

／いかなる一手代行の方法も許されない。

shouchuang【首剖】創造する。創始する。 q尊重：iinzhong群炊的～

精神／大衆の創造的イニシアチブを誼重する。

qu/ /d iao【去挿】取り去る。取り除く。 q迄決油迩 youii去不拝／こ

の油のしみは取れない。

I u加 i【乱子】騒ぎ。悶着。事故。 q岡 nao~/騒ぎを起こす。可出

～／事故が起こる。

〔革命不能那祥雅致，那祥文厨彬彬，那祥温良恭位辻。〕革命は，客をよ

んで宴会をひらくことではない。文章をつくることではない。絵

をかいたり，刺繍をしたりすることではない。そんなふうに風流

で，そんなふうにおおらかにかかまえた，文質彬彬＊で，そんな

ふうに温，良，恭倹，誤＊＊ではありえない。革命は暴動である。

ひとつの階級がひとつの階級をくつがえす激烈な行動である。

「湖南農民運動視察報告」 (1927年3月）『毛沢東選集』。

＊『論語』菰也篇にみられることば。外面のかざりと内面の実質

がともにそなわること。君子の形容。＊＊『論語』学而篇。おとな

しく，たてつかず，うやうやしく，つつましく，ひかえめである

こと。理想の人格。（竹内実訳『毛沢東語録』角川文庫， 1971年，

30頁）¢[毛沢東語録】について

niu gui she shen【牛鬼蛇神】 (1) 〈成〉〈罵〉妖怪変化。得体の知れな

い者ども。 (2) (文化大革命期に）旧地主や旧資本家，学界の権威

などをたとえた。
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ca i gan【オ干】オ幹。オ能。腕まえ。 い増長zengzhang~/才能をのば
す。

bianbie 【罪別】弁別する。区別する。識別する。見分ける。~~真恨

／真偽を弁別する。

fen//qi:ng 【分清】はっきり見分ける。~~是非／是非をはっきりと見

分ける。

gua//shuai 【佳tJrp】(1)元帥となる。全軍の指揮をとる。 (2) 〈喩〉指

導者になる。指導的位置に立つ。『政治～／政治をまず念頭にお

いて活動するC 政治優先。

＊ ＊ ＊ 

1. Shもhulzhuyl gもmingde xin jieduan 
Dangqian kaizh五nde Wuchanjieji WもnhuaDagもming
shl yl chang chuji rもnmenlinghun de da gもming, shl 
wo gu6 shらhulzhuyl gもmingfazh五nde yi ge g令ngshenr心、
gらngguangkuo de xin jieduan. ・・ ・ 

Zlch近njieji suiran yljing bei tulfan, danshl, ta・ 
men qltu yong boxue jieji de jiu slxi五ng,jiu wもnhua,
ji心fengsu,jiu xiguan, lai f丘shiqunzhong, zhengfu 
rもnxln,llqiu dadao ta.men fubl de mudl. Wuch五njieji 
qiらqiaxiangf五n, blxu yingt6u tongji zlch五njieji 
zai ylshi xingtai llngyu ll de yiqiらtiaozhan,yong 
＼珀chanjieji zijl de xin slxi釦ng, xln wもnhua, xin 

f engsu, xln xiguan, lai g近ibianzhenggらsh令huide 
jlngshもnmianmao. Zai dangqian, women de mudl shl 
douku五zouzlbさnzh丘yldaolu de dangquan pai, plpan 
zlchan ji邑jide fandong XUもshu"quanwei", plpan zl・ 
ch近njieji hもyiqi令boxu忌 jiejide ylshi xingtai, 
gaigもjiaoyu, gaigもwもnyl, g近igもyiqiもbushlylng 
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sh令huizh丘yijlngji jlch社deshangcもngjianzhu, y1 

li yu gもngguhもfazh五nshehui zhuyi zhid心．

2. Zh近liuhもquzhも

Gu近ngdade gong・n6ng・blng、gもmingde zhlshi f心nzi

hもgもmingde ganbu, shi zhらchangWもnhuaDagもmingde 

zh丘lijun. YI dapl bさnlaibu churning de gもmingqlng・ 

shaonian chもngle yongg五nde chuangjiang. Ta.men you 

poli、youzhihui. Tamen yong dazibao、d社bianlunde 

xingshi, daming・dafang, da jielu, da plpan, jianjuも

de xiang naxie gongkai de、yfobide zlchan jieji dai・ 

bi近orもnwujuxing le jingong. Zai zhもyangda de 

gもmingyundong zhong, tamen n自nmianyou zhもy社ng

nayang de quedi近n,danshi, ta.men de gもmingda fang・ 

xiang shizhong shi zhらngquらde.ZhもshiWuch近njieji

wもnhuaDagもmingde zhuliu. Wuchanjieji WもnhuaDa・ 
gもmingzhもngzai yanzhe zhらgeda fangxi社ngjixu qi在n・

Jln. 

wもnhuaGもmingjiran shi gもming, jiu bukさbimian
de hui you zuli. Zh令zhongz近li,zh丘yaolaizi naxie 

hunj in dang nもide ZOU zlben zhuyi daolu de dangquan 

pai, t6ngshi yも1白izijiu de shらhuixiguan shili. Zhも

zhong zuli muqian hai shi xiangdang da de, wanqiang 

de. Danshi, Wuch五njiejiWもnhuaDagもmingbijing shi 

dashi suo qu, buke zud近ng.Daliang shishi shuoming, 

zhl yao qunzhong chongf令nfadong qllai le, zhさzhong

z丘lijiu hui xunsu bらichongku五．

4. Rang qunzhong zai yundong zhong ziji jiaoyu 

Zljl 

Wuchanjieji WもnhuaDagもming,zhfoもngshi qunzhong 

ziji jiefang ziji, b心nもngC近iyongrさnhもbaobanda it i 
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de banfa. 

Yao xinrらnqunzhong, yikao qunzhong, zOnzhong 

qunzhong de shもuchuangjlngshもn.Yao qudiao "p討'zl.

Buyao pa cho luanzi. Mao zh丘xijingchang gaosu women, 

gもmingbunもngnayang yazhi, nayang wもnzhibinbin, 

nayang wen liang gong ji五nrang. Yao rang qunzhong 

zai zhもgeDagもmingyundong zhong, zijl jiaoyu zijl, 

qu shibiもn五xieshi dui de, n五xieshi cuo de, n近xie

zuof五shizhもngquもde, n五xiezuofa shi bu zhもngquら

de. 

Yao chongf令nyunyong dazibao、dabianlun zhもxie

xingshl., jinxing daming・dafang, ylbian qunzhong chan-

ming zhもngquらdeguandian, pipan cu枷ude yijian, 

jielu yiqiらniugu1 shもshもn.Zhらyang,cai nもngsh1 

gu五ngdaqunzhong zai douzheng zhong tigao juも叫

zengzh五ngcaigan, bianbiもshifei, fenqing diwo. 

16. Mao ZもdongSlxi五ngshi Wuchanjieji Wもnhua

Dagもmingde xingdong zhfoan 

Zai ¥¥泊ch五njiejiwもnhuaDagもmingzhong, yao gaoju 
駆0 ZもdongSixiang dew釘idah6ngqi, shixing四ch釘n

jieji zhもngzhlguashuai. Yao zai gu五ngdagong・n6ng・ 

bing、guangdaganb心hもgu五ngdazhishi fらnz1zhong, 

kaizh五nhu6xuもhu6yongMao zh丘xizh心zuode yundong, 

ba Mao Zもdong Sixi近ng zuowもiwもnhua Gもming de 
xingdong zhlnan. ・ ・ ・ 

＊ ＊ ＊ 

ー、社会主義革命の新たな段階

いまくりひろげられているプロレタリア文化大革命は，人びと
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の魂にふれる大革命であり，わが国社会主義革命のより深く，よ

り広い，新たな発展段階である。...

ブルジョア階級はすでにうちたおされたとはいえ，かれらは搾

取階級の旧思想，旧文化，旧風俗，旧習慣によって大衆をむしば

み，人びとの心を征服し，なんとかかれらの復活の目的をとげよ

うとしている。プロレタリア階級はその正反対であって，かなら

ずイデオロギーの分野におけるブルジョア階級のすべての挑戦

にまっこうから痛撃をくわえ，プロレタリア階級自身の新思想，

新文化，新風俗，新習慣によって社会全体の精神的様相をあらた

めなければならない。当面のわれわれの目的は，資本主義の道を

あゆむ実権派を闘争によってたたきつぶし，ブルジョア階級の反

動的学術「権威者」を批判し，ブルジョア階級とすべての搾取階

級のイデオロギーを批判し，教育を改革し，文学・芸術を改革し，

社会主義の経済的土台に適応しないすべての上部構造を改革し

て，社会主義制度の強化と発展に役だっょうにすることである。

二、主流と曲折

広範な労働者・農民・兵士，革命的知識人，革命的幹部は，こ

の文化大革命の主力部隊である。もともと名も知られなかった多

くの革命的青少年が，勇敢な猛将となっている。かれらは，気迫

があり，知恵がある。かれらは大字報や大討論の形で，大いに意

をのべ，大いに暴露し，大いに批判し，おもてだったブルジョ

ア階級の代表者やひそみかくれたブルジョア階級の代表者にだ

んことした攻撃をくわえている。このように大きな革命運動のな

かでは，かれらにもあれこれの欠陥はまぬかれがたいが，かれら

の革命の大きな方向は一貫して正しいものである。これはプロレ

タリア文化大革命の主流である。プロレタリア文化大革命は，い

ま，この大きな方向にそってひきつづき前進している。

文化革命が革命である以上，阻害する力にあうのはさけられな
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い。このような阻害する力は，主として党内にもぐりこんだ，資

本主義の道をあゆむ実権派からくるが，また古い社会の習慣のカ

からもくる。このような阻害する力は，いまのところまだかなり

大きく，頑強である。しかし，プロレタリア文化大革命は，とど

のつまり，大勢のおもむくところであって，はばむことができな

い。多くの事実が物語っているように，大衆をじゅうぶんに立ち

あがらせさえすれば，このような阻害する力は急速におしつぶさ

れるのである。

四、運動のなかで大衆に自分で自分を教育させること

プロレタリア文化大革命では，大衆が自分で自分を解放するし

かなく，なにからなにまで一手に引きうけるようなやり方はすべ

て採用してはならない。

大衆を信頼し，大衆に依拠し，大衆の創意を尊重しなければな

らない。「恐ろしい」という気持ちをとりのぞかなければならな

い。騒ぎがおこるのを恐れてはならない。毛主席がつねづねわれ

われに教えているように，革命はそんなにお上品で，そんなにみ

やびやかな，そんなにおだやかでおとなしく，うやうやしく，つ

つましくひかえ目のものではない。大衆がこの大革命運動のなか

で，自分で自分を教育し，なにが正しくて，なにがまちがってい

るか，どのやり方が正しくて，どのやり方が正しくないかを見わ

けるようにしなければならない。

大字報や大討論の形式を十分に運用して，大いに意見をのべさ

せ，それによって，大衆が正しい観点をあきらかにし，誤った意

見を批判し，すべての妖怪変化を暴露するようにしなければなら

ない。このようにしてこそ，広範な大衆は闘争のなかで自覚を高

め，才能をのばし，是非をみきわめ，敵味方をはっきり区別する

ことができるのである。

十六、毛沢東思想はプロレタリア文化大革命の行動の指針である
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プロレタリア文化大革命では，毛沢東思想の偉大な赤旗を高く

かかげ，プロレタリア階級の政治による統率を実行しなければな

らない。広範な労働者・農民・兵士，広範な幹部，広範な知識人

のあいだで，毛主席の著作を活学活用する運動をくりひろげ，毛

沢東思想を文化革命の行動の指針としなければならない。…

◇東方書店出版部編『中国プロレタリア大革命資料集成』第 1巻，東方書

店， 1970年， 100・108頁

［「文化大革命」の 3段階】

①第 1段階は， 65年 11月銚文元「新編歴史劇『海瑞罷官』を許す」を契機

とし， 66年 5月の政治局拡大会議 (5・16通知）， 8月の8期 11中全会（「プ

ロレタリアート文化大革命に関する 16条」）を経て，毛沢東・林彪らが全面

的に劉少奇ら「党内で資本主義の道を歩む実権派」（走資派）に対する奪権

闘争を開始したことにはじまる。以後，各地で造反派と称する勢力によって

行政・党組識の蒋権が展開，全国的に政治的混乱状態となった。 69年 4月，

中共九全大会が開催されるまでの 3年間に，劉少奇らは完全に排除された。

②第2段階は 73年 8月の 10全大会までで，林彪グループの要求する権力

再配分の主張が毛沢東との間に対立を生み，ついに林彪の「武装クーデタ」

事件をひきおこすにいたった (71年9月 13日事件）。このあと，周恩来が

政治的混乱のたてなおしに力をそそぎ， 10全大会を開催した。第 2段階の

最大の戦略転換はアメリカとの和解(72年2月，つづいて 9月の日本との，

71年 10月には国連復帰がなされていた）で，対ソ関係の悪化を前提として

いた。文革の第 1段階で劉少奇とならんで「走資派」として打倒された郷小

平が副首相として復活したのも 7;3年4月であった。しかし，同時に「4人

組」グループも 10全大会で進出し，江宵・張春橋 (1917~)・王洪文 (1932

～）．挑文元 (1932~) らは党政治局に入った。③第 3段階は， 4人組によ

る権力再分配要求がエスカレートし，周恩来や郎小平に対する批判（批林批

孔運動， 74年 1月~7月）を通じて国務院の実権掌握を企図した時期であ

る。しかし， 75年 1月開催の第 4期全人代で周恩来は「4つの現代化」堆

進を表明，部小平は党・軍組識の再編成にのりだした。 4人組はこれらに対

し， 75年 3月以降「プルジョワジーに対する全面的独裁論」を提起し攻繋
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を加えた。 76年 1月8日の周恩来の死は新たな政治的動揺を予感させるも

のであった。（池田誠ほか『図説中国近現代史（新版）』 194頁）

【毛沢東語録】について

毛沢東の著作から抜粋して編集した小冊子。林彪は 1959年に中国共産党中

央軍事委員会副主席の職に就くと〈毛主席の著作を学習することはマルク

ス・レーニン主義を学習することの近道である〉と主張し，「解放軍報」が

61年 5月から毎日毛沢東の言葉を掲載し始めた。後に人民解放軍総政治部

がそれらを増補編集し，「毛主席語録」として 64年に軍内で発行した。 66

年に文化大革命が発動されると，同年 12月に林彪は自ら執筆した「再版ま

えがき」を加え，「語録」は全国で大々的に出版されることとなった。「再版

まえがき」には〈毛沢東思想は全党，全軍，全国のすべての活動の指導方針

である〉と書かれ，いっそうの毛沢東の個人崇拝が推進された。また，文革

で劉少奇が失脚すると「語録」の中の劉少奇に関する記述が削除されるなど，

「語録」は政治闘争の道具としても使われた。「語録」は文革期に毛沢東崇

拝の象徴となり，公式の場で人々は「語録」を高く掲げ，学校や職場では内

容を暗唱することが強要された。「語録」を携帯していない者は，バスや列

車の乗車が禁じられたりしたほか，商店で物を売ってもらえないなどの状況

すら出現した。大きさは携帯に便利なB7サイズで，赤いビニール表紙だっ

たことから“赤い宝書”とも呼ばれた。文革の 10年間に 50数億冊が出版

されたという。（『岩波現代中国事典』）

【「文化大革命」に関する邦文の資料集】について

①新島淳良編『毛沢東最高指示プロレタリア文化大革命期の発言』三一書

房， 1970年；②東方書店出版部編『中国プロレタリア文化大革命資料集成』

全 5巻＋別巻（年表） 1, 東方書店， 1970・71年；③竹内実編『ドキュメン

ト現代史 16中国文化大革命』平凡社， 1973年；④加々美光行編『資料中

国文化大革命ー出身血統主義をめぐる論争』りくえつ， 1980年。②は中国

当局の公表文献のみを集めたものであり，他は未公開資料も収めている。④

は表題が示すとおり，編者独自の観点から文革に迫ろうとしている。（野村

浩一ほか編『現代中国研究案内』講座現代中国・別巻 2,岩波書店， 1990

年， 99・100頁）
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〇 共産主義のユートピア

58年5月「社会主義建設の総路線」が採択され，第2次5

ヵ年計画の第1年目から大躍進運動が開始された。一般的に

「大躍進」と称されるものは，正式には「社会主義建設の

総路線」．「大躍進」，「人民公社」の「三面紅旗」政策のこ

とである。

「大躍進」が狙うのは，鉄網，エネルギー，食糧を要とし

た生産の大発展であり，目標は 10年で英米諸国に追いつく

ことであった。開発戦略としては "2本足で歩む”方針が掲

げられた。それは農業と工業中央工業と地方工業，近代

と伝統工業などを同時発展させようというもので，な

かでも重視されたのは「小，土，群」と称された地方小型

工場の建設であった。これは投資が少なくてすみ，投資効

果が速く，だれでも参加できる簡便さから，中国の条件に

適合した工業化方式としてもてはやされた。

人民公社化は58年8月毛沢東が河南省新郷の七里営を訪

れた際そこで農民が自発的に組織したといわれる大農業

集団組織に注目し．「人民公社はすばらしい」と語ったのが

契機とされている。農業集団化の強化は社会主義化の加速

という流れからすれば必然であった。 58年8月．北戴河で

開かれた中央政治局拡大会議において突如「農村に人民公

社を設立することについての決議」が採択され，以来，全

国で相次いで合作社を合併し人民公社が設立されることに
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なった。 9月時点で，その数が全国で約2万6000, 全農家

の98%強が公社に組織された。

人民公社の特異性はそれが「郷」（農村の行政単位）に相

当し， 1つの人民公社あたりが高級合作社の20~30倍にあ

たる2000戸という大規模なものであっただけではなく，農

業工業商業教育軍事（民兵）のマルチ機能を兼ね

備えていることにあった。パリ・コンミューンのような地

域住民の自治組織がモデルとされた。

大躍進運動は 8月頃からそのテンポが速められ，「わが国

において共産主義が実現することはもはやそれほど遠い将

来ではない」といった主張が公然となされる雰囲気となっ

た。このなかで食糧生産や鉄鋼などの生産計画目標の倍増

ないし繰り上げ達成が各部門や各地区政府に大きなプレッ

シャーとして課せられることになった。

工業製品から食糧まで相次ぐ大増産運動によって，基本建

設投資は天井知らずに膨張し，経済は過熱状態となった。

特に鉄銅増産に異常な努力が払われ，大型製鉄所だけでな

く土法高炉に全国で5000万人も動員され，昼夜を徹して製

鉄，製銅に従事させられた。この結果，労働力のみならず，

石炭生産とその輸送，電力の供給が緊張するなど，国民経

済の各方面でボトルネックが顕在化した。政府のマクロ経

済に対する統制は失われ，国民の負担は極限に達した。

破綻はまず農業面から顕在化した。あまりにも条件を顧み

ない大規模集団化，農村社会の伝統を否定した共同食堂，

共同保育，絶対平等主義という左翼備向が農民のやる気を

喪失させた。鉄鋼増産のための農業労働力の酷使もたたり，

58年の秋の収穫期から展業生産の停滞と晨民の窮乏化が深

刻化した。農村のこうした状況から，人民公社の軌道修正
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は避けられなくなった。同年12月武昌会議において，「人

民公社の若干の問題についての決議」がなされ，農業政策

の調整が行なわれたがすでに国民経済は取り返しのつか

ないほど大きな痛手を負っていた。

国民経済が大混乱に陥っているなかで， 59年夏から南部

における洪水，北部における旱魃，虫害が相次いで発生し，

解放後最大の被災面積となった。労働力の酷使，土法高炉

建設や過度な食糧増産運動による自然資源の荒廃，農民の

生産意欲の低下といった悪条件が重なり，各地で食糧不足

による飢餓状態が生じ

59年 7月，深刻な経済危機を前に江西省腐山で政治局拡

大会諮が開かれた。同会議で国防部長であった影徳懐は大

躍進と人民公社における“プチプル的熱狂主義”の誤りを

批判した。勇気をもって正論を展開した影徳懐に対し，毛

沢東は自己の路線だけでなく，彼の指導性，無謬性への挑

戦ととらえ，ただちに反撃にでた。彼は大躍進への批判を

プルジョア階級の動揺性のあらわれ，党に対する攻撃と位

置づけ，本来ならば左翼偏向を是正すべき会議を逆に右翼

日和見主義分子との闘争の場に切りかえてしまった。結果

として影徳懐は反党集団として弾劾されることになり，大

躍進政策の続行が確認された。これにより同会議から，再

び経済の実状を顧みない高度成長の追求にアクセルが踏み

こまれ， 60年の半ばまで続けられた。国民経済の傷口はさ

らに広げられた。このころ食椛供給も極めて悪化し，餓死

者さえでる状況となった。そうしたなかで 60年7月，中ソ

論争の報復としてソ連は対中援助を打切った。

以上の現実を前に，さすがの毛沢東も戦線の縮小を決意せ

ざるをえなくなった。 60年6月から 8月にかけて大躍進政
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策の放棄，経済調整政策への移行が決定された。大躍進は

膨大な人的被害をもたらしただけでなく，資源の乱掘，乱

伐による簡単には癒すことのできない自然環境破壊をもた

らした。大躍進人民公社化によって全国では2000万人が

食糧不足から死に至らしめられたという。大躍進は 6億

6000万人（当時）もの全中国人を巻きこんだ解放後最大の

政治経済運動であり，それゆえに行き過ぎや未熟な点があ

ったものの，それは人類の理想を追求したもの，普遍的な

意義をもつ開発戦略の実険であったという評価もある。し

かし結果として2000万人もの死者を出したという事実を前

にしては，いかなる弁解も説得力をもちえず，客観的な条

件を無視した毛沢東の妄想の産物，人災であったといわざ

るをえない。 （姫田光義ほか『中国 20世紀史』東京大学出

版会， 1993年， 223・226頁）

一九五八年，ー神新的社会姐鋲像初升

的太阻一祥，在正洲左部的ri祠的地平銭上
出現了，送就是我国衣村中的大規模的、エ

衣商学兵相結合的、政社合ー的人民公社。

宅ー出現，就以宅的強大的生命力，引起了

人釘r;乏的注意。
人民公社返劫的炭展根快。炊一九五八

年夏季升始，只経辻了几介月吋同，全国七
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十四万多今衣止生戸合作社，就已経在r大
衣民的熱烈要求的基砒上，改組成了二万六

千多介人民公社。参加公社的有ーイ乙二千多

万戸，已経占全国各民族衣戸忌数的百分之

九十九以上。・・・

衣村人民公社制度的炭展，迩有更力深

迄的意込。送就是：宅力我国人民指出了衣村

逐歩工止化的道路，衣止中的集体所有制逐

歩辻渡到全民所有制的道路。社会主込的

“按芳分配" (即按芳付酬）逐歩辻渡到共

戸主込的“按需分配" (即各取所需）的道

路，城多差別、エ衣差別、脇力芳劫和体力

芳劫的差別逐歩縮小以至消失的道路，以及

国家ヌ寸内取能逐歩縮小以至消失的道路。

人民公社是我国社会主文社会結杓的工

衣商学兵相結合的基居単位，同吋又是社会

主又政枚組鋲的基居単位。根据烏克思列宇

主又的理袷和我国人民公社的初歩経捨，現
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在可以預料：人民公社将加快我国社会主又

建設的速度，井且将成力我国実現下述丙令

辻渡的最好的形式，即第一，成力我国衣村

由集体所有制辻渡到全民所有制的最好的形

式；第二，成力我国由社会主父社会辻渡到

共戸主父社会的最好的形式。現在也可以預

料，在将来的共戸主文社会，人民公社将イ乃

然是社会結杓的基屋単位。・・・

七
力好人民公社的根本）可題是加強党的領

号。只有加強党的領辱，才能実行政治桂リ巾，

才能在千部和社蘭中深入地近行社会主込、

共戸主父的思想教育和反ヌ寸各神錯誤條向的

斗争，才能正硝地机行党的路銭和政策。某

些人状力有了公社就可以不要党，就可以実

行所謂“党社合ー"'送神想法是錯誤的。…

◇ 《美子人民公社若千1司題的決祓(-九五八年十二月十日中国共戸党第
八届中央委見会第六次全体会汲通辻）》（中共中央文献研究室編《建国以
来重要文献迄編》第 11冊，中央文献出版社， 1995年，第 598-620阿）。
• 《人民日披》 (1958.12.19)。
• 《中共中央綜合性文集》（《中国革命史桔案文献光盆犀》 A-1)' 《新半
半月刊》 (B-38)。
• 《中国共戸党文献奇料犀》。
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〔衣此生芦合作社〕 ⇒【中国の社会主義化】
shenvuan 【深逗】深遠である。奥深い。~~的意又／深遠な意義。 q

～的影哨 yingxiang/はかり知れない影唱。

: hub it【逐歩】一歩一歩と。しだいに。 可迄州司題必須～加以解決／こ

の問題は一歩一歩解決していかなければならない。

〔衣此中的集（本所有制逐歩辺渡到全民所有制的道路〕 ⇒[全人民所有制

と集団所有制】

〔社会主又的“按芳分配” （即按芳付酬）逐歩辺渡到共芦主又的"按

需分配” （即各取所需）的道路〕 q[共産主義の2段階論】

y i: hi 【以至】〔接続詞〕…に至るまで。 q看一遍不懺就看両遍三遍、

～更多遍/1度読んで分からないときは， 2度， 3度，さらにはもっ

と多くの度数を重ねる。り生戸妓率 Xiaol u提高几倍～几十倍／

生産性が数倍から数十倍にまで高まった。〔時には前の部分に“自、

以”などを用いて呼応させることもある〕

j i e gou【結中勾】 (1)構成。仕組み。 し迄篇文章～戸密 yanmi/この文
章は構成ががっちりしている。 (2) (建築の）組み立て，構造C~

社会～／社会構造。

vu l i ao【預料】予想（する）。見積もる。 q送件事我伯早有～／この事

について私たちは前から予想していた。

＊ ＊ ＊ 

(1) 

Yiji諏rubanian, yi zhong xin de sh計hui z釦zhi

xiang chu sheng de taiyang yiyang, zai Yazhou dongbu 

de gu五ngkuo de dipingxian shang chOxian le, zhも

jiushi wもgu6n6ngcun zhong de da gulm6 de、gong・

n6ng・shang・xuも・bingxiang jiもhもde、zhらng・shらhもylde 

RもnminGongshら. Ta yi chuxi社n, jiu yi ta de qiangd社

de shengmingli, yfoqi le rもnmengu近ngfande zhuyi. 

RもnminGongshもyundongde fazh近nhen kuai. Cong 
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yijiu洒ibanian xiaji kaishL zhi jlngguo le j1 ge yuら

shijian, quangu6 qishisl. wan duo ge n6ngyもshengchan

hもzuoshら， jiuyJ'.jing zai gu五ngdanongmin de reliさyao・

qiu de jlch心shang,gaiz丘chもngle 1 iangwan li心qian

duo ge RもnminGongshも. Canjia gongshらdeyou ylyi 

liangqian duo wan hu, yijing zhan quangu6 g令minzu

nonghu zるngsh心debaifenzhi jiushijiu yishang. ... 

N6ngc0n RもnminGongshらzhidude fazh五n,hai yもu

gもngwもishenyuan de yi yi. Zhらjiushi ta wもiWO guo 

rもnminzhkhu le n6ngcun zhub心gongyもhuade daol心，

n6ngyら zhong de j i ti suoyouzhi zhubu guodu da。
quanmin suoyouzhi de daolu. Shらhuizhuyi de "an lao 

fenpらi"(j i an lao fuchou) zhub心guodudao gongchan 

zh丘yide "an XU f enpもi"(j i gもq丘suoxu) de daol心，

chもng・xiangcha.biも、 gong・nongcha.biも、 naolilaodong 

hもtllilaodong de chabiもzhubusuoxiao yizhi xiaoshi 

de daolu, y1ji guojia duinらizhinもngzhubu suoxi五o

yizhi xiaoshi de daolu. 

(2) 

RもnminGongshらshiwogu6 shらhuizh社yishもhuijiも・

gou de g6ng・n6ng・shang・xuも・bingxiang jiもhもdejlcもng

danwもi,t6ngshi you shi shらhuizh社yizhらngquanzuzhi 

de jlcもngdanwもi.Genju Makもsl・LiもningZhuyi de lllun 

hもwogu6 RもnminGongshもdechubu jlngyan, xianzai 

Kもy1yuliao: RもnminGongshもjiangjiakuai WO gu6 

shらhuizhuyi jianshらdes心du,bingqiさjiangchもngwもi

WO gu6 shixian xia shu li五ngge guodu de zui hao de 

xingshi, ji di・yl, chもngwもiWO guo n6ngc0n you jiti 

su6youzhl. guodu dao quanmin suoyouzhl. de zui hao de 

xingshi; di・1さr,chもngwもiWO guo you shらhuizh社yishら・
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hui guodu dao gongchan zhuyi shもhuide zuihao de 

xingshi. Xianzai y各 Kさyiyuliao, zai jianglai de 

gongch五nzhuyi shもhui,RもnminGongshもjiangrもngran

shi shもhuijiもgoude jicもngdanwei. ・・・ 

(7) 

Banh五oRもnminGongshもdegenben w令ntishi jia・ 

qiang dang de 1 ingd近o. Zhiyou jiaqiang d近ng de 

lingdao, cai nもngshixing zhもngzhiguashuai, C在i

nもngzai ganbu hもshらyuanzhong shenru de jinxing 

sh令huizh丘yi、gongch五nzh丘yide sixi近ngjiaoyu hもfan・

dui gらzhもngcuふ心 qingxiangde douzheng, cai nもng

zhらngquらdezhixing dang de luxian hもzhらngcも. Mou 

xie rもnrらnweiyou le Gongshもjiukさyibuyao d五ng,

jiu keyi shixing suowもi"d五ng・sh令hもyi", zhもzhong

x埠ngf五shicuふ心 de.… 

＊ ＊ ＊ 

1958年， 1つの新しい社会組織が，のぼる朝日のように，アジ

ア東部のひろびろとした地平線上にあらわれた。それこそ，わが

国農村における大規模な，工業，農業，商業，文化・教育，軍事

を結びあわせた，行政と農業社とが合体した人民公社である。そ

れが出現すると，その強大な生命力で，ひろく人びとの注意をひ

しヽた。

人民公社運動の発展は非常にはやい。 1958年の夏から始まっ

て，わずか数ヵ月のあいだに，全国 74万余の農業生産合作社は

すでに，広範な農民の熱烈な要求をもととして， 2万 6000余の

人民公社に改組された。公社に参加したものは 1億 2000余万戸

99 



に達し，全国各民族の農家総数の 99パーセント以上をしめてい

る。

農村の人民公社制度の発展には，さらにもっと深遠な意義があ

る。それは，わが国の人民に，農村がしだいに工業化してゆく道，

農業における集団的所有制がしだいに全人民的所有制へ移行す

る道社会主義の「労働におうじた分配」（つまり，労働におう

じて報酬を支払うこと）からしだいに共産主義の「必要におうじ

た分配」（つまり，必要におうじて受けとること）へ移行する道，

都市と農村の差別，工業と農業の差別，頭脳労働と肉体労働の差

別をしだいに縮小し，しまいにはそれを消滅させてゆく道，およ

び国家の対内的な機能をしだいに縮小し，しまいには消滅してし

まう道をさし示したことである。

人民公社は，わが国の社会主義的社会構造の工業，農業，商業，

文化・教育，軍事を結びあわせた基層単位であると同時に，社会

主義権力機構の基層単位である。マルクス・レーニン主義の理論

とわが国における人民公社の初歩的な経験からして，いまのとこ

ろ，人民公社はわが国の社会主義建設の速度をはやめるとともに，

わが国が以下の2つの移行を実現する最良の形態となることが予

想される。すなわち，第 1は，わが国の農村を集団的所有制から

全人民的所有制へ移行させる最良の形態となり，第 2は，わが国

を社会主義社会から共産主義社会へ移行させる最良の形態とな

るということである。また，将来の共産主義社会においても，人

民公租はやはり社会構造の基層単位であることがいまから予想

できる。

七

人民公社を立派に運営するうえでの根本問題は，党の指導をつ
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よめることである。党の指導をつよめることによってはじめて，

政治がいっさいを統率することが実現されるようになり，幹部と

社員のぁいだで社会主義，共産主義の思想教育と，さまざまな誤

った便向に反対する闘争を深く行なうことができ，党の路線と政

策を正しく遂行してゆくことができるのである。公社があれば党

はなくてもよいとか，いわゆる「党と公社の合体」を実行するこ

とができるなどと考えているものがあるが，こうした考え方は間

ニヽ伝、

追つている。

◇日本国際問題研究所中国部会編『中国大躍進政策の展開』上巻， 日本国

際問睦研究所， 1973年， 387・402頁。

［中国の社会主義化］

① 1953年半ば第1次5ヵ年計画が提起されたが，これは中華人民共和国

成立から社会主義改造の完成までを「過渡期」とする「総路線と総任務」

の重要な柱となった。つまり， 1)国家の社会主義工業化と， 2)農業， 3)手工業，

4)および資本主義工商業の社会主義的改造（一化三改）という総路線が，中国

政治経済の依るべき枠組として提示されたのである。翌54年9月の「第 1回全

国人民代表大会」は，共同綱領にかわる中華人民共和国憲法を採択し，労働

者階級の指導する労農同盟を基礎とした人民民主主義国家であるとしたうえで，

過渡期の総任務を明文化した。②1953年から57年までの 5ヵ年計画は，社会

主義工業化の基礎をつくりあげるものとして認識され，周恩来(1898~1976), 

陳雲(1905~)が主導した。中心的課題はソビエト連邦の援助になる 156単位と

694単位の大中型工業建設で，鉄鋼・有色金属・電カ・石炭・璽機械・自動車ト

ラクターなどの分野が含まれていた。 56年までの 7年間に，工業の固定資産は

155億元に達し，旧中国時代の総額 124億元をも上まわった。工業生産額は，

52年の 184%(年平均 19.6%)に達し， 57年をまたずして五ヵ年計画の目標を

達成した。③他方，農業政策では，土地改革後（⇒10)の零細な農民的土地所
有制の生産力的限界を突破するため，晨村での互助組・合作社の組織化に

着手し， 53年12月「農業生産合作社に関する決議」を全国に指示した。

さらに， 55年7月の毛沢東報告「農業合作社問題について」を契機として，
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翌56年3月までに初級農業合作社（平均20~30戸）に加入した農家は88,9 

％に達した。さらに同年末にば高級農業合作社（平均200戸）加入率は

87, 8%となり，集団化が4年ほどの間に完成された。この急激な展開は合

作社における経営管理能力の不十分さとあいまって，「平均主義」が社会主義

であるとする風潮が一般化することになった。たしかに，この集団化政策は，分

散的農村を政治的に統合し，食糀調達を合理化したが，それは工業化の急速

な達成のための動員体制づくりと，冷戦という国際的情勢の緊張を背漿としては

じめて可能なものであった。④同時に，政治体制としての「集権的社会主義」シ

ステムが形成され，国家と社会と中国共産党の「三位一体」的構造が明確となっ

た。（池田誠ほか『図説中国近現代史（新版）』 184頁）

【全人民所有制と集団所有制】

① 1950年代半ば以降，中国経済は，所有形態からみれば，基本的に国家

所有制と集団所有制で構成されていた。工業，銀行，商業，建築，運輸などの

領域では，国家所有制が圧倒的であり，集団所有制が，限られた範囲で補完す

るという構成であった。農業では，集団所有制の人民公社がほぼ全面化した。

②国家所有ば形式的・法的には，全勤労人民の所有＝全人民所有である。

国有企業の「主人公」は労働者であり，彼らは労働者・職員代表大会等を通して，

企業の管理・運営に関与するとされていた。しかし実際には労働者は企業の管

理・運営から排除され，ただ上からの指揮・命令に従って与えられた任務を行な

うだけであった。さらに労働者は，国家の労働部門によって計画的に各企業へ

配分され，いったん就業すれば，基本的に一生，企業から離れることはできなか

った。労働者は，「職業選択」という最も基本的な意思決定からも排除されてい

た。③実際に所有権（管理・運営権，成果の取得・処分権）を行使したの

は国家＝党であった。国家は，国有企業を直接管轄する，産業部門別に設

立された行政機構＝中央の各部や各省・直轄市・自治区およびそれ以下の

地方政府の各局・庁（これらの管轄部門を企業の上級主管部門という）や

その他の国家行政部門（計画，財政，物資，労働等の部門），および各上

級主管部門によって任命される企業裏を通して，国有企業を管理・運営し

ていた。④そしてこれらの行政部門の業務全体を，党の中央および地方各

級党委員会の業務部門が管理していた。 50年代半ば以降，中国では，旧ソ

連・東欧のような，党が国家機関に配置された党員を通して間接的に国家
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を指導するシステムではなく，実質的のみならず形式的にも，党が国家を

直接指導する一元的な指導システム（「党国」システム）がとられており，

各行政部門は，党委員会の命令に服すべきことが指示されていた。たとえ

ば企業内についてみると，重要な意思決定権，中級幹部の任命権等は企業

の党委員会が握っており，国家から下達される任務を国家に代わって遂行

する国家行政幹部としての企業長は，党委員会の指導のもとにあった（党

委員会指導下の企業長責任制）。また企業長などの企業レベルの幹部の人

事権も，上級主管部門の党組織が握っていた。その意味で国家所有の主体

は，党にあったといえよう。国家が企業を管理・運営するという意味で，

一般に国有企業を国営企業と呼んできたが，実態は党経営企業であった。

⑤集団所有制の実態も，国家所有制とほとんど変わらなかった。集団所有

の所有権は，形式的・法的には集団を構成する範囲内の勤労者にあるとさ

れていた。しかし規模が比較的大きく，生産・経営条件が比較的良いとみ

なされた都市部の集団所有制の企業は，業種別に一括して，省・市・自治

区および県のそれぞれの主管行政機構（局，公司，たとえば第2軽工業局）

に管理されるようになり，所有権と管理権は実際には，これらの主管行政

機構の手に集中していた。たとえば，これらの企業の利潤はすべて各主管

行政機構に集中され，主管行政機構の裁量によって使用された。企業の労

働者・職員の賃金標準も，主管行政機構によって確定された。また主管行

政機構の管理に移って以降，企業長も主管行政機構によって任命され，労

働者も国家によって計画的に配分されるようになっている。したがってこ

れらの集団所有制企業は，実質上，国有企業とほとんど変わらなかった。

これらを「大集団」企業といい，それ以外のものを「小集団」企業という

が，後者は蓉細なものに限られていた。⑥人民公社は農村部の集団所有制

企業であると同時に基層政権機構（郷人民政府）と合体した組織（政社

合ー）であり，国家のヒエラルキー構造に組み込まれ，実質的には国家コ

ントロールのもとに置かれていた。たとえば作付けすべき農作物の種類，

その作付け面積，生産菰，単位面積当たり収呈が，「指令性計画」として

国家機関から通達されていた。⑦ 「改革・開放」以前の国家所有の実態は

党所有であり，集団所有も，大部分は，党所有であったといえよう。（上

『現代中国の変革』世界思想社， 1994年， 175・178頁）
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【共産主義の 2段階論】

①マルクスは「発展した共産主義社会」と「生まれたばかりの共産主義社会」を区

別し，「あらゆる点で，経済的にも道徳的にも精神的にも，それが生まれでてきた

母胎たる旧社会の母斑をまだおびている」この後者の段階について次のように

説明した。個々の生産者は，「彼が社会にあたえたのと正確に同じだけのものを

•••••• かえしてもらう」。彼はこれこれの労働を給付したという証明書を社会から受

け取り，この証明書をもって消費資料の社会的貯蔵からひとしい醤の労働を要

するものをひきだす。人は能力によって，同じ時間内でより多くの労働を給付しう

る。となれば，受け取るものもより多くなるのである。このような「不平等の権利」，

「欠陥」は共産主義の第一段階では避けられない。②つまり「各人は能力に応

じて各人には労働に応じて」という状態が革命後の当面の目標となるという

のである。これはサン＝シモン主義者のスローガンを共産主義の第 1段階に位

置づけたものである。そのような第 1段階がユートピアになるということは， 1875

年においても人々が能力を生かして働く機会を平等にめぐまれていないし，労

働に応じて受け取ることも十分には保障されていないという資本主義社会の現

実があったためであろう。③より高度な，第 2段階については，次のように説明さ

れている。「個人が分業に奴隷的な従属をすることがなくなり，それとともに精神

労働と肉体労働との対立がなくなったのち，労働そのものが第1の生活欲求とな

ったのち，個人の全面的な発達にともなって生産力も増大し，協同社会的富の

あらゆる泉がいっそうわきでるようになったのち＿そのときはじめて，……社会

はその旗のうえにこう書くことができる＿各人はその能力に応じて，各人には

その必要に応じて！」④このスローガンがカベー， Jレイ・プランらのスローガン

をそのまま採用したものであるのは明らかである。マルクスの 2段階論は初期社

会主義者の分裂を段階論で総合したと言える。多くの人々がもつ共産主義ユー

トピアを第 2段階に位置づけたということは，それが一挙には実現できず，資本

主義を引きずった第一段階が相当期間続くと主張することにひとしかった。 「各

人にはその必要に応じて」というユートピアは，欲望のコントロールという問題と

結びついている。あらゆるユートピア思想家はこの問題に悩んできた。初期社会

主義者がキリスト教に回帰する最大の理由はここにもあった。しかし，宗教を拒

絶するマルクスにとって，必要に応じての分配を保証するものは基本的に生産

カの増大だけということになる。たしかに 19世紀は生産力の無限の発展にバラ

色の期待がかけられた時代であった。それにしてもマルクスがユートピアの難題
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を単純な楽観論でナりぬけている印象は否めない。その意味で言えば，マルク

ス主義はユートピア思想としては，むしろ後退を現していると言わざるをえない。

⑤だが，弱点もまた強みである。マルクス主義の強みは存在する資本主義社会，

近代市民社会の鈍い分析批判にあり，対決的な政治的急進主義と世界史的使

命観によって人々を困難な闘争に鼓舞する力にあった。 トピアに

ついて語ることが貧しかったことは，マルクス主義が現実改革の急進思想，近代

化革命の急進思想として機能する可能性を与えたのである。（和田春樹『歴史

としての社会主義』岩波新書， 1992年， 49・52頁）

［建国以来重要文献選編】について

中共中央文献研究室編，中央文献出版社， 1992・1998年。建国から「文化大

革命」前夜にいたる時期の，中共中央・全国人民代表大会・政務院と国務院・中

央軍事委員会が出した基本文献，それらが各所轄部門に示達した重要文献，

中央の指導者・部門責任者が発表した重要講話・文章，中央の意向を伝達する

重要な社論，および歴史的に少なからず影唱を与えたあるいは重要な理論的

意義を有する非公式文献・講話記録を収録（第 1冊所収の「出版説明」）。各冊

の内容は以下の通り。第 1冊(1949・1950),第 2冊(1951),第 3冊(1952),

第 4冊 (1953),第 5冊 (1954),第 6冊(1955.1・1955.7),第 7冊

(1955.7・1955.12), 第 8冊(1956.1・1956.7),第 9冊(1956.8・1956.12),第

10冊(1957),第 11冊(1958),第 12冊(1959),第 13冊(1960),第 14冊

(1961) , 第 15 冊 (1962), 第 16冊 (1963.1・1963.8),第 17冊

(1963.9・1963.12), 第 18冊(1964.1・1964.6),第 19冊(1964.7・1964.12),

第20冊(1965),

［中国大躍進政策の展開】について

日本国際問題研究所中国部会編，上下 2巻， 日本国際問題研究所，

1973・1974年。 1958年 2月から 1960年 4月までの政治・経済・軍車・外

交・文化・教育等の基本資料を編築・翻訳し，解説を付加する (131+4 

文献を収録）。
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1950 

10 農村の変革

〔土地改革の定義〕土地所有制度の変革。一般的に，少数の

地主が集中的に所有している土地を，実際に耕作に従事する

農民（多くは小作農）に分配し，自作農を創設する社会改革

を言う。

〔概観〕土地改革は，ヨーロッパではプルジョア革命の一環

として行なわれ，近代資本主義民主主義発展の原動力とな

った。アジアでは，中国も含めてほとんどの国が，第 2次

大戦後の民主化・近代化改革の一環として土地改革を実施し，

その後の経済発展と民主化の基礎を用意した。

〔中国の土地改革〕中国の土地改革は．中国共産党によるも

のと，中国国民党によるものがあるが，中国大陸における土

地改革は主に前者である。中共は，その土地改革によって3

億人の農民に7億畝 (4666万ha)の土地を分配したといい，

分配を受けた農民は生産意欲を強めたと思われる。しかし．

中国に限らず，土地改革は本来地主的土地所有を廃し．農

民に土地を所有させるために行なわれるものなので政治的

な性格をもつ。特に中国の場合．国共2つの革命政党が土地

改革を革命の一環と位置付けたので、政治色がきわめて強く．

その直接的な目的は経済よりも政治にあった。

中共は、党創設以来，中国の現状を“半植民地・半封建社

会”と規定し，これに対する革命の任務を“反帝・反封建”

と規定していた。封建とは主として地主的土地所有を指し，
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反封建の主要な内容は土地改革であった。したがって，土地

改革は農村における現体制の破壊と中共権力の樹立をめざ

す革命であった。しかし，農民が自発的に動くことは少なく，

中共は村へ工作隊を送って農民を説得し地主に対して闘争

させる方式をとった。一方、国民党の創設者孫文も早くから

“耕者有其田"(耕す者が土地を持つ）のスローガンを掲げ，

土地改革を党の政策とした。 1920年代の国共合作期には国

共とも土地改革に積極的であったが系統的に実施できる状

況にはなかった。

〔土地革命〕〔減租減息政策〕〔土地改革・農村革命の曲折〕

〔土地改革法と農村権力の確立〕人民共和国成立の翌50年6

月全国的な土地改革実施のために，土地改革法が制定され

た。土地法大綱への反省から，土地改革法は富農経済の温存

を柱とした穏健な規定に特徴がある。しかし，朝鮮戦争の勃

発によって，中共政権は国内の階級敵が国外の敵と呼応する

ことを恐れて，富裕層に対する攻撃を強めた。土地改革にお

いてもほとんどの地域で富農経済温存の原則は無視され，

土地法大綱の場合と同様に，頭割り均分が行なわれている。

52年，土地改革は完了したが， 1人当たり平均分配地は

華北では3-4畝 (20-25a), 華南では2-3畝 (13-20a)程

度で，専業農家としては経営の苦しい零細な規模である。中

共が農業集団化を急いだ理由の1つはここにあった。一般的

に，土地改革は農民の生産意欲を強めるので，長期的には農

業生産の拡大につながることが知られている。しかし中国の

場合土地改革後の農業生産の伸びは他の時期に比べて特に

顕著とは言えない。ただこれは土地改革の経済効果を否定す

るものではなく，それが実現する前に農業集団化によって農

民から土地所有権が奪われたと見るべきであろう。
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いずれにせよ，主要な成果は，経済でなく政治にある。土

地改革は，農村の旧秩序を徹底的に破壊し，末端権力を農民

に与えた。村幹部たちは中共に忠誠な新支配層を形成し，中

共は彼らを通じて村政権を掌握し，支配体制を固めたのであ

る。（『岩波現代中国事典』 1999年、 959・961頁）

第一章恙則

第一条 慶除地主除級封建剥削的土

地所有制，実行衣民的土地所有制，借以解

放衣村生戸ヵ，炭展衣止生戸，力新中国的

工止化升辟道路。

第二章 土地的没牧和征牧

第二条 没牧地主的土地、耕畜、衣具、

多余的根食及其在衣村中多余的房屋。但地

主的其他財戸不予没牧。

第四条 保拒工商止，不得侵犯。

地主兼菅的工商止及其直接用子経菅エ

商止的土地和財戸，不得没牧。不得因没牧

封建的土地財戸而侵犯工商止。

工商止家在衣村中的土地和原由衣民居

住的房屋，亙予征牧。但其在衣村中的其他
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財戸和合法経菅，底加保折，不得侵犯。

第三章土地的分配

第十条 所有没牧和征牧得来的土地和

其他生戸礎料，除本法規定牧 1）ヨ国家所有者

外，均由多衣民切会接牧，統一地、公平合

理地分配給元地少地及訣乏其他生戸奇科的

狩苦衣民所有。ヌ寸地主亦分給同祥的一伶，

使地主也能依席自己的芳劫維持生活，井在

芳劫中改造自己。

第五章 土地政革的抗行机芙和扶行方法

第二十八条 力加強人民政府吋土地改

革工作的領号，在土地改革期岡，具以上各

級人民政府，経人民代表会汲推迄或上級人

民政府委派返当数量的人贋，組鋲土地改革

委贋会，灸壼指与和処理有美土地改革的各

項事宜。

第二十九条 多村衣民大会，衣民代表

会及其迄出的衣民切会委贋会，区、具、省

各級衣民代表大会及其迄出的衣民恰会委贋
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会，力改革土地制度的合法机行机美。

第三十条 土地改革完成后，由人民政

府炭給土地所有証，井承状一切土地所有者

自由経菅、英妻及出租其土地的枚利。土地

制度改革以前的土地契約，一律作慶。

◇ 《中半人民共和国土地改革法(-九五0年六月二十八日中央人民政府
委蘭会第八次会汲通辻，ー九五0年六月三十日中央人民政府主席毛洛左
炭布命令公布施行）》（中共中央文献研究室編《建国以来重要文献迭編》

第一冊， 1992年，第 336-343阿）。

● 《人民日板》 (1950.6.30)。

● 《中共中央綜合性文集》（《中国革命史桔案文献光盆底》 A-1), 《中隼

人民共和目法令、法規、法律iC:編（三）》 (A-7) , 《新半社新岡稿》 (B-14) , 

《新半月板》 (B-30)。

● 《中国共戸党文献奇料犀》。

; i e v 1 【借以】それによっで••する。 q —件一件地核対 hedui

倣出結詑／事実を 1つ 1つ照合し，それによって結論を下す。

革ngshou 【征牧】（政府が法律によって）徴収する。~~公根／農業

税としての穀物を徴収する。~~商此税 shangyeshui /営業税

を徴収する。

bu vii 【不予】・・・してやらない。~~批准／批准をしない。許可しない。

bud e 【不得】〈書〉•••するを得ず。 ••• してはならない。 ~~将参考お

携 Xie出閲闊室vueI ansh i/参考書を閲覧室から持ち出しては

ならない。

ii【及】〔“及＋其”の形で，あるものと，それに従属するものとを接続す

る〕 q本人～其家属／本人およびその家族。 q句子的主要成分～

其i吾法功能／文の主要成分およびその文法上の働き。

er【而】因果関係をなす2つの事柄を接続する。 q因病～映席 quexi
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／病気で欠席した。可力早日実班四介現代化～奎斗/4つの近代

化の早期実現のために菌闘する。

ying 【叫，·べきである。•••なければならない0'l/f話し言菜では普通，

泣悛泣当．を用いる。

〔多〕牒村部における末端行政区画単位。建国後，郷は牒村部における

末端行政区画単位として設置されたが， 1958年の人民公社化に

より，人民公社が経済組織と末端政権紐織としての機能を併せ持

つ，いわゆる政社合ー制がとられ，郷制は廃止された。しかし，

70年代末に始まる農村改革に伴い，人民公社は事実上崩壊し，

82年の憲法改正を受けて郷制が復活した。郷には人民代表大会

と人民政府が置かれ，人民政府には郷長と副郷長が個かれる。人

民代表大会の代表は住民により直接選挙され，郷長・副郷長は人

民代表大会により選出される。郷政府は郷人民代表大会の執行機

関であるとともに国の一地方行政機関でもあり，上級機関であ

る県政府の指揮監督に服する。（『岩波現代中国事典』）

tuixuan【推造】（口頭で）推薦する，選出する。

咋 ipa i【委振】任命する。委任する。（仕事を）割り当てる。
fag e i 【友給】支給する。発行する。交付する。~-他炉照 huzhao / 

彼にパスポートを発行する。

zuo//fei【作度】無効になる。廃物になる。無効にする。廃棄する。

q牟票三天内有放ぶ立期～／乗車券は 3日以内有効で，期日を過

ぎると無効になる。

＊ 

Di・yl zhang: Zongzも

Di・yl tiao 

＊ ＊ 

Fもichu dizh丘 jieji fengjian boxue de t丘di

suoyouzhi, shixing n6ngmin de t丘disuoyouzhi, j iもyl

jiefang n6ngcun shengch五nli, f azhan n6ngyらsheng・
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ch近n, wらixin Zh6nggu6 de gongyもhuakaipi daolu. 

Di・らrzhang Tudi de moshou hもzhengshou 

Di・ もrti紅o

Moshou dizhu de t丘di、gengchu、nongj心、 duoyude 

li白ngshiji qi zai n6ngcun zhong duoyu de fang1vu. Dan 
dizhu de qita caichan b心y丘moshou.

Di・si tiao: B五ohugongshangyも， budもqlnfan.
Dizhu jianying de gongshangy令jiqi zhijie yong 

yu jlngying gongshangyも detudi hもcaich五n, budも

moshou. B心dもylnmoshou fengjian de tudi caich五nもr

qlnfan gongshangyも．

Gongshangyらjiazai nongcun zhong de tudi hもyuan

you nongmin juzhu de fang叩， ylngyu zhengshou. Dan 
qi zai nongcun zhong de qi ta caichan hもhもf近jlngying,

ylng jia b五ohu, budもqinfan.

Di・san zhang: Tudi de fenpらi

Di・shi ti紅o

Suoyou moshou hもzhengshoudもlaide tudi hもqi

ta shengch五nzll iao, chu bもnf近guidingshou gui 
guojia suoyouzhさwai, jun you xiang n6ngmin xiもhui

jieshou, tもngylde、gongpinghもH de fenpらigさi叩

di sh近odi ji quefa qi ta shengchan zlliao de pink近

n6ngmin suoyou. Dui dizhu yi fen gもit6ngyang de yi 

fらn, shi dizhu yさnもngylkao zij'i de laodong wもichi

shenghu6, bing zai laodong zhong gaizao zijL 

Di・ 叩 zhang: T訳dig五igもdezhixing jlguan hも

zhixing fangf五

Di・ もrshibatiao 

wもi jiaqiang rもnmin zhらngf丘 dui tudi g五igも
gongzuo de lfogdao, zai tudi gaigもqljian,xian y1・ 
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shang gもjirもnminzhらngfu,jlng rもnmindaibi五ohuiyi 

tuixuan huo shangji rもnminzh令ngfuweipai shidang 

shuliang de rもnyuan, zuzhi t丘dig近igもweiyuanhui,

fuzもzh1d近ohもchul 1 youguan t且dig五igもdegらxiang

shiyi. 

Di・ もrshiji近tiao

Xiangcun n6ngmin dahui, n6ngmin daibi五ohuiji qi 

xuanchu de n6ngmin xiもhuiw苔iyuanhu i, qu、xian、shもng

gらjin6ngmin d社ibi五odahui ji qi xuanchu de n6ngmin 

xiもhui w邑iyuanhui, wもig近igも tudi zhid心 de hも・

鐸 zhixingjiguan. 

Di・sanshi tiao 

T丘dig五igもwanchもnghou, you rもnminzhらngf丘fa・

gもi tudi suoyouzhらng, bing chもngrらn yiqiも t丘di

suoyouzhさziy6ujingying、maimaiji chuzu qi tudi de 

quanli. Tudi zhidu gaigもy1qiande tudi qiyue, yilli 

zuof釘i.

＊ ＊ ＊ 

第 1章総則

第 1条 地主階級の封建的搾取の土地所有制を廃止して，農民的

土地所有制を実行し，それによって農村の生産力を解放し，

農業生産を発展させ，新中国の工業化のために道を開く。

第2章 土地の没収と徴収

第2条 地主の土地，役畜，農具，余分の穀物および農村に所有

する余分の家屋を没収する。ただし，地主のその他の財産は

没収しない。

第 4条工商業を保護し， してはならないc
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地主が兼営するエ商業およびエ商業を経営するうえで直接使

用している土地財産は没収してはならない。封建的な土地財

産を没収することによって工商策を侵害してはならない。

工商業者が農村にもつ土地および元来農民に居住させていた

家屋は徴収すべきである。ただし，農村にあるその他の財産

と合法的な経営は保護し，侵害してはならない。

第3章土地の分配

第 10条 没収および徴収で得たすべての土地とその他の生産手

段は，本法が国家の所有に帰すと規定するものを除き，すべ

て郷農民協会が接収し，土地のない者，土地のすくない者，

およびその他の生産手段に欠乏している貧困の農民に，統一

的に，公平かつ合理的に，分配して所有させる。地主にたい

しても同じわけまえを与え，地主が自分の労働によって生活

を維持できるようにさせ，そしてまた労働のなかで自己を改

造させる。

第5章 土地改革の執行機関と執行方法

第 28条 土地改革工作にたいする人民政府の指導を強化するた

め，土地改革の期間中には，県以上の各級人民政府は，人民

代表会議が推薦するか，または上級の人民政府が派遣する適

当な数の人員で土地改革委員会を組織し，土地改革関係の各

種の事項を指導し処理する責任を負わせる。

第 29条 郷村農民大会，農民代表会議およびそれらが選出する

農民協会委員会，区・県・省の各級農民代表大会およびその

選出する農民協会委員会は，土地制度を改革するための合法

的な執行機関である。

第 30条 土地改革完了後，人民政府は土地所有証を交付し，す

べての土地所有者がその土地を自由に経営し，売買し賃貸す
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る権利を承認する。土地制度改革以前の土地契約は，すべて

廃棄する。

◇日本国際問題研究所中国部会編『新中国資料集成』第3巻，日本国際問

題研究所， 1969年， 131-136頁。

●郷村農民大会，農民代表会議およびそれらが選出する農民協会

委員会，区・県・省の各級農民代表大会およびその選出する農民

協会委員会は，土地制度を改革する〔ための〕合法的な執行機関

である。 ※「力」は「•••とする， とみなす」。

［新華通信社］

略称，新華社。前身は紅色通信社（略称，細中社）0 1931年 11月，中華ソビエ

ト共和国臨時政府の機関通信社として革命根拠地の瑞金で創立された。その

後長征を経て，映西省北部に根拠地が移り， 37年 1月，紅中社は新華通信社

と改名。 49年10月建国とともに新華社は国営通信社となり，国務院直属の機関

となった。主な任務は，国内と国際社会の重要ニュースや情報を取材・報道する

と同時に，調査研究を進めて，中央と各省の指導機関に参考資料を提供するこ

とである。人民共和国の報道機関のなかでも，最も規模が大きく，中枢の役割を

果たしている。（『岩波現代中国事典』）

［新中国資料集成］について

日本国際問題研究所・中国部会編， 5巻， 1963・1971年。第二次世界大戦

終了前後から 1958年までの中国の政治・経済・軍事・外交などに関する

基本的資料を翻訳・収録する（第 1巻「解題」）。各巻の構成は：第 1巻(1945

年~1947年， 130資料），第2巻(1948年~1949年9月， 135資料），第

3巻(1949年 10月~1952年， 96資料），第4巻(1953年~1955年7月，

79資料），第5巻 (1955年8月から 1958年2月， 61資料）。
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1949 

11 中華人民共和国の成立

日中戦争が終わった時，共産党は 100万以上の正規軍と

約 220万の民兵および合計 19の解放区を有していた。ソ連

の国民政府承認とアメリカを軸とする東アジアの新秩序形

成という情勢を踏まえて，共産党は「南方を縮め北方に発展

する」ことにより国民党からの譲歩を獲得するという方針を

立て，毛沢東と周恩来は重慶に赴いた。当地における国民党

との交渉に際し，共産党は連合政府の主張を取り下げて国民

政府が招集する政治会議（党派協商会議）を提起したが，そ

の一方でソ連の秘密裏の支持のもとで共産党軍の東北への

浸透を図っていた。 1946年 1月の停戦協定と政治協商会議

での合意形成に対して，共産党は「平和と民主の新段階」が

到来したとの情勢評価のもと，闘争形態の転換を提起した。

同時に，「党軍」の保持に関しては極めて慎重な態度を崩さ

なかった。

東北戦争が本格化した 1946年5月，共産党は従来の「減

租減息」政策を改めて土地改革を提起した（「清算・減租と

土地問題についての指示」）。この転換は，農村における階級

闘争と内戦を結合することによって，共産党に対する農民の

広範な支持を獲得するうえで決定的な意味を有していた。 6

月，共産党は蒋介石との全面的軍事対決を指示したが，なお

「停戦協定」と「政協決議」の回復を要求して蒋介石の打倒

を提起しなかった。同年夏，内戦は全国に波及した。国民党
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軍の圧倒的優勢と中米友好通商航海条約締結 (11月）・国民

大会の強行（同月）・アメリカ兵による女子学生暴行事件 (12

月）・マーシャルの帰国 (1947年 1月）という事態の展開に

対して，共産党はアメリカと蒋介石を一体のものとして捉え

「アメリカ帝国主義と蒋介石封建買弁集団」の打倒をめざす

という認識に到達した。

人民解放軍と改称した共産党軍は， 1947年6月以降攻勢

に転じた。 10月の「人民解放軍宣言」は，蒋介石政府の打

倒と民主連合政府の樹立を正式に宣言した。 12月毛沢東

は．「反帝・反封建」という「新民主主義」革命の打倒対象

に「反官僚資本」を付加した（「目前の情勢と我々の任務」）。

翌年 1月，国民政府によって非合法化された民主同盟は，

共産党との協力を表明した。 5月，共産党は蒋介石の総統就

任に対抗して「メーデー・スローガン」を発表し，民主連合

政府を樹立するための新政治協商会議の開催を呼びかけた

が， 10月以降， コミンフォルムのユーゴ批判を背景として

共産党の指導を強調する政権構想に傾斜していった。 1948

年9月から 1949年 1月にいたる 3大戦役によって軍事的優

位を確立した共産党は， 6月，北平で新政治協商会議準備会

を開催して中国政治における主導性を発揮した。 9月 (1)

党派・ (2)地域・ (3)軍・ (4)団体の代表および(5)特別招請

人士によって構成される人民政治協商会議が「共同綱領」・

「中央人民政府組織法」を採択したことを受けて， 10月1

日に中華人民共和国が成立した。この新たに樹立された国家

権力は，旧政協でなされた政治的合意を継承しつつ以後にお

ける普通選挙による全国人民代表大会の招集を言明するこ

とによって統治の正当性を確認していた。（上原一慶編『現

代中国の変革』世界思想社， 1994年， 23・25頁）
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第一章恙鍬l

第一条 中半人民共和国力新民主主込

即人民民主主丈的国家，実行エ人除級領忌

的、以工衣朕盟力基砒的、団結各民主除級

和国内各民族的人民民主寺政，反吋帝国主

父、封建主父和官僚売本主又，力中国的独

立、民主、和平、統一和富強而奇斗。

第三条 中半人民共和国必須取消帝国

主又国家在中国的一切特枚，没牧官僚奇本

リヨ人民的国家所有，有歩戦地将封建半封建

的土地所有制改変力衣民的土地所有制，保

オ戸国家的公共財戸和合作社的財戸，保折エ

人、衣民、小奇戸除級和民族奇戸除級的経

済利益及其私有財戸，友展新民主主又的人

民経済，穏歩地変衣止国カエ止国。

第二章政枚机芙

第十二条 中半人民共和国的国家政枚

属子人民。人民行使国家政枚的机美力各級

人民代表大会和各級人民政府。各級人民代
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表大会由人民用普迄方法戸生之。各級人民

代表大会迄挙各級人民政府。各級人民代表

大会困会期 l司，各級人民政府力行使各級政

枚的机美。

国家最高政枚机美力全国人民代表大会。

全国人民代表大会困会期）可，中央人民政府

カ行使国家政枚的最高机美。

第三章宰事制度

第二十条 中半人民共和国建立統一的

写敗，即人民解放写和人民公安部仄，受中

央人民政府人民革命軍事委贋会統率，実行

統一的指拝，統一的制度，統一的編制，統

ー的紀律。

第四章経済政策

第二十六条 中半人民共和国経済建設

的根本方針，是以公私兼願、芳奇丙利、城

多互助、内外交流的政策，込到炭展生戸、

繁茉経済之目的。・・・

第五章 文化教育政策
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第四十一条 中半人民共和国的文化教

育力新民主主又的，即民族的、科学的、大

な的文化教育。人民政府的文化教育工作，

底以提高人民文化水平、培春国家建設人オ、

粛清封建的、英力的、法西斯主込的思想、

炭展力人民服各的思想力主要任各。

第六章民族政策

第五十条 中半人民共和国境内各民族

一律平等，実行団結互助，反ヌ寸帝国主丈和

各民族内部的人民公故，使中隼人民共和国

成力各民族友愛合作的大家庭。反吋大民族

主父和狭隣民族主又，禁止民族岡的岐視、

圧迫和分裂各民族団結的行力。

第七章外交政策

第五十四条 中半人民共和国外交政策

的原則，力保障本国独立、自由和領土主枚

的完整，梱オ戸国除的持久和平和各国人民岡

的友好合作，反吋帝国主込的侵略政策和哉

争政策。
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◇ 《中国人民政治協商会奴共同網領(-九四九年九月二十九日中国人民

政治切商会汲第一届全体会汲通辻）》（中共中央文献研究室編《建国以来

重要文献迄編》第 1冊、第 1・13団），

● 《人民日狼》 (1949.9.30), 

● 《中共中央綜合性文集》（《中国革命史桔案文献光盆犀》 A-1)、 《中半

人民共和国法令、法規、法律江絡（三）》 (A・7) , 《新半社屯訊稿》 (B-13), 

《新半月披》 (B-30),

● 《中国共戸党文献奇朴犀》。

＼＼い【力】 (1) ... である C T書き言葉で“是”の意味で用いられる 0 ,i十寸～

一尺/10寸は 1尺である。 q学可期限～三年／学習期間は3年である。

(2) ... とする0 ... とみなす。▼必ず目的語をとる。兼語文の第 2

の動詞として用いられるか，もしくは他の動詞の後に用いられる。

可拝 b訂他～姉／彼を師と仰ぐ。 t造 xuan他～出席全国科学
大会的代表／彼を全国科学大会に出席する代表として選出するc

wei 【力】 (1) 〔介詞〕•••のために。▽動作の受益者を導く。 ,i~人民

服各／人民のために奉仕する。 ,i~祖国倣出新的貢献 gongxian

／祖国のために新しい貢献をする。 (2) 〔介詞〕•••のためにC ... 

が原因で。▽原因や目的を示す。“了．若”をつけることも多い。

可～了培育 peivu下一代，我應意終身）人事 c6ngshi教育工作／

次の世代を育成するために，私は教育の仕事に一生従事したい。

y i [以…カ・・・】“力咋i"と組み合わせて固定的形式“以・・・カ…”を

作り，「•••を••• とする（考える）」「…を••• とみなす（判断する，

感じる）」「•••の方である（…と評価する）」などの意味を表す。

q我釘要～雷鋒均榜祥 biingyang, 全心全意地力人民服各／我々

は雷鋒を手本にして誠心誠意人民のために奉仕しなければなら

なし＼

〔新民主主義〕 1940年前後に毛沢東によって定式化された中国共産党

の革命理論e 「新民主主義」革命は，帝国主義段階の植民地・半植

民地の国がとるプルジョア民主主義の一形態で，樹立されるべき

「新民主主義」共和国は，プロレタリアートと共産党の指導下の革

命的諸階級による連合独裁国家であるとして， 49年の権力奪取
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を理論的に準備した。アヘン戦争から五四運動までは「旧民主主

義」とされ，また 53年以降の社会主義とも区別される。（『角川

世界史辞典』稿）

（人民民主専政論〕中華人民共和国＊成立前夜に毛沢東が提起した新国

家の基本性格。権力の実質はプロレタリア階級指導下の労農同盟

を基礎とする人民民主独裁で，人民内部における民主の保障と反

動派に対する独裁の実行を主張した。（『角川世界史辞典』稿）

gui【リヨ】・・仁属する。…に帰属する。 q土地～国家所有／土地は国家

の所有に帰する。

buzhou【歩漿】段取り。（事の）順序。次第。 q迭件事要分三介～造行

／この事は3段階に分けて進めなければならない。

j i ling【将】〔介詞〕…を▼目的語を動詞の前に出すのに用いる。“把”

に同じ。↑～他清来／その人をこちらへお通ししなさい。

戒nbu【穏歩】着実な歩調。確かな足どり。 ,i~前造／着実に前進する。

qェ作～汗展／仕事が着実に進展する。

j i lingu【兼願】両方に配慮を加える。 q公私～／公私双方に配慮を加

える。 q要摘好工作就一定要～送両介同題／仕事をうまくやるた

めにはこの 2つの問題を併せて配慮しなければならない。

xia'ai【狭隣】 (1) (幅が）狭い。 (2) (見識・見解・心・度量などが）

狭い，狭溢［きょうあい］である，偏狭である。

qi sh i【岐祝】差別（する）。差別視（をする）。 q神族 zhong註～／

人種差別。

chi ii u【持久】長い間持ちこたえる。永続させる。 q争取世界～和平
／世界の恒久平和を勝ちとる。

＊ 

Di・yi zhang: Zonggang 

Di・yl tia。

＊ ＊ 

Zhonghua RもnminGonghもgu6wもiXin・Minzhuzhuyi ji 
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rもnminminzh丘zhuyide guojia, shixing gongrもnjieji 

llngd五ode、ylg6ng・n6ng 1 ianmもngwもijich且 de、

tuanjiもgもminzhujieji hもguonらigらminzude rもnmin

minzh心zhuanzhらng,f近nduldigu6 zhuyi、fengjianzhu・

yl hもguanliao ziben zhuyl, wらiZhongguo de dull、

minzhu、hもping、tongylhもfuqiangもrfもndou.

Di・san tiao 

Zhonghua Rもnmin Gonghもgu6 bl.xO q丘xiao dl.gu6 

zh丘yiguojia zai Zhonggu6 de yiqiらt令quan, moshou 

guanliao zlben gul rもnminde gu6jia suoyou, you b心・

zhou de jiang fengjian ban・fengjian de tudi suoyouzhl 

gaibian wもin6ngmin de tudl. suoyouzhL b酋ohuguojia 

de gonggong caichan hもhもzuoshらdecaich五n, b五ohu

gongrもn、nongmin、xiaozlch五njieji hもminzuzlchan 

jieji de jlngji liyi ji qi siyou caich五n,fazhan Xln・ 

Minzhuzhuyl. de rもnminj lngj i, wさnbude bian n6ngyら・

gu6 wもigongyもgu6.

Di・ もrzhang: Zh令ngquanjlguan 

Dl・shiらrtiao 

Zhonghua RもnminGonghもgu6de guojia zhらngquan

shuyu rもnmin.Rもnminxingshi gu6jia zhもngquande ji・

guan wもig令jirもnmindaibi五odahul hもgさjirもnmin

zhらngfu. Gもjirもnmindaibi近odahul. yourもnminyong 

p心xuanfangf五 chanshengzhi. Gもjirもnmindaibiao 

dahul XU五njugらjirもnminzhもngf丘. Gらjirもnmindai・

bi五odahul bihui qljian, gもjirもnminzhもngf迂 wもi

xingshi gもjizhもngquande jlguan. 

Gu6jia zulgao zhらngquanjlguan wもiQuanguo Rもn・

min Daibiao Dahul. Quangu6 RもnminDaibi五oDahul. 

blhul qljian, Zhongyang RもnminZh令ngfuwもixingshi 
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gu6jia zhもngquande zul.gao jlguan. 

Di・san zhang: Junshl. zhidu 

Di・ershi ti釦o

Zhonghua RもnminGonghもgu6jianli tongyi de jun・ 

dui, ji RもnminJiさfangjunhもrもnmingong'an budui, 

shou Zhongyang RもnminZhもngf丘RもnminGもmingJunshi 

Wもiyuanhul. tongshuai, shixing tongyl de zhlhui, 

tongyi de zhidu, tongyi de bianzhi, tongyi de jilti. 

Dl.・sl. zhang: Jingjl. zhらngcら

Di・ もrshili心tia。
Zhonghua RもnminGonghもgu6jlngjl. jianshらdegen・ 

bさnfangzhen, shl. yi gong・s1 jiangu、lao・zl1 iangli、

chもng・xianghuzhu、nらi・waijiaoliu de zhもngcら， dadao

fazh近nshengch五n、fanr6ngjlngjl. zhl mudl.. 

Di・ 叩 zhang:Wもnhuajiaoyu zhもngcら

Dl. ・sl.shiyl tia。
Zhonghua RもnminGonghもgu6dewもnhuajiaoy心wもi

Xin・Minzh近zhuyide, ji minzt'.! de、kexuもde、dazhong

dewもnhuajiaoyu. RもnminZh心ngf社 dewもnhuajiaoyu 

gongzuo, ylng yi tigao rもnminwもnhuashuiping、pもi・

y五nggu6jia jianshもrもncai、suqlngfるngjiande、

maiban de、faxlslzhuyl. de slxiang、fazh五nw令irもnmin

印蛉 desix這ngwもizh恥yaor釘n畔．

Dl. ・l iu zhang: Minzt'.! zhもngce

Di・＼珀shitia。
Zhonghua RもnminGonghもgu6jl.ngnもige minzu yi 1 ti 
pingdeng, shixing tuanjiもh心zhu,fandui digu6 zh社yi

hもgらminzunもibude rもnmingongdi, sh1 Zhonghua 

RもnminGonghもgu6chもngwもigらminzuyou'ai hもzuode 

d社 jiating. F五nduida minzu zh丘yihもxia'aiminzu 
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zh心yi,jl.nzh1 minzu jian de qishl.、yapohもfenliらgも

minzu tuanjiもdexingwもi.

Di・ql zhang: Waijiao zhらngcも

Dl. ・＼珀shisl.tia。
Zhonghua RもnminGonghもgu6waijiao zhもngcら de

yuanzも， wもib近ozh注ngben gu6 dull.、ziy6uhもHngtu

zhuquan de wanzheng, yongh心gu6jide chiji丘hもping

hもg令gu6rもnminjian de youhao hもzuo, fandui digu6 

zhuyi de qlnlti令zh令ngc令hもzhanzhengzhengcら．

＊ ＊ ＊ 

第1章総綱

第 1条 中華人民共和国は新民主主義，すなわち人民民主主義の

国家であって，労働者階級が指尊し，労農同盟を基盤とし，民

主的諸階級と国内の各民族を結集した人民民主独裁を実行し，

帝国主義・封建主義および官僚資本主義に反対して，中国の独

立・民主• 平和・統一および富強のために蛮闘する。

第 3条 中華人民共和国は，中国における帝国主義国家のすべて

の特権を取り消し，官僚資本を没収して人民の国家所有に移し，

一歩一歩封建的，半封建的土地所有制を農民的土地所有制にあ

らため，国家の公共財産および合作社の財産を保護し，労働

者・股民・小ブルジョアジーおよび民族ブルジョアジ一の経済

的利益およびその私有財産を保護し，新民主主義の人民経済を

発展させ，しだいに農業国を工業国にかえていかなけれはなら

なし‘。

第2章政権機関

第 12条 中華人民共和国の国家政権は，人民に属する。人民が
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国家政権を行使する機関は，各級人民代表大会および各級人民

政府である。各級人民代表大会は，人民が普通選挙の方法でこ

れをもうける。各級人民代表大会は，各級人民政府を選挙する。

各級人民代表大会の閉会中は，各級人民政府が，各級政権を行

使する機関である。国家の最高政権機関は，全国人民代表大会

である。全国人民代表大会の閉会中は，中央人民政府が国家政

権を行使する最高機関である。

第3章軍事制度

第 20条 中華人民共和国は，統一的な軍隊，すなわち人民解放

軍および人民公安部隊を建設し，中央人民政府人民革命軍事委

員会の統率を受け，統一的指揮，統一的制度，統一的編制，統

ー的規律を実行する。

第4章経斉政策

第 26条 中華人民共和国の経済建設の根本方針は，公私兼顧．

労資両利・城郷（訳注：都市と股村）互助・内外交流の政策を

もって生産発展・経済繁栄の目的を達成するにある。…

第5章文化教育政策

第 41条 中華人民共和国の文化教育は新民主主義的，すなわち

民族的，科学的，大衆的な文化教育である。人民政府の文化教

育工作は，人民の文化水準を高め，国家建設の人材を育成し，

封建的，買弁的，ファッショ的な思想を一掃し，人民のために

服務する思想を発展させることを主要任務としなければなら

なし‘。

第6章民族政策

第 50条 中華人民共和国領域内の各民族は一律平等であって，

団結互助を実行し，帝国主義および各民族内部の人民の公敵に

反対し，中華人民共和国が各民族友愛合作の大家庭となるよう

126 



にする。大民族主義および狭監な民族主義に反対し，民族間の

偏見・圧迫および各民族の団結を分裂させる行為を禁止する。

第7章外交政策

第 54条 中華人民共和国外交政策の原則は，わが国の独立・自

由および領土主権の保全を保障し，国際的な恒久平和と各国人

民間の友好合作を擁護し，帝国主義の侵略政策および戦争政策

に反対することである。

◇日本国際問題研究所中国部会編『新中国資料集成』第2巻，日本国際問

題研究所， 1964年， 589-596頁。

●中華人民共和国の経済建設の根本方針は，公私兼顧・労資両

利・城郷互助・内外交流の政策をもって生産発展・経済繁栄の目

的を達成するにある。 ⇒中華人民共和国の経済建設の根本方針は，

公私兼顧・労資両利・城郷互助・内外交流の政策によって生産発

展・経済繁栄の目的を達成することである。

［「中華民族」の解放］

①国民党は 19世紀以来の従属的な国際的地位の変更に成功し，第 2次世

界大戦後には「大国」の地位を獲得した。しかしながら，戦後における国

内政治の再編成と国民経済の再建に失敗し，その参入型統合は挫折した。

一方共産党は，国共内戦期に「アメリカ帝国主義と蒋介石封建買弁集団」

の打倒を提起して自立型統合を明確化した。 1949年 10月，中華人民共和

国中央人民政府はその成立を宣言すると同時に，各国政府に対して「およ

そ平等・互恵および相互に領土主権を尊重することなどの原則を遵守しよ

うと望むいかなる外国の政府とも，本政府は均しく外交関係を樹立するこ

とを望むものである」と述べた。このことは，中国が版図国家から領域国

家への転換を完成し近代国民国家として自らを確立したことを，換言すれ

ば中国ナショナリズムの勝利を示すものであった。②この点に関連して，

以下の補足説明が必要である。すなわち，第 1に，「共同綱領」は「区域

自治」論によりエスニックグループの民族自決権を否定していたことであ
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る。ソヴェト革命期における共産党の民族政策はソ連の政治機構を下敷き

とする連邦国家論であり，エスニックグループの民族自決権を承認してい

た。この後日中全面戦争期の抗日根拠地で「区域自治」論が準備され，

さらに第2次世界大戦後の内モンゴルの経験を一般化することにより，共

産党の民族政策は「連邦国家＝民族自決」論から「区域自治」論に転換し

た。この点からすれば，共産党による国家権力の奪取は， 50数民族を包括

する「中華民族」の解放であった。第2に， 1949年7月の「ソ連一辺倒」

表明から 1950年 2月の「中ソ友好同盟相互援助条約」にいたる過程をど

のように捉えるのかという問題である。その際，中ソ条約は自己の軍事力

たる「党軍」による国家権力の蒋取を前提として中華人民共和国政府の主

体的選択として締結されたのであり，かつての国際的な力関係の差異を背

最とする強いられた条約締結ではなかったということに留意する必要が

あろう。また， (1)東北・新盟におけるソ連以外の企業・団体の活動を認め

ない， (2)東北における有事の際のソ連軍の自由な鉄道使用を認めるとい

う中ソ条約の秘密条項は 1956年に廃棄された。 第 3に， 1950年代前半

期にアメリカによって構築された経済封鎖と対中国包囲条約網の存在を

考慮に入れれば，中華人民共和国の国際的承認は 1970代初めにおける国

連代表権の獲得とニクソン訪中によって完成されたとすべきであろう。

（上原一鹿編『現代中国の変革』 47・48頁）
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1945 

籠蒋介石と毛沢東の握手

抗日戦争の勝利と国際環境の変化は国共の大規模な内戦

の勃発を不可能にした。米ソの支持を背景として中共問題の

政治的解決を図ろうと考えた蒋介石は，毛沢東を重慶に招請

した。一方，中共は，「南方を縮め北方に発展する」戦略方

針によって国民党から譲歩を獲得しようと考えた。 8月 28

日，毛沢東と周恩来は重庚に飛来した。こうして双方は，相

異なる方針を抱いて交渉のテーブルについた。 29日，蒋介

石は，国民党側の交渉原則を政令と軍令の統一におくことを

決定した。華北地区における国共の争奪戦が激化するなかで，

9月 10日から 15日の交渉において，両党は政治会議と国民

会議に関して妥結した。 19日，中共は，現勢比に従って国

共両軍を縮編するというハーレー案を受け入れ， 1)中共軍の

兵員数を国民党軍の 7分の 1に縮小する；2)中共軍を黄河以

北に撤収する；3)北方の 4省 1区の主席と北平行営は中共が

主宰するという譲歩案を提出した。 27日，国民党は， 1)中

共の根拠地の「現状を維持」； 2)中央による省政府の任命と

中共が樹立した県政府の「相互承認」； 3)軍隊問題に関する

専門小組の組織を提起した。これを受けて，中共が大都市の

接収と交通の回復問題で譲歩したことにより，双方は一応の

妥結に到達した犀寸論と修正を経て， 10月10日に「政府呉

中共代表会談紀要」（双十協定）が発表された。翌日，毛沢

東は延安に戻った。

双十協定に対して平和を渇望する民衆は平和への可能性
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を読み取り，民主党派もまた国家大計の決定に彼らが関与し

うることを理解した。しかしながら，重慶交渉と双十協定は，

両党の和解に対していかなる具体的方法も提示していなか

った。国共双方にとって，それらは世論を獲得しかつ相手を

制御するための手段にすぎなかった。 11月12日民盟の代

表は，両党の交渉は行き詰まっているとして根本問題を解決

するための政治協商会猿（政協）の即時開催を提起し，両党

もこれに同意した。 25日周恩来は，延安に帰還した。中

共は，政協を新たな政治攻勢の場と位置づけた。（楊奎松『失

去的機会？一抗戦前後国共談判実録』広西師範大学出版社，

1992年， 188・224頁の要約）

中國國民政府蒋主席於抗戦勝利後，遂

請中國共産黛中央委員會主席毛澤東先生，

商討國家大計。毛先生於八月二十八日應遂

来愉，進見蒋主席，曽作多次會談。同時雙

方各派出代表，政府方面烏王世悉、張群、

張治中、召ドカ子四先生。中共方面烏周恩来、

王若飛雨先生。迭在友好、和諧的空氣中進

行商談，已獲得左列之結果；並イ乃将在互信、

互譲之基礎上繕績商談，求得圃渦之解決，

絃特螢表會談紀要如下：

ー、開於和平建國的基本方針
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一致認烏中國抗日戦争業已勝利結束，

和平建國的新階段即将開始，必須共同努力，

以和平、民主、園結、統一烏基礎；並在蒋

主席領導之下，長期合作，堅決避免内戦，

建設獨立、自由和富強的新中國，徹底資行

三民主義。雙方又同認蒋主席所儡導之政治

民主化、軍隊國家化及黛派平等合法，鳥達

到和乎建國必由之途挫。

二、開於政治民主化問題

一致認烏應迅速結束訓政，資施憲政，

並應先採必要歩駿；由國民政府召開政治協

商會議，遂集各叢派代表及社會賢達協商國

是，討論和平建國方案及召開國民大會各項

問題。現雙方正輿各方治商政治協商會議名

額、組織及其職櫂等項問題，雙方同意一俣

治商完畢，政治協商會議即應迅速召開。

三、開於國民大會問題

中共方面提出重選國民大會代表，延緩

國民大會召開日期及修改國民大會組織法、

1:31 



選奉法和五五憲法草案等三項主張。政府方

面表示，國民大會已選出之代表，應烏有放，

其名額可使之合理的増加和合法的解決，五

五憲法草案原曽発動各界研討貢獣修改意見，

因此雙方未能成立協議。但中共方面昼明：

中共不願見因此項問題之争論而破裂園結，

同時雙方均同意将此項問題提交政治協商會

議解決。

四、開於人民自由問題

一致認烏政府應保證人民享受一切民

主國家人民在平時應享受身罷、信仰、言論、

出版、集會、結社之自由；現行法令，嘗依

此原則，分別予以磨止或修正。

五、開於黛派合法問題

中共方面提出政府應承認國民黛、共産

黛及一切黛派的平等、合法地位；政府方面

表示，各薫派在法律之前平等，本烏憲政常

軌，今可即行承認。

九、開於軍隊國家化問題
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…鳥具骰計劃本項所述各問題起見，雙

方同意組織三人小組（軍令部、軍政部及第

十八集困軍各派一人）進行之。

十、闊於解放屈地方政府問題

…此項問題久懸不決，〔政府方面〕慮鳥

和平建設之障碍，乃丞粉能商得具罷解決方

案；中共方面亦同意攪績商談。

◇ 《政府典中共代表會談紀要（民図三十四年十月十日）》（《中華民図重要

史料初編一対日抗戦時期》第七編戦後中図，二）。

• 《中隼民国史史料長編》（《中半民国史桔案文献光盆犀》 G30),

shiingtao【商吋】（比較的大きくて複雑な間題を解決するために）討議

する，協議する，検討する。 'il~対策 dulcと／対策を討織する。

vu【愉】四川省重慶の別称。

j in j i an【逃見】（目上の人に）会う。お目見えする。

die【迭】互いに。代わる代わる。交代する。 'il~力咋i実主／代わ

る代わる客となり主人となる。

五【絃】〈書〉 (1) これ。この。 (2)いま。現在。ここに。 (3)年。

v e vi【此已】 〈害〉すでに。 Vもと公文書によく用いた0'i1各項准各
工作～就錯jiuxu /すべての準備がすでにできている。

i ii i ang【即将】 〔副詞〕 〈密〉間もなく••• しようとしている0'i1研甘

会 y:intaohui ~升始／シンポジウムは間もなく開会する。

〔三民主義〕 c::>20 

tong 【同】共に•••する。いを）共にする 0 "'書き言葉に用いる。 'il-

人～行，必有我姉/3人同行すれば，必ず自分の師となる人がいる。

b1itngzh1lu【必経之路】〈成〉避けて通ることのできない道。必ず通
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らなければならない道。▼ ・必由you之路． ともいう。

〔訓政、憲政〕 c:::>17 

xianda【賢述】オ徳・声望のある人。可社会～／社会的に名声のある

人。

qiashang【治商】相談する。協議する。打ち合わせる。 q明天我釘即

ji到喪社～／あす私たちはすぐ貴社へ打ち合わせに参ります。

s i 【倹】〈書〉待っ。~-~准各就緒 j i uxu'即 ji公汗展出／準備が

整いしだい公開展示する。

wanbi【完半】 終わる。完了する。済ませる。仁工作～／仕事が終わる。

vanhuan【延緩】 （時間を）延ばす。しばらく見合わせる。棚上げにする。 q

送介工作可以～几天再倣／この仕事は2,3日遅らせてもよい。

〔五五憲法草案〕 1936年 5月5日に立法院が発表した「中華民国憲法

草案」。

c iii a o 【提交】交付する。提出する。回す。~~大会甘詑／大会の討

諮に回す。~~半此詑文／卒業論文を提出する。

託n 【本】元来。本来。もともと。~~想不去／もともと行くまいと思

っていた。

changgu i [常執】常軌。正常の方法。常道。 q此事匝循xun~解決／こ

のことは通常の方法によって解決すべきである。 q越出～／常軌

を逸する。

qi j i an 【起見】•••の点からみて。•••の見地から。 q 力交通安全～，各神

牟輛 cheliang在夜向行映 xingshl吋必須点灯／交通安全の見

地から，夜間に車両を使用する場合は必ずライトをつけること。

※『注意』・起見＂は冴) we i……起見＂の形で用いる。

〔第十八集団軍〕共産党軍を指す。

xuan er wei jue【愚而未決】〈成〉懸案となっていて未解決のままで

ある。門送些都是多年以来～的老岡題／これらはすべて長年懸案

となったままの古い問題だ。

註i【乃】 〈書〉 （＝千是 vush i)そこで。 馴因径喪不足，迄項汁刻～

就此 iiuci芸休 baxi u /経費が足りないのでこの計画を取り
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やめた。

j i 【丞】〔副詞〕〈苫〉速やかに。はやく。~~待 da i解決／早急に解
決を要する。~~須紺正 i iiizheng /ただちに是正すべきである。

＊ ＊ ＊ 

Zh6nggu6 Gu6min Zh令ngfuJi五ngzhuxi yu kangzhan 

shもnglihou, yaoqfog Zh6nggu6 Gongchandang Zhong・ 

yang WもiyuanhuiZh丘xiMao Zもdongxiansheng, shangt五o

gu6jia daji. Mao xiansheng yu ba yuらもrshibari ying 

yao lai Yu, jinjian Ji五ngzhuxi, Cもngzuo duo ci 

hui tan. T6ngshi shuangfang gさpaichOd社ibi五o,zhもng・

f丘fangmianwもiWang Shijiも、 ZhangQun、ZhangZhizhong、

Shao Lizi sl. xiansheng. Zhonggong fangmi社nwもiZhou 

Enl白i、WangRuofei li五ngxiansheng. Diもzaiyouh五o、

hもxiもdekongqi zhong jinxing shangtan, yi huodもzuo

liもzhijiもguo;bing rもngjiang zai hu xin、hurang 

zhi jichu shang jixu shangtan, qiudもyuanm五nzhi 

jiejuも， zit令fabi五ohuitan jiyao ru xia: 

1. Guanyu hもpingjiangu6 de jibもnfangzhen 

Yizhi r令nwもiZh6nggu6 Kang・Ri Zhanzheng yらy1

shもnglijiもshu, hもpingjiangu6 de xin jieduan ji・

jiang kaishL bixu gongt6ng n丘1L yi hもping、minzh丘、

tuanjiも、 tongyiwもijich丘； bingzaiJi五ngzh丘xiling・ 

d五ozhixia, changqi hもzuo, jianjuもbimi五nn心izhan,

ji社nshらdull、ziy6uhもfuqiangde xin Zh6nggu6, chらdi

shixing Sanmin Zh且yi. Shuangf ang you tong rもnJi五ng

zh丘xisuo changd近ozhi zh心ngzhiminzh丘hua、jundui

gu6jiahua ji d近ngp社ipingdさnghもf五， Wもidadao hもping

jianguo bi you zhi tujing. 

2. Guanyu zhらngzhiminzh丘huawらnti
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Yizhi rもnwもiylng xunsu jiもshuXunzh令ng, shishl 

Xianzhらng,bing ying xian cai biyao b心zhou;you Guo・ 

min Zhもngfuzhaokai zhもngzhixiもshanghuiyi, yaoji 

g令d五ngpaidaibi五oji shらhuixianda xiもshangguoshi, 

taolun hもpingjianguo fang'an ji zhaokai guomin dahui 

gらxiangw令nti.Xian shuangfang zhもngY心gらfangqia・ 

shang zhengzhi xiもshanghuiyl. ming'も、 Z且zhiji qi 

zhiquan dもngxiang w令nti, shuangfang tongyi yi s i 

qiashang wanbi, zhもngzhixiもshanghul.yl. ji ylng xun・ 

SU zhaokai. 

3. Guanyu guomin dahul. wenti 

Zhonggong fangmian tichO chong xuan guomin dahui 

d社ibiao,yanhuan guomin dahui zhaokai riqi ji xiug五i

guomin dahui zuzhlfa、XU五njuf五hもWu・WuXianf五c近o'an

dさngsan xiang zhuzhang. Zhらngfufangmian bi五oshi,

guomin dahui y:i'. xuanchO zhl daibi近o,ylng wもiyouxiao, 

qi ming'もkesh'i zhl hもllde zengjia hもhもf五dejiさjuも，

W丘・W丘Xianf五c五o'anyu自D Cもngfadong gもjiらyant五o

gongxian xiOgai yijian, ylncl shuangfang wらinもng

chもngli xiもyi. D社nZhonggong fangmian shengming: 

Zhonggong bu yuan jian yln cl xiang wらnti zhl 

zhenglunもrpolie tuanjiも， tongshishuangfang jun 

tongyi jiang ci xiang wらntitijiao zhらngzhixiもshang

huiyi jiejuも．

4. Guanyu rもnminziyou wもnti

Yizhi rもnwもizhもngfuylng b五ozhもngrもnminxiang・ 

shou yiqiもminzhuguojia rもnminzai pingshi ylng 

xiangshou shent'i、xinyang、yanlun、chub五n、jihui、

jiもshらzhlziyou; xianxing f五ling,dang yl c'i yuanzも，

fenbiもyuy1fもizhihuo xiuzhもng.
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5. Guanyu dangpai hもfaw令nti

Zhonggong fangmian tichu zhもngf社ylngchもngr心n

Guomindang、Gongch五nd五ngji yiqi令d五ngpaide ping・ 

dもng、hもfadiw令i;zhもngfufangmian bi近oshLgらdang・

pai zai f五1ti zhi qian p ingdeng, ben wもiXianzhらng

changgul, jln ke ji xing chもngrらn.

9. Guanyu jundui guojia hua wらnti

... wらij心tijihua bさnxiang suo shu gもwらntiql・ 
jian, shuangfang tongyi zuzhl Sanrもn-Xi五ozu(Jun・ 

lingb心、 Junzhもngbuji Di・Shiba Ji tuanjun gらp社iyl 

rもn)jinxing zhi. 

10. Guanyu Jief社ngqOdifang zhもngfuwらnti

... Ci xiang wもntijiu xuan bu juも， (zhらngf丘fang・

mian) 1 ti wもihもpingji全nshもzhlzhang'ai, n五iji pan 
nもngshangdもjutijiejuもfang'an;Zhonggong f angmian 

yi tongyi jix心shangtan.

＊ ＊ ＊ 

中国国民政府蒋主席は抗戦勝利の後，中国共産党中央委員会主

席毛沢東氏を招いて国家の大計を協議した。毛氏は 8月 28日招

請に応じて重慶に到着，蒋主席と会見して会談をかさねた。同時

に，政府側は王世悉・張群・張治中・部力子 4氏，中共側は周恩

来・王若飛両氏を，双方それぞれ代表として送り，互いに友好的

でなごやかな空気のうちに協議を進めて，すでに左の結果を得，

さらに相互の信頼と譲歩の基礎の上に円満な解決をめざして協

議をつづけようとしている。ここにとくにつぎの会談紀要を発表

する。

(1)平和建国の基本方針に関して
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中国の抗日戦争がすでに終結し，平和建国の新段階がまもなく

始まろうとしており，ともに努力せねばならないこと，平和・ 民

主・団結・統一を基礎とし，かつ蒋主席の指導の下に，長期にわ

たって合作し，内戦を堅く避け，独立・自由および富強の新中国

を建設し，三民主義を徹底的に実行せねばならないこと，を一致

して認めた。双方はまた蒋主席の唱える政治の民主化，軍隊の国

家化，および党派の平等・合法が，平和建国のために必ず通らね

はならない道であることをともに承認した。

(2)政治の民主化の問題に関して

すみやかに訓政を終結させ，憲政を実施すべきこと，またまず

必要な措置をとり，国民政府が政治協商会識を召集し，各党派代

表および学識経験者を集めて国是を協議し，平和建国方案および

国民大会召集等の問題を討論すべきであることを一致して認め

た。現在双方は各方面と政治協商会議の定員・組織およびその職

権等の問題を協議中であり，双方は協議の終わりしだい，政治協

商会議はすみやかに召集されるべきであることに同意した。

(3)国民大会の問題に関して

中共側は，国民大会代表をあらためて選挙し，国民大会の召集

期日を延期すること，および国民大会組織法，選挙法，五・五憲

法草案を修正する等 3項の主張を提出した。政府側は，国民大会

のすでに選出された代表は，有効であるべきであるが，その定員

は合理的に増加させて合法的解決をしてもよいこと，五・五憲法

草案は，すでに各界の検討にゆだね，修正意見を提出させている

ことを表明した。したがって双方はまだ意見の一致を見ていない。

しかし中共はこの問題のため団結を破壊することは望まないと

声明した。同時に双方はこの問題を政治協商会議に移して解決す

ることに同意した。
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(4)人民の由由の問題に関して

いっさいの民主国家の人民が平時において享受すべき身体・信

仰・言論・出版・集会・結社の自由を人民が享受することを政府

が保証すべきであること，現行の法令はこの原則によって，個別

に廃止されまたは修正を加えられるべきであることを一致して

認めた。

(5)党派の合法の問題に関して

中共側は，政府が国民党・共産党およびいっさいの党派の平

等・合法的地位を承認すべきであることを提案したC 政府側は，

各党派が法の前に平等であることは，本来憲政の常道であり，た

だちに承認してさしつかえない旨表明した。

(9)軍隊の国家化の問題に関して

•••本項に述べられたそれぞれの間題を具体的に計画するため，

双方は 3人委員会（軍令部・軍政部および第 18集団軍より各 1

名を派遣する）を組織してこれを進めることに同意した。

(1 0)解放区における地方政府の問題に関して

... 〔政府側は〕この問題がながく懸案のままに残ることは，平

和建設の障害となる恐れがあるので，やはりぜひとも協議のうえ

具体的解決策を見出したいとし，中共側も協議を継続することに

同意した。

◇日本国際問題研究所中国部会編

題研究所， 1963年， 130・133頁。

第1巻， 日本国際問

●国民大会のすでに選出された代表（園民大會已選出之代表）：

「すでに選出された国民大会の代表」であって「国民大会がすで

に選出した代表」ではないc

●その定員は合理的に増加させて合法的解決をしてもよい（其名

額可使之合理的増加和合法的解決）：「之」は「名額」。「その定員
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は，これを合理的に増加させ合法的に解決してもよい。」連用修

飾語を作る「的」は「地」と書くことが多い。

●五・五憲法草案は．すでに各界の検討にゆだね，修正意見を提

出させている（五五憲法草案原曽登動各界研討貢猷修改意見）：

「草案」は「研討」「修改」の目的語で主語ではない。主語は明

示されていないが「政府」で，「各界」は兼語である。

●中共はこの問題のため団結を破壊することは望まないと声明

した（中共不願見因此項問題之争論而破裂圃結）：「願見」の「見」

は「見る」で「見ることを望まない」。

【蒋介石の挫折】

①抗日戦争に勝利した国民政府が直面した課題は， (1)日本軍占領地区の

行政権を回復すること（その際，東北に進駐していたソ連軍と沿海地区に

19の解放区を樹立していた共産党軍の存在が問題となった）， (2)解放区・

共産党軍の国家機構への実質的編入を実現すること， (3)中国政治におけ

る国民党の主導権を損なわないかたちで「訓政」から「憲政」に移行して

国民による主権の行使を制度的に保障することであった。②日本の降伏は，

日本軍・愧儡軍の武装解除方針をめぐる共産党との確執を引き起こした。

蒋介石は，共産党軍の移動を禁止する一方で日本軍・愧儡軍に対して蒋の

指定する部隊への投降を命令し，米軍の支援を受けて内陸部に温存してい

た中央軍を日本軍占領地区に派遣してその武装解除と行政権の回復を図

った。こうして国共両軍のこぜりあいが頻発するようになった。③ヤルタ

協定と「中ソ友好同盟条約」に示された米ソ協調と両国の国民政府支援と

いう有利な国際環境を背景に，蒋介石は共産党に譲歩を迫った。両党首脳

による堂慶交渉を経て1945年10月に公表された「政府と中共代表の会談

紀要」（双十協定）は，和平建国の基本方針を確認するとともに，未解決

の問題について協議する政治協商会議の創設を確認した。後者ば国民政

府が国共以外の党派を政治主体として初めて認知したことを示すもので

あった。中国における代議制度の確立と共産党軍の国家化をめざしたアメ

リカ大統領トルーマンは，彼の特使マーシャルを派遣し両党の調停に当た

らせた。 1946年1月10日国共停戦協定が成立するとともに政治協商会
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護が重慶で開催された。 31日，同会議は，中国政治の基本問題に関する5

決護（「政府組織案」・「国民大会案」曇「和平建国網領」・「軍事問題案」と

「憲法草案案」）を決謙して閉幕した。こうして直面する政治課題の平和

的解決が実現するように思われた。④同じころ，米ソの対立は顕在化しつ

つあった。内戦の発動がアメリカの支持の喪失につながらないと判断した

蒋介石は，戦争による問題の解決をめざした。これに対して，アメリカは

限定的関与（干渉）に終始した。 1946年 3月，国民党は政協決議の基本

原則を否認した。このころから東北における内戦が激化し夏には全国に波

及した。こうした情勢下で，国民党は自ら定めたプログラムに沿って「憲

政」への移行を強行した。すなわち， (1)憲法制定のための国民大会の開

催(1946年11月）， (2)「中華民国憲法」の公布と施行(1947年1月と12月），

(3)蒋介石の中華民国総統就任(1948年5月）がそれである。形式的には，

この「憲制」への移行をもって国民党による参入型統合は完成したという

ことができる。しかしながら，この過程は国民政府による統治の正当性が

流失していく過程であり，同時に， 1948年 4月に国民大会が採択した「反

乱鎮定時期臨時条項」は内戦を理由として「憲政」の実質化を阻止してい

た3 国民政府の軍事的敗北は国民党による参入型統合の挫折を意味したが，

冷戦体制下の台湾において分断国家を形成した国民党は，「憲政」によって

統治の正当性を主張しながら「臨時条項」・「戒厳令」 (1949年5月施行）

により同地における一党独裁支配を維持した。（上原一炭編『現代中国の

変革』 17・18頁）

［中華民国重要資料初編一対日抗戦時期］について

秦孝儀主編，中華民国重要資料初編編輯委員会編，中

党史委員会出版， 7編 2G冊。外交部憶案・国民党中央執行委員会記録・

蒋介石の機密文書，およびその他の機構の揺案を収録。① 「求精不求全」

を原則として末発表の資料を収録する（一般的な資料やすでに公開されて

いる資料は収録しない）；②所収資料には如何なる修正も行わない

のない資料には標点を付す）；③それぞれの資料の出所を明記する， とい

う方針で糎集された（『緒糧・ー』「前言」）。各網の構成は以下のとおり c,

第 1編・緒編 (3冊， 2618頁， 1981年），第2編・作戦経過 (4冊， 2809

頁， 1981年），第 3編・戦時外交 (3冊， 2618頁， 1981年），第 4編・戦
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時建設 (4冊， 4228頁， 1988年），第 5編・中共活動真相 (4冊， 2208

頁 1985年），第6編・愧儡組織(4冊， 2983頁， 1981年），第7編・戦

後中国 (4冊， 3570頁， 1981年）。

【中華民国史樅案文献光盤庫］について

第二歴史樅案館所蔵の重要文献を収録する CDロム（第二歴史樅案館・北

京超星公司編製）。 1996年。内容は下記の通り。中華民国史梢案資料直編

(El-2); 中華民国梢案資料叢書(Fl・3)⇒16; 臨時政府公報(Gl)⇒10; 臨時
公報(Gl); 黄埴軍校史稿(Gl)北洋政府公報(G2・17); 南京国民政府外交部

公報(G18・19); 立法院公報(G20・21); i王偽国民政府公報(G22); 国民政府

資源委員会公報(G23); i王偽政府行政院会諾録(G24);国民政府行政院公報

(G25-26) ; 中華民国史史料長編(G27・30)⇒12,14 ; 民国梢案雑誌(Hl)。

圃参考：「蒋介石」についての2つの言説

I 

蒋介石(1887-1975) 名中正，原名瑞元，字介石，学名志清。浙

江奉化人。・・・1927年 4月 12日，在上海友劫反革命政変，屠糸共

戸党人和革命群飲，井在各地“清党",破坪了第一次国共合作。 4

月 18日，在南京兄立国民政府。 1927年“宇汲合流”近程中，国

民党内派系紛争，在反蒋努力的圧力下，他子 8月 13日辞去国民

革命写忌司令取，赴日本，以退力逍。不久与宋美齢結婚。通近多

神努ヵ，逃一歩取得帝国主文和江浙財困的支持。 1928年 1月，隻

任恙司令取。 2月，任中国国民党中央扶行委員会常芳委員、平事

委員会主席，后又兼第一集団平忍司令。 3月，任中央政治委員会

主席。 4月，咲合渇玉祥、 1祠楊山和新桂系対旅作諜逃行北伐哉争，

后以張学良宣布充北易帳而告“銃ー"。 1928年 10月，任南京国民

政府主席兼陣海空平恙司令，改組国民政府，突行“以党治国”的
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VII政。 1930年，兼行政院院長。此吋，在新平岡混哉中，他以平事

和政治手段，先后打敗了所有対手，込哉）］生了注精丑、胡汲民、神

科等反蒋派系的対抗，払而汎固了他的独裁銃治。≫-1930年冬起，

造媒対中国エ衣紅平和革命根据地友劫五次大規模“国則”。日本

帝国主又友劫九一八事変后，他操級国民政府，采取対日不抵抗政

策，引起全国各界強烈不浦。 1931年 12月 15日，辞去国民政府主

席和行政院長，回浙江多居，遥控南京政府。 1932年 1月21日，

与注精氾朕袂入京，任宰事委員会委員長兼参煤恙長， i王任行政院

長，共同掌握南京政府大枚。曾多次槙圧学生愛国返劫，扱力加強

独裁銃治，建立以 CC系和黄哺系分子力骨干（后友展力中統和写銃）

的而支特芳努ヵ，実施法西斯特芳銃治。述在国民党統治区友劫文

化“国則”，査禁逃歩お刊，迫害左翼作家和文化工作者。在全国

推行新生活込劫，以加緊対人民的思想控制。又兒借政治特杖，和

宋子文、孔祥熙、隙果夫、隙立夫建立和友展国家資本主又経済，

逐歩形成官僚資本。 1935年，日本帝国主又『大対中国的侵略，策

劫 "i芦北自治"'民族危机空前戸重。在中国共戸党和全国人民的

停止内哉、一致抗日的圧力和推劫下，蒋介石和中国国民党決定渦

整其内外政策，表示要保持領土主杖的完整，述采取了改善同芯咲

的美系， i式困同中国共戸党逃行淡判等措施，但1乃然堅持要“則天”

経長征到述映北的紅平。 19:35年 12月，］王精且遇刺之后，継江任

行政院長。 1936年 12月 12日，在西安被張学良、栃虎域相押，経

中共代表団参加淡判，被迫接受了停止内哉、耳美共抗日的条件，停

止“則共”平事活劫。七じ事変后， 1938年 3月，任中国国民党恙

裁。 1939年 1月，任国防最高委員会委員長，統一党政平領号杖。

1943年 8月，林森去世后，継任国民政府主席。抗日哉争初期，
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在他統率下，中国宰臥先后在i松炉、祈口、徐州、武汲、長沙、南

昌等地造行会哉，阻滞了日写的炭狂逃攻。但由干突行片面抗哉路

銭和単沌防御的哉略方針，致使大片国土治子故手。特別是武汲失

守以后，由子他実行寿制銃治，政治腐敗，消扱抗日，租扱反共，

引起人民不満。抗日哉争腔利后，他一方面巡清毛洋木赴重灰商淡

国是，同意和平建国方針，答汀了国共両党会淡紀要和商定国共平

臥就地停哉，井召汗政治肋商会i又，通近切i文；一方面却洞集平臥

向解放区逃攻，捨寺人民腔利果実。 1946年6月，斯毀国共停哉td}

定，友劫了全面内哉，大失人心。哉争初期，一吋得努，又斯毀政

切協i文，片面召汗制完国民大会。 1948年4月，当上中半民国恙銃。

但国民党平臥在哉坊上市芍敗退，其精悦兵力在迂沈、淮海和平津

三大哉役中被消天殆尽，終因元法挽回哉争敗局，子 1949年 1月

21日宣告“引退”，由副恙銃李宗仁代理恙銃，但他イ乃操臥実杖，

破杯和平淡判。全国解放后，子 1949年 12月 10日敗走台湾省。

1950年 3月 1日，隻任“恙統”。此后一直造任“恙銃”和国民党

恙裁。 1975年 4月5日在台北病逝。（中共中央文献研究室編撰『多

媒体光盤・毛沢東』，中央文献出版社・湖南電子音像出版社， 1998

年＊）

＊「生平筒」「年表篇」「著作篇」「詩詞筒」「書法篇」「風采篇」からなるCD

ロム(4枚）。「著作篇」は，『毛沢東選集』，『毛沢東文集』，『毛沢東軍事

文集』，『毛沢東外交文選』，『毛沢東新聞工作選』，『毛沢東著作選

読』，『毛沢東書信選集』を収録する，

1I 

蒋中正先生，字介石，消光緒十三年九月十五日(-八八七年十月ニ

日）生，浙江省奉化縣渓口鎮人。中正先生在民國十四年國父孫
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中山先生逝世後，磁綬領導北伐大業，撓任國民革命軍絶司令，民國

十七年六月北伐完成，結束了軍閥割撓的局面，使國家又飩於統一。

之後，撞任軍事委員會委員長，在民國二十六年到三十四年期間，領

導酎日八年抗戦，民國三十四年八月十四日，日本宣告無條件投降，

抗日戦争終於獲得最後的勝利。民國三十六年一月一日，憲法公布，

同年十二月二十五日貰行。民國三十七年経由國民大會選畢，在同年

二十日就任中華民國行憲後第一任終統。不久，因為中共全面登

動内戦，國内情勢逆縛，中正先生在民國三十八年一月二十一日殺布

引退文告，由副総統李宗仁代行総統的職櫂。政府播遷塁競以後，民

國三十九年三月一日中正先生在嚢北復行視事。在政治方面，開始賓

行地方自治，進行縣市議員輿縣市長的民選；在経渭方面，先後貿施

「三ヒ五減租」、「公地放領」及「耕者有其田」方案，成功的完成了

土地改革。並且従民國四十二年起，以四年為一期，連績推動五期経

，莫定了嚢湾経消登展的基礎。民國四十三年，経國民大會第

二次會議選奉為中華民國第二任穂統。民國四十九年，再経國民大會

第三次會議選奉第第三任純統。民國五十五年，経國民大會第四次會

議選奉為第四任総統。民國五十七年，賓施九年國民義務教育，民國

開始畢行自由地蓋國大代表、立法委員、監察委員的

増補選，以後毎三年依法改選，並且逐期摘大名額。民國六十一年，

由國民大會第五次會議選奉為第五任総統。民國六十四年四月五日病

逝，享壽八十九歳。（「中華民国総統府」→ 「中華民国簡介」→ 「国

父壁行憲後歴任総統」 http://www.oop.gov.tw)
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1940 

蒻 中国革命論の確立

抗日戦争が対峙段階に入ると国共の軍事摩擦が顕在化し，

またヨーロッパ戦争の勃発によって英•仏を仲介とする対日

和平の機運が発生した。華北地区での国民党軍に対する

的優位を確立しつつあった共産党は，毛沢東の「『共産党人』

発刊のことば」 (1939年10月）・「中国革命と中国共産党」

(12月）・「新民主主義論」 (1940年1月）によって，プロ

レタリアートの指埠を前提として抗日民族統一戦線から中

国革命の勝利を展望する独自の革命論＝「新民主主義革命」

論を確立した。その主たる内容は， (1)「新民主主義革命」

は革命的な植民地・半植民地の国がとるブルジョア民主主義

革命の形態であり，同時に社会主義世界革命の一環でもある，

(2)革命によって樹立される「新民主主義」共和国は革命的

諸階級の連合独裁による民主共和国であり，ブルジョア独裁

の共和国ともプロレタリアート独裁の共和国とも異なる，

(3)革命に対してブルジョアジーが「二面性」を有している

ため，プロレタリアートと共産党は指導性を発揮して革命を

成功させなければならないというものであった。

共産党軍が華北地区で発動した百団大戦 (1940年 8・12

月）を契機として，日本軍は抗日根拠地に対する掃討作戦を

強化した。また，翌年 1月，国民党軍が安徽省南部の共産

党軍を攻撃した院南事変によって国共関係は極度に悪化し，

これとあい前後して，国民政府は共産党軍に対する財政援助

の打ち切るとともに根拠地に対する軍事的・経済的封鎖を強
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化した。こうして抗日根拠地は危機的状況を迎えた。危機に

直面した共産党は， (1)税負担の合理化と増税および財政支

出の削減により根拠地財政の転換をはかるとともに，労働力

の集約化や大生産運動によって根拠地経済の自給化をめざ

し， (2) 「三三制」と「減租減息」政策を実施して根拠地社

会における政治的・経済的資源の再配分を行うことにより共

産党の政治指導に対する「下から」の合意を調達する

(3)党組織・政府機関・軍隊・民衆団体の一体化と共産党に

よる指導の貰徹および「毛沢東思想」による党内のイデオロ

ギー的統一が図られた（整風運動）。また，この時期の根拠

地では清算闘争を契機とする「農業革命」が進行し，社会構

造の転換が生じていた。こうして共産党は危機の克服に成功

し，抗日根拠地は拡大局面に転じた。

1945年4月，共産党 7全大会の政治報告「連合政府論」

において，毛沢東は， (1)各党各派・無党無派の代表の協議

による臨時の連合政府の樹立， (2)広範な民主的基礎を有す

る国民大会の開催， (3)連合政府の性質を有する民主的政府

の樹立， (4)独立・自由・民主・ • 富強の新中国の建設

というプログラムを提起したが，これは，中国政治における

国民党のリーダーシップを明確に否認したものにほかなら

ない。 （上原一慶編『現代中国の変革』 22・23頁）

四中國革命是世界革命的一部分

中國革命的歴史特蔦分烏民主主義輿社

會主義雨個歩緊，而其第一歩，現在已不是

一般的民主主義，而是中國式的特殊的新式

147 



的民主主義，而是新民主主義。・・・

中國資産階級民主主義革命，自従一九

ー四年爆務第一次帝國主義世界大戦輿一九

一七年俄國十月革命在地球六分之ー的土地

上建立了社會主義國家以来，起了一個愛化。

在這以前，中國資産階級民主主義革命，

是傷於営的世界資産階級民主主義革命的範

疇之内的，是得於晉的世界資産階級民主主

義革命的一部分。

在這以後，中國資産階級民主主義革命，

却改愛烏鷹於新的資産階級民主主義革命的

範疇，而在革命的陣錢説来，則層於世界無

産階級社會主義革命的一部分了。・・・

這種殖民地半殖民地革命的第一階段，

第一歩，雖然按其社會性質，基本上依然還

是資産階級民主主義的，宅的客観要求，基

本上依然還是掃除資本主義螢展道路上的障

碍。然而這種革命，已経不是薔的完全被資

産階級領導的，以建立資本主義的社會輿資
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産階級専政的國家烏目的的革命，而是新的，

被無産階級領導或参加領導的，以在第一階

段上建立新民主主義的社會典建立各個革命

階級聯合専政的図家烏目的的革命。這種革

命，在其進行中，因烏敵情輿同盟軍的愛化，

又分烏若千的階段，然而其基本性質是没有

愛化的，不至社會主義革命之時，其基本性

質憩是同一的。・・・

五 新民主主義的政治

這種新民主主義的共和國，一方面輿薔

式的，欧美式的，資産階級専政的，資本主

義的共和國相匝別，這是薔民主主義的共和

國，這種共和國已経過時了。月一方面也輿

最新式的，蘇聯式的，無産階級専政的，社

會主義的共和図相匝別，這是最新民主主義

的共和國，這種共和國已経在蘇聯興盛起来

了，並且還要在各資本主義國家建立起来，

無疑将成烏一切先進國家的國家構成輿政櫂

構成的統治形式。但是這種共和國，在一定
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的歴史時期中，還不適用於殖民地半殖民地

國家之中。因此，在一切革命的殖民地半殖

民地國家，在一定歴史時期中的國家形式，

唯一的只能是第三種形式。這就是新民主主

義共和國。這是一定歴史時期的國家形式，

因而是過渡的形式，但是不可移易的必要的

一種國家形式。…

十一新民主主義的文化

革命亦有新薔之分，在某ー歴史時期是

新的東西，在月ー歴史時期就愛烏薔的了。

在中國資産階級民主革命的ー百年中，分烏

前八十年輿後二十年雨個大段落。這雨個大

段落中，各有一個基本的需歴史性質的特罠，

即在前八十年，中國資産階級民主革命是局

於薔範疇的，而在後二十年，由於國際國内

政治形勢的愛化，都層於新範疇了。・・・

◇毛澤東《新民主主義論》（《解放》第 98・99期）。
. 《中国文化》（《中国革命史桔案文献光盆犀》 B・12), 《解放》 (B・ll),
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bushi 【不是】 （ 不是・・・・・・，而是ersh i・・・・・・． の形で） ・..ではなくて・・・

だ。可他ff]~没有経聡，而是没有訊真恙結／彼らに経験がないの

ではなくて，真剣にそれを総括しなかったまでだ。

: ic6ng 【自叫〔介詞〕••• より。•••から。『語法』過去のある時点を起

点とすることを表す。ある事柄を規準とする起点を表すので，筋

単な時間詞は後にとらない。たとえば，｀自以去年他来了…・（去

年彼が来てから・・・） とは言えても， ・自以去年・・・・ （去年から・・・）

とは言えない。“以来”や“以后”と呼応して用いることも多い。

shuvu 【属手］•••に属する。•••のものである。.. "没”では否定できな

い。 q送一帯～河北省，不～北京市／このあたりは河北省に屈し，

北京市には属していない。 q最后的腔利不会～他伯／最後の勝利

は彼らのものにはならない。

〔却〕表示結折的造祠0 (『新華字典』）

er【而】〔接続詞〕しかして。名詞以外の並列等の関係にある2つの成分（動

詞・形容詞またはそれらを中心とする句）を接続する。 (al並列関係に

あるまたは関連のある成分を接続する。 (bl肯定形と否定形とで互い

に補足し合う 2つの要素を接続する,(cl"而”の後ろが前を受けるか，

順接，あるいは発展させる関係にある2つの動詞句を接続する。 (cl)意

味が正反対の 2つの成分を接続する。 (e)因果関係をなす 2つの事

柄を接続する。

z e【則】〈書〉〔接続詞〕 (a) (2つの動作の前後関係を表す）（…する）と・・・。

…してから・・・0~ 日出即 ji起，日没両～息 Xl/夜が明けると

すぐ起き日が蒋れるとすぐ寝る。 (b)(条件・結果の関係を表す）•••す

れば。•••ければ。り物体熟～洸：hang , 冷～縮 su6/物体は熱す

れば膨張し，冷やせば収薙するo (c) (他と比較してこれば••と限定す

る）は。い今～不然／いまはそうでない。

an [按］〔介詞〕•••に基づき。•••に準じて。•••に応じて。『語法』何らかの基準

に従うことを示す。後に名詞（単音節のものを除く）が続くとき着;zhe・ 

を加えて・按看の形で用いることもある。~~他的悦法，・・・／彼の

話では，・・・。可～条件洪，…／条件から言えば，...0 
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i'ibenshang【基本上】〔副詞〕 (1)主として。主に。 q取得 qud e Jl生利，～是

依窮v1k紅了群炊／勝利を勝ち取ったのは主として大衆に依拠した

からである。 (2)たいてい。ほぼ。おおよそ。一応。 q生戸任各～已径

完成／生産任務はほぼ達成した。

泣ngshl 【忌是】〔副詞〕いつも。いつまでもいである）。 q —到冬天他～感

冒／冬になると彼はしよっちゅう風邪を引く。『注意』“忌"+"是”の形

で，「どうしても」「やはり」の意味を表す。 q中学生恙是中学生，看向

題廓能那公深刻？／中学生はしょせん中学生で，問題をどうしてそん

なに深く見ることができようか。

guo//shi【辺吋】流行遅れ。時代遅れ。 if~的没各／時代遅れの設備。

xfogsheng【央盛】盛んになる。栄える。興隆する。 q事此～／事業が

盛んになる。

wuyi 【元疑】疑いを入れない。…にちがいない。まちがしヽない。きっ

と。 q送神行力 xingwei~是令昔的／こういう行いは明らかにま

ちがしヽ だ。

〔拘成〕→〔結狗〕各↑組成部分的搭配和排列。（『現代漠語詞典・修訂

本』）

〔形式〕対内容而言指事物的組組結拘和表班方式。（『漢語大詞典・

光盤 1.0版』）

y i y i【移易】〈書〉（＝改変 gaibian)改める。変える。変更する。

〔就〕表示在某秤条件或情況下自然恙公祥。前面常用・只要、要是、既

然等或者含有送哭意思。酎佳應意去，淮～去。（『現代漠語詞典・

修訂本』）

duanluo【段落】段落。区切り。切れ目。 q我釘的工作到此 C1告ー～／

われわれの仕事はこれで一区切りついた。

＊ ＊ ＊ 

4: Zh6nggu6 gもml.ngshl. shl.jiもgもml.ngde yi buf en 

Zh6nggu6 gもml.ngde ll.shi tもdi近nfen wもiminzhu 

152 



zhuyi yu sh令hulzhuyl li近ngge buzhou, もrqi dl・ylbu, 

xianzai yl bushi yiban de minzhu zh丘yi,もrshi Zhong・ 

gu6shi de tらshude xlnshi de minzhu zhuyi, もrshi Xln・ 

Minzh丘zh恥yi. ... 

Zh6nggu6 zlch五n jieji minzh丘 zhuyl gもming,

zic6ng yljiuylsi nian b社ofadi・yl cl digu6 zh丘yi

shljiもdazhany丘yiji丘yiqlnian Egu6 ShiyuもGもming

zai diqiu 1 i心fenzhl yl de t丘dl.shang jianlile shらhul.

zhuyi gu6jia yilai, ql le yi ge bianhua. 

Zai zhらylqian, Zhonggu6 zlchan jieji minzh丘

zhuyl gもming, shi shuyu jiu de shijiもzich五njieji 

minzh丘zhuyigもmingde fanch6u zhlnらide, shl sh丘yu

jiu de shiji令zlch近njieji minzh丘zhuylgもmingde yi 

bufen. 

Zai zhもyihou,Zh6nggu6 zlch近njieji minzhu zhuyi 

gもming, quらg五ibianwもish社yuxln de zlch五njieji 

minzhu zhuyi gもmingde fanch6u, もrzai gもmingde 

zh由nxian shuo lai, zも sh恥yu shijiら叩ch釦njieji 

sh令huizhuyi gもmingde yi buf en le. . .. 

Zh令zhongzhimindl. ban・zhimindl gもmingde di・yl 

jieduan, di・yI bu, sulran an qi shらhuixingzhi, jibさn・

shang ylran hai shi zlchan jieji minzh丘zhuyide, ta 

de k令guanyaoqiu, jibさnshangylran hai shi saochu 

zlbさnzh丘yl.fazh近ndaolu shang de zh社ng冷i.Ran'もrzhら

zhong gもming,yljing bushi jiu dew今nquanb心izlch五n

jieji lingd五ode, yi jianll zlbさnzhuyi de shらhuiy近

zlch五njieji zhuanzh心ngde gu6jia wもimudi degもming,

紅shlxln de, bei ¥vuch近njieji llngd紅ohuo canjia 

llngd近ode, yl z社idi・yI jieduan shang jianli Xln・ 

Minzhuzhuyi de sh心huiy丘jianligege gもmingjieji 
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lianhもzhuanzhもngde guojia wもimudi degもming.Zhら

zhong gもming,zai qi jinxing zhong, yinwらidiqing yu 

t6ngmもngjOnde bianhua, you fen wもiruogan de jieduan, 

ran'もrqi jib各nxingzhi shi mもiyoubianhua de, buzhi 

shもhul.zh丘yigもmingzhl shi, qi jibさnxingzhi zongshi 

t ongyl de. ... 

5: Xln・Minzhuzhuyi de zhらngzhi

ZhもzhるngXi・Minzhuzh近yide gonghもguo, yi fang・ 

mi社nY丘jiushl.de, Oumさishide, zichan jieji zhuan・ 

zhもngde, ziben zh丘yide gonghもguoxiang qObiも， zhも

shi jiu minzhu zhuyi de gonghもgu6,zhらzhonggonghも・

guo y1 jing guoshi le. Ling yl fangmian ye y丘zui

xinshl. de, Soli出nshide, 1vuch釦njieji zhuanzhらngde, 

shらhuizh丘yide gonghもgu6xiang qubiも， zhもshizui 

xin minzh社zhuyide gonghもguo, zhらzhonggonghもguo

yijing zai sOlian xlngshらngqi lai le, bingqiもhaiyao 

嘘ig心zibもnzhuyi guojia jianli qUai, 叩yijiang 

chもngwもiyiqiもxianjinguojia de gu6jia gouchもngyu 

zhらngquangouchもngde tongzhi xingshi. Danshi zhら

zhるnggonghもgu6,zai yiding de lishi shiql zhong, hai 

bu shiyong yu zhim1ndi ban・zhimindl. guojia zhlzhong. 

YlncL zai yiqi令 gもmingde zhimindi ban・zhimindi 

gu6jia, zai yiding lishi shiql zhong de guojia xing・ 

shi, wもiylde zhi nもngshi di・san zhるngxingshi. Zhら

jiu shl. Xln・Minzhuzhuyi gonghもgu6. Zhらshiyiding 

lishi shiql de gu6jia xingshi, yln'もrshi guodu de 

xingshi, danshi buke yiyi de biyao de yi zhong guojia 

xingshi. … 
11: Xin-Minzhuzhuyi de wもnhua

Gもmingyi yりuxln・jiu zhl fen, zai mou yl lishi 
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shiqi shi xin de dongxi, zai ling yl lishl shiql ji心

bian wもijiu de le. Zai Zh6nggu6 zich五njieji minzh丘

gもmingde yibai nian zhong, fen wもiqian bashi nian 

yu hou令rshinian li五ngge da duanluo. Zhらli五ngge 

da duanluo zhong, g令youyige jibさnde dai lishl xing・ 

zhl. de t令dian, ji zai qian bashi nian, Zh6nggu6 zl・ 

ch五njieji minzhu gもml.ngshi shuyu jiu fanchou de, 

もrzai houらrshinian, y6uyu gu6ji gu6n心izh心ngzhi

xingshl. de bianhua, dou sh丘yuxln fanch6u le .. .. 

＊ ＊ ＊ 

4 中国革命は世界革命の一部である

中国革命の歴史的特質が民主主義と社会主義の2つのステップ

に分かれ，その第 1歩がいまやすでに一般的な民主主義ではなく

て，中国的な，特殊な，新しい型の民主主義となっており，新民

主主義となっている。…

中国のブルジョア民主主義革命は， 1914年に第 1次帝国主義

世界大戦が勃発し， 1917年にロシアの 10月革命が地球の 6分の

1の地上に社会主義国家をうちたてて以来，変化が生じた。

それ以前においては，中国のブルジョア民主主義革命は旧い世

界ブルジョア民主主義革命の範疇に属するものであり，旧い世界

ブルジョア民主主義革命の一部分であった。

それ以後においては，中国のブルジョア民主主義革命は新しい

プルジョア民主主義革命の範昭に属するものにあらたまり，革命

陣営のうえからいえば，世界プロレタリア社会主義革命の一部に

属するにいたったのである。

こうした植民地・半植民地革命の第 1段階・第 1歩は，その社

会的性質にしたがえば，某本的には依然としてなおブルジョア民

155 



主主義的なものであって，その客観的要求が，基本的には依然と

してなお資本主義発展の途上における障害物を一掃することに

あるとはいえこの革命はもはや旧い，完全にプルジョアジーに

指導された，資本主義社会とブルジョア独裁の国家の樹立を目的

とする革命ではなくて，新しいプロレタリアートに指導されるか，

またはプロレタリアートが指導に参加したところの，第 1段階で

は新民主主義社会の樹立と革命諸階級が連合して独裁する国家

の樹立を目的とする革命である。この革命は，その進行過程で，

敵の情勢や同盟軍の変化によって，またいくつかの段階に分かれ

るが，その基本的な性質には変化はないのであり，社会主義革命

に達しないうちは，その基本的な性質はつねに同一なのである。

5 新民主主義の政治

こうした新民主主義共和国は，一面では，旧い形態の，欧米型

の，ブルジョア独裁の，資本主義の共和国とは区別される。これ

は旧民主主義の共和国であり，こうした共和国はすでに時代おく

れになっている。これは他の一面では，もっとも新しい形態の，

ソ連型のプロレタリア独裁の，社会主義の共和国とも区別される。

これはもっとも新しい民主主義の共和国であり，こうした共和国

はすでにソ連において興隆しているし，またさらに資本主義諸国

においてもうちたてられようとしており，疑いもなくすべての先

進国の国家構成と政権構成の支配的な形態となるであろう。だが，

こうした共和国は，一定の歴史的時期には，なお植民地・半植民

地国には適用されないのである。それゆえに，すべての革命的な

植民地・半植民地国では，一定の歴史的時期における国家形態は，

ただ 1つ，第 3の形態でしかありえない。それがすなわち，新民

主主義の共和国である。これは一定の歴史的時期の国家形態であ

り，したがって過渡的な国家形態である。とはいえ，それは他の
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ものとはとりかえることのできない必要な国家形態なのである。

11 新民主主義の文化

革命も新旧の別があり，ある歴史的時期には新しいものでも

他の歴史的時期には旧いものに変わってしまう。中国のプルジョ

ア民主主義革命における 100年間は，前の 80年と後の 20年と

の2大時期に分けられる。この 2つの時期は，それぞれ歴史的性

質をおびた特質がある。すなわち，前の 80年間は，中国のプル

ジョア民主主義革命は旧い範略のそれであったが，後の 20年間

は，国際的・国内的な政治情勢の変化によって，新しい範疇に属

するものである。…

◇日本国際問題研究所中国部会網『中国共産党史資料集』第 10巻，

1974年， 172・197頁（尾崎庄太郎訳）。

●中国革命の歴史的特質が民主主義と社会主義の2つのステップ

に分かれ⇒中国革命の歴史的特質が〔中国革命を〕民主主義と社
会主義の 2つのステップに分け

●その客観的要求が，基本的には依然としてなお資本主義発展の

途上における障害物を一掃することにあるとはいえこの革命は

⇔その客観的要求は，基本的には依然としてなお資本主義発展の

途上における障害物を一掃することである。しかしながらこの種

の革命は

●つねに⇔やはり

【中国革命史に関する「通説」】

①中華人民共和国建国直後の1951年から公刊された『毛沢東選集』に収

録された文章は，社会主義建設のための体系的理論を提供する目的で系統

的な改訂が施された。胡喬木「中国共産党の 30年」 (1951年）は『毛沢

東選集』を踏まえた半ば公式の共産党史としての位置づけを付与され，中

国革命史の「通説」となった。「通説」の骨子は以下の通りである。 (1)中
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国におけるブルジョア民主主義革命の課題は，アヘン戦争以来の「半植民

地・半封建」社会における帝国主義勢力と封建主義勢力の打倒（「反帝・

反封建」）であった。従って，中国のプルジョア民主主義革命はウエスタ

ン・インパクトを契機とする「半植民地・半封建」社会の形成とその展開・

崩壊の過程として理解しうる。 (2)この革命の具体的内容には， a対外戦争，

b農民戦争， C政治改革， cl大衆的民族運動， e革命運動（戦争）が含まれ，

五四運動以前のブルジョアジーが指導する「旧民主主義革命」時期と，以

後のプロレタリアートが指導する「新民主主義革命」時期に2分される。 (3)

1927年に国民革命が挫折したあと共産党がそれを継承・遂行し，毛沢東

による「正しい」戦略・戦術指導により 1949年の勝利がもたらされた。

革命を「裏切った」蒋介石＝国民政府は国民革命の打倒対象であった軍閥

と質的相違はなく（「新軍閥」），いかなる民族性も近代性も有していない。

この点からいえば，国民党が「新民主主義革命」の打倒対象となった時，

革命の課題は「反帝・反封建・反官僚資本」となった0 (4)中国ブルジョ

ア民主主義革命の後半部分を様成する「新民主主義革命」の成功＝中華人

民共和国の成立をさかいに，中国革命は社会主義革命段階に転化した。②

1950年代末以降の政治的急進化のなかで，農村における武装闘争の役割

を突出化させる中国革命史理解が定着するとともに，五四運動から建国ま

での「現代史」は政治史に，政治史は革命史に，革命史は共産党史にそれ

ぞれ代替され，さらに共産党史は毛沢東の「正しい路線」と彼のライバル

たちの「誤った路線」との間の「路線闘争史」に矮小化されていった。（上

原一慶編『現代中国の変革』 4-5頁）

【今日の毛沢東評価］

毛洋京同志是伸大的烏克思主又者，元戸愉級革命家、哉略家和理治家，是

近代以来中国伸大的愛国者和民族英雄。毛洋京同志在痕苦漫長的革命ツ月

中，表既出一介革命領袖高贈返嘱的政治返見，堅定不移的革倫信念，得心

応手的斗争芝木和甥収全局的領辱才能。他是凡人民群な中成長起来的イ市大

領袖，永返属子人民。毛洋糸同志的革命精神具有強大的凝衆力，他的伸大

品格具有劫人的感染ヵ，他的科学思想具有非凡的号召力つ他和他的哉友伯

所餅造的彪柄史冊的牢功侍此，力世界一切正直的人1n所尊重。他的革命実

践和光絆此蛾已経栽入史冊。他的名宇、他的思想和精神永逗鼓舞若中国共
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戸党人和各族人民，継綾推劫着中国切史的前逃。毛洋京同志作カー介佛大

的切史人物，属子中国，也属子世界。毛洋京同志永近生活在我伯中岡，我

伯要i人真学可他的科学著作，｝人中汲取智慧和力拭。中国出了介毛洋京，是

我伯党的暁傲，是我伯国家的暁傲，是中半民族的暁倣，我伯対毛洋宗同志

永返杯着深深的等敬和愛裁之情!(htqf//www.peopleclaily.com.cn→売料、

中心人物：人民領袖毛洛木，吊史坪伶c 江洋民「在毛洋ホ同志涎辰ー百周

年紀念大会上的洪活J(抜粋）1993.12.26) 

［中国文化］について

1940年 2月延安で創刊。映甘寧辺区文化協会の指導のもとに中国文化社

が編集に当たった。 3巻 15期を発行して 41年8月に停刊。毛沢東「新民

主主義論」は，『中国文化』創刊号掲載の「新民主主義的政治呉新民主主

義的文化」が最も早いテキストである。（磨蓋隆主編『中国共産党史大辞

典・新民主主義革命時期』中共中央党校出版社， 1991年， 716頁）

［解放】について

中共中央機関誌。 1937年 4月延安で創刊。週刊（のち半月刊）で， 1941

年8月に第 134期を発行して停刊。張聞天・摩承志・徐泳らがこの工作を

指導した。（磨蓋隆主編『中国共産党史大辞典・新民主主義革命時期』 524・

525頁）

［中国共産党史資料集】について

12巻。 日本国際問題研究所中国部会編。 1970~75。中共創立

前後から太平洋戦争終結までの，中共史に関係する基本的資料987篇を翻

訳，収録したもの。資料収録には原典主義に立ち，既訳のものも原典によ

って新たに訳出してあるが，資料の多くは日本で初訳である。資料は①中

共の政策・方針およびコミンテルンの対中共指示や対中国・アジア方針，

②中共の指導的人物の主要綸文・講演，③中共と関係の深い大衆的組織の

動向およびその名で発表された資料，の 3段階に分けられ，その第 1級資

料が内外から収集されている。各資料ごとに資料考証，発出時の情況，関

連資料が注記される。また各巻ごとに出典，発出日時などを明記した約

2000項目に亘る資料目録が，年代順に事項年表と関連をもたせながら併
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載される。このような質鼠ともに充実した資料目録は，世界的には唯一の

ものである。更に各巻ごとに使用文献資料一覧表と索引が付けられている。

なお最終巻には別冊が付けられ，これは資料目録補・全 12巻総目次・人

名総索引からなる。各巻の収載時期および収録資料数は次のとおりである。

1巻=1918.7・25.8,128篇； 2巻=1925.9・27.3,98篇； 3巻=1927.4-28.6,84

筒；4巻=1928.7・30.5,49篇；5巻=1930.6・32.1.90筒；6巻=1932.2・33.11,80

篇；7巻=1934.1・35.9,69篇；8巻=1935.10・37.9.98篇；9巻=1937.10・39.7,52

篇； 10巻=1939.9・41.12,87筒； 11巻=1942.1・43.12,75篇； 12巻

=1944.1・45.8,77篇。（山根幸夫編『中国史研究入門・下』山川出版社， 1983

年， 460・461頁）

璽参考：『毛沢東選集』における改訂圃

〔1952〕

送秤殖民地半殖民地革命的第一〖介段，第一歩，呈然按其社

会性屑基本上依然正是姿戸防級民主主又的，も的客覗要求，是

カ姿本主又的友展招清道路；然而送釉革命，已綬不是旧的、被姿

戸除級領与的、以建立究本主又的社会和寃戸防級寺政的国家力目

的的革命，而是新的、被元戸防級領号的、以在第一防段上建立新

民主主又的社会和建立各介革命防級朕合寺政的国家力目的的革

命。因此，送神革命又恰是力社会主又的友展担清更r大的道路。
送秤革命，在其逃行中，因力敢情和同盟平的変化，又分方若干

的防段，然而其基本性展是没有変化的。

◇ 《毛溢左迄集（第二版）》第 2惑， 1991年，第 668頁。

●書き替え：「被無産階級領導或参加領導的」 ⇒「被元戸除級領号的」
●加筆：「因此，送神革命又恰是力社会主又的笈展日清更「大的道路，」

160 



［『毛沢東選集』と毛沢東の著作】について

『毛沢東選集』(5巻。中共中央毛沢東選集出版委員会編。人民出版社， 1951

~53, 60, 77)は毛沢東の重要著作集で，第 1~4巻は新民主主義時期のもの

(1926~49) 158篇第 5巻は社会主義革命および社会主義建設期のもの

(1949~57) 70篇，合計228筒が収録される包また毛沢東がマルクス主義の活

動方法，観点などについて論じた著作を収録した『毛沢東著作選読』（毛沢東著

作選読編集委員会編， 1964)がある3 甲種本と乙種本があり，甲種本は一般幹

部向け(2冊，人民出版社），乙種本は労農大衆，青年知識人向け(1冊，中国

青年出版社）である。甲種本には『毛沢東選集』に収録されていない 2筒，乙種

本には 3篇が収載される。両種本とも著作37筒を収戟するが，重複するものは

18篇である。『毛沢東選集』の邦訳には，まず三 9巻(1955~56,61) 

がある。次に日本共産党中央委員会出版部版4巻8冊本(1962~65)で，訳出

には中国側の援助，協力を得，注は原本より多くなっている。次は中国の外文

出版社版 5巻(1968~77)で，原本第 5巻が訳出されているのはこの版だけで

ある。この版にも訳注が付けられている。『毛沢東選集』は全集でなく選集であり，

また綱集に際して，毛沢東の枚閲を受け，文章の一部だけが収録されたり，また

内容上若干の補訂が加えられたりしており，もちろん文字上の修正も行われて

いる。研究者の間から選集に収録されていない著作を目にしたい，あるいは収

録されたものも完全な形でしかも原初型態で知りたいという希望が出るのは当然

であった。この要望にできるだけ近づこうとしたのが，『毛沢東集』10巻（竹内実

監修，毛沢東文献資料研究会編,,北望社， 1970~72)である＊凡収録の範囲

は 1917~49年の毛沢東の著作を最大限に収録するため，個人署名，共同署

名のものを区別せず収録，また署名がなくとも，毛沢東の著作であるとする根拠

のあるもの，あるいは著作と推定されるものは採録する。しかしさきの『毛沢東選

集』『毛沢東著作選読』にしか収録されていないものは，踪外されている。採用テ

キストは初出あるいはそれに近いテキストを優先的に採用し，誤植・不明個所な

どは他のテキストにより訂正・補充し，採用テキストと『毛沢東選集』収録のもの

との異同は，注記するなどしてある。配列は執筆日時順（編年体）で，全巻で

429筒に達する。本書は『毛沢東選集』を利用する際には，必ず参照すべき資

料である。なお『毛沢東選集』所収の諸論文を，その初出形態に立ち返って研

究，特に毛沢東の階級区分論にひきつけて研究し，毛沢東理諭の史的変遷を

理論化しようとした労作，今堀誠二『毛沢東研究序説』（勁草薯房， 1966)があ
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ることを付記したい（山根幸夫編『中国史研究入門』下，山川出版社， 1983年，

469・471頁）。

* 1991年，第 1~4巻の第二版が出版された。また第5巻は，現在，公式には

認知されていない。なお中共中央文献研究室編『建国以来毛沢東文稿』

(13冊，中央文献出版社， 1987~1998年）は， 1949年以来の毛沢東の手

稿・談話，毛沢東の名義で出された文書，論文，指示を収録する。

**1983 年に『毛沢東集•第二版』10 巻が， 1983~1985 年に『毛沢東集補巻』

10巻が薙斎社から出版された。
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1938 

1屠 日中全面戦争と対日抗戦

1937年8月に国防最高会議を設置するとともに国民政府

軍事委員会を最高統帥部とすることを決定して戦時体制を

構築した国民政府は，南京陥落前夜，国民政府の重炭移転を

して対日抗戦の堅持を表明した。 9月の第2次国共合作

の成立により中国全土は空前の抗日プームに沸きたった。

1938年3月に武漢で開催された国民党臨時全国代表大会が

採択した「抗戦建国綱領」は， 7月に創設された国民参政会

において全面戦争下における中華民国の基本方針を示す文

献として認知された。こうして中国社会の広範な勢力を結集

して日本の中国侵略に対する抗戦を堅持するという中国政

治の枠組が確立した。

1938年 10月の武漠・広州陥落の後，戦線は膠着状態と

なり，国民政府は沿海地域を喪失し内陸部に依拠して抗戦を

堅持することとなった。翌年 1月，重慶で開催された国民

党 5期 5中全会は，国防最高委員会を設置して軍令・政令

を中央に統一するとともに党・政・軍に対する蒋介石の支配

を強化した。同時に，国民党は，日本軍占領地区における共

産党の活動および国民政府統治地区における国民党以外の

政治団体とその活動に対する統制強化を決定した。国民政府

は，地方勢力の政治的・経済的基盤を奪取することによって

西南地区における政治統合を実現していったが，この時期以

降のアメリカによる中国支援は，ヨーロッパの危機に起因す

るイギリス帝国の防衛を目的としたものであった。
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ヨーロッパ戦争・独ソ戦からアジア太平洋戦争にいたる過

程において，国際的反ファシズム陣営が徐々に明確化してい

った。 1941年 12月，中国は日・独・伊 3国に対して宣戦

を布告するとともに，「連合国共同宣言」に調印した。翌年

1月，蒋介石は連合軍の中国戦区最高司令官に就任した。

1943年 1月，国民政府は，こうした国際環境を背景として

不平等条約の撤廃に成功した。ヨーロッパ戦線が最終局面を

迎えた 1945年 2月，ヤルタで開催された米・英・ソの首脳

会談において，ソ連の対日参戦とともに，外モンゴルの現状

維持と日露戦争でロシアが失った権益の回復が確認された。

この中国の主権にかかわる 2項目に関して中ソ交渉がもた

れ， 8月 14日，これらを確認する「中ソ友好同盟条約」が

締結された。このことは国民政府が中国を代表する政府で

あることをソ連が承認したことを示すものであった。抗日戦

争の勝利により，国民政府は東北と台湾の主権を回復すると

ともに，創設された国際連合安全保障理事会の五常任理事国

の一角を占めることとなった。こうしてアヘン戦争以来の民

族課題は基本的に達成された。（上原一座編『現代中国の変

革』 15・16頁）

中國國民黛領導全國，従事於抗戦建國

之大業，欲求抗戦必勝，建國必成，固有頼

於本黛同志之努力，尤其全國人民，戦力同

心，共同撓負，因此本黛有請求全國人民，

捐棄成見，破除吟域，集中意志，統一行動
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之必要，特於臨時全國代表大會製定外交、

軍事、政治、経清、民衆、教育各綱領，議

決公怖，使全國力量，得以集中園結，而資

現憩動員之放能，綱領如左：

甲、総則

(-)確定三民主義竪縄理遺教烏一般

抗戦行動及建國之最高準縄。

（二）全國抗戦力量，應在本鸞及蒋委

員長領導之下，集中全力，奮励邁進。

乙、外交

（三）本獨立自主之精神，聯合世界上

同情於我之國家及民族，鳥世界之和平輿正

義共同奮門。

（五）聯合一切反対日本帝國主義侵略

之勢力，制止日本侵略，樹立並保障東亜之

永久和平。

（七）否認及取消日本在中國領土内以

武力造成之一切偽政治組織，及其針内針外

之行烏。
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丙、軍事

（八）加緊軍隊之政治訓練，使全國官

兵明瞭抗戦建國之意義，一致烏國放命。

（九）訓練全國牡丁，充資民衆武力，

補充抗戦部隊，針於華僑回國放力橿場者，

則按照其技能，施以特殊訓練，使之保衛祖

鳳

(-t-)指導及援助各地武装人民，在各

戦匝司令長官指揮之下，輿正式軍隊，配合

作戦，以充分螢揮保衛郷土拌禦外侮之放能，

並在敵人後方，螢動普遍的滸撃戦，以破壌

及牽制敵人之兵力。

丁、政治

（十二）組織國民参政機闊，園結全國

力量，集中全國之思慮輿識見，以利國策之

決定輿推行。

（十三）責行以縣烏皐位，改善並健全

民衆之自衛組織，施以訓練，加強其能力，

並加速完成地方自治條件，以輩固抗戦中之
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政治的社會的基礎，並烏憲法資施之準備。

戊、経澤

（十七）経清建設應以軍事烏中心，同

時注意改善人民生活，本此目的，以資行計

劃経滑，奨働海内外人民投資，攘大戦時生

産。

己、民衆運動

（二十五）登動全國民衆，組織農工商

學各職業困骰，改善而充資之，使有錢者出

錢，有力者出力，鳥争取民族生存之抗戦而

動員。

（二十六）在抗戦期間，於不違反三民

主義最高原則及法令総園内，封於言論出版

集會結社，嘗輿合法之充分保障。

（二十八）加強民衆之國家意識，使能

輔助政府粛清反動，針於漠奸巌行懲辮，並

依法没牧其財産。

◇ 《中図図民笈臨時全図代表大會府議通過之「中図図民党抗戦建図網

領」（民図二十七年四月一日）》（《中華民図重要史料初編一対日抗戦時

期》第四編戦時建設ー） 3 

• 《中半民国史史料長編》（《中半民国史桔案文献光盆犀》 G29),
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la i【東負】頼る。頼りにする。 q仰 vang~/頼る。 q拭胎的成功，有

～千各方面的支持／実験の成功には各方面からの支持によると

ころが大きい。

lu l i tong xTn【裁力同心】〈成〉一致協力する。一心同体となって努

力する。 q我釘一定要～，争取：hengqu早日把迭項任各完成／わ

れわれはぜひとも一致協力して，この任務を 1日も早く達成する

ように努めなければならない。

qingqiu【清求】頼む。願う。申請する。.., . 清よりも硬い表現。 q

～上級批准我休一介星期恨 iia/上役に 1週間の休暇を許可し

てくれるよう願い出る。

juan【捐】捨てる。なげうつ。 ii~奔 qi/投げ捨てる。

chengj ian【成見】先入観。先入主。 q固扶guzhi~/先入観に固執す

る。 q消除Xiaochu~ /先入観を除く。

po/Jehu【破除】（これまで尊重・信仰されてきた好ましくない事柄を）

打ち破る，除き去る，捨てる。 il~旧思想的束縛 shufu /古い考

え方の束縛を破る。

zhenvu【診域】〈書〉境。境界。 q不分～／分け隔てをしない。

託yi【得以】(...によって）…することができる。 q必須放手友劫群炊，

辻群炊的意見～充分 chongfen友表出来／思い切って大衆を動

員し，大衆の意見が十分に発表されるようにしなければならない。

j i 【聟】 (1) 〈書〉および。•••と。 (2) 〈書〉…まで。•••に至って。 ,i~ 今／今ま

で。

〔魚恩理遺教〕 1925年 3月 11日に孫文が同志に託した「遺嘱」。「余，国

民革命に力を致すこと四十年，その目的は中国の自由平等を求め

るにあり。…現在，革命はなおいまだ成功せず。すべての我が同

志たちは，余の著したる"建国方略”“建国大網”“三民主義”と

“第一次全国代表大会宣言＇に依って引き続き努力し，その貰徹

を求めねばならない。…」

zhunsheng【准縄】〈書〉 (1)水平と直線を測定する器具。 (2) 〈喩〉規

則。よりどころ。基準。 q毎今同学都要以《学生守則》力～，
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戸格 yange要求自己／学生はだれもがみな「学生心得」をより

どころにして自己を厳しく律しなければいけない。

ben【本】基づく。 q送介紛争fenzheng必須～着友好精神加以解決／こ

の紛争は友好の精神に基づいて解決しなければならない。

mingliao 【明了】はっきり分かっている。はっきり知っている0~~

対方的心思／相手の考えをよく知っている。

xiaoming 【妓命】〈書〉命を捧げる。命がけで尽くす。~~弧物 j i ang・ 

直 ng/戦場に出て命がけで戦う。

: huangdTng [壮丁】（旧〉壮丁。▼兵役適齢期の男性をさすことが多い。

xiao//li【妓力】（＝放芳 lao)力を尽く土骨を折る。奉仕する。

q力国家～／国家のために力を尽くす。

ha n (捧】守る。防衛する。可～御 vu/防御する。

wa iwu 【外海】外国の侮り。外国の侵略と圧迫C~ 抵御 div1i~/外国

の侵略と圧迫に立ち向かう。

qianzhi【牽制】牽制（する入引きつけておく。▽主に軍事面につい

ていう。 q他釘巧妙 qiiiomiao地～対方、不t合対方留一点余地／

彼らは巧みに相手を牽制し，少しもゆとりを与えない；

sh iii an【i只見】〈書〉識見。見識。

vu 【与】与える。やる。渡す。~~人方便／人に便宜をはかる。

〔之〕用法眼＇的相当。（『新華字典』）

chengban【態力】 （犯罪者に）罰を加える。 る'~~一切索国賊maiguo:e1

／あらゆる売国奴を処罰する。

＊ ＊ ＊ 

Zhonggu6 Gu6mind五ngllngdao quangu6, c6ngshi yu 

kangzhan jiangu6 zhi day令， yuqiukangzhan bi shもng,

jiangu6 bi chもng,gu yるulai yu ben dang t6ngzhi zhi 

n丘1L y6uqi quangu6 rもnmin, lu 1i tong xin, gongt6ng 
danfu, yinci bさnd五ngyou qlngqiu quangu6 rもnmin,

juanqi chもngjian,pochu zhenyu, jizhong yizhL tもng・
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yi xingdong zhi bl.yao, t令yulinshi quanguo daibi五o

dahui zhl.dl.ng waijiao、jOnshl.、zhらngzhl.、jingjl.、

minzhong、jiaoy心g令gangling,yl.juもgongbu,sh'i'. quan・ 

gu6 ll. l iang, dもyljizhong tuanjiも，もrshixian zong・ 

dongyuan zhi xiaonもng, gangling ru zuo: 

J這： Zongzも

1. QuらdingSanmin Zhuyl. jl. Zongll Yijiao wもiyl.ban 

kangzhan xingdong ji jiangu6 zhi zul.gao zh社nshもng.

2. Quanguo kangzhan ll.liang, ying zai bもndang ji 

Ji五ngwさiyuanzh五ngl'i'.ngd五ozhixia, jizhong quanll., 

註nll.maijl.n. 

買：罷ijiao

3. Bもndull. zl.zh丘zhijingshもn, lianhもshl.jiも

sh社ngt6ngqing yu WO zhi gu6jia ji minzu, wらishl.jie 

zhi hもpingy丘zhらngyl.gongtong fもndou.

5.Lianhもyiqiもf五ndul.Rl.ben dl.gu6 zh丘yl.qinlliら

zhi shl.li, zhizhi Ribさnqinlliら， shulibl.ng baozhang 

Dongya zhi yもngji丘hもping.

7. Fourもnji quxiao Ribさnzai Zhongguo llngtu nもi

y'i'. 的 lizaochもngzhi yiqiもwさizhもngzhizuzhi, j i qi 

duin令iduiwai zhi xingwもi.

B'i'.ng: JOnshl. 
8. Jiajin jundui zhi zhらngzhl.xunlian, shi quan・ 

gu6 guanbing mingliao kangzhan jiangu6 zhi yl.yi, 

yizhl. wさiguo xiaoml.ng. 

9. Xunlian quangu6 zhuangding, chongshi minzhong 

畔li,b訳chongkangzhan budui, dul.yu huaqiao hui gu6 

xiaoll. jiangchang zhさ， zもanzhaoqi jl.nもng, shi yl 

t令shOxunlian, shl zhi baowもizuguo. 

10. Zh'i'.d缶oji yuanzhu gらdi直izhuangrもnmin,zai 

g令zhanqOsiling zh五ngguanzhlhui zhixia, yu zhもng・
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shi jundui, pもihもzuozhan,yi chongfらnfahui b五OWもi

xiangtu hanyu wai畔 zhlxiaonもng,bing zai dirもnhou・ 

fang, fa.dong pubian de y6ujizhan, yi pohuai ji 

qianzhi dirもnzhl bingli. 

Ding: Zhらngzhi

12. Zuzhl guomin canzhらngjlguan, tuanjiもquanguo

liliang, jizhiSng qu白ngu6zhl sllti yu shijian, yi li 

gu6cもzhljuもdingyu tulxing. 

13. Shixing yi xian wもidanw令i,gaishan bing ji社n・

quan minzhong zhl ziwもiz丘zhL shl yi xunl ian, 

jiaqiang qi nもngli,bing jiasu wanchもngdifang zizhi 

tiaojian, yi gongg心K社ngzh注nzhong zhi zhらngzhide 

sh令huide jichu, bing wもixianf五shishizhi zh丘nb心i.

闘： Jlngji 

17. Jlngji jianshe ying yi junshi wもizhongxin, 

tongshi zhuyi g五ish合nrもnminshenghu6, bもnci mudL 

yi shixing jihua jingji, jiangli h近i・neiwairもnmin

touzl, kuoda zhanshi shengch五n.

Ji: Minzhong y心ndong

25. Fa.dong qu白nguominzhong, zuzhl nong・gong・ 

shang・xuもgもzhiyもtuanti,gaishanもrchongshi zhi, 

shi you qian zhもchuqi全n, you li zhe chu 1 i, wらi

zhengq丘minzushengcun zhl k店ngzh社nもrdongyuan. 

26. Zai k社ngzhanqljian, yu bu wもifanSanmin Zhuyi 

zuigao yuanzも jif五lingf赴nwもinもi, duiyu yanlun 

chub五njihui jiもshら， dangy丘hもf五zhlchiSngfらnb五o・

zhang. 

28. Jiaqiang minzhong zhl gu6jia yishi, shi nもng

fuzhu zhもngf且suqingf五ndong,duiyu hanjian y且nxing 

chもngban, bing ylf五moshouqi caich五n.
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＊ ＊ ＊ 

中国国民党は全国が抗戦建国の大業に従事するのを指導して

いる。抗戦がかならず勝利し，建国がかならず成功するよう求め

るには，もとよりわが党同志の努力に頼らなければならないし，

とりわけ全国人民が一致協力し，共同してその責務を担うことが

必要である。それゆえに，わが党は，全国人民が偏見を棄て，派

閥を打破し，意思を集中して，行動を統一するよう要請する必要

があり，とくにわが党の随時全国代表大会において，外交・軍事・

政治・経済・民衆〔運動〕・教育の各綱領を議決し，公布するこ

とによって，全国の力を集中・団結できるようにし，総動員の効

果を発揮せんとするものである。その綱領は次のとおりである。

甲総則

(1) 三民主義および総理の遺訓をもって，一般的抗戦行動およ

び建国の最高基準として確定する。

(2)全国の抗戦諸勢力は，わが党と蒋委員長の指海の下に，全

力を集中し，奮励邁進すべきである。

乙外交

(3)独立自主の精神にもとづき，世界でわが国に同情する国家

および民族と連合し，世界の平和と正義のために，ともに癒闘す

る。

(5) 日本帝国主義の侵略に反対する全勢力を連合させ， 日本の

侵略を阻止し，東亜の恒久平和を確立し，保障する。

(7) 日本が中国領土内で武力によってつくりあげたすべての愧

儡的政治組織とその内外に対する行為はこれを認めず，これを破

棄する。

丙軍事
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(8) 軍隊の政治訓練を強化して，全国の将兵に抗戦建国の意義

をはっきりと理解させ，一致して国のために身命を捧げさせる。

(9) 全国の壮丁を訓練し，民衆の武力を充実させ，抗戦部隊を

補充する。華僑で，帰国して戦場で活動するものに対しては，そ

の技能に応じて，特殊の訓練を施し，祖国防衝にあたらせるC

(10)各地の武装人民を指導ならびに援助して，各戦区司令長官

の指揮下で，正規軍と呼応して戦わせ，郷土防衝・外侮撃退の効

果を十分に発揮させ，また敵後方において広範な遊撃戦を起こさ

せ，それによって敵の兵力を破壊ならびに牽制させる。

丁政治

(12)国民参政機関を組織して，全国の諸勢力を結集し，全国の

思慮と識見を集中し，それにより国策の決定と推進を容易ならし

める。

(13)県を単位とした民衆自衝組識の改善ならびに健全化を実行

し，これに訓練を施し，その能力を強化させるとともに，地方自

治の条件を早急にととのえることによって，抗戦中の政治的・社

会的基礎を固め，これを憲法実施の準備とする。

戊経済

(17)経済建設は軍事を中心とし，同時に民衆生活の改善に注意

する。この目的にしたがって計画経済を実行し，内外人民の投資

を奨励し，戦時生産を拡大する。

己民衆運動

(25)全国民衆を動員し，股民・労働者・商人・学生の各職業団

体を組織し，またその改善と充実をはかり，金があるものには金

を出させ，力があるものには力を出させて，民族の生存をかちと

る抗戦のために動員する。

(26)抗戦期間中は，三民主義の最高原則および法令に違反しな
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い範囲内で，言論亀出版璽集会・結社について，合法的な範囲に

おいて十分な保障を与える。

(28)民衆の国家意識を強化して，反動を粛清する政府に協力し

得るようにさせる。漢奸については厳しく処罰するとともに，法

によってその財産を没収する。

◇日本国際問題研究所中国部会編『中国共産党史資料集』第 9巻，勁草書

房， 1974年， 131・134頁（竹島金吾訳）。

●抗戦期間中は，三民主義の最高原則および法令に違反しない範

囲内で，言論・出版・集会・結社について，合法的な範囲におい

て十分な保障を与える。⇔抗戦期間中，三民主義の最高原則およ

び法令に違反しない範囲内において，言論・出版・集会・結社に

対しては，合法的なものには十分な保障を与える。

♦民衆の国家意識を強化して，反動を粛清する政府に協力し得る

ようにさせる。 ⇒民衆の国家意識を強化し，政府が反動を粛清す
ることを助けることができるようにする。

●漢奸については⇒漢奸に対しては
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1935 

祖 抗日民族統一戦線の提起

南方根拠地の放棄を余儀なくされた共産党＝紅軍は，北方

にわずかに残されたソヴェト区に結集した（長征）。 1935

年8月にコミンテルンの中国代表団が提起した新政策は，共

産党の革命運動の決定的転機となった。すなわち，「抗日救

国のために全同胞に告げる書」（八ー宣言）ば日本の中国

侵略に対抗して中華民族社会を防衛するためにすべての政

治勢力が結集することを要求した。共産党は，この方針にも

とづいて活発な統一戦線工作を展開し， 1936年なかばには，

映西省北部で「囲剃」作戦にあたっていた東北軍（張学良）．

西北軍（楊虎城）との「三位一体」的関係の樹立と「抗日救

国」をめざす諸勢力の全国的ネットワークの形成に成功した。

8月に提出された「民主共和国」構想は，普通選挙による

国議会の招集というかたちで中国政治の民主的変革の問題

を提起した。西安事変の平和解決のあと， (1)地主に対する

土地没収政策を停止しうる， (2)ソヴェト政府を中華民国特

区政府に紅軍を国民革命軍に改称しうるという共産党の提

案を受けて，国民党は，共産党間題の軍事的解決方針を放棄

した。 37年 5月に延安で開催された共産党ソヴェト区代表

大会において，共産党の抗日民族統一戦線理論は，「抗日」

と「民主」の結合，抗日民族統一戦線理論と中国革命理論の

結合という内実を有したものとして確立した。第 2次国共

合作の発足によって，共産党はソヴェト権力を国民政府下の

地方政府に転換させ，中国政治における自らの存在を制度的
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に保障することに成功した。その際，国家権力に対する相対

的自立性を確保したことによって，共産党は，体制内批判を

媒介とする国家権力の掌握にむけての政治的回路を有する

ようになった。

1938年，「持久戦を論ず」によって日本軍占領地区での

抗日根拠地の開拓が抗日戦争の勝利と共産党の党勢の拡大

をもたらすという政治的展望を獲得した毛沢東は，「新段階

論」において，国民党との「長期合作と合作建国」とともに

共産党の活動の拠点を前線と敵後に置くことを主張した。

1940年，抗日根拠地は人口約 1億を擁するまでに発展した。

（上原一鹿編『現代中国の変革』 20・22頁）

近年来，我国家、我民族已赴在千約一

炭的生死美失。抗日則生，不抗日則死，抗

日救国， 已成力毎令同胞的神蚤天取！・・・

到現在：我同胞抗日救国事止之所以迩

未得到庭有肱利的原因，一方面是由子日寇

蒋賊的内外央攻，月方面是由子各神抗日反

蒋勢力互相之岡，存在有各神隔周和誤会，

以致未能団結一致。

因此，当今我亡国天神大禍迫在眉睫之

吋，共戸党和芥維埃政府再一次向全体同胞

呼呼：元袷各党泳岡在辻去和現在有任何政
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見和利害的不同，元恰各界同胞同有任何意

見上或利益上的差昇，元袷各写仄岡辻去

和現在有任何故吋行劫，大家都底当有“兄

弟閾培外御其侮"的真誠覚悟，首先大家都

亙当停止内哉，以便集中一切国力（人力、

物力、財力、武力等）去力抗日救国的神蚤

事止而奇斗。芥維埃政府和共戸党特再一次

那重宣言：只要国民党写仄停止近攻芥区行

劫，只要任何部仄実行吋日抗哉，不管辻去

和現在他釘与紅写之岡有任何旧仇宿怨，不

管他釘与クェ写之同在ヌ寸内）可題上有任何分岐，

紅写不佼立刻吋之停止故吋行力，而且應意

与之奈密携手共同救国。此外，泳維埃政府

和共戸党現在更近一歩地忍切号召：

一切不應当亡国奴的同胞釘！

一切有愛国天良的軍官和士兵兄弟釘！

一切應意参加抗日救国神蚤事止的党派

和団体的同志釘！

国民党和藍衣社中一切有民族意祝的熱

177 



血青年釘！

一切美心祖国的係胞釘！

中国境内一切被圧迫民族（蒙、回、卓市、

誠、苗、芸〔瑶〕＊、黎、番等）的兄弟釘！

大家起来！沖破日寇蒋賊的万重圧迫，

勇敢地：

与芥維埃政府和糸北各地抗日政府一起

紐鋲全中国統一的国防政府；与紅写和京北

人民革命写及各神反日又勇写ー袂紐鋲全中

国統一的抗日朕写。…

力的使国防政府真能担当起国防重任，

力的使抗日朕写真能担奥起抗日重壼，共戸

党和芥維埃政府号召全体同胞：有銭的出銭，

有拾的出稔，有根的出根，有力的出力，有

考）、］技能的供献考）、］技能，以便我全体同胞

忌劫贋，井用一切新＼日式武器，武装起千百

万民な来。共戸党和芥維埃政府墜決相信：

如果我釘四万万同胞有統一的国防政府作領

号，有統一的抗日朕写作先鋒，有千百万武
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装民な作哉各，有元数万京方的和全世界的

元戸除級和民な作声援，一定能哉肱内受人

民反抗和外受列強故視的日本帝国主丈！

＊「根据中央梢案原鉛印件刊印」を収録。 ft昔字改正用［：（瑞粗悦明）」。

◇ 《中国芥維埃政府、中国共戸党中央力抗日救国告全体同胞令（八ー宣

言）》（《中共中央文件迄集》第10冊）。

● 《中共中央綜合性文集》（《中国革命史桔案文献光盆底》 A・1)' 《中共

中央文件迄集》 (A-3)。

● 《中国共戸党文献奇料犀》。

yT fa qian jun【一友千鉤］〈成〉危機一髪。▼ ・千絢ー舟どともいう。

q在送～的吋刻／この危機一髪のときに当たって。

guiintou【芙決】瀬戸際。最も大切な時機。 q生死～／死ぬか生きるか
の瀬戸際。

jiagong【央攻】挟撃する。はさみ打ちにする。 門内外～／内と外から

挟撃する。

gehe 【隔叫わだかまり。隔たり。疎隔。みぞ。 ~i肖除～／わだかま

りを解く。

vi: h 1 [以致】〔接続詞〕（最後には）•••の結果になる,T先行の文で述

べる情況が好ましくない結果を引き起こす場合に用いることが

多い。 q有些人看同題的方法不対，～迷失 mish 1了自己的方向／

一部の人は問題に対する見方がまちがっているために，自分の進

路までも見失う結果になっ

恥 ii i e【眉睫】〈魯〉眉毛とまつ毛。目睫［もくしょう］。 可迫 po在～

／目前に差し迫っている。

Suwei'iii【赤推埃】ソビエト。ソ連の中央および地方の各級の国家権

力機関。▼中国では第2次国内革命戦争（第 1次国共内戦）期に

革命根拠地政権組織をソビエトと称した。

証vu【呼呼】呼びかける。アピールする。 ,J~疲止 fei :hi核武器／
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核兵器の廃絶を呼びかける。

wulun【元光】〔接続詞〕（＝不詑）…を問わず。…にかかわらず。…で

も。…にしても。『語法』疑問代詞や選択内容を表す並列成分を

含んだ文に用い，条件のいかんを問わず，結果や結論は同じだと

いうことを示す。“都，也”などと呼応する。

xiong di xi qiang【兄弟閲堵】〈成〉内部の争い。内輪げんか。兄弟［け

いてい］塙［かき］にせめぐ。『語源』もとは『詩経』の中の“兄弟閾

千堵，外御吋其侮咄”（兄弟は内輪げんかをするけれども，よ

そから攻めてこられたときは共同して当たる）という言葉から。

vibian【以便】〔接続詞〕…するために。…するように。▽後の文の冒

頭に用い，それ以下で述べる目的が容易に実現できるようにとい

うことを表す。 ,r i位先把材料准各好，～大家汗会研究／みんなで

会を持って検討できるように，君はまず資料を整えなさい。

zh i註o【只要】〔接続詞〕（必要条件を表す）…さえすれば。...さえあ

れば。

buguan【不管】〔接続詞〕…をしようと。…であろうと。 T"多 (0..).

恙公淮．什公"などと併用し，後の文の“忌都．也”などと

呼応させる。いかなる条件でも結論にかわりがないことを表す。

ch6u【仇（維）】恨み。遺恨。 舟有冤yuan扱寃，有～振～／冤罪のある

ものは冤罪をそそぎ，遺恨のあるものは造恨を晴らす。

suvuan【宿怨】〈書〉宿怨［しゅくえん］。年来の恨み。前々からの恨み。

ti an l i ang【天良】（生まれつきの）良心。門喪尽註ngjin~/良心を

すっかり失う。

〔藍衣社〕蒋介石独裁を擁護する国民党軍人の国家主義的組織の呼称。

1932年 3月，黄哺軍官学校出身軍人を中心に三民主義力行社が

南京で成立し，蒋介石が社長，賀衷寒，劉健群などが幹事となり，

各省市・軍隊に秘密組織を設け，さらに外郭団体として革命青年

同志会，中華復興社などを組織した。その目的は，蒋介石を唯一

の領袖として全党・全国が団結し，民族復興を実現することであ

り，反共擁蒋の国家主義的主張の宣伝，反蒋諸党派の監視，日本

180 



軍の対華北工作妨害，対日諜報などの活動を行ない，党の擁蒋派

閥CC系とは対立した。“藍衣社"は，力行社を中核とするこれら

の擁蒋軍人組織のファシスト的性格を批判する呼称であり，正式

名称ではない。抗日戦争開始後の 1938年，力行社，復興社は解

散したが，そのメンバ-;--{、ま三民主義青年団の掌握に努め，また戴

笠の握る特務部門は”軍統”として肥大化した。（『岩波現代中国

事典』）

〔番〕えびす。未開の蕃族の称。四川・甘粛・雲南・貰州等に住む種族

など。転じて，外域から輸入した物に冠する語。（諸橋轍次『大

漢和辞典・修訂版』）

〔東北人民革命軍〕 1931年九一八事変后，中国共芦党号召人民武装抗

日，京北各地紛紛組銀抗口武装。其中接受中国共戸党領号的部分

抗日又勇写，在床北人民支持下瑕苦斗争， 1伏伍日益壮大 0 1933 

中共和）ii省委同各神反日部臥建立統一哉絞，成立了京北人

民革命宰、抗日同盟宰、反日朕合平等。 1936年2月統一改編カ

宗北抗日朕平，組成十一↑平。同年6月，又将抗日朕写第一、第

二写蛾力第一路写，栃靖宇任忌指拝兼政委。1937年11月将第四、

第五、第七、第八、第十平蝙力第二路平，周保中任恙指拝兼政委。

1939年 5月，将第三、第六、第九、第十一写蝙力第三路平，李

兆麟任恙指箆渇仲云任政委。在扱其困唯的条件下始終竪持斗

争，直至抗口哉争腔利'(『辞海・歴史分冊（中国現代史）』，「東

北抗日聯軍」の項目）

yもu【有】兼語文を作る。“有”の後の名詞が後の動詞の主語となる。

可屋里～人悦活／部屋の中でだれかの声がする。

＊
 
＊ ＊ 

Jinnianlai WO gu6jia wもminzuyi ch丘zaiqian jOn 

yi fa de shengsi guant6u. Kang・Ri zもsheng,bu kang・Ri 

zもSl,Kang・Ri jiugu6, yi chもngwもimei ge tongbao de 
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shもnshらngtianzhi! … 
Dao xianzai: WO t6ngbao kang・Ri ji心gu6shiyらzhl

suoy1 hai wもidもdaoylng you shらngll.de yuanyln, yl. 

fangmian shl. y6uyu Ri・kou Ji五ng・zもidenらiwaijiagong, 

ling f angmian shi y6uyu g令 zhongkang・Rl. f五n・Jiang

shill. huxiang zhljian, cunzai yもugもzhもnggもhもhも

畔hul., y1zhl. wさinもngtuanjiもyizhi.

Ylnd, dangjln wo wanggu6 miもzhongdahuo po zai 

mもijiもzhlshi, Gongch近ndanghもSowもi'aiZhもngf丘zai

yici xiang quantl t6ngbao hOyu: 1珀lungらd如ngpaijian 

zai guoqu hもxianzaiyou renhもzhもngjianhもll.haide 

but6ng, ¥珀lungらjiもt6ngbaoj ian you rもnhもyiji由n

sh合nghuo ll.yl. shang de chayl., 1vulun gもjOnduijian 

guoq心hもxianzaiyるurらnhもdidulxingdong, dajia dou 

ylngdang you "xiongdl. xl. qiang waiyu qi戒"de zhen・ 

chもngjuもwu, shouxian dajia dou ylngdang tingzhi 

nらizhan, yfoian jizhong yiqiらgu6li(rもnli、¥¥'Ull.、

caill.、1vulidさng)qu wらikang・Ri jiugu6 de shもnshらng

shiyらもrfらndou.Sowもi'aiZhさngf丘heGongchand五ngtも

zai yicl. zhらngzhongxuanyan: zh1 yao Gu6mind五ngjOn・ 

dui tingzhi jingi5ng SOqO xingdong, zhiyao rもnhも

budui shixing dul. ・Ri kangzh合n,b心gu五nguoqu hもxian・

zai tamen yu H6ngj0n zhljian you rもnhも jiuch6u 

suyuan, bugu近ntamen yu H6ngj0n zhljian zai duinらi

wもntishang you rらnhもfenqi, H6ngj0n b心jfoll.kらdui

zhl tingzh1 didui xingwもi,もrqiさyuanyiy丘zhlqlnmi 

xiもshougongt6ng ji心gu6.Ciwai, Sowもi'aiZhらngf丘hも

gongchand五ngxianzai g令ngjl.n yi bu de kenqiらhao・

zhao: 

Yiqiらbuyuan dang wanggu6nu de t6ngbaomen ! 
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Yiqiもyouaigu6 tianliang de junguan hもshiblng
xiongdimen ! 

Yiqiもyuanylcanjia kang・Ri jiugu6 shもnshらngshi・
yらded五ngpaihもtuantide t6ngzhlmen ! 

Gu6mindang hも Lanylshらzhongyiqiも youminzu 
yishi de rらXUらqingnianmen! 

Yiqiもguanxlnz丘gu6de qiaobaomen ! 
Zh6nggu6 j ingn令iyiqiらbeiyapo minzu (Mもng、Hui、

Han、Zang、Miao、Yao、Li、Fandさng)de xiongdimen ! 
Dajia qilai ! Chongpo Rl・kou Ji五ng・zもide wan 
ch6ng yapo, yongg五nde: 

Yu Sowもi'aiZhらngf丘 hもDongbさigも dlkang・Ri 

zhらngf丘yiq'izuzhl quan Zh6nggu6 tongyi de gu6fang 
zhらngf丘； yu H6ngj0n hもDongbもiRもnminGもmingjOnji 
gもzhongf五n・Rlylyongjun yikuai zuzhi quan Zh6nggu6 
tongyl de kang・Rl 1 ianjun. … 
wもideshi gu6fang zhらngf心zhennもngdandang q'i 
gu6f ang zhongrもn,wさidesh'i kang・Rl 1 ianjun zhen nもng
danf心q'ikang・Rl zhongzも， Gongch近nd五nghもsowもi'ai
Zhもngfuhaozhao quanti tongbao: you qian de chu qian, 
you qiang de chO qiang, you liang de chO liang, you 
ll de chO l l, you zhuanmもnjlnもngde gongxi社nzhuan・ 

mもnjlnもng,yibian WO quant'i t6ngbao zongdongyuan, 
bing yong yiqiもxln・jiushl1珀ql,¥珀zhuangq'i qianbai・
wan minzhong lai. Gongch近nd近nghもSowもi'aiZhらngf丘
jianjuもxiangxln:ruguo women si wanwan t6ngbao you 
tongyl de gu6f全ngzhもngf丘zuolfogd五o,you tongyi de 

kang・Ri lianjun zuo xianf eng, you qianbai wan w廿・
zhuang minzhong zuo zhanbらi, you叩 shuwandongfang 

de hもquanshijiもde四ch近njieji hもminzhongzuo 
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shengyuan, yiding nもngzhanshらngnもishou rもnmin

fankang hもwaishouliらqiangdishi de Ribさndigu6 

zh恥yi! 

＊ ＊ ＊ 

近年来①わが民族は既に②生死の関頭に立つてゐる，抗日なら

ば生き不抗日ならば死し，抗日救国は既に各同胞の神聖なる天職

となってゐる，．．．

現在において，わが民族の救国抗日事業がまさに得べき勝利を

未だ獲得せざる原因は， 1つには日寇と蒋賊の内外からの央攻，

1つには各種抗日反蒋勢力間の隔離と誤解に基く不一致，不団結

のためである，ここにおいて中国ソヴィエト政府と共産党は抗日

共同戦線を結成すべき必要が目捷の間に迫つてゐることを強調

し再び全国同胞に対して呼びかける次第である・・・

各党派が過去において，また現在において，政見並に利害が不

同であるにせよ，③各軍隊が過去および現在において敵対行動を

執つてゐるにせよ，均しくすべての人は「兄弟謄に閲げども外の

侮りを防ぐ」といふ奨の自覚が必要である，先づ一切の内戦を停

止し，対立を超越して凡ゆる国力（人力，物力，財力，武力等）

を集中し以て抗日救国の神聖なる事業のために戦はねばならぬ，

中国ソヴィエト政府と共産党はもう一度④宣言する…

国民党の軍隊はソヴィエト区域攻撃の行動を即時停止し何れの

部隊も対日戦争準備を遂行せねばならぬ，紅軍は過去と現在彼等

と紅軍の間に介在せる如何なる旧仇宿怨にもこだわらず，且つ彼

等と紅軍の間に介在する内政問題上の凡ゆる紛争にもこだわる

ことなく直ちにこれらの対立を克服し，彼等と親密なる提携の下

に共同救国を希望するものである。

中国ソヴィエト政府と共産党は更に一歩を進めて懇切なる呼
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びかけをなすであらう。

一切の亡国奴たることを願はざる同胞たちよ。

一切の愛国的良心的な軍官，士兵たちょ，兄弟たちょ。

一切の抗日救国の神聖事業への参加を希望する諸党派並に各

団体の同志たちょ。

一切の国民党，藍衣社内の民族意識ある熱血な青年たちょ。

一切の祖国に関心を待つ同胞たちよ。

一切の中国国内被圧迫民族（漠，韓，蒙，蔵，揺，苗，果，黎，

番等）の兄弟たちょ。

ともに起ち上つて，日寇および蒋賊の⑤圧迫を勇敢に突き破り，

中国ソヴィエト政府と東北各地の抗日政権を単一的全国的国防

政府に組織し，紅軍と東北人民革命軍および各地反日義勇軍を単

ー的全国的抗日義勇軍に組織しやうではないか。

ソヴィエト政府と共産党は，国防政府をして箕に国防責任を負

はしめるため，抗日聯合をして浜に抗日責任を負はしめるため全

国同胞に呼びかける一ー銃あるものは銃を出し，糧あるものは糧

を出し，力あるものは力を出せと，専門技能あるものはその技能

を貢献し，全体同胞を総動員し，⑥あらゆる新旧武器を以て幾百

幾千万の民衆を武装せしめよと。

中国ソヴィエト政府と共産党は固く信ずる。

若し4億5000万同胞に統一ある国防政府の指導があるならば，

単一的抗日聯軍が先駆となるならば，幾百幾千万の武装民衆を整

へるならば，数知れね東方および全世界無産階級，被圧迫民族の

声援があるならば，内からは日本労働者農民の反抗があり外から

は列強の敵視する日本帝国主義に必すや打ち勝ち得るであらう。

＊①～⑥は編者が付した。

◇波多野乾一編『資料集成・中国共産党史』第5巻，
714・720頁。
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① 「わが国家」

② 「危機一髪の」

● 「ここにおいて中国ソヴィエト政府と共産党は抗日共同戦線を

結成すべき必要が目捷の間に迫つてゐることを強調し再び全国

同胞に対して呼びかける次第である・・・」 ⇒「これによって，現在
わが亡国・滅種・大禍が目前に差し迫っている時，共産党とソビ

エト政府は，今一度，全同胞に向けて呼びかける：」

③「各界同胞の間にいかなる意見・利益の違いがあったとしても」

● 「先づ一切の内戦を停止し，対立を超越して凡ゆる国力を集中

し以て抗日救国の神聖なる事業のために戦はねばならぬ」 ⇒「す
べての国力を集中して抗日救国の神聖な事業のために蛮闘でき

るように，まず第1にすべてのものは内戦を停止しなければなら

ない。」または「まずすべてのものが内戦を停止する必要がある。

そうしてこそ，すべての国力を集中して抗日救国の神聖な事業の

ために菌闘できるのである。」

④ 「鄭重に」

● 「せねばならぬ」 ⇒「しさえすれば」
● 「対立を克服し」 ⇒「敵対行動を停止し」
● 「同胞」 ⇒「僑胞」
● 「漢，韓，蒙，蔵眉，苗，果，黎，番」 ⇒「蒙，回，韓，蔵，

苗，呈，黎，番」

※『中国共産党史資料集』第7巻所収のテキスト（「為抗日救国告全
体同胞書」と題するパンフレットの邦訳）は「蒙，回，朝鮮，

チベット，苗，屋，黎，番」としている (524頁）。

⑤ 「万重の」

● 「貢献し」⇔ 「貢献することによって」

⑥ 「さらに」

● 「労働者農民」 ⇒「人民」
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［「瑶」と「猫」］

諸橋轍次『大漠和辞典』によると，「猫」は， (1)獣の名， (2)蛮族の名（両

広・湖南・雲南の地方に住む）；一方「瑶」は， (1)美しい玉， (2)たま（物

に冠してほめたたえるに用いる）で， 「瑶」を民族名とする用例はない。

「瑶族」は，中華人民共和国成立後に実施された民族識別工作において，

1954年までに少数民族として確認された:38民族の1つである（梅悼忠夫監

修『世界民族問題事典』平凡社， 1995年，「中国民族識別工作」の項目）。

［コミンテルン】

〔共戸国麻， OongchanOu釘i〕ロシア革命を背景として 1919年3月にモス

クワで結成された共産主義政党の世界組織 (1943年5月解散）。コミンテ

ルンは共産主義インターナショナルの異称で，マルクス＝レーニン主義を

標榜する「単一の世界政党」であると自己規定していた。各国の共産党は

支部と位置づけられ，コミンテルン執行委員会の決議に無条件で従うこと

が要求された。ソ連共産党は組織的にはコミンテルンの 1支部にすぎなか

ったが，ソ連という国家を背景にコミンテルンに対して圧倒的な影苦力を

有していた。このため国家としてのソ連の外交方針とコミンテルンそれ自

体の戦略を明確に区別することは不可能であり，後者が前者に引きずられ

るという事態を引き起こした。結成直後の中国共産党は，植民地・従属国

におけるプロレタリアートと民族革命的なプルジョアジーの提携という

コミンテルンの主張を具体化して国共合作方針を採用し国民革命を提起

した。国民革命からソビエト革命への転換はソ連党の内部対立の影器を受

けて曲折を経ざるをえなかった。28年にモスクワで開催された中共6全大

会が行った中国革命の特質と基本方針に関する規定は， 49年の国家権力眸

取にいたる同党の政治闘争を方向づけた0 20年代末から 30年代前半期に

かけての中共の左傾路線と中国政治における孤立化は一国社会主義をと

るソ連の国益優先およびコミンテルンの左傾化に起因するものであった

(31-4年コミンテルンの中共に対する指示は中共駐コミンテルン代表団長

王明を介して行われた）。 35年コミンテルン第7回大会が採択した人民戦

線戦術に基づいて発表された八ー宣言ば国共の再合作というかたちで中

共に政治的再生をもたらした。さらに各国党の状況に配慮しつつ個々の組

織問題には関与しないという大会決議は，新民主主義革命論の提起と中共
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党内における毛沢東の指導権確立を可能にした,Comintern; Communist 

International (『岩波現代中国事典』）

【中共中央文件選集】について

中央樅案館編，中共中央党校出版社， 18冊， 1989・1992年。中共中央の批

准に基づき中央樅案館が編集（中共中央文献研究室が審査）した中華人民

共和国建国以前の中共中央の文献集。各種の版本を収集してそれらを検討

し，最良の版本を底本とした。毛沢東・周恩来・ 劉少奇・朱徳らの著作は

各人の選集に収録されているため，目次に掲げるが本文は収録していない

（「編輯説明」）。各巻の内容は以下の通りつ第1冊 (1921-1925年， 676頁），

第2冊 (1926年， 687頁），第3冊 (1927年， 640頁），第4冊 (1928年， 763

頁），第5冊 (1929年， 835頁），第6冊 (1930年， 660頁），第7冊 (1931年，

827頁），第8冊 (1932年， 650頁），第9冊 (1933年， 662頁），第10冊

(1934・1935年，806頁），第11冊(1936・1938年，890頁），第12冊(1939・1940

年， 683頁），第13冊 (1941-1942年， 559頁），第14冊 (1943-1944年， 649

頁），第15冊 (1945年， 607頁），第16冊 (1946・1947年， 801頁），第17冊

(1948年， 709頁），第18冊 (1949年1・9月， 868頁）。

【資料集成・中国共産党史】について

波多野乾一編，時享通信社， 7巻， 1961年 (1932・8年に外務省情報部が執

務参考資料として省内発行したものの再刊）。「記述に当っては主観を交

えず，客観的に，資料本位に編集した。後年になって役に立つのは資料で

あって，議論ではないと信じたからである」（第1巻「序」）。各巻の内容は

以下の通り。第1巻 (1920・1931年， 694頁），第2巻 (1932年， 348頁），

第3巻 (1933年， 937頁），第4巻 (1934年， 978頁），第5巻 (1935年， 766

頁），第6巻 (1936年， 766頁），第7巻 (1937年， 1090頁）。
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1928 

鶴南京国民政府の成立

中国国民党によって指導・監督を受けた国民政府は， 26

年7月，北伐戦争に着手してより，同年 10月には長江流域

にまですすんだ。この段階で，武漢への遷都問題茄ぉこった

が (10月広朴I聯席会議）， 3月には武漠に中国国民党中央執

行委員と国民政府委員からなる臨時聯席会議が設置され，

27年 1月 1日より武漠に遷都することとなった。武漠国民

政府の成立である。ところが蒋介石はこの遷都に反対し，

27年 1月3日以降南昌に在って武漠の中央党政聯席会議

に対抗するにいたった。さらに， 3月に開催された国民党第

2期 3中全会で，蒋介石はその行動を批判されたが， 4月3

日の上海でのクーデタを経て，同月 18日，南京に国民政府

を設け，胡漢民を主席とした。ここに「寧漢対立」状態が出

現した。これより先， 26年4月国民党から除名されていた

「西山会議派」は，勢力は大きくなかったが上海に独自に「国

民党中央党部」を組織しており，国民党という政治組織は事

実上， 3分裂状態にあった。

武漢の国民党および国民政府は， 1王精衛のもとにあって，

7月 15日，「分共」政策をもって国共合作を破棄し， 9月20

日，上記国民党 3派は国民党中央特別委員会において合流

し，国民政府委員を選出するにいたった。その後， 28年 2

月 7日の国民党第 2期4中全会ではあらためて国民政府委

を改選し，諏廷闇を国民政府主席にするとともに，一時下

野していた蒋介石を軍事委員会主席に任じた。そのもとで，
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いわゆる「第 2次北伐」が行なわれ，同年 6月，張作森を

北平から追い全国統一へと歩をすすめた。

ここで，「軍政期」が終了したとされ，国民政府委員胡漠

民は，パリから靡延間主席宛に「訓政大網草案」を送付し，

「党を以て政を統べ，党を以て政を訓じ，五権制度を以て訓

政とする」ことを主張したとされる。同年8月14日国民

党第2期5中全会は「国民政府建国大綱」にもとづき「五院」

の設置と軍政軍令の統一などを決議し．さらに10月3日

中央執行委員会第172次常務委員会は．「中国国民党訓政

綱領」を採択し（翌29年3月19日第3次全国代表大会は

これを追認した）．同時に国民党の中央政治会懐は「国民政

府組織法 (7章48条）」を採択し, 10月8日第173次中央

常務委員会は国民政府主席に蒋中正（介石）．行政院長に腰

延聞立法院長に胡漠民．司法院長に王寵恵．考試院長に戴

伝賢（季陶）．監察院長に禁元培を推荒した。

ところで， 8月 15日の 5中全会宣言では「訓政開始」が

提議され，その会議で蒋介石は「党を以て国を治めるにあた

り，政府と行政人員は断じて覚から離れて独立することはで

きぬ」と述べていた。 10月の訓政網領説明書には「党を以

て国を建てるとは，本党が民衆のために政権を奪取し，民国

一切の規模を創立することであり，党を以て国を治めるとは，

本党がこの規模を以て訓政の効能を策し，人民自身が確実に

政権を運用しうるようにすることである」と説明されていた。

訓政綱領の規定は，孫中山のいう「政権」 (Rightof Control) 

と「治権」 (Rightof Function) の区別（有権者としての人民

と，人民のために幸福をはかる有能者としての政府つまり

「権」と「能」の区分でもある）にもとづき政権は本来「国

民」にあるが，訓政期はそれを「国民党全国代表大会一国民
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党中央執行委員会」に付託し代行させることを意味していた。

冶権についても国民政府は全面的に国民党中央執行委員会

政治会諸から指海監督を受けることになる。この中央政治会

議は， 28年10月25日の「中央政治会議暫行条例 (13カ条）」

によって，訓政期における全国の最高指導機関とされ，国民

党中央執行委員会に責任を負うこととなった。ただし，政治

会猿の猿決事項は，直接国民政府に提議し執行させるものと

された。こうした政治体制は，中華民国政治史における「訓

政国家」の成立とすることができる。（西村成雄『中国ナシ

ョナリズムと 研文出版， 1991年， 93・96頁）

◇ 訓政綱領◇

中國國民黛賞施三民主義，依照建國大

綱在訓政時期訓練國民使用政櫂，至憲政開

始，弼成全民政治，制定左之綱領：

中華民國於訓政期間，由中國國民

黛全國代表大會代表殴民大會領導國民，行

使政櫂。

二 中國國民黛全國代表大會閉會時，

以政植付託中國國民黛中央執行委員會執行

之。
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＿ 依照繕理建國大網所定選奉、罷免、
創制、複決四種政櫂，應訓練國民逐漸推行，

以立憲政之基礎。

四 治櫂之行政、立法、司法、考試、

監察五項付託於國民政府，繕會而執行之，

以立憲政時期民選政府之基礎。

五 指導監督國民政府重大國務之施行，

由中國國［民］黛中央執行委員會政治會議行

之。
ヽ--
ノ‘ 中華民國國民政府組織法之修正及

解繹，由中國國民黛中央執行委員會政治會

議議決行之。
＊［ ］は綴者が補った。

◇ 《訓政網領（民図十七年十月三日中央常務會議通過）》（《革命文献》第

22輯、 316・317冗 《上海中央日技》民図 17年 10月4日）。

令《中半民国桔案溌料J.J...弁：綜合英》（《中半民国史桔案文献光盆犀》

F・lb)。

◇国民政府組織法◇

中國國民黛本革命之三民主義、五櫂憲

法，建設中華民國；既用兵力掃除障啜，由
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軍政時期入於訓政時期，允宜建立五櫂之規

模，訓練人民行使政櫂之能力，以期促進憲

政，奉政櫂於國民。絃謹本歴史上所授予本

黛指導監督政府之職責，制定國民政府組織

法，頒布之如左。

第一章 國民政府

第一條 國民政府憩撹中華民國之治櫂。

第二條 國民政府統率陸海空軍。

第五條 國民政府以行政院、立法院、

司法院、考試院、監察院五院組織之。

第六條 國民政府設主席委員一人，委

員十二人至十六人。

第七條 國民政府五院院長、副院長，

由國民政府委員任之。

第十一條 図民政府以國務會議虞理國

務。

國務會議由國民政府委員組織之，國民

政府主席烏國務會議之主席。

第十三條 公布法律，登布命令，経國
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務會議議決，由國民政府主席及五院院長署

名行之。

第二章行政院

第十五條 行政院烏國民政府最高行政機闊。

第十七條 行政院設各部，分掌行政之職櫂。

闊於特定之行政事宜，得設委員會掌理之。

第三章 立法院

第二十五條 立法院為國民政府最高立法機闊。

立法院有議決法律案、預算案、大赦案、宣戦案、嬉

和案、條約案及其他重要國際事項之職椎。

第四章 司法院

第三十三條 司法院烏國民政府最高司法機闊，掌

埋司法審判、司法行政、官吏懲戒及行政審判之職櫂。

闊於特赦、；咸刑及復椎事項，由司法院院長提請國民

政府核准施行。

第五章 考試院

第三十七條 考試院烏國民政府最高考試機闊，掌

理考選、絵叙事宜，所有公務員均須依法律経考試院考選、

絵叙方得任用。

第六章 監察院

第四十一條 監察院烏國民政府最高監察機闊，依

法律行使左列職櫂：

一弾劾；

二審計。

◇ 《中華民國図民政府組織法（中葦民図十七年十月三日中央政治會議通
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過）》（《革命文殺》第 22輯， 318・323頁， 《国民政府公根》第 99輯，

民図 17年10月）。
令《中半民国桔案奇料凡弔：綜合尖》（《中隼民国史桔案文献光盆犀》

F・lb),

〔三民主義〕 ⇒20事項解説「三民主義」
〔建國大綱〕 ⇒11 
〔訓政〕〔憲政〕 c:>17事項解説「政治体制としての“訓政”システム」

bi【弼】〈書〉補佐する。

〔政櫂〕選奉・罷免・創制（イニシアティプ）・複決（レフェレンダム）の 4権

を言う。

〔総理〕孫文を指す。

〔治櫂〕行政・立法・司法・考試・監察の 5権を言う。

〔憩會〕北京大学法律系憲法教研室・資料室編『憲法資料選編』第2輯

（北京大学出版社， 1882年）所収のテキストでは「魚恩會」の部

分を「忌撓」としている (304頁）。一方，『中華民国史棺案文

献光盤庫』 (F・lb)が収録している『国民党政府政治制度樅案

史料選編』（上）は「忌会」である (590

〔五櫂憲法〕孫文は，将来の中華民国の政治制度は，欧米の行政・立法・

司法のいわゆる 3権分立に，中国的形式からする考選（官吏採用

試験）・監察（官吏の裁判）の 2権を加えたもの，すなわち 5権

分立を原則とするものとした。「五権憲法」 (1921年）のテキス

ト上の問題については，中華書局版『孫中山全集』第 5巻の 48G

頁を参照。

j i【既】〔接続詞〕（＝既然 ji ran) 

ji ran【既然】〔接続詞〕…したからには。…である以上。『語法』複文

の先行する文に用い，すでに実現したかもしくは確実となった前

提を述べ，後続する文で前提にもとづく結論を出す。多く，“就，

也，迅”などと呼応する。

yun【允】許す。認める。承知する。承諾する。

y i【宜】…すべきだ。
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feng 【奉］（上役や目上の人に）差し上げる。献上する。~~上新おー

冊 ce/新刊書を 1冊差し上げる。
叫 uyu【授予】（勲章・賞状・肩書き・称号などを）授ける，授与する。

,J~他イnH愛民模苑血fan造”的称号／彼らに「愛民模範中隊」
の称号を授ける。

banbu【頒布】（法令・条例などを）発布する，公布する。 V日本語の「頒

布」は“分笈’に相当する。~~完法xianfa/憲法を発布する。

＊ ＊ ＊ 

(1) XunzhらngGangling 

Zh6nggu6 Gu6mind五ngshishl Sanmin Zhuyi, ylzha。
Jiangu6 Dagang zai Xunzhもngshiqi xunlian gu6min 

sh1yong zhもngquan, zhi Xianzhらngkaishl bl. chもng

quanmin zhもngzhi, zhiding zuo zhl gangling: 

1. Zhonghua Mingu6 yu Xunzhもng qljian, you 

Zh6nggu6 Gu6mind五ngQuangu6 Daibi近odahui daibi五o

gu6min dahui Hngdao gu6min, xingshi zhらngquan.

2. Zh6nggu6 Gu6mind五ngQuangu6 Daibi五odahuibi・

hui shi, yi zhもngquanfutuo Zhongguo Gu6mind五ng

Zhongyang Zhixing Wもiyuanhuizhixing zhl. 

3. Yizha。ZangH J iangu6 Dagang suo ding XU近nju、
b社mi近n、chuangzhi、fujuもsizhong zh令ngquan, ylng 

xunlian gu6min zhujian tulxing, y1 li Xianzhもngzhl 

jlchu. 

4. Zhl.quan zhl xingzhもng、lifa、slf五、 kaoshi、

jiancha畔 xiangfutuo yu Gu6min Zhengf丘， zonghui紅

zhixing zhi, y1 1 i Xianzhもngshiqi minxuan zhらngfu

zhl jlchu. 

5. Zh1d五ojiandu Gu6min Zhらngfuzhongda guふ心 zhi

shlxing, y6u Zh6nggu6 Gu6mind五ngZhongyang Zhixing 
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Wさiyu自nhuiZhらngzhiHuiyi xing zhl. 

6. Zhonghua Mingu6 Gu6min Zhらngf丘Z丘zhlf五 zhl

xiOzh令ngji jiさshi, you Zh6nggu6 Guomind近ngZhong・ 

yang Zhixing W苔iyuanhuiZhもngzhiHuiyi yijuもxing

zhl. 

(2) Guomin ZhらngfuZuzhlf五

Zhongguo Guomind近ngben gもmingzhl Sanmin Zh丘yi、

W丘quanXianf近， jianshらZhonghuaMingu6; ji yong bing・ 

li s近ochuzhang'ai, you Junzhもngshiql ru yu Xunzheng 

shiqi, y丘nyi jianli w丘quanzhl gulm6, xunlian rもnmin
xingshl zhらngqu白nzhl nもngli,yl ql cujin Xi令nzhもng,

fらngzh令ngquanyu gu6min. Zl jfo bもnlish1 shang SUも

shouyu bend近ng zhldao jiandu zh令ngf丘 zhl zhizも，

zhiding Guomin ZhもngfuZuzhlf五， banbuzhl ru zuo. 

Di yl zhang: Guomin Zhもngf丘

Di yl tiao: Gu6min Zhらngfuzonglan Zhonghua Min・ 

guo zhl zhiquan. 

Di令rtiao: Guomin Zhらngfutongshuらilu・hai・kong 

jun. 

Di直itiao: Gu6min Zhらngfuy1 Xingzhらngyuan、

Lif五yuan、SH恥yu由n、K近oshiyu出n、Jianchayuan畔・yu如
zむzhlzhl. 

Di liu tiao: Guomin Zhもngf丘shezh丘xiwもiyuanyl 

rもn, w苔iyuanshi'もrrもnzhi shiliu rもn.

Di ql tiao: Guomin Zhらngfuw泊yuanyuanzh近ng、
fuyuanzhang, y6u Gu6min Zhもngfuweiyuan rらnzhl. 

Di shiyl ti傘o: Gu6min Zh由ngf近 y1Guo叫 Huiyi

ch丘llguo叫．

Guふ叫 Huiyiyou Guomin Zh白ngfuw釘iyu出nz記zhlzhi, 
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Guomin Zhらngfuzh恥xiwもiGuo叫 Huiyizhl zhむxi.

Di shisan tiao: Gongb心f五lii,fab心mingling,jing 

Guo叫 Huiyiyijuも， youGuomin ZhらngfuZhむxiji畔・

yuan yuanzhang shuming xing zhi. 

＊
 

＊ ＊ 

訓政綱領

1, 中華民国は訓政期間においては中国国民党全国代表大会が国

民大会を代表し国民を指導して政権を行使する。

2, 中国国民党全国代表大会閉会の時は政権を中国国民党中央執

行委員会に付託してこれを執行させる。

3, 総埋の建国大綱の定めるところにより，選挙，罷免，創制，

複決の 4種の政権は国民を訓練して逐次推行し，以て憲政の

基礎を立てなければならない。

4, 治権の行政，立法，司法，考試，監察の 5項は国民政府に付

託してこれを総撹執行させ，以て憲政時期における民選政府

の基礎を立てる。

5, 国民政府の重大な国務の施行に対する指導監督は中国国民党

中央執行委員会政治会議がこれを行う。

6, 中華民国国民政府組織法の修正及び解釈は中国国民党中央執

行委員会政治会議が議決してこれを行う。

◇石川忠雄『中国憲法史』慶応通信， 1952年， 31頁。

●中国国民党は三民主義を実施し，建国大綱をよりどころとして

訓政時期には国民が政権を用いることを訓練し，憲政開始に至っ

て全民政治を補佐するため，左記の網領を制定する。

国民政府組織法
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中国国民党は，革命の三民主義と五権憲法にもとづき中華民国

を建設する。兵力を用いて障碍を除去すれば，軍政時期から訓政

時期に入り， 5権の機構（規模）を樹立して人民が政権を行使す

る能力を訓練することを認め，以て憲政を促進して政権を国民に

返還することを期すべきである。政府を指導・監督するという歴

史上本党に授けられた職責にもとづき，ここに謹んで左記の国民

政府組織法を制定し，これを公布する C

第 1章国民政府

第 1条 国民政府は中華民国の治権を総覧する。

第2条 国民政府は陸海空軍を統率する。

第 5条 国民政府は行政院・立法院・司法院・考試院・監察院

の5院を以てこれを組織する。

第 6条 国民政府に主席委員 1人と委員 12~15人を置く C

第 7条 国民政府の5院院長と副院長は国民政府委員が之に任

ぜられる。

第 11条 国民政府は国務会議を以て国務を処理する。

国務会議は国民政府委員がこれを組識し，国民政府主席が国務

会議主席となる。

第 13条 法律の公布と命令の発布は，国務会議の議決を経，

国民政府主席及び5院院長の署名によって之を行う。

［革命文献】について

中国国民党中央委員会党史委員会編3 国民革命における重要文献を掲載す

る資料集として 1953年5月に創刊3 第41輯 (67年12月）以降，中心的

テーマについての体系的かつ総合的な資料集となった， 89年 6月までに

117輯を出版。第 41輯～第 117輯の内容は以下のとおり,41 (民国初年

之国民党史料）； 42・3 (宋教仁被刺及哀世凱違法大借款史料）； 44 (二次革

命史料）； 45 (中華革命党史料）； 46・7 (討衷史料）； 48 (中華革命党時期
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函殺）； 49 (護法輿軍政府資料）； 50 (護法戦役及南北義和史料）； 51 (重
建護法政府史料）； 52 (重建広）・Iヽ！革命基地史料）； 53・7 (抗戦前之教育）；

58・61 (抗戦時期之教育）； 62・3 (抗戦時期之青年活動）； 64 (興中会革命

史料）； 65・6 (中国同盟会史料）； 67 (十次起義史料）； 68 (新生活運動史

料）； 69 (中国国民党宣言集）； 70 (中国国民党党章政綱集）； 71・75 (抗戦
前国家建設史料：内政・外交•財政・貨幣金融・実業）； 76・7 (中国国民

党歴次全国代表大会重要決議案彙集）； 78 (抗戦前国家建設史料：交通建

設）； 79・80 (中国国民党歴居歴次中全海重要決議案彙編）； 81・3 (抗戦前

国家建設史料：水利建設）； 84・7 (抗戦前国家建設史料：合作運動）； 88・90 

（抗戦前国家建設史料：西北建設）； 91・3 (抗戦前国家建設史料：首都建

設）； 94・5 ,(西安事変史料）； 96・101 (抗戦建国史料：社会建設）； 102・105 

（抗戦建国史料：農林建設）； 106・7 (慮溝橋事変史料）； 108・9 (日軍在華

暴行：南京大虐殺）； 110・3 (抗戦建国史料：糧政方面）； 114・7 (抗戦建国

史料：田賦徴実）。またテキストとして用いた「訓政綱領」「国民政府組織

法」は，「国民政府成立前後之政治建制史料」 (20,22・5)として収録され

ている。

【国民党と「五院政府」の関係】

立法院
委員49-99名
法剖・外交• 財政・経済委員会

内政部―---

外交部一→ー一
司法院 IL軍政部ー---

財政部一---

農贖部—---
工商部

教育部ー・--
交通部一...

鉄道部一.---

衛生部一一
考試院 I ←建設委員会

監察院 l 「⇔

蒙蔵委貝全

僑務委員会

労工委員会

禁煙委員全

出所）「訓政網領」、「中華民国国民政府組織法J、「中央政治全措暫行条例」より作成。

＊金子芸「上海資本家階級と国民党統治」『史学研究』第 176号， 1987年，
30頁。
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1924 

＂ 「国民政府」による国家建設
ロシア革命，五• 四運動は，孫文に大きな転機を与えた。

19年中華革命を大衆政党としての中国国民党に改組，また

21年末コミンテルン代表マーリンの訪問を受け， 23年 1月

にはソビエト代表ョッフェとの間で共同宣言を発表し協力

を約束するに至った。この動きは共産党との連携，国共合作

を生み出し， 24年1月にば連ソ，容共，扶助エ農＂の 3大

政策を掲げ，反帝国主議を明確にした国民党改組（国民党第

一回党大会）が行なわれるに至った。この転換は 20年代初

めの国際，国内状況の中で孫文の革命運動に質的な発展をも

たらした。それまで広州に政府を樹立しつつも，なお軍閥勢

力に依存していたために，彼らに利用され，裏切られるとい

う経験を余儀なくされていた孫文は，この時期，ようやく自

らの政権と武力をもち始めたといえる。 24年，北京を支配

したl馬玉祥が和平統一のための国民会議を呼びかけたのに

応じて北上，神戸で有名な「大アジア主義」の講演を行なっ

た後，北京に入ったが，ついに病いに倒れ，同地で死去した。

〈革命いまだ成らず〉〈世界でわれわれを平等に遇する民

族と連合してともに恋闘せよ〉という彼の国民党への遺嘱は，

様々な意味合いで中国革命を推し進めるための象徴的なア

ピールとして受け継がれた。

孫文は近代西洋を深く研究，理解する一方， 20枇紀中国

の革命家としてきわめて現実的な革命，建国プランを提示し

た。彼は建国に当って立法，司法，行政のほかに考試，監察

201 



を合わせた五権憲法を構想し，また革命の過程として軍政の

次に，国民党が民衆を教育，指導する訓政，そして憲政とい

う3段階を設定する「建国大綱」を示した。晩年の 3大政策

の採用もまた当時の状況の中での後進国の変革の道の模索

ともいえる。やがて政権を掌握した国民党が孫文と三民主義

を党是としたのはもちろんのこと，共産党も孫文の革命的生

浬を高く評価し，歴史に占める位置はきわめて大きい。（『岩

波現代中国事典』「孫文」の項目）

一 国民政府本革命之三民主又、五枚

完法，以建設中半民国。

五 建設之程序分力三期：一曰写政吋

期；二曰訓政吋期；三曰完政吋期。

六 在写政吋期，一切制度悉東子軍政

之下。政府一面用兵力以担除国内之障碍，

一面宣侍主丈以升化全国之人心，而促近国

家之統一。

七 凡ー省完全底定之日，則力訓政升

始之吋，而写政停止之日。

八 在訓政吋期，政府当派曽経訓綿考

試合格之贋，到各具切助人民第各自治。其程

度以全具人口洞査清楚，全具土地測量完竣，
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全具警ヱカ理妥善，四境紙横之道路修筑成

功，而其人民曽受四枚使用之訓絲，而完半

其国民之又各，誓行革命之主父者，得迭挙

具官以机行一具之政事，得逸挙以贋以汲立

一具之法律，始成カー完全自治之具。

九 一完全自治之具，其国民有直接迭

挙官贋之枚，有直接芸免官贋之枚，有直接

剣制法律之枚，有直接笈決法律之枚~゜

十四 毎具地方自治政府成立之后，得

逃国民代表一贋，以組鋲代表会，参預中央

政事。

十六 凡ー省全数之具皆込完全自治者，

則力完政升始吋期。国民代表会得迄挙省長，

力本省自治之益督；至子祓省内之国家行政，

則省長受中央之指拝。

十七 在此吋期，中央与省之枚限采均

枚制度。凡事各有全国一致之性康者，剖 1)ヨ

中央；有因地制宜之性康者，灼j1)ヨ地方。不

偏子中央集枚或地方分枚。
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十八 具力自治之単位，省立子中央与

具之岡，以牧朕絡之放。

十九 在完政升始吋期，中央政府当完

成設立五院，以試行五枚之治。其序列如下：

曰行政院；曰立法院；曰司法院；曰考試院；

曰盗察院。

二十二 完法草案当本子建国大綱及訓

政、完政丙吋期之成績，由立法院汲打，随

吋宣侍子民な，以各到吋采掻施行。

二十三 全国有辻半数省1分込至完政升

始吋期，即全省之地方自治完全成立吋期，

則升国民大会，決定完法而頒布之。

二十四 完法頒布之后，中央統治枚則

リヨ子国民大会行使之，即国民大会ヌ寸子中央

政府官贋有迄挙枚、有芸免枚，ヌ寸子中央法

律有剣制枚、有笈決枚。

二十五 完法頒布之日，即力完政告成

之吋，而全国国民則依完法行全国大迄挙。

国民政府則子逃挙完半之后三令月解取。而
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授政子民迭之政府，是力建国之大功告成。

◇ 《国民政府建国大網(-九二四年一月二十三日）》（《子小中山全集》第
9巻）。

chengxu【程序】順序。次第。手順。手続き。『エ作～／仕事の手順。

X l【悉】すべて。全部。

且n【凡】およそ。一般に。おしなべて。

ding【定】“定”が動詞の結果補語になるとき。固定して動かないことを表す。

墾坐～／しつかり腰を下ろす。 qダ占～／両足を踏みしめて立つ。

蒻ng【当】当然・・・すべきである。 ~~悦則註悦／言うべきことは言

う。

＼雌njun【完竣】（多くは工事が）完成する，終わる，でき上がる。 q修建
工程～／土木工事が竣工［しゅんこう］する。建築が終わる。

i ingwe i【警互】 (1)警備する。護衛する。 (2)警備に当たる人。護衛。

ボディーガード。

ruoshan 【妥善】妥当である。適切である。穏当である。~~赴理／適

切に処理する。

xiuzhu 【修筑】（土木工事をして）築造する。~~蒟決 mれ OU /波止

場を築造する3

咋 nbi 【完半】終わな完了する。済ませる。|—切准各～／準備万端

整った。

huagu"i【支リリヨ】編入する。合併する。 q送↑具已経～男一介省了／そ

の県はすでに他の省に合併された。

yin di zhi yi [因地制宜】〈成〉その土地の事情に適した措置をとる。

ding【汀】（条約・契約などを）取り決める，締結する，結ぶ。（計画な

どを）立案する，立てる。（規則などを）定める。

註ocheng【告成】完成を告げる。 q大功～／大きな仕事が完成する。

＊ ＊ ＊ 
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1. Gu6min Zhらngfuben gもmingzhi Sanmin Zhuyi、

w社quanXianfa, y'i jianshらZhonghuaMinguo. 
5. Jianshもzhichもngxufen wもisanqi: yi yue Jun・ 

zhらngshiqi; もryue Xunzhもngshiqi; san yue Xian・ 

zhらngshiqi. 

6. Zai JOnzhもngshiqi, yiqiもzhl.d心xili yu Jun・ 

zhもngzhixia. Zhもngfuyimian yang bingli yi saochu 

gu6nらizhi zhang'ai, yimian xuanchuan zhuyi y1 kaihua 

quangu6 zhi rもnxin, もrcuj in gu6 j ia zhi tongyi. 

7. Fan yi shさngwanquan di ding zhi ri, zもwもi

Xunzhらngkaishi zhi shi, もrJOnzhさngtingzhi zhi ri. 

8. Zai Xunzhもngshiqi, zh令ngfudang pai Cもngjing

xunlian kaoshi hもgも zhiyuan, dao gらxianxiもzh心

rもnminch6ubもizl.zhi. Qi chもngduyi quan xian rもnkou

diaocha qingchu, quan xian tudi Cらliangwanjun, quan 

xian jfogwらibanlI tuoshan, sl.jl.ng zonghもngzhi 

daol心 xiuzhu chもnggong, もr qi rもnmincもng shou 

Sl. ・Quan shiyong zhi xunlian, もrwanbl. qi guomin zhi 

yi叫， shi xing gもmingzhi zh恥yi zhさ， dも XU釦nju

xianguan yi zhixing yi xian zhi zhもngshi,dもxuanj社

yl.yu自ny1 yi 1 i yi xian zhi fal ti, sh'i chもngwもiyi 

雌nquanzl.zhi zhi xian. 

9. Yi wanquan zizhi zhi xian, qi gu6min you zhijie 

XU五njuguanyuan zhi quan, yるuzhijie bami近nguanyuan 

zhi quan, you zhijie chuangzhi f五1ti zhi quan, you 
zhijie fujuもfaltizhi quan. 

14. Mei xian dl.fang zl.zhl. zhもngfuchもnglizhihou, 

dもxuanguomin daibi近oyi yuan, y'i z丘zhidaibiaohui, 

canyu zhongyang zhらngshi.

16. Fan yi shさngquanshu zhi xian jie da wanquan 
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zl.zhl. zh苔， zもwもiXianzhらngkaishl shiql. Gu6min dai・

biaohul. dもXU五nj丘shさngzh近ng,wもibさnsheng z i zhl. zhi 

jiandO; zhiyu gai shさngn令izhi gu6jia xingzhもng,zも

shさngzh五ngshou zhongyang zhi zhihul. 

17. Zai d shiqi, zhongyang y丘shさngzhl quanxian 

cai junquan zhl.du. Fan shi叩 youquangu6 yizhl. zhi 

xingzhi zhさ， huaguizhongyang; you yin di zhi yi zhi 

xl.ngzhl. zhe, huagui dl.fang. B心pianyu zhongyang ji・

quan huo difang f enquan. 

18. Xian wもizizhi zhi danw令i,shさng1 i yu zhong・ 

yang y丘xianzhljian, yi shou lianluo zhi xiao. 

19. Zai Xi合nzhらngkaishl shiqi, zhongyang zhらngfu

dang wanchもngshらliWu・Yuan, yi shixing W丘・Quanzhi 

zhi. Qi x心li令 ruxia: yue Xingzhらngyuan; yue Ll. ・

f五yuan;yue SH五yuan;yue Kaoshiyuan; yue Jiancha・ 

yuan. 

22. Xianf五c近o化:mdang bもnyu Jiangu6 Dagang ji 
Xunzhもng、Xianzhらng1 i近ngshiqi zhi chもngji,you Li. 

fayuan yi ding, suishi xuanchuan yu minzhong, yi bもi

dao shi caizもshixing.

23. Quangu6 you guo banshu shさngfもnda zhi Xian・ 

zhらngkaishi shiqi, ji quan shもngzhi difang zizhi 

wanquan chもnglishiqi, zもkaigu6min dahui, juもding

xianf近もrbanbu zhi. 

24. Xianf近banbuzhi hou, zhongyang tongzhiquan 

zもgulyugu6min dahui xingshi zhi, ji gu6min dahui 

duiyu zhongyang zhもngf丘guanyuanyou XU五nj丘quan、

you bami近nquan, duiyu zhongyang f五1むyouchuangzhi・ 

quan、youf心juもqu白n.

25. Xianf五banbuzhi ri, ji wもiXianzh令nggaochもng

207 



zhl shi, もrquanguo guomin zもyixianfa xing quanguo 

da xu近nj社. Guomin Zh令ngf丘zもyuxuanju wanbl zhlhou 

san ge yuもjiezhi. Er shou zhもngyu minxu五nzhi zhもng・
f社， shlwもijianguo zhl dag6ng gaochもng.

＊ ＊ ＊ 

(1) 国民政府は革命の三民主義・五権憲法に本づき，以て中華

民国を建設する。

(5)建設の程序は分つに 3期とする。 1を軍政時期といひ， 2

を訓政時期といひ， 3を憲政時期といふ。

(6) 軍政時期に在つては，一切の制度は悉く軍政の下に隷し，

政府は一面兵力を用ゐて以て国内の障凝を掃除し，一面主

義を宣伝して以て全国の人心を開化し，国家の統一を促進

する。

(7)およそ 1省が完全に底定する日は，則ち訓政開始の時，軍

政停止の日とする。

(8) 訓政時期に在つては，政府は訓練考試を経て合格せる員を

派して各県に到らしめ，人民を協助して自治を器備せしめ

る。その程度，全県の人口調査清楚に，全県の土地測量完

竣し，全県の警備弁理妥善に，四境縦横の道路修築成功し，

その人民曾つて 4権使用の訓練を受け，その国民の義務を

完畢し，革命の主義を誓行するものは，県官を選挙して 1

県の政事を執行し，議員を選挙して以て 1県の法律を議立

することを得はじめて完全自治の県とする。

(9) 1完全なる自治県では，その国民は直接官員を選挙する権

を有し，直接官員を罷免する権を有し，直接法律を創制す

る権を有し，直接複決する権を有する。
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(14)毎県地方自治政府成立の後，国民代表 1員を選挙し，以て

代表会を組織し，中央の政事に参与させることが出来る。

(16)およそ 1省全数の県が皆完全なる自治に達したものは，則

ち憲政開始の時期とし，国民代表会は省長を選挙して本省

自治の監督とすることが出来る。該省内の国家行政に至っ

ては，則ち省長は中央の指揮を受ける。

(17)この時期に在つては中央と省との権限は均権制度を採る。

およそ事務の全国一致の性質あるものは中央に画帰し，地

に因り宜しきを制する性質あるものは地方に画帰し，中央

集権或ひは地方分権に偏せざらしめる。

(18)県は自治の単位であり，省は中央と県との間に立ち，以て

聯絡の効を収める。

(19)憲政開始の時期に在つて，中央政府はまさに五院の設立を

完成し，以て 5権の治を試行すべきである。その序列は下

のごとくである。行政院・立法院・司法院・考試院・監察

院。

(22)憲法草案は建国大網，及び訓政・憲政両時期の成績に本づ

き，立法院より議訂し，随時民衆に宣伝し，以て時に到り

採択施行するに備ふべきである。

(23)全国過半数の省が憲政開始時期，即ち全国の地方自治完全

成立時期に達すれば則ち国民大会を開き，憲法を決定し

てこれを頒布すべきである。

(24)憲法頒布の後，中央の統治権は国民大会に帰してこれを行

使する。即ち国民大会は中央政府の官員に対し選挙権あり，

罷免権あり，中央の法律に対し創制権あり，複決権がある。

(25)憲法頒布の日は即ち憲政告成の時で，全国国民は憲法に依

つて全国大選挙を行ひ，国民政府は選挙完畢後 3ケ月にし
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て解職し，政を民選の政府に授ける。これを建国の大功告

成とする。

◇波多野乾ー『中国国民党史』大東出版社， 1943年， 284-286頁。

【政治体制としての「訓政」システム】

①政治体制としての「訓政システム」とは，国民政府という国家の統治形

態・統治過程レベルに属するもので，国民党の統治原理としての「訓政論」

にその基礎をもつ。②すでに早く孫中山『中国同盟会革命方略』 (1906年）

において，革命の過程は「軍法の治」「約法の冶」「憲法の治」という 3段

階に区分され，軍法期は 3年，約法期は 6年と予定されていた（⇒20)。

その後， 1914年 7月8日の中華革命党総章第4条では，「軍政・訓政・憲

政」の 3時期を想定し， 19年 10月 10日の中国国民党規約第 1条には，

「共和を挙固にし三民主権の実行を宗旨とする」とのみあるだけであった

が，翌20年 11月9日の修正中国国民党総章第3条で「軍政・憲政」の2

期に分け，軍政期に「訓政」を含ませていた。そして， 24年4月12日の『建

国大網』において「国民政府は革命の三民主義，五権憲法にもとづき

中華民国を建設する」（第1項）こととし，その建設過程を軍政・訓政曇憲

政の3期とし（第5項），第6項以下第25項まで具体的政策内容を指示した。

③軍政期ば革命政府が武力で国内の障碍を一掃しつつ主義を宣伝するこ

とによって全国の人心を開化し国家の統一を促進する段階である。訓政

期は 1省が完全に統治されたときから開始され，地方自治や資源の開発

という政治経済建設にあてられる。憲政期ば県レベルの完全自治が完成

してより実現されるもので，全国の半数の省が憲政を実施する段階で，国

民大会を開催し憲法を公布し，民選の政府を組織することになる。④そし

て，この革命の全過程を担う主体は，中国国民党にあることが証明される。

すなわち孫中山は，「以党建国・以党治国」論を展開した 1921年3月6日

の「三民主義之具体弁法」と題する講演で，英米における先例として「以

党治国」＝政党政治による「治国」を説き，その広朴lにおける適用，さら

には全国への波及を強調した。いうまでもなく，この場合の「党」とは革

命政党としての「国民党1であり，政治的「主義」をもつて結合した組織
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であった。これは国民党による「政党国家」（サルトーリ）構想としての

特徴をもったものといえよう。⑤広、州の第 3次広東軍政府（大元帥府）が

「国民政府」に改組されたのは，孫文死後 4カ月を経，広東の諸軍閥（陳

畑明，楊希閲，劉裳簑ら）の鎮圧 (6月 3日）後の 25年 7月2日のこと

であった。国民政府組織法第 1条は「国民政府は中国国民党の指導および

監督を受け，全国政務を掌理する」とあり，中国国民党の指導下に「全国

政権」をめざす権力として組織された。これは，それまでの護法闘争とは

異なる革命戦略であり，中華民国臨時約法の「法統」護持の枠組を超えた

新たな段階を切り拓きつつあった2 というのも，すでに 24年 1月20日孫

中山は，中国国民党第 1次全国代表大会で，「国民政府を組織する案に関

する説明」を行ない，国民政帝を樹立して北方軍閥とは異なる政権の確立

と，それによる「革命」を主張していたからである。（西村成雄『中国ナ

ショナリズムと民主主義』研文出版， 1991年， 91・93頁）

［孫中山全集］について

中山大学歴史系孫中山研究室・広東省社会科学院歴史研究所・中国社会科

学院近代史研究所民国史研究室編，中華書局， 11巻， 1981・1986年。孫文

の著作のほか，彼の署名した領収粛．題詞まで緞羅的に収録する。各巻の

内容は以下のとおり。第 1巻(1890・1911), 第 2巻 (1912), 第 3巻

(1913・1916), 第 4巻 (H)l?-1918), 第 5巻(1919.1・1921.11),第 6巻

(1921.12・1922.12), 第7巻 (192:11-1923.6),第8巻(1923.7・1923.12),

第9巻(1924.1-1924.3),第10巻(1924.4・1924.8),第11巻(1924.9・1925.3)。
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1915 

謁伝統的秩序への挑戦

陳独秀は， 1915年に始まる新文化運動のオピニオンリー

ダーであり，中国共産党の創設者でもある。『新青年』（創刊

当初は『育年雑誌』）は，陳独秀によって創刊され，新文化運

動の機関紙的役割を果たした雑誌である。その創刊号の巻頭

を飾ったのが「敬告青年」であった。

新文化運動の特徴は，僑教的伝統文化に対する徹底的攻撃

である。そして，伝統思想攻撃の武器として用いられたのが

さまざまな欧米思想であった。それは，プラグマティズムで

あったり，イプセンであったりしたが，陳独秀の場合人権

論・進化論・社会主義などであった。「敬告青年」に2分法

的に対照して記されているうちの肯定すべき自主的・進歩

的・進取的・世界的・実利的・科学的を体現するのが欧米で

あり，否定すべき奴隷的・保守的・退嬰的・鎖国的・空想的

を体現しているのが中国伝統思想である。

陳独秀は儒教的伝統文化を批判するために，多くの知識人

を『新青年』誌上に動員した。西欧自由主義思想に拠って伝

統的家族倫理とその根底にある儒教思想を激しく批判した

呉虞も陳によって発掘されたし，魯迅の「狂人日記」も陳の

熱心な勧めによって書かれたと言う。

さまざまな主張を陳は「民主と科学」というスローガンに

まとめあげた。「この両先生を認識すれば，政治・道徳・学

術・思想上の一切の暗黒から中国を救うことができる」と彼

は断言した。この「民主と科学」が，「五四」 70周年の 1989
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年の民主化運動のスローガンとして再び立ち現われた。さら

に方励之や金観涛（『中国社会の超安定システム』），あるい

は『河殉』の世界などに顕著に見られる，西欧に拠って中国

を徹底的に批判する手法また然り， と知識人を対象とし，

「科学は生産力であり，それを推進している知識分子は労働

階級の中の最も先進的成分である」（方励之）といったエリ

ート主義これらから新文化運動と近年の民主化運動とのい

ちじるしい相似形を見いだすことができよう。

陳独秀はこの後， 1917年に察元培の招きで北京大学文科

学長（文学部長）に就任し，やがて中国共産党の創立に参加

する。一方，陳の故郷安徽省の科学技術大学副学長の職にあ

った方励之は，対照的に八六学潮 (1986年末の学生らによ

る民主化運動）で責任を問われてその職を追われ，また共産

党を除名された。その間には 70年の歴史が存在していた。

なお，新文化運動の基調はこのように，西洋による東洋批

判，近代思想による伝統思想批判にあったが，同時に伝統思

想とくに儒教を現代に生きる哲学たらしめようとする梁漱

漠.(馬友蘭らの流れがあったことも，また今日の「儒教ルネ

ッサンス」状況に通ずるものがあるのかも知れない。（六四

中国近現代研究者有志連絡会編『中国一民主と自由の軌跡』

, 1989年， 140・142頁）

窺以少年老成。中國稿人之語也。年長而勿

衰(Keepyoung while growing old)。英美人栢

勘之絣也。此亦東西民族渉想不同現象趨異

之一端欺。青年如初春。如朝日。如百弁之
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萌動。如利刃之新登於刷。人生最可賓貴之

時期也。青年之於社會。猶新鮮活瀕細胞之在人

身。新陳代謝。陳腐朽敗者無時不在天然淘汰之途。

輿新鮮活瀦者以空間之位置及時間之生命。人身遵

新陳代謝之道則健康。陳腐朽敗之細胞充塞＊人身

則人身死。社會遵新陳代謝之道則隆盛。陳腐朽敗

之分子充塞社會則社會亡。準斯以談。吾國之社

會。其隆盛耶。抑将亡耶。非予之所忍言者。

彼陳腐朽敗之分子。一聴其天然之淘汰。惟

不願以如流之歳月。輿之説短道長。希翼其

脱胎換骨也。予所欲泌泣陳詞者。惟局望於

新鮮活澄之青年。有以自覺而奮門耳。自覺

者何。自覺其新鮮活澄之償偵典責任。而自

視不可卑也。奮門者何。奮其智能。力排陳

腐朽敗者以去。視之若仇敵。若洪水猛獣。

而不可典烏鄭。而不島其菌毒所偉染也。嗚

呼吾國之青年。其果能語於此乎。吾見夫青

年其年齢。而老年其身骰者十之五焉。青年

其年齢或身骰。而老年其脳神維者十之九焉。

214 



華其髪。澤其容。直其腰。廣其隔。非不侃

然青年也。及叩其頭脇中所渉想所懐抱。無

ー不輿彼陳腐朽敗者烏一丘之絡。其始也未常

不新鮮活瀕。寝侮而蔦陳腐朽敗分子所同化者有之。

寝個而畏陳腐朽敗分子勢力之寵大。瞳顧依回。不

敢明目張騰。作頑狼之抗門者有之。充塞社會之空

氣。無往而非陳腐朽敗焉。求些少之新鮮活瀦者。

以慰吾人窒息之絶望。亦沓不可得。循斯現象。於

人身則必死。於社會則必亡。欲救此病。非太息

吝嵯之所能清。是在ーニ敏於自覺勇於奮門

之青年。韻揮人間固有之智能。決揮人間種種之

思想。執蔦新鮮活瀕。而適於今世之争存。執馬陳

腐朽敗。而不容醤置於脳裏。利刃断鐵。快刀理麻。

決不作牽就依違之想。自度度人。社會庶幾其有清

寧之日也。青年乎。其有以此自任者乎。若夫

明其是非。以供決繹。謹陳六義。幸平心察

之。

（一）自主的而非奴腺的

（二）進歩的而非保守的

（三）進取的而非退隠的
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（四）世界的而非鎖國的

（五）資利的而非虚文的

（六）科學的而非想像的

＊原文で傍点を付している部分をゴチック体とした。

＊「細胞充塞」：原文は「充塞細胞」。『陳独秀選集』（天津人民出版社， 1990年，

10頁）によって訂正した。

◇陳蜀秀《敬告青年》（《青年雑誌》第 1巻第 1号，民図 4年9月15日）。

● 《新青年》（《中国革命史桔案文献光盆犀》 B-1)。

qi e 【窟［窃］】〈書〉自分（の）。自分（の意見）を謙遜していう語。~~以

力 yiwei不可／いけないと愚考する。

ve 【也】•••だ。•••のだ0 ""文や節の最後につけて判断や解釈を表す。

XU【尉］】〈書〉励ます。

〔渉想〕念及：想象。（『漢語大詞典ver.1.0』)

vu【欺［款］】〔助詞〕か。かな。▽疑問を表す。使い方は“乎”にほぼ

同じ。

hu l [丼】草の総称0 ""If観賞用の草花をさすことが多い。 q花～／花弁

［かき］。草花。

mengdong【萌劫】 (1) (植物が）芽を吹く。 (2) (物事が）始まる，動き

出す。

liren【利刃】よく切れる刃物。利刀。

xing【碗】〈書〉 (1)砥石［といし］。 (2)研ぐ。

you 【猶［就］】〈書〉•••のようである。••• と同じ。

〔新隙代謝〕新陳代謝〈成〉。古いものが次第に去って，新しいものが

これに変わること。（『日中大辞典』）

： h も【者】〈書〉••• というものは。••• とは。•••は0 ""語・連語・句など

の後につけて，それを主題として強調する。

ve【耶】〈書〉〔助詞〕（＝呪 ne, 唱 ma) 疑問を表すC~ 是～非 fei~1 

／是か非か。
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y i【抑】〔接続詞〕 それとも0 .., 選択を表す。

f e i 【非】•••ではない。•••にあらず。 V書き言葉の中で，一定の形式で

用しヽる。“非……所・…••”の形。 可迄令同題～我釘所能解決的／

この間題はわれわれが解決できるようなものではない。

vu【予】〈害〉（＝我 WO)余。われ。

wei【惟】〈書〉ひとり。ただ。ひたすら。だけ。のみ。

〔況長道短〕あれこれと批評する。（『中日大辞典』）

x!j i【希翼】 こいねがう。望むs

tuo ta i huan gu【脱胎換骨】〈成〉心を入れ替えて真人間に生まれ変

わる。また，徹底的に立場と観点を変える。 ⇒本是道教修婉者的
悦法，他釘訊力修道者得這就脱凡胎而成蚤胎，換凡骨而均仙骨。

（『漠語成語詞典・修訂本』）

ti Qi 【弟泣】〈書〉悲しくて涙をこぼす。

直 nci【除洞】【1涼辞】自分の言い分を述べる。

渾 wang【屈望】嘱望する。期待をかける。

訂【耳】〈書〉だけ。のみc

: is hi 【自視】自分を見る。自己評価をする。

〔卑〕卑しむ，へりくだる。（『中日大辞典』）

悩ngshu i meng shou【洪水揉善】〈成〉甚だしい災禍のたとえ。

wuhu【嗚呼】〔感嘆詞〕〈書〉ああc

詞【乎】〔助詞〕〈害〉疑間を表す。▽口語の“喝 ma"に同じ。

fu【夫】〈書〉〔指示代詞〕 (1) あの3 そのe この。 (2) 〔代詞〕彼。あ
の人。

van【焉】 現代語の“咤”に同じ。確認の語気を表すs

註osnenjing【腕神経】〈生理〉脳神経。

hu:i【年】はでやか（である）。華やか（である） C ぜいたく（である） C

:6【澤［洋］】湿っている。潤いがある。

ge【腿】〈生理〉横隔（膜）。

〔微然［戸然］〕きちんと整っているさま0 (『中日大辞典』）

kou【叩】（害〉（＝洵同 xunwen)尋ねる。問い合わせるe
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wu vi bu-- …• 【元ー不……】一つとして•••なし もヽのはなし、。すべて…

である。

yT qiii zhi he【一丘之絡】〈成〉同じ穴のムジナ。

環〕 j i四〔浸〕だんだんと，徐々に。（『中日大辞典』）

〔恨〕にせる（て），偽る（つて）。（『中日大辞典』）

we i【力】〔介詞〕〈書〉（＝被 bei)れる。られる。…される。 'ff"力”

十名詞＋“所"+動詞の形で用いる。

zhangu【睦願】〈書〉前を見たり後ろを見たりする。優柔不断である。

ming mu zhang dan【明目張膳［明目張胆］】〈成〉公然と。おおっびら

に。なにはばかるところなく。▼大それた事をすることについて

しヽう。

wuren【吾人】〈書〉（＝我釘 women)吾人。われわれ。

yao 【杏】〈書〉影も見えないほど遠いさま。~~元音信／杏［よう］と

して音信がない。

s 1【斯】〈書〉（＝此 Cl'送：he , 送↑ ：hもge'迄里 zheIi) この。

これ。ここ。

ta i X 1【太息】〈書〉長いため息をつく。嘆息（する）C
〔盗嵯〕ああ。〔吝〕は嘆息の声。（『中日大辞典』）

shi【是】〈害〉これ。ここ0 ~~晩／この日。

s hu【執】〔疑問代詞〕〈帯〉 (1) (=淮 shu f)だれ。だれか。 (2) (= 

嗚介註ge) (選択を表す）いずれ。どちら。 (3)(=什公 shenme) 

なに。

kua idao zhan luanma【快刀新乱麻］〈喩〉快刀乱麻を断つ。もつれた

物事をてきぱきとさばく。複雑な事柄を手際よく明快に処理する。

qi an jiu【牽就】 ⇒【迂就】（折れ合う。誤る。譲歩する。妥協する。）

y iwe i【依追】〈書〉（承知するか否かで）躊躇［ちゅうちょ］する，ぐず

ぐずする。~~不決／ためらって決心がつかないc

duo【度】〈書〉推測する。推し星る。 q以己～人／自分の考えで人を

推し繭る。

shuiT【庶幾［庶几］】〈書〉（＝庶几乎 shuithii)・・・かも知れない。ど
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うにか...できる。

hu【乎】〔感嘆詞〕〈苫〉感嘆を表す。..,.口語の“阿"に同じ。

ruofu【若夫】〔助詞〕〈書〉もしそれ。『語法』何かを説き起こす場合

や，話題を改める場合に，文頭に置く。

xing【幸】〈書〉願う。希望する。

＊ ＊ ＊
 

Qiもyishaonian laochもng.Zhonggu6 cheng rもnzhl yu 

ye. Ni釦nzh釦ng紅囮 shuai.Ylng-Mもirもnxiang x心zhl

ci yさ.Ci yi dongxl minzu shもXiangbu tong xianxiang 

qu yi zhl yiduan yu. Qlngnian ru chuchun. Ru zhaori. 

Rub五ihui zhl mもngdong.Ru 1 irもnzhl xln fa yu xing. 

Rもnshengzui ke baogui zhl shiql yも. Qlngnian zhl yu 

shさhui.Y6u xlnxian hu6pi5 xibao zhl zai rもnshen.Xln 

chもndai xiも.Chもnf丘xiubai zhさ四 shibu zai tianran 

taotai zhl tu. Y丘xlnxianhu6p6 zhもyikongjian zhl 

w令izhiji shijian zhl shengming. Rもnshenzun xln chもn

dai xiもzhld社0Zもji社nkang.Chもnf丘xi丘baizhl xibao 

chongs令rもnshenzもrもnsh邑nsL Shもhuizun xln chもn

dai xi令zhldao zもl6ngshさng.Chもnf丘xi丘baizhi fらnz'i'.

chongs令shehuizもshもhuiwang. Zhun sl yi tan. Wu gu6 

zhi shもhui.Qi 16ngsheng yも.Yi jiang wang yも.Fei yu 

zhl suo ren yan zh苔.Bi chもnfuxi丘b社izhi fらnz'i'..Yi 

tlng qi tianran zhl taotai. Wもibu yuan yl ru liu zhl 

suiyuら. Yu zhl shuo du五ndao chang. Xiji qi tuo tai 

huan g丘ye. Yu suo yu tiqi chもncizh苔．＼＞もizhuwang 

yu xlnxian hu6p6 zhi qlngnian. You yi zijuももrfらndou

さr.Zijuもzhさhも.Zijuもqixlnxian hu6pi5 zhl jiazhi 
yu zもrらn.Er zl.shi buk苔beiy恙. Fらndouzhe hも.Fらn
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qi zhinもng.Li pai chもnfuxi心baizhさyiqu. Shi zhi 

ruo ch6udi. Ruo hong shui mもngshou. Er buke yu wもi

lin. Er bu wもiqi jundu suo chuanr釦nYも．罰hu叩 gu6

. zhi qlngnian. Qi guo nもngY且yuer ho. Wu j ian fu 
qingnian qi nianling. Er 1五onianqi shenti zhもshi
zhl叩 yan.Qingnian qi nianling huo shentL Er 1近o・

nian qi naoshもnjingzhさshizhi jiu yan. Hua qi fa. 

Zもqir6ng. Zhi qi yao. Guang qi gも. Fei b心yanran

qingnian ye. Ji kou qi t6un五ozhong suo shらxi五ngSUる

huaibao. Wu yi bu yu bi chもnfuxiu bai zhもwもiyi qiu 

zhl hも. Qi shi ye wもichang b心xinxianhu6p6. Jin 

ji近もrwもichもnfuxiu bai fらnzisuo t6nghua zhもyou

zhl. Jin jiaもrw令ichもnfuxiu bai fらnzishi li zhi 

pangda. Zhangu yi hui. Bug五nming mu zhang d五n.Zuo 

wan hさnzh l kang dou zhもyouzhL Chongsらshもhuizhl 

kongqi. Wu wangもrfei chもnf迂xi丘baiyan. Qiu xie 

sh叙ozhl xinxian hu6p6 zhe. Yi w釘i此rもnzhixi zhl 

juもw合ng. Yi yao buk苔dも. Xun s1 xianxiang. Yu rもn・

shen zもbisi. Yu shもhuizもbiwang. Yu ji心cibing. 

Fei taixl zljie zhi SUも揺ngj i. . Shi zai ylもrmin 

yu zijuもyongyu fらndouzhi qlngnian. Fahul rもnjian

g心youzhl zhinもng. Juもzもrもnjianzhongzhong zhl 

sixi近ng.Shu wもixlnxian hu6p6. Er shi yu jlnshi zhl 
zhengcun. Shu wもichもnfuxiu bai. Er bu r6ng liuzhi 
yu nao li. Urらnduan tiさ.Kuaidao li ma. Juもbuzuo 

qianjiu yl wもizhl xi近ng.Zi duo duo rもn.Shもhuish心jl

qi you qlngning zhl ri ye. Qingnian hu. Qi you yi ci 

zi r令nzhe hu. Ruofu ming qi shif ei. Yi gong juもzも．

Jin chもnliu yi. Xing ping xln cha zhi. 
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＊
 
＊ ＊ 

思うに「若年にして老成す」とは中国で人をたたえる言葉であ

り，「年老ゆるも衰うるなかれ」とは英米人の励ましの言葉であ

るが，これもまた東西民族の発想の相違，現象の懸隔の一端であ

ろうか。青年は早春のごとく，朝日のごとく，萌え出づる青草の

ごとく，砥ぎあげた利刃のごとく，人生の最も貴重なる時期であ

る。社会における青年は，人体における新鮮活発なる細胞のごと

きものである。新と旧は代謝する，陳腐老朽なるものはすべて

刻々自然陶汰の道を歩んで，新鮮活発なるものに空間的地位と時

間的生命を譲るのである。人体がこの新陳代謝の道に従えば健康

であり，陳腐老朽の細胞が充満すれば人は死ぬ。社会が新陳代謝

の道に従えば隆盛となり，陳腐老朽の分子が充満すれば社会は滅

びる。

然りとすれば，わが国の社会はいま隆盛におもむこうとしてい

るのだろうか，はたまた滅びようとしているのだろうか。私はと

うてい口にするにしのびない。かの陳腐老朽の分子は，自然陶汰

〔の説〕を聞いたにしても，決して流れてやまぬ歳月を前提とし

てその是非を論じようとはせず，それならば〔道教の教える〕不

死の仙骨に変わろうというふうにしか考えぬ。私がいま涙ととも

に述べようとするものは，ただ新鮮活発なる青年が，自覚して癒

闘することへの嘱望のみである。

自覚とはなにか。みずからの新鮮活発なることの価値と責任を

自覚し，みずから卑下しないことだ。癒闘とはなにかJ みずから

の良知良能を癒い，陳腐老朽なるものを仇敵，洪水猛獣と見なし

てこれを排除し，断じて居をともにすることなく，その病菌をう

つされぬことだ。
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ああ，はたしてわが国の青年は，このことを呼びかけるに足り

るだろうか。私の見るところ， 10人のうち 5人は，年齢は青年

でも肉体は老人だ。 10人のうち 9人は，年齢あるいは肉体は青

年でも脳髄は老人だ。髪はゆたかで顔はつややかだ，腰は直＜胸

は広い，このまぎれもない青年が，脳中に発想し抱懐するものと

いえば，ひとつとしてかの陳腐老朽せるものと同類でないものは

ない。はじめは新鮮活発でなかったわけではない。だが，しだい

に陳腐老朽の分子に同化されたものもあれば，しだいに陳腐老朽

分子の勢力の強大さに恐れをなして右顧左阿するうちに，堂々と

して頑強なる闘争をあえてしなくなったものもある。社会に充満

する空気は，至るところみな陳腐老朽せぬものはなく，いささか

の新鮮活発を求めてわが窒息の絶望を慰めようと欲しても，杏と

して得る術がないからである。

このありさまでは，それが人体ならば死ぬしかない。それが社

ならば滅びるほかはない。この病弊を救うには嘆息するだけで

はどうにもならぬ。明敏に自覚し勇敢に蛮闘する一二の青年が，

人間固有の良知良能を発揮し，世界のあらゆる思想を吟味選択し

ー一いずれが新鮮活発で現代の生存競争に適するか，いずれが陳

腐老朽して脳裏から棄て去るべきか＿利刃鉄を断ち，快刀乱麻

を断つごとく，優柔不断の能度を棄ててみずから救い人をも救っ

てこそ，社会に清寧の日の来たらんことを望みうるのだ。青年よ，

この任を諸君は負うか。

ここにその是非を明らかにして諸君の吟味選択に供せんがた

めに， 6カ条の原則を述べさせていただきたい。願わくは冷静な

る考察を加えられんことを。

◇西順蔵編『原典中国近代思想史』第4冊，岩波害店， 1977年， 102・104

頁（丸山松幸訳）。
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［その後の陳独秀】

①パリ諧和会議で帝国主義列強は中国の民族自決の要求を踏みにじった。こ

の現実を通して啓蒙思想の限界を知り，マルクス主義者となっていった。 1919

年の五四運動では街頭でビラを配布して逮捕され，北京大学を辞して上海に逃

れた。 20年 12月~21年 10月，広東省省長・陳胴明の招聘で広州に赴き，広

東全省教育委員会委員長に就任顎平山らと広東の共産党を組織した。その後，

全国各地の共産主義者グループを統合して，上海で21年7月に中国共産党を

創設し，初代の総書記となった。労働運動の組織化に着手して独自の革命運

動の展開を目指したが，孫文の中国国民党と提携することを要求するコミンテル

ンに屈して，国共合作による国民革命を指導しに中国は半植民地，半封建社

会であると規定し，反帝国主義と反軍閥の民族民主革命を推進した，この民族

民主革命の実現はプルジョアジーとプロレタリアートが共に求める政治課題であ

り，国共合作がその両階級の統一戦線であるとされ，その階級調和論を唱えた。

先ずブルジョアジーと協力して民主革命を成功させ，その後にプロレタリア革命

を実行するという 2段階革命論であった。しかし共産党の台頭はプルジョアジ一

に特威を与え，階級対立が表面化してきた。そこで孫文死後は共産党の組織的

自立を求めたが，コミンテルンの反対にあって成功しなかった。

伐戦争が勝和するにつれて，共産党の台頭を恐れる蒋介石は急速に反共的色

彩を濃くして，遂に27年4月に反共クーデターを敢行し，これによって共産党は

大きな打撃を受けた。この国民党とのヘゲモニー争いに敗北した政治的責任は

全て陳独秀の日和見主義にあるとされ， 27年 7月

された。②その後国民革命の敗北はスターリンの資任であると主張するトロッ

キーに共感し，中国でトロツキズム運動を開始した。中国における封建的要素の

残存を強調する民主革命諭を批判して，中国ではすでに資本主義が主要な要

素となっているとみなし，来る革命はプロレタリア革命であると主張した。しかし革

命は退潮期にあるため軍事闘争よりも公開的政治闘争の必要性を求め，ソヴィ

ェト革命を進める共産党と対立した。このため 1929年に中国共産党から追放さ

れ，トロツキズム運動を組織したが， 32年に国民党に逮捕された。柏文蔚など国

民党幹部の旧友が援助の手をさしのべ，死刑は免れたが5年間投獄されたパ9③

慮溝橋事件で日中戦争が始まると出獄した。トロツキスト組織には合流せず，ま

た共産党復帰問題が発生したが復帰しなかった，組織に属さず独自の立場から

抗日戦争論を主張した。共産党の主張と大差なかったが，只一点軍隊の指揮
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にかんしては中央集権を要求し，共産党の独自な遊撃戦には批判的であった。

1942年5月重鹿尾郊外の江津で病死した。④息子の陳延年，喬年も共産党の

幹部として活躍したが，共に国民党によって殺された。長く共産党の公式見解

では陳独秀は革命の裏切り者として非難されてきたが，最近ではその再評価が

なされ始めた。（山田辰雄編『近代中国人名辞典』霞山会， 1995年）

【原典中国近代思想史】について

西順蔵編岩波書店， 6冊， 1976-1977年。アヘン戦争から中華人民共和

国にいたる時期の中国近代思想の諸潮流を「原典」によって再構成したも

の。各巻の内容はつぎのとおり。第 1冊（アヘン戦争から太平天国まで），

第2冊（洋務運動と変法運動），第 3冊（辛亥革命），第4冊（五四運動か

ら国民革命まで），第5冊（毛沢東思想の形成と発展），第6冊（国共分裂

から解放戦争まで）。
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1912 

賃 中華民国の成立

1911年 4月，黄興に率いられた革命派は，広朴1で武装蜂

起（広朴1起義）を敢行したが，多数の幹部を失うなど手痛い

敗北を喫した。

しかし 5月，消朝政府は・川漢（成都～広水）鉄道など幹

線鉄道の国有化と満族の王公費族を中心とする親貴内閣の

成立を発表した。これは，特に四川省諮議局に基盤を置く立

憲派の反発を惹起し，彼らは四川保路同志会を組織する一方，

親貴内閣の改組を要求したが，清朝政府は激しい弾圧をもっ

て応えた。しかし，この四川保路運動を導火線として，各地

に反清の動きが広がっていった。 10月 10日，かねて文学社，

共進会の影響を受けて革命化していた武昌の新軍兵士が蜂

起，翌 11日，黎元洪 (1864~1928)を都督とする中華民国

湖北軍政府の樹立を宣言した。辛亥革命の蜂火である。各省，

各都市で次々と「独立」（あるいは「光複」）が宣言された。

「独立」した各省軍政府は， 11月 15日，上海で各省都督府

連合会を結成して清朝政府に対抗しようとした。他方，清朝

は， 11月 1日，親貴内閣を廃して衷世凱を総理大臣に抜擢

して革命を抑えようとした。哀は，イギリスの支持を得，武

力を誇示しつつ，革命派を「南北和議」へと誘導していった。

武昌起義勃発の時孫文はアメリカに滞在していたが，欧

米諸国から革命への支持を取り付けるためにヨーロッパを

回って， 1911年12月25日上海に帰着した。帰国後各省

代表によって「中華民国臨時大総統」に選出された孫文は，
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12年1月1日南京の江蘇省諮譲局で中華民国の建国を宣言

した。 1月3日，臨時政府が成立したが，実業総長張脊ら

憲派の協力が得られず，財政的基盤が脆弱だった孫文らは，

結局哀世凱との妥協に賭けた。皇帝退位を条件として哀に臨

時大総統の地位を譲り渡すというものである。 2月 12日，

宣統帝退位が宣言され，ここに 268年にわたって続いた大

清帝国が滅亡，同時にそれは，秦漠以来 2000年余続いてき

た君主専制支配の終焉でもあった。

孫文は，参議院に臨時大総統辞職とその職を哀に譲ること

を申し出て承認された。南京を首都とすることは衷によって

無視された。 3月11日，孫文は臨時約法を公布し， これに

よって哀を法的に規制しようとした。 4月 1日，孫文は正式

に辞職 5日，参議院も北京に移転した。（池田誠ほか『図

説中国近現代史（新版）』 72頁）

骰。

第一章総綱

第一條 中華民國，由中華人民組織之。

第二條 中華民國之主櫂，屡於國民全

第三條 中華民國領土，烏二十二行省，

内外蒙古，西誠，青海。

第四條 中華民殿以参議院，臨時大憩

統，國務員，法院，行使其統治櫂。

第二章人民
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第五條 中華民國人民，一律平等，無

種族階級宗教之匝別。

第六條 人民得享有左列之自由櫂：…

第十五條 本章所載人民之櫂利，有認

烏増進公益，維持治安，或非常緊急必要時，

得依法律限制之。

第三章参議院

第十六條 中華民國之立法櫂，以参議

院行之。

第十七條 参議院，以第十八條所定各

地方所選派之参議員組織之。

第十八條 参議員，毎行省、内蒙古、

外蒙古、西蔵，

各選泳五人，青海選派一人，其選派方

法，由各地方自定之。

参議院會議時，毎参議員，有ー表決櫂。

第十九條 参議院之職櫂如左：

ー 議決一切法律案。

十一 参議院封於臨時大繕統，認烏有
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謀叛行烏時，得以憩員五分之四以上之出席，

出席員四分之三以上之可決弾劾之。

第四章 臨時大総統副継統

第二十九條 臨時大憩統副繕統，由参

議院選奉之，以憩員四分之三以上之出席，

得票渫投票憩敦三分之二以上者烏嘗選。

第三十條 臨時大繕統，代表臨時政府，

憩攪政務，公布法律。

第三十二條 臨時大繕統，統率全國海

陸軍隊。

第五章國務員

第四十三條 國務憩理及各部憩長，均

栴烏國務員。

第四十四條 國務員輔佐臨時大憩統，

負其責任。

第六章法院

第四十八條 法院以臨時大憩統及司法

憩長分別任命之法官組織之。

法院之編制，及法官之資格，以法律定
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之。

第七章附則

第五十三條 本約法施行後，限十個月

内，由臨時大聰統召集國會，其國會之組織

及選奉法，由参議院定之。

第五十四條 中華民國之憲法，由國會

制定，憲法未施行以前，本約法之放力輿憲

法等。

◇ 《中釜民図臨時約法（中荼民図元年三月十一日）》（中図史學會主編
《中図近代史資料設刊・辛亥革命》第 8冊，第 30・36頁。原栽：《臨時政
府公報》第 35琥）。

・ 《子小中山全集》（第 2巻，第 219・224頁。原栽：《怖吋政府公扱》第 35
号）。

. 《,,名吋政府公我》（（（中半民国史桔案文献光盆犀》 G・1) C 

〔行省〕 xingsheng中国の行政域もと〔行中書省〕すなわち，元代に

〔中古省〕を政府とし，〔行中苫省〕を各地方にもうけ，これを〔～〕，

略して〔省〕といった。これが行政区画の意味に使われたもので，

明には 15行省を置き，清には 22省を置いた。（『中日大辞典』）

de【得］他の動詞の前に用い，許可を表すC "'If主として法令や公文に用

いる。否定文に用いることが多い。 q送老技非 fe i径批准不～
幼用／この金は許可なしに使用することを許さない。

xuanpa i【造派】選んで派遣する3

de vi【得以】(".によって）•••することができる。

ta nhe【弾劾】弾劾（する）。 q他因迄↑事件受到了汲会的～／彼はこ
の事件で議会から弾劾された。
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韮n【満】すべての。全体の。すっかり。まったく （…ない）。~~身

油泥／全身油まみれ。

＊ ＊ ＊ 

Di・yl zhang: Zonggang 

Di・yi t iao: Zhonghua Mingu6 you Zhonghua rもnmin

zuzhi zhi. 

Di・ もrtiao: Zhonghua Mingu6 zhi zhuquan, shuyu 

gu6min quantL 

Di・san tiao: Zhonghua Mingu6 lingtu, wもiらrshiらr

xingshもng, Nei-Waimもnggu, Xizang, Qingh五i.

Di・si tiao: Zh6nghua Mingu6 y1 Canyiyuan, Linshi 

諒zongtong, Gu6蛉yu紐， F恥yuan, xingsh1 qi tongzhi・

quan. 

Di・ もrzhang: Rもnmin

Di・ 畔 tiao: Zhonghua Mingu6 rもnmin, yilti ping・ 

dもng, ¥叫 zhongzujieji zongjiao zhi qubiも．

Di・li心tiao:Rもnmindもxi五ngyouzuo liらzhlziy6u 

quan: … 
Di・shiw近tiao:Benzhang suo zai rもnminzhl quanl L 

yourもnwもizengjin gongyi, wもichizhi'an, huo fei・

chang jfoji biyao shi, dもyifalti xianzhi zhL 

Di・san zhang: Canyiyu社n

Di・shiliu tiao: Zhonghua Mingu6 zhl lif五quan,yi 

Canyiyuan xing zhi. 

Di・shiqi tiao: Canyiyuan yi di・shiba tiao SUる

ding gもdifangsuo xu五npaizhi Canyiyuan zuzhi zhi. 

Di・shiba tiao: Canyiyuan, mさixingshもng、 Nらi・

mさnggu、廂imもnggu、Xizang,gらXU五npaiwu rもn,Qingh釦i
XU近npaiyi rもn,qi xuanpai fangf近， yougらdlfangzi 
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ding zhl. 

Canyl.yuan Hul.yl. shi, mei canyiyuan you yl biaojuも

quan. 

Di・shijiu tiao: Canyl.yuan zhl zhiquan ru zuo: 

1. Yijuもyiqiら餞1闘 n.

11. Canyiyuan duiyu Linshi Dazongtong, rらnwもiyou 

齢upanxingwもishi, dもyizもngyu自nI泊餞nzhl si 

yishang zhl chuxi, chOxi yuan sl. fen zhl san yishang 

zhl ke juもtanhもzhl.

Di・si zhang: Linshi Dazongtong Fuzongtong 

Di・ もrshijiutiao: Linshi Dazongtong F心zongtong,

y6u Canyi yuan XU近njuzhl, yi zongyuan si fen zhl san 

y1shang zhl chOxi, dもpi社0 man t6upiao zもngsh心san

fen zhl er yishang zhe wもidangxu五n.

Di・sanshi t iao: Lins hi Dazongtong, d社ibi五oLin・ 

shi Zhもngfu, zonglan zhもng11心， gongbuf近lli.
Di・sanshi全rtiao: Linshi Dazongtong tongshuai 

quangu6 h五i・lujOndui. 

Di・wu zhang: Gu6蛉yuan

Di・sishisan tiao: Gu6叩 Zongliji gらbuZongzhang, 

jun cheng wもiGu6畔yuan.

Di・sishisi tiao: Gu6訓yuanfuzu6 Linshi Dazong・ 

岱ngf心qizもrらn.

Di・liu zhang: F恥yuan

Di・sishiba tiao: Fayu店nyi Linshi Dazongtong ji 

Slfa Zもngzhangf enb iもrもnmingzhl f五guanzuzhl zhl. 

Fayuan zhl bianzhi, ji f五guanzhl zlgも， yifalli 

ding zhl. 

Di・ql zhang: F心zも

Di・ 畔shisantiao: BさnYuef a shlxing hou, xian shi 
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ge yuらnもi,you Linshi Dazongtong zhaoji guohuL qi 

guohul zhi zuzhi ji xuanj且f近， youcanylyuan ding zhl. 

Di・ 畔 shisl tiao: Zhonghua Minguo zhi xianfふ you

guohul zhldlng, xianfa wもishixing ylqian, ben 

Yuef五zhlxiaoll yu xianf近deng.

＊ ＊ ＊ 

第 1章総綱

第 1条 中華民国は中華人民がこれを組織する。

第2条 中華民国の主権は国民全体に属する。

第3条 中華民国の領土は 22行省，内外蒙古，西蔵，青海とす

る。

第4条 中華民国は参議院，臨時大総統，国務員，法院を以てそ

の統治権を行使する。

第2章人民

第5条 中華民国人民は一律平等にして種族，階級，宗教の区別

はない。

第6条 人民は左記各項の自由権を享有することができる。

第 15条 本章に掲げる人民の権利は，公益を増進し治安を維持

しあるいは非常緊急の必要ありと認めた時は，法律によってこ

れを制限することができる。

第3章参謙院

第 16条 中華民国の立法権は参識院を以てこれを行なう。

第17条 参議院は第18条に定めるところの地方選出の参議員を

以てこれを組織する。

第 18条 参議員は各行省，内蒙古，外蒙古，西蔵から各々5名

を選出し，青海からは 1名を選出すなその選出方法は各地方

が自らこれを定める。
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第 19条 参議院の職権は左のとおりとする。

1. 一切の法律を議決する。

11. 参議員は，臨時大総統に謀反の行為ありと認めた時は，総

員の 5分の 4以上の出席，出席者の 4分の 3以上の可決を

以て，これを弾劾することができる。

第4章臨時大総統副総統

第 29条 臨時大総統副総統は参議院がこれを選挙し，総員の 4

分の 3以上が出席し，投票総数の 3分の 2以上の得票を得た者

を当選とする。

第 30条 臨時大総統は臨時政府を代表し政務を総覧し法律を公

布する。

第 32条 臨時大総統は全国の陸海軍を統帥する。

第5章国務員

第 43条 国務総理及び各部総長はすべてこれを国務員と称する。

第44条 国務員は臨時大総統を補佐してその責任を負う。

第 6章法院

第 48条 法院は臨時大総統及び司法総長が任命した法官を以て

これを組織する。法院の編成及び法官の資格については法律を

以てこれを定める。

第7章附則

第53条 本約法施行後 10か月以内に臨時大総統は国会を召集す

る。その国会の組織及び選挙法は参議院がこれを定める。

第 54条 中華民国憲法は国会がこれを定める。国会開設まで本

約法の効力は憲法と等しいものとする。

◇横山英編訳『ドキュメンタリー中国近代史』，亜紀書房， 1973年， 122・126

頁。
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ロ固吋政府公揺n
111参考：版本の問題●

⇒ 《中図近代史資料笈刊・辛亥革命》
⇒ 《孔中山全集》

鬱瓢紙罰祈霞罷収捨嘔特数郵國尺集中

由

那

民

飩

元

年

月

+
-
H
星

期

＊《中隼民国史桔案文献光盆犀》 G・l
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【中国近代史資料叢刊】について

中国史学会主編，上海人民出版社出版。中華人民共和国建国後，近代史研

究の再建をめざして編築された資料集a内容な下記の通り。聘片戦争(6冊，

1957), 第二次弱片戦争(6冊， 1978・9),太平天国(6冊， 1952),捻軍(6冊，

1953), 回民起義(4冊， 1953),洋務運動(8冊， 1961),中法戦争(7冊，

1957), 中日戦争(7冊， 1957),戊戌変法(4冊， 1953),義和団(4冊， 1951),

辛亥革命(8冊， 1957)。

［ドキュメンタリー中国近代史】について

横山英編訳，亜紀書房， 1973年， 357頁。 1840年から 1927年までの中

国近代史に関する基本資料68点の邦訳。
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1905 

輝 「革命」の構想

孫文は，広東省香山（現，中山）の貧しい農家の生まれた。

字は逸仙，号は中山。中国では孫中山が一般的である。 12

歳の時，ハワイで成功した長兄のもとへと渡り，西欧の近代

的教育を受けたのち帰国。広朴I,香港で医学を学び開業する

が，清末の民族危機の中で異民族満洲の支配する専制王朝打

倒の革命を決意し， 1894年，ハワイに秘密結社興中会を組

織した。 95年，広州で最初の武装蜂起を企て失敗して日本

に亡命，以後，辛亥革命に至るまで十数年，日本を拠点に欧

米，東南アジア各地の華僑の間に革命を訴え，かつ 10回に

及ぶ蜂起を試みた。この間 97年， 日本で宮崎沿天，平山

周犬簑毅ら，中国革命に関心を寄せる民間の志士在野の政

治家と知り合い，以後日本との間に深い結びつきを作った。

ついで1905年，興中会，光復会，華興会の革命3派は大

同団結して中国同盟会を結成孫文は総理に推され，彼はそ

の政治綱領として，民族民権，民生からなるユニークな三

民主義を掲げた。この頃，海外では清朝の下での改革を主張

する康有為や梁啓超らの“保皇派”が大きい勢力をもってい

たが，同盟会は機関誌「民報」を発刊して激烈な論戦を交え，

改良の風潮を革命へと切りかえていった。こうして 11年 10

月 10日ついに中部同盟会による武昌蜂起が成功し，孫文は

その知らせを米国で聞くことなる。 12月に帰国し，新たに

誕生した中華民国 (12年 1月 1日）の臨時大総統に選ばれ

た。（『岩波現代中国事典』「孫文」の項目）
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今者国民写起，立写政府，洛二百六十

年之臆脱，笈四千年之祖国，謀四万万人之

福祉，此不独軍政府壼元労貸，凡我国民皆

当引力己弥者也。維我中国升国以来，以中

国人治中国，蚤岡有昇族纂据，我祖我宗常

能駆除光笈，以胎后人。今汲人倍率又リ軍，

珍除胡虜，此力上継先人遺烈，大込所在，

凡我汲人当元不晩然。惟前代革命如有明及

太平天国，只以駆除光笈自任，此外元所特

移。我等今日与前代殊，子駆除梃虜、恢笈

中半之外，国体民生尚当与民変革，呈錦経

万端，要其ー前之精神則力自由、平等、博

愛。故前代力英雄革命，今日力国民革命。

所謂国民革命者，一国之人皆有自由、平等、

博愛之精神，即皆奥革命之弥任，写政府特

カ其枢机而已。自今已往，国民之壼任即牢

政府之奇任，写政府之功即国民之功，写政

府与国民同心戟力，以尽壼任。用特披露腹

心，以今日革命之経給竪将来治国之大本，
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布告天下：

ー、躯除鞄虔 今之清if叶，本塞外左胡。

昔在明朝，屡力辺患。后乗中国多事，長駆

入美，天我中国，据我政府，迫我汲人力其

奴求，有不炊者，条戦イ乙万。我汲人力亡国

之民者二百六十年子斯。満政府究凶扱悉，

今已前盈，込師所指，覆彼政府，述我主枚。

其満沙l怜又写人等，如悔悟来降者，免其罪；

敢有抵抗，条元赦！汲人有力満奴以作汲奸

者，亦如之。

二恢隻中年 中国者，中国人之中国；

中国之政治，中国人任之。駆除梃虜之后，

光笈我民族的国家。敢有力石敬塘、呉三桂

之所力者，天下共缶之！

三、建立民国 今者由平民革命以建国民

政府，凡力国民皆平等以有参政枚。大忌統

由国民公挙。以会以国民公挙之祓贋杓成之。

制定中半民国完法，人人共守。敢有帝制自

力者，天下共缶之！
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四、平均地枚 文明之福祉，国民平等以

享之。当改良社会経済紐鋲，核定天下地倫。

其現有之地倫，偽属原主所有；其革命后社

会改良近歩之増倫，則 1)ヨ子国家，力国民所

共享。肇造社会的国家，イ卑家給人足，四海

之内元一夫不荻其所。敢有至断以制国民之

生命者，与次弁之！

右四綱，其オ昔施之次序則分三期。…此

三期，第一期力写政府督率国民担除旧汚之

吋代；第二期力写政府授地方自治枚子人民，

而自忌挽国事之吋代；第三期力写政府解除

枚柄，完法上国家机美分掌国事之吋代。イ卑

我国民循序以近，養成自由平等之礎格，中

半民国之根本骨子是乎在焉。

以上力綱有四，其序有三。写政府力国

戦力，矢信矢忠，終始不愉。尤深信我国民

必能蹄后呈忍，共成大止。汲族神炎，久混

耀子四海，比遭邦家多唯，困苦百折，今除

光笈吋代，其人人各炭物其精色。我汲人同
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カ奇千猿之子孔，国人相視，皆伯叔兄弟諸姑

姉妹，一切平等，元有骨践之差、狩富之別；

休戚与共，患唯相救，同心同徳，以ヱ国保

神自任。哉士不愛其命， l司固不惜其力， 則

革命可成，民政可立。應我四万万人共勉之！

◇ 《写政府宣言》（《中国同盟会革命方略（一九〇六年秋冬岡）》

中山全集》第 1巻）。

《子Jヽ

〔者〕時を表す詞の語尾として用いられる。〗近～／近ごろ。（『中日

大辞典』）

di 【條】洗う。 q洗～／洗浄（する）。 q→～落 dang。

x'ingshiin【腟膳】家畜やけものの臭いにおい。.,,"臆”は羊肉のにお

いをさす。

z e WU pang d a i【賣元労貸】〈成〉自分が当然負うべき責任は他人に押
しつけるわけにはいかない。他に転嫁することができない責任。

〔維〕 wei発語の助詞。これ。ただ。 ⇒〔惟〕（『中日大辞典』）
cuan [第】蒋い取る。.,,君位を奪うことをさすことが多い。 ~~枚／

権力を奪い取る。

：如iing【祖宗】（一族の）祖先。

guangfu【光笈】（亡びた国を）建て直す。（失地を）回復する。

y i 【始】残す。~~患 hu紅／災いを残す。

chang【偶】提唱する。

y is h I【又リ雨】正義のために起こした軍隊。義兵。

直 n【珍】尽くす。滅ぼす。

wubu【元不】・..でないのはない。••• しないものはない。

xiao【暁】知らせる。明らかにする。さとす。

wei【惟】思う。考える。
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zhuanvi 【諾移】移す。移る。転換する。変える。

shu【殊】異なる。差異がある。 q与原本元～／原本にそっくりである。

j Tngwe i【経錯】 (1)縦糸と横糸。 (2) (地球の）経度と緯度C (3) (物

事の）いきさつ。経緯c

此nduan【万端】多種多様である。さまざまである。

t ewe i【特力】特に。わざわざ3

sh町【枢机】 (1) 〈古）封建王朝の重要な機関・官職。 (2) 〈苫〉枢機。

大事な事柄。

er y i 【而已】〔助詞〕〈書〉•••にすぎない。ばかりである。だけである。
〔自今已往〕 ⇒〔自今日以往〕（『中国近代史資料叢刊・辛亥革命』第 2
冊、 14頁）

yong 【用】〈書〉…によって。~~特函込 handa /よってここに書中

をもって申し上げます。

fuxTn【腹心】〈書〉〈喩〉急所。

jtnglun【経約】〈苫〉経綸［けいりん］。国家を治め整える。

s T【斯】〈書〉この。これ。ここ。 可以至干 zhTvu~ /もってここに
至る。

qiong Xiong ji e【労凶扱惑】〈成〉きわめて凶暴で残酷である。極悪

非道。

ying【盈】満ちるs

ru【如】〔接続詞〕（＝如果 rugu 6) もし…ならば。~~処理得当 dedang,

同題不堆解決／もし処骰が当を得たならば，問題の解決はそう難しく

はなしヽ だろう。

〔石敬塘〕 892・942。五代後晋の建国者。高祖。西方異民族の出身とい

う。後唐明宗に仕えてその即位をたすけ，節度使を歴任し禁軍を

統率した。仲の悪い廃帝が即位すると，石敬塘は契丹に援助を求

め，それによって後唐を滅ぼして， 936年帝位につき晋を建国し

契丹には約束によって莫大な歳幣を送り，国王を父と呼んで

仕え， さらに燕雲 16、川を契丹に割誼して後生に大きな影響を与

えた。（『新編・東洋史辞典』）
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〔呉三桂〕 1612・78。明末清初の軍人。高郵の人で，遼東に移った家に

生まれ，字は長白。明末に父の蔭により都指揮使，総兵となり山

海関を守って消軍の侵入を防いだ。明が李自成に滅ぼされると清

に降り，その中国進出の先鋒となって大攻をたて，平西王に封じ

られ雲南に駐屯した。やがて清がその勢力を削ろうとすると，

1673年耽精忠・尚之信とはかって兵をあげた。いわゆる 3藩の

乱であるが， 78年指導者たる彼が病死すると，反乱軍の勢力は

衰え， 3年をへて鎮定された。（『新編・東洋史辞典』）

脳ding【核定】査定する。裁定する。 ,i~娑金 jiangjtn/ボーナス

を査定する。

bi【倖】〈書〉・・・するようにさせる。 ,i~炊周知／周知徹底させる。

j i a j 1 I en Z U【家給人足】 〈成〉どの家も人々もみな暮らしが豊かで

ある。 T"人給家足”ともいう。

紐【夫】〈旧〉成年の男。可匹 pi~/匹夫［ひつぷ］。ひとりの男。

ci XU【次序】順序。順番。次第。 qェ作要有一定的～／仕事には決ま

った順序がなくてはならない。

quanbing【校柄】権力。 q掌北ang着～／権力を握っている。

X UfiXU【循序】順序を追って。可～浙造 jianjin/ (学習・仕事など

を）順を追って一歩一歩進める。

xii 【音］〈苫〉みな。すべて。可万事～各／用意万端整えた。

vu sh i【予是】〔接続詞〕そこで。それで。そして。ここにおいて。▼

話し言葉では“千是乎 yushihu"ともいう c

van [焉】〈書〉これに。ここに。これから。 T"介i司”の“千 yu " 

に“代洞”の“是”を加えたものに相当する。

shi【矢】誓う。誓いを立てる。 ,i~忠 zhong/忠誠を誓う。

buvu【不洵】〈書〉（節操・誓約などを）変えない。可始終～／終始変

わらない。

chu6 l i【眸房】〈書〉意気盛んである。

j i an r en【堅忍】堅忍。我慢強く堪え忍ぶC ,i ~不抜 ba的意志／堅忍

不抜の意志。
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shenling【神戻】神霊。神の総称。

〔煤〕 kun明亮。 （『新華字典』）

bl【比】（古くはbi) 〈粛〉このごろ。近ごろ。 ,i~来／近来。

ba i zhebunao【百折不叫〈成〉不撓［ふとう］不屈。何度挫折しても意

志を曲げないこと。

ii【F示】時3 折。

〔其人人各友拓其精色〕 ⇒〔祈人人各友拓其精神〕（『中国近代史資料叢
刊・辛亥革命』第2冊、 16頁）

〔粁練〕黄帝の名。（『中日大辞典』）

恥 hongshuii【伯仲叔季】兄弟の順序。『参考』“伯”は長兄，“仲”は

次兄，“叔"は三兄，“季"は末弟。かつては名前によくこれらの

字を使って兄弟間の順序を表した。

〔i者姑姉妹〕多数の婦人に対する称呼。 （『中日大辞典』）

xiuqT【休戚】喜びと憂い。 ,i~与共／禍福を分かち合う。苦楽を共に

するc

tong Xtn tong de【同心同徳】〈成〉一心同体である。心を一つにする。

luvan【岡Ii国】〈諏昔の庶民の住居区0 (転じて）庶民。

gongmian【共勉】互いに励まし合う。 q應 yuan~之／お互いに励ま

し合いましょう。

＊ ＊ ＊ 

Jln zhさGu6minjOnq'i, 1 i JOnzhengf丘， diもrb五i1 iu・ 
shi nian zhl shanxlng, fu siqian nian zhl zugu6, m6u 

si揺nwanrもnzhi fuzhL d bu du JOnzhもngf丘zも応
p自ngdai, fan wるgu6minjie dang yln wもiji zもzhもyさ．

wもiwo Zhonggu6 kaigu6 yU白i, y'i Zhonggu6rもnzhi 
Zhonggu6, sul jian yるuyizu cuan ju, WO zu ¥VO zong 

chang nもngqOchu guangfu, yi yi hourもn.Jin Hanrもn
chang shuai y'lshl, ti五nchu hu 1近， clwもishang ji 
xianrもnyil i心， d社yiSUもzai,fan WO廿anrもn.dang WlJ bu 
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xiao ran. wもiqiandai gもmingru you Ming ji Taiping 
Tiangu6, zhl yl quchu guangfu zl rもn, clwai叩 suo

zhu五nyi.Wo deng jlnri yu qiandai shu, yu quchu dalu、

huifu Zhonghua zhiwai, gu6tl minsheng shang dang yu 

min biangも， sulweijing wanduan, yao qi yiguan zhl 

jingshもnzもwもizly6u、pingdeng、b6'ai. Gu qiandai 

wもiylngxi6ng gもming, jlnri wもigu6min gもming.Suo・ 

wらigu6min gもmingzh邑， ylgu6 zhi rもnjie you ziy6u、

pingdもng、b6'aizhl jlngshもn, ji jie fu gもmingzhl 

zもrもn,Junzhらngf丘tらwもiqi shujiもryl.Zi jin yl w近ng,

gu6min zhl zもr令nji Junzhもngf心zhlzもrもn,Junzh令ngfu

zhi gong ji gu6min zhi gong, Junzhらngf丘yugu6min 

t6ngxln lull, yl jin zもrもn.Yong tもpllufuxln, yl 

jinrl gもmingzhl jlnglun jl jianglai zhigu6 zhi dabもn,

b心gaotianxia: 

1. Quchu dal丘

Jln zhi Manzhou, bもnSaiwai Donghu. Xl zai Ming・ 

chao, lti wもibian huan. Hou chもngZhonggu6 duo shl, 

changqu ru guan, mi令WOZh6nggu6, ju WO zhもngfu,po 

WO Hanrもnwもiqi nuli, you bu c6ng zhさ， shal心yiwan.

Wo Hanrもnwもiwanggu6 zhl min zhさらrb近i1 iushi nian 

yu s1. M五nzhらngf社qi6ngxiong jiも jinyl guan ying, 

ylshi suo zhl, fu bl zhらngf丘， huanWO zh丘quan. Qi 

駆nzhou船njunrもndさng,ru hul畔 laixiang zhe, mi五n

qi zui; gan you dlkang, sha ¥珀 shも！齢nrもnyou wもi

Mannu yl zuo hanjian zhさ， ylru zhi. 

2. Huif心Zhonghua . 

Zh6nggu6 zhe, Zhonggu6rもnzhl Zhonggu6; Zhong・ 

gu6 zhl zhもngzhi,Zhonggu6rもnr令nzhl. Quchu dalu zhl 
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hou, guangfu WO minzu de gu6j ia. Gan you wもiShi 

Jingtang、WuSangui zhl suo wもizhさ， tianxiagong jl 

zhl ! 

3. Jianll. mingu6 

Jin zhe you pingmin gもmingyl jian gu6min zhらngfu,

fan wもigu6min jie pingdeng yl you canzhもngquan.Da・ 

zongtong you gu6min gongj丘. Yihui yl gu6min gongju 

zhl yl. yuan gouchもngzhi. Zhiding Zhonghua Mingu6 

Xianfa, rもnrもngong shou. Gan you dizhi zi wもizhも，

tianxi社gongjl zhl ! 

4. PingjOn diquan 

wもnmingzhl fuzhl, gu6min pingdさngyl xi召ngzhl. 
Dang g五iliangshらhuijlngjl. zuzhi, hもdingtianxia 

dijia. Qi xi社nyouzhl dijia, rもngshu yuanzh丘suoyou;

qi gもminghou shらhul.gailiang jl.nbu zhl zengjia, zも

gulyu gu6jia, wもigu6min suo gongxi五ng. Zhao za。
shらhuide gu6jia, bl jia jl rもnzu, sih五izhl nらi四

yl fQ bu huo qi suo. G五nyou longduan yl zhi gu6min 

zhi shengming zhe, yu zhong qi zhl ! 

You si・gang, qi cuoshl zhl cixu zもfensan qi. ... 

Cl san qi, di・yl qi wもiJCmzhもngf丘dushuaigu6min 

s叙ochujiu1vO zhl shidai; di・虹 qi wもiJOnzhらngfushou 

difang zizhiquan yu rもnmin, もrzl. zongl五ngu6shi zhl 

shidai; di・san ql wもiJOnzhもngf丘jiもchuqu白nbfog,

xianf五 shang gu6jia jlguan fenzh五ng gu6shi zhl 

shidai. Bl wo gu6min xunxu yl jin, y五ngchもngziy6u 

pingdさngzhi zigも， ZhonghuaMingu6 zhi genb苔nxO yu 

shi ho zai yan. 

Yishang wもigang you si, qi XU you san. JOnzhもngfu
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wei gu6 lull., shi xln shi zhong, zhongshi buyu. You 

sh邑nxinwo gu6min bi nもngchuoli jianr各n,gong chもng

dayら. Hanzu shもnling, ji丘kunyao yu slh近i, bi zao 

bang j i a duo nan, kunku b近izhも， jlnjl. guangfu shidai, 

qi rもnrもngもfayangqi jlngsら. Wo Hanrもntong wもi

Xuanyuan zhl zisun, gu6rもnxiang shl., jie b6sh0 

xiongdl zhOgO zim釘i,yiqiらpingdeng,1珀 youguljian 

zhi cha、pinfuzhi biも； xiOql yu gong, huannan xiang 

ji心， tongxln tong dも， yiwもigu6 bao zhong zl. rもn.

Zhanshi bu ai qi ming, ltiyan buxl qi lL zもgもming

K各chもng,minzhさngk苔ll.. Yuan WO s l wan wan rもngong・ 

mi釦nzhl ! 

＊ ＊ ＊ 

今や，国民軍は起ち，軍政府を樹立して， 260年にわたる謄胆

（なま臭さ。満族の支配）を洗い流し， 4000年来の祖国を回復し

て， 4億人民の福祉をはからんとしている。これは，他に転嫁で

きぬ軍政府の責任ではあるが，そればかりではない，わが国民す

べてが責任を負うべきことでもある。そもそも，わが国は建国以

来，中国人によって中国を統治してきた。その間異民族に纂奪・

占領されたこともあったが，わが歴代の祖先は，常にこれを駆除

して光復（革命によって国土を恢復する）し，後世の人びとに伝

えてきた。今や，中国人は正義の軍隊を率いて異民族を絶滅せん

としている。これは遠く先人たちの遺業を継ぐものであり，大義

の存するところ，中国人たる者は，みなこれを知らねばならない。

思うに，たとえば明代や太平天国など前代の革命は，ただ異民族

を駆除・光復するだけをみずからの使命とした。しかるに，今日

われわれは前代と異なって，満州族を取除して中華を恢復する以
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外に，人民と協力しながら国体と民生をも変革せねばならない。

そのための方策はさまざまあろうとも，これを一貰する精神は，

自由• 平等・博愛である。ゆえに，前代は英雄革命であり，今日

は国民革命である。いわゆる国民革命とは， 1国の者すべてが自

由• 平等・博愛の精神を抱く，すなわち，すべての者が革命の責

任を負い，軍政府はただその枢機（中心，かなめ）となるにすぎ

ない。今日以後，国民の責任は，すなわち軍政府の責任であり，

軍政府の功名は，すなわち国民の功名である。軍政府は国民と心

と力を合せて責任を果たすのである。よって，特に本心を披泄し，

今日の革命の経綸（事業）および将来における政治の根本を天下

に布告する。

一磋虜を駆除する。

今の満州族は，もと長城以北の東胡であり，明代の昔， しばし

ば辺境の禍いをなした。のちに中国の多事に乗じ，長呪して山海

関に侵入してわが中国を滅し，わが政府を占拠し中国人を奴隷の

地位に追いこみ，従わぬ者を数かぎりなく殺数した。ここに，わ

が中国人の亡国の民たること 260年に及んだ。満J小I政府の凶悪な
ること，今や，その極に達した。わが正義の軍隊の目指すところ

は，かの政府を転毅し，わが主権を蒋還するにある。満州人や漢

民族の軍人（漠軍八旗など）にして，もし，罪を悔いて降伏する

者があればその罪を許し，あえて抵抗する者は容赦なく殺す。中

国人で満州人の奴隷となり漢奸（売国奴）となった者も同様であ

る。

二 中華を恢復する。

中国は中国人の中国である。中国の政治は中国人がこれに任ず

る。満州族を駆除したのち，わが民族の国家を光復する。あえて，

石敬塘（北方の異民族契丹に中国の地燕雲 16、州を割譲した）や
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呉三桂（清軍を関内に誘導しその中国侵入を助けた）のごとき行

為をなす者は，天下こぞってこれを撃つ。

三 民国を建立する。

今や，平民革命により，国民政府を樹立せんとする。およそわ

が国民たるものはすべて平等に参政権を持つ。大総統は国民が選

挙し，議会は国民の公選した議員が構成し，中華民国憲法を制定

し，人民は，ともにこれを守る。あえて帝制を実行せんとする者

は，天下がともにこれを撃つ。

四 地権を平均にする。

文明の福祉は，国民が平等にこれを享受する。社会・経済の組

織を改良し，全国の地価を確定しなければならない。現在の地価

はもとの所有者に属せしめる。ただし，革命後，社会の改良・進

歩による値上り分は国家に帰せしめ，国民の共有とする。社会的

な国家を創造して，国中すべて，すべての家，人ともに生活を安

定させる。国中すべて，なんびとも所を得ない者がないようにす

る。あえて聾断（独占）をはかり，国民の生命を制せんとする者

は，人民とともにこれを棄てる。

右の 4 網目は，実施順序を 3 期に分ける。•••この 3 期のうち，

第 1期は，軍政府が国民を監督し統率して，旧来の汚毒を除去す

る時代である。第 2期は，軍政府が人民に地方自治権を授けて，

国の政治を統括する時代である。第3期は，軍政府がその権限を

解除されて，憲法上の国家機関が国の政治を分掌する時代である。

もし，わが国民が順を追って進み，自由• 平等の資格を養成すれ

ば，中華民国の根本はすべてここに備わるのである。

以上，大綱は 4,その順序は 3である。軍政府は国のために誠

心誠意，終始かわることなく協力をつくすが，わが国民もかなら

ずや綽腐（葉い立つこと）堅忍，ともに大業を完成するものと深
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く信ずる。漢民族の神聖なる精霊は，かつて久しく 4海に輝いた

が，近ごろ国家は苦難と挫折に遭遇した。しかし，今や光復の時

代を迎えたのである。人びとは各自その精色（本領）を発揚せよ。

わが漢民族は，ともに軒棘氏（黄帝）の子孫であり，国民は互い

にみな親類・兄弟•姉妹のごとき間がらである。一切平等で貴賎・

貧富の差別はない。喜びと悲しみを共にし，患難は助けあい，心

を 1つにし徳を同じくして，国家を防衛し，種族を維持する責任

をみずから担おう。戦士が身命を惜しまず，閻閻（村里の門。民

間）が労を惜しまなければ，革命は成功し，憲政は樹立できる。

願わくは，わが 4億の民よ。ともに努力されんことを。

◇伊地智善継・山ロ一郎監修『孫文選集』第 3巻，社会思想社， 1989

40・44頁（庄司荘一訳）。

● 「中国人を」「中国人で」 ⇒「漢人を」「漢人で」
● 「満州人や漢民族の軍人」 ⇒「清朝の漢族軍人」
● 「もし，わが国民が順を追って進み，」 ⇒「順を追ってわが国
民を進歩させ，」

● 「憲政」 ⇒「民政」

［三民主義】

①孫文が 20世紀中国の民族的危機打開を志して提示した救国のための政

治理論，また“救国思想”。民族，民権，民生の 3主義から成る。清朝打

倒の革命活動に言闘していた孫文が最初にこの構想を打ち出したのは，中

国同盟会結成の時期である (1905年）。その内容は， 1)輻虜（清洲族）の

駆除，中華の回復（民族主義）， 2)民国創立（民権主義）， 3)地権平均（民

生主義）という網領に示された。彼は亡命中，ヨーロッパ社会をつぶさに

研究し，先進資本主義社会になお存在する大きい貧富の差，そこに生まれ

る社会問題に注目し，中国の革命のためには共和制樹立の政治革命と同時

に社会革命を平行して行なわなければならないと考えた。民生主義と呼ば
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れるこの主張が三民主義の顕著な特色を形成するものとなる。こ）しかし構

想当初の三民主義は，たぶんに種族主義的なナショナリズムと“専制から

民主へ＂という共和主義によって組み立てられており，民生主義（＝地権

平均）については，産業化に伴う地価の上昇分を国家が吸い上げることを

通じて貧富の差を未然に解消するという単純な内容を持つものだった。だ

が，中華民国の誕生にもかかわらず中国の危機はまったく解消されず，内

にあっては封建的な軍閥支配，対外的には列強からのいっそうの抑圧が進

行し，孫文は新たな理論構築を迫られることになった3 こうした中で孫文

に画期的な転機を与えたのはロシア革命と五・四運動だった。彼は五• 四

運動の経験から民衆を基盤とした大衆政党としての中国国民党を創始す

ると共に，“帝政ロシアの既得権益の放棄”を宣言したソ連との連携の中

に新たな道を求め，同時に三民主義の内容をも大きく転換させることにな

った。それは，“連ソ，容共，扶助エ農”の 3大政策の採用に示されるが，

理論内容としては中国の独立・解放のための反帝民族主義，“資本節制”

また"耕者有其田（耕す者に田を）”という封建的地主制廃止の主張など

に要約される。ただし孫文の死のために，この転換が全体としてどのよう

な理論的形をとるかは明確にされないままに残った。③ところで，三民主

義は，孫文の革命・建国プランを含めそれらが国民党の“党義”と規定さ

れたことによって，彼の死後も現実政治に深い影響を及ぼすことになった。

早くも孫文の死の直後，載季陶は孫文主義を中国の道統を受け継ぐものと

して儒家的伝統思想の中に位置づけたが，こうした規定はその後反共の立

場に立って政権を掌握した国民党に強力な理論的根拠を与えるものとな

った。他方，毛沢東もまた，抗日戦争を迎えて第2次国共合作が実現する

中で，晩年の孫文思想を“新（真）三民主義”と規定し，“資本節制”な

どを根拠に，中国共産党はそれを受け継ぐ形で奮闘すると主張（「新民主

主義論」）した。三民主義は， 20世紀前半の中国政治を動かす重要な政治

理論だったといえる。（『岩波現代中国事典』）

［孫文選集］について

伊地智善継・山ロ一郎監修，社会思想社， 1985・1989年， 3巻。第 1巻（三

民主義），第2巻（革命哲学・革命観），第 3巻（中国革命史・国際政治観・

対日観・孫文論）からなる。
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参考（叫2)

課文とテキストとの対応関係

在悼念胡耀邦同志逝世的活功中，「大共戸党貝、工人、衣民、

知沢分子、干部、解放平利青年学生，以各神形式表述自己的哀思，

井表示要化悲痛カカ量，方実現四化、振咲中半貢献力量。

在悼念活劫期同，也出現了一些不正常情況。扱少数人借机制

造遥言，指名攻市党利国家領屏人；羅惑群欣沖出党中央、国各院

所在地中南海新年n;甚至迂有人棘出了打倒共戸党等反劫口号；
在西安、長沙友生了一些不法分子打、題、捻、焼的戸重事件。

考思到r大群欣的悲痛心情，対子青年学生感情激劫吋某些
不妥当的言行，党利政府采取了容忍秤克制恣度。在22日胡耀邦同

志追悼大会召汗前，対千先期到述天安n「均的一些学生井没有
按照隈例清燒而是要求他伯遵守紀律，共同追悼胡耀邦同志。由

子大家的共同努力，保証了追悼大会在庄戸粛穆的代氣中順利逃

行。

但是，在追悼大会后，扱少数別有用心的人継綾利用青年学

生悼念胡耀邦同志的心情，制造神神遥言，盛惑人心，利用大小

字振汚蔑、漫写、攻吉党和国家領号人；公然追反完法，鼓劫反対

共戸党的領号和社会主又制度；在一部分高等学校中成立非法組

網向学生会“寺枚”，有的甚至捨占学校r播室；在有的高等
学校中鼓劫学生器i果、教肺器教，甚至強行阻止同学上i果；盗用エ
人組鋲的名又，散友反劫侍単；井且四処串朕，企固制造更大的

事端。

送些事突表明，扱少数人不是在進行悼念胡耀邦同志的活劫，
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不是力了在中国推進社会主又民主政治的進程，也不是有些不浦

笈友牢掻。他イf1打着民主的旗号破坪民主法制，其目的是要摘散人

心，摘乱全国，破坪安定固結的政治局面。迭是一均有汁刻的明渫，

是一次劫乱，其突展是要｝人根本上否定中国共戸党的領号，否定

社会主又制度。迭是捏在全党和全国各族人民面前的一均戸重的政

治斗争。

如果対送坊功乱姑息級容，所之任之，将会出班戸重的混乱

局面，全国人民，包括「大青年学生所希望的改革汗放，治理整

頓，建没友展，控制物愉，政善生活，反対腐敗現象，建設民主

与法制，都将化力泡影；甚至十年改革取得的巨大成果都可能喪

失殆尽，全民族振米中年的宏佳應望也唯以実現。一↑恨有希望恨

有前途的中国，将変カー介功乱不安的没有前途的中国。

全党和全国人民都要充分仏沢送局斗争的戸重性，困結起来，

旗釈鮮明地反対劫乱，堅決維炉得来不易的安定団結的政治局面，

維炉完法，維炉社会主又民主利法制。決不允i午成立任何非法組組；

対以任何借口侵犯合法学生組銀枚益的行力要堅決制止；対蓄意

造遥逃行返陥者，要依法追究刑事寅任；禁止非法滸行示威，禁

止到工「、衣村、学校逃行串朕；対子摘打、磋、捻、焼的人要依

法制裁；要保炉学生上渫学可的正当枚利。「大同学真i成地希望消

除腐敗，推進民主，送也是党秤政府的要求，送些要求只能在党

的領弄下，加強治理整頓，釈扱推逃政革，健全社会主又民主秤

法制来実現。

全党同志、全国人民必須清醒地汰沢到，不竪決地制止送易劫

乱，将国元守日。送坊斗争事芙改革汗放和四化建没的成敗，事美

国家民族的前途。中国共戸党各級組組、「大共戸党貝、共青困員、

各民主党派、愛国民主人士利全国人民要明辮是非；釈扱行劫起来，

カ堅決、迅速地制止送坊母J乱而斗争！
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参考（⇔12) 

繁体字と簡体字

中国国民政府蒋主席干抗哉腔利后，逆清中国共戸党中央委

員会主席毛洋充先生，商i寸国家大it。毛先生子八月二十八日庖遊

来愉，逃見蒋主席，曾作多次会淡。同吋双方各派出代表，政府方

面力王世烹、張群、張治中、部力子四先生。中共方面力周恩来、

王若〖而先生。迭在友好、和 i皆的空代中逃行商淡，已荻得左列之

結果；井伯将在互信、互辻之基咄上継綾商淡，求得園満之解決，

弦特友表会淡紀要如下：

ー、美子和平建国的基本方針

一致汰力中国抗日哉争此已！性利結束，和l平建国的新防段即

将升始，必須共同努力，以手［］平、民主、困結、統一カ基咄；井在

蒋主席領号之下，長期合作，堅決避免内哉，建没独立、自由利

強的新中国，｛切底宴行三民主又。双方又同仏蒋主席所偶号之政治

民主化、平臥国家化及党派平等合法，力述到利乎建国必由之途径。

二、芙干政治民主化向題

一致仏方皮迅速結束iJII政，実施完政，井匝先采必要歩腺；

由国民政府召汗政治防商会以，逆集各党派代表及社会焚述坊商国

, i寸詑和平建国方案及召汗国民大会各項同題。現双方正与各方

治商政治防商会以名額、組銀及其瞑枚等項伺題，双方同意ー侯沿

商完早，政治切商会以即匝迅連召升。

三、美干国民大会岡題

中共方面提出重造国民大会代表，延緩国民大会召升日期及修
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改国民大会組銀法、造挙法柿五五完法草案等三項主張。政府方面

表示，国民大会已造出之代表，皮力有妓，其名額可使之合理的増

加利合法的解決，五五完法草案原曾友i)J各界研i寸黄献修改意見，

因此双方未能成立防説。但中共方面声明：中共不思見因此項同題

之争詑而破裂困結，同吋双方均同意将此項同題提交政治防商会波

解決。

四、芙干人民自由向題

一致汰力政府皮保証人民享受一切民主国家人民在平吋匝享

受身体、信仰、言詑、出版、集会、結社之自由；現行法令，当依

此原則，分別予以度止或修正c

五、芙子党派合法向題

中共方面提出政府皮承仏国民党、共戸党及一切党派的平等、

合法地位；政府方面表示，各党派在法律之前平等，本方完政常軌，

今可即行承汰。

九、美子写臥国家化岡題

・・・カ具体廿刻本項所述各何題起見，双方同意組銀三人小組

（写令部、平政部及第十八集団平各派一人）進行之。

十、芙子解放区地方政府向題

…此項同題久愚不決， 〔政府方面〕窓決I利平建没之障碍，乃

亜肋能商得具体解決方案；中共方面亦同意継綾商淡。
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参考（⇒13) 

小テス ト＊

1) 

這種新民主主義的 共和國， 一方面典舒式的，欧美式的，

資産階級専政的，資本主義的 共和図 相匝別，這是

薔 民主主義的 共和國，這種共和國 已維 過時 了 c

2) 

Zhonggu6 gもmingde lishi t心dianfen wei minzhu zhuyi yu 

shehui zhuyi liang ge buzhou, 紅 qidl. ・ylbu, 
．，ヽ• V 

xianza1 y1 

bushi yi ban de minzhu zhuyi, もrshi Zhongguc¥shi de tもshu

de xinshi de minzhu zhuyi, もrshi Xin・Minzhuzh且yi.

3) * * 

name score [二

＊
 1)は漢字をピンインに直すこと， 2)はピンインを漢字に直すこと， 3)は朗
読した内容を漢字で害き取ること，を求めている。
＊＊革命亦有新＼曰之分，在莱一房史吋期是新的京西，在月一房史吋期就変カ
＼曰的了。

*1999年 11月 10日実施（夜間主コース，専攻語科目「中国語9」)
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参考（⇒18) 

標点と符号について

署
悶

芯

贋
少
年
考
廣
中
國
鵬
人
之
語
也
年
長
而
勿
衰
（
召
~
8
y
目
洟
囀
巨o
l

臣
d
)英
美
人
相
昂
之

靡
東
西
民
族
渉
憩
不
同
現
象
趨
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＊《青年雑誌》第 1巻第 1号（《中国革命史桔案文献光盆犀》 B・l)。
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20世紀中国のあゆみ

Q! 〇』議和．団翡底．衷梢に進烏諏．＼夜国連合黒:t揺．入禦記．翌滉應北点領．．．．．．．…..
01①新政施行の詔勅；⑨辛丑条約
02②新民装報創刊；⑥大公報創刊 日英同盟成立①；シベリア鉄道全面開通① 02 
03⑤蘇報事件；⑦東清鉄道開通；⑨商部設立
04③束方雑誌創刊；⑨ラサ条約 日露戦争② 04 
05⑤対米ボイコット運動；⑧中国同盟会結成20;⑨科挙廃止 ［露J「血の日曜日」① 05 
06⑨立窓準備布告 ：日］南満州鉄道株式会社設立勅令⑤ 06 
07④東北で省制施行 英露協商⑧ 07 
08⑨欽定憲法大綱公布；⑪宣統帝即位 音年トルコ党の革命⑦ 08 
09②各省に諮緞局設置を命令
10⑩資政院開設 英領南アフリカ成立⑤；［日］韓国「併合JR10
11⑤鉄道国有令公布；⑩武昌蜂起；⑪外モンゴル独立宣酋
12①中益民国臨時政府成立19:②清朝滅亡 第一次バルカン戦争⑩ 12 
13⑦第二革命；⑪中露協定 第二次バルカン戦争⑤ 13 
14①国会解散；⑦中華革命党結成；⑨［日］宵品占領 第一次世界大戦⑦ 14 
15⑤ニーカ条受諾；⑨『青年雑誌』創刊18;⑫哀世凱，帝政就任を表明
16⑤衷世凱死去；⑥旧約法回復国会招集 ［謡］レーニン『帝国主義論誕⑤ 16 
17⑦張勲復辟；⑧対独宣戦；⑨広州で軍政府成立 ［露］十月革命⑪ 17 
18⑤日中軍事協定調印 ［米J十四カ条①；独降伏⑪ 18 
19⑤五四運動；⑦カラハン宣言；⑩中国国民党結成

［朝］三一独立運動③；コミンテルン結成③；ベルサイユ条約⑥ 19 
20⑦安直戦争 国際連盟成立① 20 
21①日中軍事協定廃棄；⑦中国共産党成立 モンゴル革命⑦；ワシントン会議⑪ 21 
22①香港海員スト；④第一次奉直戦争；⑤陳畑明反乱 九カ国条約②；ソ連邦成立⑫ 22 
23②二七惨案；②旅大回収運勁 注ビ関東大震災⑨；トルコ共和国成立⑩ 23 
24①国民党ー全大会17;⑨第二次奉直戦争 ［伊］ファシスト党勝利④ 24 
25③孫文死去；⑤五三〇事件；⑦国民政府成立 ロカルノ条約⑫ 25 
26③三一八惨案；③中山檻事件；⑦北伐開始 ［英］対華新政策発表⑫ 26 
27④四ーニクーデター；⑦武漠政府崩壊；⑧南昌蜂起 ［日］山東出兵⑤：東方会説⑥ 27 
28④北伐再開⑤張作謀爆殺；北伐軍北京入城16:⑫張学良「易織」

コミンテルン第六回大会⑦；不戦条約⑧ 28 
29①福遣会議⑦中東鉄路問題
30④中原大戦；⑩［台］霧社事件；⑫第一次：囲剰」
31⑨柳条湖事件；⑪「中華ソビエト共和国」成立
32①上海事件；③「満州国」成立；⑫中ソ復交
33①熱河作戦；④廃両改元；⑤塘活停戦協定；⑪福建事件

世界恐慌⑩ 29 
ロンドン海軍軍縮会談① 30 
スペイン共和革命④ 31 
［日〕五ー五専件⑤ 32 

ヒトラー内閤成立①；［日：国際連盟脱退③ 33 
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34 ②新生活運動提唱⑩長征 ［米］銀買上法⑥；［ソ］国際連盟加入⑨ 34 

35①遵義会議；⑩八ー宣言15;⑪幣制改革；⑫ーニ九運動

コミンテルン第七回大会⑦；［伊］エチオピア侵入⑩ 35 

36⑥全国各界救国連合会成立；⑪緩遠事件；⑫西安事件

［日］二ニ六事件②；スペイン内戦⑦；日独防共協定⑪ 36 

37⑦慮溝橋事件；⑨第二次国共合作；⑫南京事件

［米］隠離演説⑩；プリュッセル会議⑪ 37 

38④抗戦建国綱領 14;⑦国民参政会；⑩広州・武漢陥落

［日］近衛声明①；［独］オーストリア併合③；ミュンヘン協定⑨ 38 

39③国民精神総動員綱領；⑥異党活動制限規定

ノモンハン事件⑤；独ソ不可侵条約⑧；［独］ポーランド侵入⑨ 39 

40①毛沢東「新民主主義綸」13;③南京「国民政府」成立

［独］パリ占領⑥；［日］北部仏印進駐⑨；日独伊三国同盟⑨ 40 

41 ①院南事件；⑥田賦中央移管；⑩中国民主政団同盟結成

日ソ不可侵条約④；独ソ戦⑥；大西洋憲幸⑧；［日］マレー・真珠湾奇襲⑫ 41 

42②整風運動；⑥中米武器貸与協定 連合軍宣言①；ミッドウェー海戦⑥ 42 

43①米英，対華不平等条約撤廃；③蒋介石「中国の命運」

コミンテルン解散⑤；カイロ宣言⑪ 43 

44①［日］大陸打通作戦；⑨民主同盟結成；⑩スティルウニル召還

ノルマンディー作戦⑥ 44 

45④中共七全大会；⑤国民党六全大会；⑧中ソ友好同盟条約；⑩双十協定12

ヤルタ会談②；［独〕降伏⑤；ポツダム宣言⑦；［日］降伏⑧ 45 

46①政治協商会厳；⑦全面内戦化；⑪国民大会

国際連合成立①；フルトン演説③；［日］新窓法公布⑪ 46 

47②［台］ニニ八事件；⑩人民解放軍宣言
マーシャルプラン発表⑥；インド・パキスタン独立⑧ 47 

-18④国民大会；⑧華北人民政府；⑨遼海戦役

イスラエル建国宣言⑤；ベルリン封鎖⑥；南北朝鮮成立⑧⑨ 48 

49⑨新政治協商会厳；⑩中華人民共和国成立11;⑫毛沢東，モスクワ訪問

コメコン結成①；NATO結成④；［米］中国白苔⑧；西東ドイツ成立⑨⑩ 49 

50⑥三反五反遮動；⑥土地改革法10;⑩人民義勇軍，朝鮮出動 朝鮮戦争⑥ 50 

51⑩ラサ進駐 サンフランシスコ講和条約⑨；日米安全保障条約⑨ 51 

52④日「華J条約 ［英］スエズ運河封鎖① 52 

53⑧毛沢東，f過渡期の総路線」指示；⑨中ソ経済技術援助協定 スターリン死去③ 53 

54⑨第一期全人代（憲法公布）；⑫米「華j相互防衛条約 SEATO創設⑨ 54 

55⑦毛沢東r洪業協同化の問題について」 バンドン会策④；ワルシャワ条約⑤ 55 

56④毛沢東~+大関係論J;⑤百花斉放・百家争鳴；⑨中共八全大会

［ソ］スターリン批判②；ハンガリー事件⑩；日本，国連加盟⑫ 56 

57⑥反右派闘争；⑪毛沢東，「東風は西風を圧倒する」

EEC発足③；［ソ］スプートニク1号⑩ 57 

58⑤社会主義建設の総路線；⑧人民公社化g;⑧金門・馬祖砲撃 イラク革命⑦ 58 

59③チベット勁乱；⑦寂山会議；⑧中印国境衝突 キューバ革命①；米ソ首脳会談⑨ 59 

60⑦［ソ］在中国技術者の引き揚げ通告；⑪人民公社の三級所有制 OECD設立⑫ 60 

61①調整政策；①呉皓「海瑞の免官」 ［韓］軍事クーデター⑤ 61 

62⑨毛沢東，階級闘争継続綸；⑩中印国境紛争

［米］ベトナム戦争介入②；キューバ危機⑩ 62 
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63②「雷鋒に学べ」運動；⑤漿村社会主義教育運動；⑥中ソ公開論争
アフリカ統一機構成立⑤；［米Jケネディー暗殺⑪ 63 

6,1⑧毛沢東，内陸部建設方針；⑩初の核実験

［米］トンキン湾事件⑧；［ソ］フルシチョフ失脚⑩ 64 
65⑨林彪，人民戦争勝利万歳；⑪銚文元，文園報綸文

［米］北爆開始②；日韓基本条約⑥；インドネシア政変⑨ G5 
66⑤五一六通知；⑧プロレタリア文化大革命決定 8 [仏]NATO脱退③ 66 
67②上海コミューン；⑦武漢事件 EC成立⑦；ASEAN結成⑧ 67 
68⑨革命委員会成立；⑩劉少奇除名決識 ［米J北燥停止③；チェコ事件⑧ 68 
69③中ソ国境紛争；⑨中共九全大会；⑪劉少奇獄死 ［米］アポロ月面着陸⑦ 69 
70④初の人口衛星；⑧陳伯達批判 〔米］カンボジア侵攻④ 70 
71⑨林彪事件；⑩国連，中国代表権決識 ［米］金・ドル交換停止⑧ 71 
72②ニクソン訪中；⑨田中首相訪中 7 沖縄返還⑤；：米Jウォーターゲート事件⑥ 72 
73④郵小平復活；⑧中共十全大会（四人組台頭） ベトナム和平協定①；石油危機⑩ 73 
74①批林批孔運動；④部小平「三つの世界J論；⑪李ー哲大字報
75① 75年窓法；④［台彗蒋介石死去 ベトナム戦争終結④ 75 
76①周恩来死去；④天安門事件；⑨毛沢東死去；⑩四人組逮捕 南北ベトナム統一⑦ 76 
77⑦郵小平復活；⑧中共十ー全大会 ベトナム・カンボジア紛争⑫ 77 
78② 78年憲法；⑤真理基準論争；⑫中共十一期三中全会 6

ベトナム華｛喬大拭帰国⑤；日中平和友好条約⑧ 78 
79②ベトナム侵攻；③魏京生逮捕；⑫民主の壁閉鎖

中米国交①；イラン・イスラム革命①；アフガニスタン政変⑫ 79 
80②劉少奇名脊回復；⑧深訓などに経済特区設置 エジプト・イスラエル国交① 80 
81 ①林彪•四人組裁判；⑥歴史決棋 5 サダト暗殺⑩ 81 
82c82年憲法4;⑨中共十二全大会 ；ソ：タシケント提案③；フォークランド紛争④ 82 
83⑩中共，整党決識 ワレサ，ノーベル平和賞⑩ 83 
84⑤国営企業改革決定；⑥郵小平，「一国両制」提起；⑫中英香港共同声明 3
85⑥人民公社解体，郷政府樹立 プラザ合意⑨ 85 
86④義務教育法；⑨［台J民進党結成；⑫合肥で学生速動

フィリピン革命②；［ソ］チェルノプイリ事故④；ジ］ウラジオストック提案⑦ 86 
87①胡耀邦辞任；⑦［台J戒厳令解除；⑩中共十三全大会 ジJペレストロイカ政策⑤ 87 
88①［台J蒋経国総統死去 ［ソ］アフガニスタンから撤退⑤ 88 
89④胡耀邦死去；⑤天安門事件 2;⑤江沢民総告記

ダライ・ラマ，ノーベル平和賞⑩；「ベルリンの壁一崩壊⑪；マルタ会謡⑫ 89 
90⑦中国・インドネシア国交再開 イラク軍，クウェート侵攻⑧；東西ドイツ統一⑩ 90 
91 ④［台］；動員勘乱時期」終結 アパルトヘイト廃止⑤；ソ連解体⑫ 91 
92①部小平，南方視察t⑩中共十四全大会（「社会主義市場経済」）

マーストリヒト条約②；ユーゴスラピア解体③；［日］天皇，中国訪問⑩ 92 
93⑩中越国境協定；⑪中口軍事協定 EC統合市楊発足①；［日］五五年体制崩壊⑦ 93 
94①外貨兌換券発行停止 ［朝］金日成死去⑦ 94 
95⑨香港立法評議会選挙 WTO発足①；［配阪神大地震① 95 
9G③台湾付近で軍事演習；③［台洟総統直接選挙
97②部小平死去；⑦香港返還；⑨中共十五全大会 アムステルダム条約調印⑩ 97 
98③朱舘基，総理就任；⑩国際人権B規約署名；⑪村民委員会組織法

①南アフリカと国交樹立；［米］中台関係で「三つのノー」⑤ 98 
99⑨丑五中部大地震；⑫マカオ返遠 欧州単一通貨発足① 99 
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索引

文献案内

1了中国共産党文献資料庫』／『北京週報』／『岩波現代中国事典』 /2『人民日報」／

『チャイナ・クライシス重要文献』 /3『原典中国現代史』／『新華月報』／『中国革

命史描案文献光盤庫』 /5『解放軍報』／『紅旗』 /6『中国共産党最新資料集」/1『原
典中国現代史；第8巻（日中関係）／『日中関係基本資料集』 /8『毛沢東語録』／「文

化大革命」に関する邦文の資料集/9『建国以来重要文献選編』／『中国大躍進政策の

展開』 /10『新中国資料集成』 /12『中華民国重要資料初福一対日抗戦時期』／『中華
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あとがき

本書は，本学2年次の専攻語科目「中国語」の教材として配布した資料

を整理したものである。同時にそれは第 1年次の中国語学習を基盤とし，

3~4年次における中国地域研究とりわけ中国近現代政治史・現代中国政治

研究を架橋するような授業とはどのようなものであるべきか， という問い

に対するひとつの私案でもある。

授業は原則として 1時限 1課とした。受講者には胡士雲先生に吹き込ん

でいただいた課文のテープを配布し，それを繰り返し聞くこと，課文をピ

ンインに直ナこと，ピンインを漢字に直すことを求め，毎回，開始時に復

習として「小テスト」 (255頁）を実施したツ

開講時に配布したのは課文とそのピンインおよび訳文からなる「試行版

ver.3.0」で，授業の進行に並行して，前文と語釈，解説の各部分を補って

いった。 20の課文のうち7つが『人民日報』からのものであるのは，その

データベースを活用したからであり，それ以外の牒文の多くはスキャナー

とOCR(清華OCRライト）を用いて処理した。また課文にはNiHaoWin 

添付の「NG文鼎中楷」「NG文鼎中楷繁」を， ピンインは NiHaoWinの

「ピン音表示・出力」を，語釈は「日中・中日辞書引き System,Ver.2」をそ

れぞれ用いたご

* :NG文鼎中概―:--:G文鼎中楷緊」で作成した文書 (MS・WORD2000を使用）
で「日中・中日辞古引き System,を使用することができる0 : 中日1日中統合辞典

（国際版）」（小学館 1998)はテキストからのジャンプ懐能がなく，またコピー＆

ペーストの懐能も限定されているため，本占の版下作成に用いなかった。一方，

「日中・中日辞書引き System,Ver.2」について言えば，複数の発音を有する漢字
の検索操作の面で改良の余地があるように感じられた。

NiHao Winの「ピン音表示・出力」は課文のピンイン表記を作成する

上で非常に便利なツールであるが，少なからずの補正を要することも亭実



である。実際に作業を始めると，分かち書きや大文字表記など簡単ではな

いことを痛感した＊。補正作業に多くの時間を費やしたものの，依然とし

て多くの問題点があると思われる。

＊山崎直樹先生から「i葵語掛音正詞法基本規則」（『普通話水平測試大網・修訂本i
吉林人民出版社1994年）の教示を受け，「一」と「不」の変調以外は基本的にこ

れに拠ることにした。また荒岡啓子氏からも貴童なアドバイスをいただいた。

前文，課文，語釈（「日中・中日辞書引き System」以外の補足部分），

訳文，解説の各部分に典拠を掲げた。これは研究を具体化するための参考

資料の紹介を意図してのものである。

教えることは学ぶことだというが，授業をしつつ本書を編む過程で実に

多くのことを学んだ。真攀な態度で取り組んでくれた受講生諸君に感謝し

たし,,

田中

2000年2月27日
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